




一般国道 49号は、新潟市と福島県いわき市の間の 249km、日本海側と太平洋側を

結ぶ主要幹線路としての役割を担っています。また、日常生活や地域経済を支える重

要な基盤施設でもあるため、近年、著しく交通量が増えてきました。それに伴い、交

通渋滞や交通事故の増加など生活環境に悪影響を与える様々な問題が生じています。

そこで、阿賀野市下黒瀬から六野瀬を結ぶ延長13.7kmの阿賀野バイパスの建設は、

これらの問題を解消し、安全で円滑な交通の確保と都市機能活性化のために重要な役

割を果たすものと期待されています。

本書は、この阿賀野バイパスの建設に先立ち、平成 26年度に実施した境塚遺跡の発

掘調査報告書です。調査の結果、鎌倉時代に作られた大規模な道に沿って多数の掘立

柱建物や井戸が見つかりました。平成 21年度の調査では有力者の居館も確認されて

おり、東西 400mに及ぶ大規模な中世遺跡であることが分かりました。境塚遺跡は、

幹線道路を利用した陸上交通と、阿賀野川に通じる百津潟を利用した河川交通との結

節点に成立した町と考えられます。

今回の調査結果が地域の歴史を解明するための研究資料として広く活用されるとと

もに、県民の方々の埋蔵文化財に対する理解と認識を深める契機となれば幸いです。

最後に、この調査に関して多大な御協力と御支援を賜った阿賀野市教育委員会、なら

びに地域住民の方々、また、発掘調査から報告書刊行に至るまで格別の御高配を賜っ

た国土交通省北陸地方整備局新潟国道事務所に対して厚くお礼申し上げます。

　　平成 28年 3月

新潟県教育委員会

教 育 長　高　井　盛　雄
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1　調査に至る経緯

一般国道 49 号（福島県いわき市〜新潟市）は、太平洋側と日本海側を結ぶ重要な幹線道路である。新潟

県内では、沿線市町村と新潟市を結ぶ地域幹線道路として重要な役割を果たしている。現道は阿賀野市街

地を通過しているが、幅員が狭小なため交通混雑と交通騒音、交通事故など生活環境に与える影響が問題

となってきた。これらの問題を解消し安全で円滑な交通を実現するため、「安田バイパス」（阿賀野市六野瀬〜

同市寺社間 5.6km）と「水原バイパス」（阿賀野市寺社〜同市下黒瀬間 8.1km）（第 2 図）が計画された。2004

年に市町村合併により阿賀野市が誕生してからは両者を合わせて「阿賀野バイパス」と呼称される。

阿賀野バイパスのうち水原バイパス部分は、1999 年 3 月に都市計画が決定、翌年 4 月に事業化された。

これを受けて、国土交通省北陸地方整備局新潟国道事務所（以下、国交省）と新潟県教育委員会（以下、県

教委）との間で法線内の遺跡の分布調査・試掘調査に関する協議が本格化した。国交省から委託を受けた

県教委は、財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団）に水原バイパスの踏査を依頼した。

埋文事業団は 2003 年 12 月 3・11・12 日に水原バイパスの踏査を行い、阿賀野市飯森杉〜寺社の区間

約 470,000m2 について試掘調査が必要な旨を報告した。阿賀野市百津字境塚に所在する「境塚遺跡」（第

1 図）は、2008 年に阿賀野市教育委員会の試掘調査により発見され、新遺跡登録された。2008 年に国

交省から依頼を受けた県教委は、埋文事業団に境塚遺跡周辺の試掘調査を依頼した。埋文事業団は 2008

年 5 月 23 日〜 7 月 2 日に境塚遺跡周辺のバイパス用地内の試掘調査を行い、長さ約 670m の範囲で遺構・

遺物を検出し、本発掘調査必要面積は 38,461m2 となる旨を県教委に報告した。そして、2009 年 3 月に

国交省から依頼を受けた県教委は、埋文事業団に境塚遺跡の本発掘調査を行うよう依頼し、2009 年 4 月

13 日〜 11 月 18 日に埋文事業団が 18,176m2 について本発掘調査を行った。また、2014 年 3 月に国交

省から依頼を受けた県教委は、埋文事業団に境塚遺跡の 9,284m2 について本発掘調査を行うよう依頼し、

埋文事業団は 2014 年 4 月 8 日〜 7 月 17 日に 6,480m2 について本発掘調査を行った。

2　調　査　経　過

A　試 掘 確 認 調 査

境塚遺跡に関わる試掘確認調査は、埋文事業団が 2008 年 5 月 23 日〜 7 月 2 日に行った。調査地点は、

一般国道 49 号阿賀野バイパス用地である JR 羽越本線−小里川間と小里川右岸堤下−県道新関水原停車

場線間である（第 3 図）。調査対象面積は 79,261m2、実質調査面積は 1,325.7m2、試掘確認率は 1.7% で

ある。試掘確認調査は、調査対象地に調査坑（試掘トレンチ：略号 T）を任意に設定し、重機（バックホー）

及び人力による掘削・精査を行い、遺構・遺物の有無を確認した。その後、土層堆積状況、トレンチ位置、

遺構・遺物の検出状況等を図面・写真等に記録する方法で行った。遺物はトレンチ西端及び北端から 4m

ごとに区切り、層序別に取り上げた。試掘トレンチは、JR 羽越本線−小里川間（34T 〜 62T）、小里川右

岸堤下−県道新関水原停車場線間（63T 〜 105T）で合計 72 か所を設定した。
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第 1 図　境塚遺跡の位置（国土地理院発行  平成 17 年「新潟」1：200,000 原図）

第 2 図　水原バイパスと遺跡の位置
  （国土地理院発行 平成 17 年「新潟」  平成 9 年「新津」 1：50,000 原図）
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調査の結果、西側の 42T 〜 53T と東側の 40T 〜 60T の大きく 2 つの範囲で遺構・遺物を検出した。

西側では土坑・溝が見つかり、古代・中世の遺物のほか、49T からは縄文時代晩期の土器が出土したが、

これに伴う明確な遺構は検出できなかった。東側では、59T 〜 62T で土坑・溝などの遺構が濃く分布

する傾向が認められ、検出状況から古代と中世の遺構が重複するものと推測した。一方、小里川右岸の

63T 〜 73T で溝を主体とする遺構を検出し、古代・中世に所属する遺物が出土した。このことから、小

里川左岸から遺跡が続くものと想定した。なお、これらの区間は昭和初期の耕地整理により遺物包含層

の大半が削平されており、水田耕作土直下で遺構が検出されることが分かった。以上から、境塚遺跡は

63T 〜 73T までの範囲と判断し、本発掘調査必要面積は 38,461m2 と報告した。

B　本 発 掘 調 査

1）2009 年 A・B・C・D 区

2009 年 4 月 13 日〜 11 月 18 日に A・B・C・D 区の調査を行った。調査面積は A 区 5,000m2、B

区 5,000m2、C 区 5,876m2、D 区 2,300m2 の合計 18,176m2 である（第 11 図）。調査の結果、A 区では

古代・中世、D 区では縄文時代晩期及び中世の遺構・遺物を検出した。また、B・C 区では近世以降の遺

構と古代・中世の遺物を検出した。

A 区では、掘立柱建物 25 棟、井戸 19 基、土坑 83 基、ピット 1,417 基、溝 91 条、集石 1 基、自然

流路 1 条、性格不明遺構 23 基を検出した。古代の明確な遺構は掘立柱建物 1 棟のみである。大半の遺構

は中世のもので、方形の堀で囲まれた居館から深さ約 5m の県内最大級の大型井戸を 2 基検出した。出

土遺物は、縄文時代の土器・石器、古代の土器、中世の土器・陶磁器・木製品・金属製品・製鉄・鍛冶関

連遺物・石器・石製品・土製品・焼骨である。13 世紀後半〜 15 世紀前葉を中心とし、県内 3 例目とな

る中国天目や青磁瓜形合子・白磁椀 C 群などの貴重な舶載品を含み、有力者の存在がうかがわれる。大

型井戸からは井戸側の側板や曲物が多数出土した。縦板・桟木・支柱の接合個体は 20 個体に上り、この

分析を通して中世の製板・製材技術を復元した。また、年輪年代学的分析によって、大型井戸 SE1007

が 1300（正安 2）年に構築されたものと推定した。

D 区では、掘立柱建物 9 棟、井戸 2 基、土坑 34 基、ピット 334 基、溝 46 条、炭化物集中範囲 13 か

所、自然流路 1 条、性格不明遺構 6 基を検出した。また、縄文時代晩期の大規模な河道を確認し、岸辺
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から炭化物集中範囲 6 か所を検出した。ほかの遺構は全て中世のものである。長さ約 61m にわたり幅約

6m の大規模な道を検出した。この道は、百津潟から水原市街に伸びることが明らかになり、中世の幹線

道路と考えられる。出土遺物は、縄文時代の土器・石器、古代の土器、中世の土器・陶磁器・金属製品・

製鉄・鍛冶関連遺物・石器・石製品である。特徴的な遺物としては五輪塔が挙げられる。中世は 13 世紀

後半〜 14 世紀前半を主体とする。

B 区では、溝 40 条、土坑 24 基、ピット 13 基、性格不明遺構 4 基を検出した。このうち、調査区北

側にある溝 34 条、土坑 12 基、ピット 3 基、性格不明遺構 4 基を調査した。その結果、溝の最下部から

琺
ほうろう

瑯鍋や近代の遺物が出土したことから、ほぼ全ての遺構が近代以降のものであることが明らかになった。

このため、調査区南側の範囲で検出した遺構も近代のものと判断し、調査を終了した。B 区に隣接する C

区もトレンチ調査を行った結果、B 区と同様の遺構が主体を占めることが明らかになり、本発掘調査を行

わないことと判断した。

この調査結果をまとめた報告書は、2012 年に刊行した［荒川・村上ほか 2012］。

2）2014 年 E・F・G 区

2014 年 4 月 8 日〜 7 月 17 日に E・F・G 区の調査を行った。調査当初面積は、E 区上層 4,230m2・

下層 3,606m2、F 区 45m2、G 区 1,403m2 の合計 9,284m2 であった。しかし、E 区の下層に遺跡が存在

しないことが明らかになったことや、G 区中層から古墳時代の遺物が検出されたことから、E 区 4,157m2、

F 区 118m2、G 区上層 2,005m2・中層 200m2 の合計 6,480m2 を調査した（第 11 図・図版 1）。

調査は G 区から開始した。2009 年度 A 区の範囲に施工されていた工事用盛土が G 区の未調査範囲に

も及んでいたため、国交省との協議の上、埋文事業団が除去することとした。4 月 9 日〜 5 月 9 日にバッ

クホーによる盛土除去及び表土・排水用開渠掘削を行った。発生土は置場を調査区周辺に確保できなかっ

たため、阿賀野バイパス用地内の山口野中遺跡調査終了範囲に搬出した。遺物包含層の多くは昭和初期の

耕地整理の際に削平されて残っていないため、表土掘削と連続して遺構検出を行った。4 月 25 日から作

業員による調査を開始した。遺構検出の結果、大小の溝や井戸と見られる土坑を検出した。5 月 1 日には

調査区北西側でⅣ層中から古墳時代の土器が出土し、当該期の遺物包含層が存在することを確認した。5

月 7 日から遺構掘削を開始した。溝の調査を行ったところ、SD3015 は昭和初期の土地更正図にある土

地境界に一致し、ほかの溝もこれと平行ないし直行するものが多く確認された。また、覆土は近世以降の

土層と考えられるⅡ層に類似した灰色土ブロックを含む褐色土であり、Ⅱ層が遺構上部に落ち込むものも

認められた。更に、中世の明確な遺物が出土しなかったことから、G 区の遺構の大半は近世以降の可能性

が高いと考えられた。このため、5 月 13 日に県教委と協議の上、遺構平面略図と代表的な遺構断面図を

作成し、調査を終了することとした。5 月 14 日から古墳時代の包含層（以下、中層と呼ぶ）を確認するた

め、重機でⅣ層を掘削した。その結果、調査区北西側の 200m2 について調査が必要であることが分かった。

中層では遺構は検出されず、土器のみ出土した。5 月 16 日に中層の調査を終了した。5 月 19 日〜 21 日

に縄文時代（以下、下層と呼ぶ）の確認調査を行い、遺跡がなく調査不要と判断し、一旦、G 区の調査を終

了した。その後、F 区の覆土上部にⅡ層が堆積する井戸 SE4013 から中世の遺物が出土したため、こう

した遺構が中世に所属する可能性が考えられた。このため、G 区で近世以降とした遺構の中にも中世に所

属するものが含まれる可能性を排除できなくなった。県教委及び国交省と協議の上、6 月 18 日から改め

て調査を行った。溝や井戸などの遺構を掘削し、7 月 3 日に調査を終了した。
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E 区は 5 月 12 日からバックホーによる表土掘削を開始し、5 月 19 日から遺構検出作業を並行して実

施した。調査区南端で検出した SD3070 では近世〜現代の遺物が出土したため、これより南側の表土掘

削を行わないこととした。また、早期に下層の有無を把握するため、5 月 20 日から遺構空白域において

下層確認調査を行った。その結果、調査区内に下層がないことを確認した。遺構検出の結果、井戸や柱穴

などが多数見つかり、5 月 26 日から遺構掘削に着手した。6 月 15 日に E 区を公開する現地説明会を開

催し、82 人の参加を得た。6 月 18 日にラジコンヘリと高所作業車を用いた完掘写真撮影を行った。6 月

19 日から井戸側を持つ井戸 3 基について重機による断ち割り掘削を行い、井戸下部の調査を開始した。

6 月 30 日に県教委が調査の終了を確認した。7 月 11 日に記録作業も含めた全ての調査を終了した。

F 区は 6 月 2 日に表土掘削、6 月 3 日に遺構検出を行った。検出した井戸や土坑の覆土上部には G 区

と同様にⅡ層が落ち込んでいたが、井戸 SE4013 から中世の瓷器系陶器や銭貨が出土したため、中世に

所属する可能性が考えられた。全ての遺構を完掘し、6 月 17 日に調査を終了した。

C　下層の確認調査

1）2009 年 A・D 区

2009 年の本発掘調査終了後に下層の有無を確認する調査を行った［荒川・村上ほか 2012］。A 区では

2009 年 10 月 21 日〜 10 月 30 日に行った。調査対象面積は 5,000m2、実質調査面積は 817m2 である。

A 区北西側に位置する SR1327 の周辺にトレンチを設定した（第 5 図）。その結果、SR1327 より古い河

川跡 SR1327B・1327C・1327D を確認した。最も古い河川である SR1327D は、掘削深度は約 3m 下

まで及んだものの底面は確認できず、西側の立ち上がりも確認できなかった。また、覆土及び川底付近で

は流木を確認したが、遺構・遺物は検出されなかった。以上から、A 区下層の本発掘調査は不要であると

判断した。

D 区では古代・中世の遺構確認面から縄文時代に所属する遺物の出土が認められたことから、調査終

了後に下層の遺構・遺物を確認する調査を実施した。調査期間は 2009 年 9 月 28 日〜 10 月 20 日である。

調査対象面積は 2,000m2、実質調査面積は 603m2 である（第 4 図）。その結果、6T・9T で縄文時代晩期

後葉の遺構・遺物が出土した。6T では、炭化物集中範囲 3 か所、焼土 1 か所を検出した。最も深い炭化

物集中範囲（SC2442）は地表下 2.2m である。1T では深さ 3.3m の川底から径 8 〜 40cm の流木（ブナ

属）が出土し、放射性炭素年代測定により紀元前 7 世紀中頃〜 6 世紀中頃の年代が得られた。土層堆積状

況から、これらの遺構・遺物は埋没した河川の岸辺に構築されたもので、遺物包含層及び遺構検出面は少

なくとも 4 面になるものと推定した。これらの遺構・遺物は D 区北西側の未調査範囲に続いており、範

囲は更に広がるものと推定した。以上から、D 区のうち河川の岸辺と推定される北西側 700m2 について、

本発掘調査が必要であると報告した。

2）2014 年 E・G 区

2014 年の本発掘調査中に E・G 区の下層確認調査を行った。E 区では 2014 年 5 月 20 日〜 21 日に

実施した。トレンチは 2014-6T を 17O、2014-7T を 19P グリッドに設定した（第 4 図）。2014-6T では、

Ⅳ層上面から約 3m 下位に青灰色砂が堆積し、径 5 〜 10cm の礫と木片が多量に出土した。2014-7T では、

土層が西側から東側へ向かって斜位に堆積する。また、Ⅳ層上面から約 1.5m 下位には植物泥炭層の堆積

が見られる。こうした土層断面から、この地点は D 区から続く旧河川の範囲にあることが推定される（第
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12 図）。更に、3T と 6T の間にある SE3031 の調査では地表下約 4m まで掘削したものの、遺構・遺物

は検出されなかった。以上から、E 区下層の本発掘調査は不要と判断した。

G 区では 2014 年 5 月 19 日に実施した。試掘トレンチは北西側の 24・25V グリッドの 2014-5T に

設定し、中層の遺構・遺物の有無を確認した後、約 3m 下まで掘削した（第 5 図）。土層は、Ⅳ層が約 0.6m

の厚さで堆積し、これ以下は灰白色シルトと浅黄橙色砂の互層が約 2.3m の厚さで堆積する。土層断面か

ら A 区から続く旧河川の範囲にあることが推定される（第 12 図）。調査の結果、遺物包含層は認められず、

遺構も検出されなかったことから、G 区下層の本発掘調査は不要であると判断した。

推定河川範囲
（SR2444）

4T5T

8T7T

SC2430
SC2429

6T

SC2442
SC2441

SC2443

9T

1T

2014-6Ｔ
2014-7Ｔ

2T 3T

SC2371 E区

D区

0 20m（1：1,000）

2014-5T

推定河川範囲

4T

5T 7T 6T

3T
9T

10T

2T 1T

8T

SR1327
SR1327D

SS1864

30ＧＧ10

30ＧＧ9

SX129

29ＥＥ16
27ＤＤ15

29ＤＤ13

29ＤＤ22

G区

A区

凡例

●：縄文時代遺物出土地点

○：古代遺物出土地点

0 20m（1：1,000）

第 4 図　D・E 区下層トレンチ位置

第 5 図　G 区下層トレンチ位置
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D　整理作業の経過

整理作業は 2014 〜 2015 年度に行った。2014 年度は本発掘調査と並行して記録類（図面・写真）の整

理、遺物の洗浄・註記を現場事務所で行った。本発掘調査終了後は阿賀野市蕪木遺跡現場事務所に整理事

務所を併設して、遺構図面整理と遺物の接合・実測を行った。蕪木遺跡の本発掘調査終了後は記録類・遺

物を株式会社帆苅組埋蔵文化財調査事務所に搬入し、遺構図版の作成、遺物のトレース・図版作成、本文

の執筆を行った。本文・遺構・遺物の図版及び写真図版の作成及び編集は、有限会社不二出版にテキスト

データ・挿図原図・遺構測量データ・遺構原図・遺物トレース図・レイアウト図案を支給して委託し、印

刷用データで納品を受けた。2015 年度は印刷用データの確認・調整等を行い、株式会社新潟印刷に印刷

用データを支給して印刷製本し、報告書を刊行した。

3　調査・整理体制

第 1 表のとおりである。

調査期間 2008 年 5 月 23 日〜 7 月 2 日

調査主体 新潟県教育委員会（教育長  武藤　克己）

調 査 財団法人  新潟県埋蔵文化財調査事業団

総 括 木村　正昭（事務局長）

管 理 斎藤　　栄（総務課長）

庶 務 長谷川　靖（総務課班長）

調査総括 藤巻　正信（調査課長）

調査担当 田海　義正（調査課試掘担当課長代理）

調査職員 畠野　義昭（調査課主任調査員）

調査期間 2014 年 4 月 8 日〜 2014 年 7 月 17 日

整理期間 2014 年 7 月 18 日〜 2015 年 3 月 31 日

調査主体 新潟県教育委員会（教育長  高井　盛雄）

調 査 公益財団法人  新潟県埋蔵文化財調査事業団

総 括 土肥　　茂（事務局長）

管 理 熊倉　宏二（総務課長）

庶 務 仲川　国博（総務課　班長）

調査総括 高橋　　保（調査課長）

調査指導 田海　義正（調査課　課長代理）

調査担当 荒川　隆史（調査課　専門調査員）

支 援 組織　株式会社  帆苅組

現場代理人　伊藤　聡　  現場世話人　坂宮正幸

調査員　　村上章久　  高橋　均　  石橋夏樹

補助員　　佐藤直美　  伊藤麻美　  大瀧明美　  坂口理恵　  佐藤由紀　  田中加代子　  渡部由江

試掘確認調査

本発掘調査・整理作業

第 1 表　調査・整理体制
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1　地 理 的 環 境

境塚遺跡は、阿
あ が の し

賀野市百
もも

津
づ

字
あざ

境
さかい

塚
づか

16 番地 1 ほかに所在する（第 1・2 図）。阿賀野市は、新潟県の北東

部に位置し、2004 年 4 月に安田町・水原町・笹神村・京ヶ瀬村の 4 町村が合併した人口約 4 万 4 千人

人の新市である。周囲は新潟市（旧豊栄市、旧新津市、旧横越町）・新発田市・五泉市・東蒲原郡阿賀町（旧

三川村）と接する。阿賀野市の地勢は、東に標高 912.5m の五
ご

頭
ず さ ん

山や標高 973.5m の菱
ひし

ヶ
が

岳
たけ

を主峰とする

五頭山地とこれに並行する標高約 100m の笹
ささかみ

神丘陵、西に越
えち

後
ご

平野から成り、南は阿賀野川北岸に接する。

五頭山地は南北約 20km、東西約 5km の規模で連なり、山体の大部分は風化した花崗岩からなる。ここ

を源とする松
まつおかがわ

岡川・荒
あらかわ

川・折
おり

居
い

川
がわ

・大
おおあらかわ

荒川・中
なか

ノ
の

川
がわ

・安
あん

野
の

川
がわ

・大
だいにちがわ

日川などの水系は、笹神丘陵を深く切り

込みながら越後平野に流れ出し、筋状の自然堤防を形成する。これらは全て福
ふくしまがた

島潟に流入し、唯一の排水

路である新
に

井
い

郷
ごうがわ

川を経由して阿
あ が の

賀野川
がわ

と合流する。阿賀野川は福島県会
あい

津
づ

盆地から県境の峡谷を蛇行しな

境塚遺跡境塚遺跡

旧安野川旧安野川

　　駒
　林
川

　　駒
　林
川

阿賀野川
阿賀野川

旧
  小
    里
      川

旧
河
道
①

旧
  河
   道
   ②

旧
河
道
③

旧
河
道
①

旧
河
道
Ａ

旧
河
道
Ａ

旧
  河
   道
   ②

旧
河
道
③

現

河

道

三国街道
幹線道
河川
現河道

凡例

第 6 図　遺跡周辺における阿賀野川の旧河道と河川及び新発田領絵図における三国街道・幹線道の推定位置
（大日本帝國陸地測量部発行　大正 8 年「新潟」「新津」1：50,000 原図）
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がら流下し、谷口の五泉市馬
まおろし

下及び阿賀野市草
くそうず

水から越後平野に入る。また、阿賀野市域で大きく蛇行し

た後に新潟市笹山付近から直線的な流路となり、新潟砂丘を突き抜けて日本海に流れ込む。1730（享保

15）年の新発田藩による松ヶ崎掘削以前までは、阿賀野川は新潟砂丘の手前で南に折れ、信
しな

濃
の

川
がわ

と合流し

て河口を形成した。この地が現在の新潟港であり、927（延長 5）年に延喜式に記載された「蒲原津」と

される。

阿賀野川は 1915（大正 4）年〜 1933（昭和 8）年を始めとする 4 回の改修工事が行われ、現在は河道

が直線化されている。かつては発達した新潟砂丘によって日本海への流出口を狭められ、河道の変更を

伴う大規模な氾濫が起こり、数多くの旧河道や自然堤防が残された。境塚遺跡の西側には幅 300m 前後

の大きな旧河道が 3 か所認められる。ここでは、六日野−七島間を旧河道①、前山−関屋間を旧河道②、

下
さが

里
り

−沢
そ

海
うみ

間を旧河道③と呼ぶこととする（第 6 図）。大矢・加藤［1984］はこれらの年代について、旧

河道①が 1713（正徳 3）年頃、旧河道②が 1762（宝暦 12）年頃、旧河道③が 1911（明治 44）年頃まで

流れていたと推測している。しかし、1647（正保 4）年「新発田領絵図」を見ると、阿賀野川の東側に「下

里村」、西側に「渡り場」・「沢海村」とある（第 7 図）。したがって、正保年間には阿賀野川の本流はすで

に旧河道③を流れていたことになり、旧河道①・②はこれ以前の可能性が高いものと推測される。また、

1645（正保 2）年「正保越後国絵図」には六日野の近くに「百
もも

津
づ

潟
がた

」が描かれ、1816（文化 13）年「越

後輿地全図」にも旧河道①に該当する部分に「古川蹟」と書かれた三日月状の範囲が記されており、旧河

道①が阿賀野川の本流からそれて三日月湖になったものが百津潟と考えられる［成田 2000］。

この「新発田領絵図」には三国街道中通り（以下、中通りと呼ぶ）とこれに連なる幹線道、道上の村名と

その距離が記されている（第 7 図）。阿賀野市周辺の地名と一致するものも多く、中通りと幹線道を近代

の地図に推定復元することが可能である。三国街道は中山道高崎から分かれて三国峠から越後に入り、信

濃川に沿って長岡・寺泊まで下る道である。また、中通りは長岡から分岐して加茂・新津を通って新発田

城下に続く道である［小松ほか 1995］。絵図によると、中通りは「新津村」から能
のうだいがわ

代川を越えて「金沢新田」〜

「金谷村」〜「福岡村」と進み、阿賀野川を越えて「分
ぶん

田
だ

村」に入る。このことから、阿賀野川は現在の

上福岡と分田の間の旧河道 A を流れていたことが分かる 1）。そして、「分田村」から「百津村」の西寄り

を通り、安野川を渡って「中嶋村」に至る。また、境塚遺跡周辺に目を向けると、「七嶋新田」から北に

伸びる幹線道の 4 町先には「五ヶ村枝村共ニ」とあり、ここが現在の六日野や月
つきざき

崎の周辺と推定される。

大正時代の地図には羽越本線の西側に並行して下条方向に伸びる道があり（第 6 図）、昭和の土地更正図

にはこの道沿いに「字往来道上」・「字中道」・「字下道」などの道に由来する小字名が認められる（第 8 図）。

したがって、この付近に「七嶋新田」と六日野等を結ぶ近世の幹線道があった可能性が高い（第 6 図）。境

塚遺跡 D 区で検出した道の方向はこれと共通し、近世の幹線道の前身であった可能性も考えられる。

境塚遺跡のすぐ東側を流れる安野川と小
お

里
さとがわ

川は、1941（昭和 16）年〜 1973（昭和 48）年に行われた国

営阿賀野川農業水利事業により新規に掘削された人工の河川である。大正 8 年測量図によれば、旧安野

川（七浦川）は五頭山麓を源とし、村杉、上山田、大野地、中島を経由して水原市街南端を通り、駒
こまばやしがわ

林川

に接続していた。また、旧小里川は菱ヶ岳麓を源とし、ツベタ、羽田屋、堀越、前山を経由し、旧安野川

とともに駒林川に合流していた（第 6 図）。百津潟は小里川のほかにも保田方面や分田方面からの河川も

1） 小松ほか［1995］では、これより南側の金谷から稗
ひえ

河
かわ

原
ら ば

場に向かうルートが示されており、本書と異なる。明治・大正
期の地図には上深川から西岡を結ぶ阿賀野川の河川内に小径の表示が認められることから、元々は道としてつながってい
たと考えられる。
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1　地 理 的 環 境

第 7 図　正保 4 年　新発田領絵図
（新発田古地図等刊行会［1976］から抜粋して作成）

凡例

　　  三国街道

　　  幹線道

　　  河川・潟
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2　歴 史 的 環 境

通じており、福島潟と同様に水原以南における河川の中継地であったと考えられる。

現在の境塚遺跡周辺は、1927 〜 1931（昭和 2 〜 6）年ころに行われた耕地整理により水田地帯となっ

ているが、これ以前は桑畑を中心とする畑地であり、比較的標高の高い場所であった。耕地整理前の土地

更正図には、遺跡の北東約 600m に幅 20m 程度の二股に伸びる旧河道と、東側に広がる水田地帯が読み

取れる（第 8 図）。この旧河道は、境塚遺跡 D 区の調査から縄文時代晩期に形成された大規模河川が埋積

した最終段階の窪地を流れていたものである（第Ⅰ章 C（2））。A 区では大規模河川の対岸と見られる落ち

込みも確認されているほか（第Ⅰ章 C（1））、安野川堤防断面でも深さ 4m 以上、幅約 250m にわたり河

川の埋積が認められる。以上から、縄文時代晩期の大規模河川は古阿賀野川と推定される 1）。

以上から、境塚遺跡は阿賀野川の旧河道①の自然堤防上に立地し、百津潟の北岸に位置していたものと

考えられる。遺跡の北東側から古阿賀野川の埋積によってできた小規模な河道が流入し、その東側に境塚

A・G 区、西側に境塚 D・E 区が形成された。境塚遺跡は、百津潟・旧安野川・旧小里川と整備された幹

線道を通じて水原・堀越・安田の各地と結ばれ、更に阿賀野川や福島潟を経由して蒲原津に通じた河川交

通の要衝に営まれていたのである。

2　歴 史 的 環 境

A　略　　　史

境塚遺跡は 1134（長承 3）年に皇嘉門院領として立荘された白河荘に位置する。皇嘉門院は藤原忠通

の娘であったことから、白河荘は九条家が領家職を持つ九条家領として代々伝領されていった。この白河

荘の立荘には阿賀北に大きな勢力をもつ城氏が関わっていたと推測され、「白河御館」と呼ばれた城助職

は白河荘に本拠を持ち荘園の在地管理にも関わっていたとされる［樋口 2004］。阿賀野市寺社には城氏

の拠点と推定される大坪遺跡［荒川ほか 2006］や平安時代末期から鎌倉時代初頭の経塚である横峯経塚［川

上 1979］が存在した。城氏は治承・寿永の内乱期（1180 〜 1185 年）に勢力を衰退させ、1201（建仁元）

年の鳥坂山の戦いで滅亡する。

13 世紀になると越後の荘園には地頭職を得た関東御家人が入部する。白河荘は伊豆の御家人である大

見家秀が地頭職を得たと推測される［樋口 2004］。白河荘の地頭職は家秀の息子である大見実景に譲ら

れた。白河荘は上条と下条に大きく二区分されており、大見実景は白河荘の下条に含まれる山浦四箇条・

水原条・船江条の地頭職を嫡子である行定に、上条に含まれる安田条の地頭職を庶子の時実に譲り渡す。

1283（弘安 6）年、大見行定は白河荘の地頭職を七郎家綱と次男家政に譲り渡す。嫡子である大見家政は

山浦四箇条の地頭職、庶子の大見家綱は水原条地頭職を得た。このように山浦四箇条の地頭職は惣領であ

る家政の系統に伝領され、安田条地頭職は庶子である時実とその嫡子頼資の系統、水原条地頭職は家綱の

系統が伝領していく。大見氏は鎌倉末期に安達時顕に白河荘地頭職を奪われる。この地頭職は鎌倉幕府滅

亡後、建武新政権の成立と南北朝の対立、観応の擾乱といった中央政治の変動によって保持者が佐々木貞

氏、細川頼和などに変わり、大見氏に戻った史料は確認されていない。大見氏は白河荘地頭職を失ったも

のの、白河荘に一分地頭職ともいうべき下級の地頭職を保持していた可能性があり、これを根拠として国

人領主として成長していった［樋口 2004］。

1） 荒川・村上ほか［2012］ではこの河川を古安野川と推定したが、本書では規模から縄文時代晩期の古阿賀野川と変更し
て推定する。
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

山浦四箇条や安田条、水原条などの地頭職を得た大見氏一族は、領域支配を強め 1394 〜 1427（応永

年間）年には山浦氏、安田氏、水原氏を名乗り国人領主へと転化する。なお、大見氏嫡流は大見家経に子

がなく、1398（応永 5）年に水原氏から初犬丸を養子として迎えた後に水原氏に統合されたとされている

［樋口 2004］。白河荘には安田氏、水原氏以外にも 1504 〜 1521（永正年間）年に作製された『蒲原郡段

銭帳』に現れる堀越氏や下条氏が存在しており、大見氏一族を含め「白河之面々」と呼ばれる集団をなし

ていた。白河荘を含む阿賀北地方は府中の守護・守護代の勢力に対して強い独立性を保持していた。これ

に対し 14 世紀末、上杉房定が越後守護になると守護勢力の地方扶植が図られ、下条山浦には上杉憲重が

入部し、山浦上杉氏となった。越後守護上杉頼方と守護代長尾邦景の争いで生じた応永の大乱は阿賀北で

も国人層を二分した争乱となった。1423（応永 30）年には大見氏一族を含む白河荘の国人領主「白河之面々」

や加地氏、新発田氏が守護代側に寝返り山浦の守護勢力や中条氏と敵対している。この際、堀越氏の拠点

である堀越館と思われる「堀越之要害」が陥落している。応永の大乱は守護上杉房方の敗北によって終結

するが、その後も大見氏一族は阿賀北地方に勢力をのばす守護・守護代勢力からの強い影響を受けつつ戦

国期をむかえる。

B　白河荘の中世遺跡

阿賀野川右岸における中世遺跡は、福島潟以南の平野部と笹神丘陵、福島潟以東の平野部、新潟砂丘に

分布する（第 9 図）。その多くが近代の集落近くに位置し、当地域においても中世から近世にかけての集

村化の動き［坂井 1997］があったものと考えられる。大坪遺跡（219）では、12 世紀の水路が明治期ま

で維持・利用されており［荒川ほか 2006］、当地域には中世の景観が色濃く残されている。当地域におけ

る中世遺跡の概要については、大坪遺跡［荒川ほか 2006］や山口遺跡［荒谷ほか 2010］などで詳細が記さ

れていることから、ここでは白河荘の区分と遺跡分布について述べることとする。

白河荘の区分を検討した中野豈任［1976］は、山浦四箇条を阿賀野市折居から大室にかけた地域とし、

折居川流域を A 地域（山間部を A Ⅰ区、平野部を A Ⅱ区）、白川（大荒川）流域を B 区、安野川流域を C 区とした。

また、安田条は旧安田町周辺とされた。水原条・船江条については、北限を飯野−舟居−飯塚−榎舟渡を

結ぶ線、東限を榎舟渡−千原−天神堂を結ぶ線、西限を阿賀野川と推定した。そして、安田条との境界に

当たる南限は「境塚が一直線上に点在して南境を形成している」として、六日野の南側を通るラインを推

定した（第 10 図）。同論文にその根拠として写真に示された「下条の境塚」は、境塚遺跡の北東約 300m

にある三
さんべん

辺稲
い な り

荷神社のことである 1）。この神社は明治ころに水原の豪農の旧佐藤家（本泉屋）が私邸内の

祠をこの地に移したのが始まりで、それ以前は畑だけの土地であった 2）。したがって、中野の言う塚はな

かったと判断される。しかし、昭和初期の土地更正図を見ると、この周囲には 1955（昭和 30）年の町村

合併以前の水原町大字下条・堀越村大字百津・京ヶ瀬村大字前山の 3 か所に「境塚」の小字があり、し

かも 3 町村が接する境界に位置する（第 8 図）。「境塚」の字名はこれら町村の境界を指し示し、更に中世

白河荘の水原条と安田条の境界に由来する可能性はあろう。

中野［1976］によって推定されたこれらの区域には、いくつかの遺跡集中域を見いだすことができる（第

9 図）。

1） 新潟県立歴史博物館に寄贈された中野豈任の写真に同一のものがあり、この前後の写真を含めて現況と照合し、確認した。
2） 阿賀野市教育委員会の遠藤慎之介による神社を管理していた宮尾氏からの聞き取りに基づく。三辺稲荷神社周辺はかつ

て旧佐藤家の所有地であり、宮尾氏は祠の移設にあたりその管理を任されたという。
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第 9 図　周辺の中世遺跡分布
（大日本帝國陸地測量部発行  大正 3 年「津川」  大正８年「新潟」「新発田」「新津」　1：50,000 原図、旧河道は大矢・加藤［1984］を参照。）
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

水原・舟江条水原条・船江条水原条・船江条

安田条

八黒川

安野川

山　

浦　

四　

箇　

条

No. 遺跡名

1 境塚

2 真昌寺

3 常福寺石造物群

4 五反畑

5 本屋敷

6 西宮内養泉寺石仏群

7 境田

8 西蓑口の石仏

9 北蓑口

10 荒神裏A

11 蚤取橋

12 上沢田

13 北蓑口の塚

14 二ツ堂神明宮石仏

15 長円寺板碑

16 長円寺石仏

17 池之端館跡

18 橋場

19 九枚田

20 鶴田

21 能化山の塚

22 下中ノ目館跡

23 下中ノ目石仏

24 法正館跡

25 乙次館跡

26 則持石仏群

27 細田

28 吉浦石仏

29 志村屋敷館跡

30 竹俣万代

31 竹俣万代墓地石塔

32 加冶万代館跡

33 万代新田石仏群

34 大坪

35 福島

36 屋敷付塚

37 上曽根

38 三ツ椡A石仏

39 三ツ椡B石仏

No. 遺跡名

40 曽根

41 天王石塔

42 加冶万代弁天郷

43 切替

44 岡屋敷石仏群

45 岡屋敷城跡

46 真如庵石仏群

47 仲山寺石仏群

48 清水小屋石仏群

49 月岡カリオンパーク

50 源氏山

51 北沢窯

52 砥石沢窯跡

53 堤上窯跡

54 オガノB

55 花水

56 中黒山

57 松影A

58 内島見C

59 城山館跡

60 寺ノ山

61 下前川原

62 森下古銭出土地

63 大淵

64 細山石仏

65 城山

66 居附A

67 横越館跡

68 居屋敷跡

69 寺島

70 長馬館跡

71 里飯野石仏

72 上堀田石仏C

73 上堀田石仏B

74 上堀田石仏A

75 腰廻

76 上高関

77 旭塚製鉄

78 徳昌寺前

No. 遺跡名

79 壱本杉

80 徳昌寺石仏

81 岩村寺石仏

82 稲荷社石仏

83 上の山塚群

84 観音堂石仏

85 椎野家蔵石仏

86 上ノ山墓跡群

87 女堂館跡

88 女堂石仏

89 西山A

90 西山B

91 沢口塚

92 沢口石仏

93 泉秀院石仏

94 天樹院石仏

95 岩倉B

96 家の前

97 光円寺石仏

98 鳳林寺石仏

99 上一分石仏

100 中山家石仏

101 滝沢屋敷跡

102 諏訪社石仏群

103 笹岡城跡

104 中ノ沢

105 狼沢

106 狼沢中世窯跡

107 堤上窯跡

108 兎沢中世窯跡

109 背中炙窯跡

110 法華山出土石造遺物群

111 権兵衛沢石仏

112 権兵衛沢窯跡

113 堀切沢

114 山ノ神石仏

115 高徳寺石造遺物群

116 磐栄川神社石仏

117 山崎家石仏

No. 遺跡名

118 地蔵堂石仏

119 横山家蔵石仏

120 遠藤家石仏

121 法華山墓跡群

122 庵入寺墓跡群

123 真光寺墓跡

124 羽黒石仏

125 多須田製鉄関連

126 道下

127 賽ノ河原石仏

128 道上

129 経沢中世墓域

130 華報寺石造遺物群ほか16

131 目洗沢中世墓域

132 五頭山荘前石仏群ほか1

133 蓮台野中世墓域ほか1

134 大石沢製鉄

135 遠藤家石仏石塔群

136 今板

137 金鉢山石造遺物群

138 金鉢山墓跡群

139 薬師堂石仏

140 村杉製鉄

141 村杉石仏

142 村杉城跡

143 篭田の観音様脇石仏

144 篭田臼井家の石仏

145 唐着

146 十ヶ袋

147 水原館跡

148 斉藤家の石仏

149 外城庚申塚

150 四ツ橋長者屋敷

151 長福寺石仏

152 長楽寺の石仏

153 吉田家蔵

154 雙善寺

155 七面堂

156 西福寺石仏群

No. 遺跡名

157 居浦

158 無為信寺の石仏

159 下条館跡

160 浄楽寺の石造物

161 土居内

162 泣塚

163 山鳥屋敷

164 駒林要害跡

165 土居内西

166 轟

167 善四郎谷内C

168 大割

169 曽郷前

170 下谷地

171 大曲川端

172 羽萱場

173 本田裏

174 町道上

175 村前

176 村前東A

177 清水家石仏

178 柄目木

179 山口

180 下ノ橋館跡

181 紺野

182 藤の木

183 諏訪神社

184 山口野中

185 三辺稲荷

186 七島館跡

187 カナクラ様

188 小河原

189 嘉瀬島諏訪神社

190 中潟神明宮の石仏

191 中潟の観音様石仏

192 天神林の石仏

193 新町

194 石船戸東

195 久祢添の庚申様

No. 遺跡名

196 七ツ塚

197 原

198 渡辺家蔵の石仏

199 野地城跡

200 円福寺の石仏

201 大通庵石仏

202 熊沢の石仏

203 金屋

204 地蔵院石仏

205 山浦城跡

206 金クソ沢

207 山寺石仏

208 アバヤシキ

209 大室城跡

210 洞雲寺石仏群

211 鶴渕

212 江上板碑

213 中島家蔵の石仏

214 堀越館跡

215 鴨深北

216 狐塚

217 鴨深甲

218 寺社家浦B

219 大坪

220 六九

221 六九塚群

222 法塔場塚

223 横峯経塚

224 山本新家浦

225 手代山砦跡

226 源直屋敷跡

227 滝山

228 字見屋敷跡

229 物見山砦跡

230 宮ノ越

231 庚申様石仏

232 門前

233 孝順寺石仏群

234 安田城跡

No. 遺跡名

235 竜下

236 院殿塚

237 北郷

238 六野瀬館跡

239 ハチマキ山城跡

240 赤坂山中世窯跡

241 赤坂山砦跡

242 十二神社石仏

243 草水石仏

244 赤松山城跡

245 村下の石仏

246 祥雲寺の石仏

247 上江端の石仏

248 玉泉寺の石仏

249 新明野

250 分田館跡

251 内山王

252 成田屋敷

253 大岡家蔵石仏群

254 長崎（城跡）

255 細池寺道

256 盛岩寺石仏

257 尻池の塚

258 愛宕澤

259 大関館跡

260 下条館跡

261 船越古銭その1

262 船越古銭その2

263 丸田石仏群

264 桑山石仏

265 高山石造物群

266 六野瀬

267 蕪木

第 10 図　白河荘の区分（中野［1976］から転載・加筆）

第 2 表　周辺の中世遺跡一覧
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水原条・船江条の範囲では、阿賀野川旧河道右岸、駒林川流域、そして水原市街に集中域が認められる。

阿賀野川旧河道②右岸には下ノ橋館跡（180）を中心として、町
まちみちかみ

道上遺跡（174）・柄
がら

目
め き

木遺跡（178）・村

前東 A 遺跡（176）などの集落遺跡が集中する。町道上遺跡は 13 〜 15 世紀の方形竪穴状遺構や井戸な

どがあり［古澤 2002］、村前東 A 遺跡では 13 世紀中葉〜 14 世紀前半の掘立柱建物を中心とする集落で

ある［加藤ほか 2010］。また、町道上遺跡・柄目木遺跡・村前東 A 遺跡・山口遺跡［荒谷ほか 2010］（179）

で道が見つかっていることは陸上交通を知る上で注目される。駒林川流域には、駒林要害跡（164）を中

心に土
ど い

居内
うちにし

西遺跡（165）や石仏（71 〜 74）がある。土居内西遺跡は 14 世紀を中心とし、方形縦板組井

戸が検出されている［古澤 2005］。旧水原町の中心である水原市街には水原氏の居館と推定される水原

館跡（147）と下条氏の居城とされる下条館跡（159）を核とし、遺物散布地や石仏が数多く残る。水原館

跡は壕、溝、柵列、掘立柱建物、ピットが検出され、13 〜 15 世紀の珠洲焼、瓷器系陶器、常滑系陶器、

瀬戸美濃焼、茶臼などが出土した［川上 1977］。

水原条・船江条と安田条との境界に位置する境塚遺跡の周辺には、ほぼ同時期の山口野中遺跡（184）

や三辺稲荷遺跡（185）、15 世紀後半を主体とする新町遺跡（193）のほか、百津潟を挟んだ西側に七島館

跡（186）がある。山口野中遺跡では境塚遺跡 D 区で見つかった道 1 の続きが確認され［古澤ほか 2011］、

境塚遺跡を中心に少なくとも 500m 四方に及ぶ遺跡群が存在していた可能性が高い。

安田条の範囲では、野地城跡（199）・堀越館跡（214）・大坪遺跡（219）を南北に結ぶに範囲に遺跡が

集中する。現代の国道 49 号に沿うが、その西側に蛇行する旧河道で結ばれていたことが読み取れる。大

坪遺跡は 11 世紀後半〜 12 世紀を中心とし、四面廂付総柱建物や屋敷墓と見られる木棺墓など多数の遺

構が検出された［荒川ほか 2006］。遺跡と城氏の盛衰と一致することや、同時期の横峯経塚（223）との位

置関係などから城氏に関係した遺跡と推定される［荒川 2007］。遺跡の南地区では 13 世紀後半〜 14 世

紀の竪穴状遺構も見つかっている。堀越館跡は 1423（応永 30）年に陥落した「堀越之要害」に比定され、

堀跡・区画溝・廃棄土坑・土坑墓とともに、白磁・青磁・中国天目茶碗などの舶載品や茶入れ・茶壺・香炉・

水注・茶臼などの茶道具が出土した［小田ほか 2001］。近接する鴨
かもふけこう

深甲遺跡も堀越館跡と同時期の集落で

ある［高橋ほか 2006］。西側の阿賀野川右岸には分田館跡（250）を中心とする集中域があり、玉泉寺の石

仏（248）など多くの石仏もある。江戸期には三国街道中通りが通り、新津方面から阿賀野川を渡る分田

の渡しがあった場所である［小松ほか 1995］。旧安田町の中心街には安田氏の居城とされる安田城跡（234）

を中心とする集中域が認められる。更に南側には、六野瀬館跡（238）や赤坂山砦跡（241）を中心とする

集中域があり、笹神古窯の一つで 13 世紀中ころ〜後半に操業した瓷器系窯の赤坂山中世窯跡（240）［小

田 2002］とその製品の積み出し場と推定される六野瀬遺跡（266）［石川ほか 1992］を含む。

山浦四箇条の範囲のうち折居川流域の A Ⅰ区には、女堂館跡（87）や上の山塚群（83）を中心に石仏や

製鉄跡が分布する。一方、A Ⅱ区には北側の北沢窯（51）に代表される一群と南側の狼
おおえんざわ

沢中世窯跡（106）

をはじめとする一群の窯跡があり、笹神古窯の大半が集中すると言ってよい。これらのうち、北沢窯・背
せ

中
なか

炙
あぶり

窯跡は須恵器系窯、狼沢 1 号窯・兎沢中世窯跡（108）・堤上窯跡（107）は瓷器系窯である。また、

これらの周囲には製鉄跡も多数分布しており、この地区が大規模な生産域であったことが分かる。山浦四

箇条の中心とされる B 区は、寺社・墓・石仏といった宗教関連遺跡が多数集中する。華
け

報
ほう

寺
じ

はその中心

的な寺院であり、境内には多数の石仏や 1299（永仁 7）年銘時宗板碑、鎌倉期の大見行定の塔と推定さ

れる法篋印塔などの石造物（130）がある。華報寺背後の急斜面には目洗沢中世墓域（131）や経沢中世墓

域（129）、前面には蓮台野中世墓域（133）が営まれた。1283（弘安 6）年の大見行定譲状では笹神丘陵
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での殺生禁断が記されているが、この背景にはこの地が霊場であることが考えられる。蓮台野では戦後

の開墾の際に多数の石仏が出土しており、石仏の生産地と推定されている［中川 1959］。また、阿賀野

市内にある 207 基のうち 203 基が出湯華報寺周辺にある 120 基と同一型式であり、華報寺周辺で作ら

れた石仏が白河荘や周辺に広がっていた可能性がある［水澤 2002］。本地域には製鉄跡も数多くあるが、

窯跡は瓷器系窯である権兵衛沢窯跡（112）のみが確認できる。C 区では平野部側の大室城跡（209）及び

五頭山麓の村杉城跡（142）の周辺に製鉄跡や石仏が分布するが、窯跡は確認できない。

以上のように各地域で認められた多数の遺跡集中域は、中世白河荘の代表的な村落を表しているものと

考えられ、城館・集落遺跡・石仏等で構成され、地域によって窯跡・製鉄跡・石仏・塚が集中するなどの

特徴がある。そして、こうした遺跡集中域は、境塚遺跡と山口野中遺跡とを結ぶ幹線道路に代表される陸

上交通と、河川や潟を利用した内水面交通で有機的に結びついていたものと推測される。
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1　グリッドと調査区の設定

境塚遺跡の水原バイパス建設予定地内における総面積は約 38,461m2 である。このうち 2009 年度は

18,176m2 の調査を行った。境塚遺跡における 2度目の調査は、2014 年度に 6,480m2 の調査を行った。

また、調査区に隣接して阿賀野市教育委員会（以下、市教委）が県営湛水防除事業（安野川拡幅工事）に伴

い 2008・2009 年度に 3,412m2 の調査を行っている［古澤ほか2011］。調査区は、2009 年度の調査で

は便宜的にA・B・C・D区の 4か所に分けた。2014 年度の調査区は、これに後続する番号を付し、西

からE・F・G区とした（第 11図・図版 1）。

グリッドの設定は、2009年度に設定したものを踏襲した（第11図）。国家座標のX座標 =2033400.000

（北緯 37度 49分 38.53400 秒）、Y座標 =62300.000（東経 139度 12分 39.61399 秒）を基点（A0杭）とし、

南北・東西それぞれ 10mの方眼を組み、大グリッドとした。なお、座標値は 2011 年 3月 11 日に発生

した「平成 23年（2011 年）東北地方太平洋沖地震（気象庁）」に伴う地殻変動の影響により、地震の前後

で値に変動が生じた。地震後のA0杭の座標値はX座標 =203339.784（北緯 37度 49分 49.22816 秒）、Y

座標 =62301.0296（東経 139 度 12 分 27.92042 秒）である。大グリッドの呼称は、遺跡を覆う方眼を西

から東へ向けて算用数字（1・2・3…）、北から南へ向けてアルファベット（A・B・C…）を付し、これを

組み合わせた。両者の組み合わせにより「16K」「25X」のように表示した。小グリッドは大グリッドの

中を 2m四方に 25分割した。小グリッドには 1〜 25 の番号を付し、北西隅を 1、南東隅を 25となる

ように配列した。グリッドは、大グリッドと小グリッドを組み合わせ、「16K2」「25X25」のように表記

した。なお、本調査区と市教委の調査区とは、グリッドの設定・呼称を統一している。
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第 11図　グリッド設定と調査区
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2　層　　　序

遺跡は阿賀野川右岸の自然堤防上に立地する。現況は水田で、田面の標高は約 7〜 7.5mを測る。調査

区は昭和初期の耕地整理・開田により、遺物包含層の大部分が削平されている。このため、基本的には表

土直下が遺構検出面となる範囲が大半を占める。基本層序は、2009 年度の調査でⅠ〜Ⅴ層に分層し、調

査区ごとの様相に応じて細分した。2014 年度も基本的にこれを踏襲しているが、Ⅴ層以下については古

墳時代の遺物出土状況などを考慮してⅥ・Ⅶ層を新たに加えた（第 12図）。

Ⅰ a層	 表土・耕作土。

Ⅰ b層	 褐灰色シルト（10YR6/1）　水田床土。鉄分を多量に含む。古代・中世・近世以降の遺物が混

在して出土する。

Ⅰ c層	 黄褐色シルト（10YR5/8）と褐灰色シルト（10YR6/1）の混在層。盛土。

Ⅱ　層	 灰黄褐色シルト（10YR5/2）　粘性は弱く、しまりが強い。遺物の出土状況はⅠ層と同様であ

り、近世以降〜昭和以前の耕作土と考えられる。E・F区ではⅡ a層（10YR5/2 灰黄褐色シルト）・

Ⅱ b層（10YR4/2 灰黄褐色シルト）に細分される。F区ではⅡ b層は部分的に水分による還元

作用により変色し、色調は暗灰黄色シルト（2.5Y4/2）となる（図版 34）。

Ⅲ　層	 2009 年度の調査では、調査区により層厚・色調に違いが認められた。A区では灰色を基調と

し、色調の違いからⅢ a層（10YR7/1 灰白色シルト）、Ⅲ b層（10YR6/2 灰黄褐色シルト）、Ⅲ c

層（10YR5/1 褐灰色シルト）の 3層に細分した。これらはA区北西側に堆積が認められる。Ⅲ

c層では近世陶磁器が出土している。B区では暗褐色シルト層が 6〜 10cmの厚さで堆積し、

近世陶磁器が出土している。A・B区に堆積するⅢ層は、出土遺物から近世以降の遺物包含層

と考えられる。

	 D区では、層厚 20〜 30cmの灰黄褐色シルト（10YR4/2）が東側に堆積する。遺物は中世の

土師質土器が 1点出土した。E区では、部分的に黒褐色シルト（7.5YR3/2）の堆積が認められ、

色調はD区のⅢ層に類似する。また、F区の南側に隣接する阿賀野市教育委員会調査区（B区）

では、中世の遺物包含層であるⅢ層（10YR3/3 暗褐色シルト）の堆積が認められる［古澤ほか

2011］。D・E区のⅢ層は、これと色調が類似することから、中世の遺物包含層の可能性が考

えられる。

Ⅳ　層	 土質・色調の違いからⅣ a層（10YR7/1 灰白色シルト〜 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト）、Ⅳ b層

（10YR5/8 黄褐色砂質シルト）、Ⅳ c層（10YR7/1 灰白色シルト）に細分した。また、細分できな

い地点についてはⅣ層とした。Ⅳ層上面は、A区では古代・中世の遺構検出面、そのほかは中

世の遺構検出面である。

Ⅴ　層	 黄褐色シルト（10YR5/6）層で、G区では古墳時代の遺物が少量出土しており、古墳時代の遺

物包含層と考えられる。

Ⅵ　層	 灰白色シルト（10YR7/1）層で、E区南東側及びG区に堆積が認められる。G区では古墳時代

の遺構検出面と考えられるが、今回の調査では遺構は検出されなかった。

Ⅶ　層	 にぶい黄橙色シルト（10YR7/2）層で、E区南東側及びG区に堆積が認められる。無遺物層で

ある。
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2　層　　　序
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3　遺 跡 の 概 要

河川堆積層　A 区では調査区の西端で南北に流れる SR1327 を、その下層から古い流路である

SR1327B 〜 Dを検出した［荒川・村上ほか2012］。SR1327Dは深さが 3m以上に及び、川底付近では

青黒色・黒褐色砂質シルトの植物泥炭層と青灰色シルトが互層をなす。SR1327B 〜 DはⅣ層に覆われ

ていることから、古代以前のものと考えられ、SR1327 はⅣ層を侵食することから、古代〜中世に機能

していたものと推定される（柱状図⑫・⑬）。

D区で検出した旧河川 SR2444 は、西側から東側に向かって流路の堆積と移動が進んだことが土層断

面から分かっている。西側最下端の 10h 層から出土した流木の較正暦年代は、縄文時代晩期後葉の値を

示す［伊藤ほか2012］。3a・3l・8h・8j 層から縄文時代晩期末葉に所属する遺構・遺物を検出しており、

これと同時期に機能していたものと考えられる。柱状図②の 3m層は褐色シルトであり、この下層には

6a 層が厚く堆積する。8層は灰白色砂と浅黄橙色砂質シルトが互層となる。柱状図①では、8b⑪・⑬・

⑮層は灰黄色砂質シルト・灰白色砂・黄褐色砂質シルトが堆積し、8h・8j 層は褐色砂質シルトで 8i 層を

挟んで堆積する。E区柱状図⑥では、橙色・灰白色シルトと灰白色砂質シルトが互層となり、西側から東

側へ斜位に堆積する。川底付近では暗緑灰色・黒褐色シルトの植物泥炭層が互層をなし、流木の出土も認

められる。土層断面から流路は更に東側へ移動した状況が見られる。G区柱状図⑩は、灰白色シルトと浅

黄橙色砂が互層をなすことから、旧河川の範囲にあることが推定される。下層で検出した旧河川は、1層

上面にⅣ層の堆積が認められることから、縄文時代晩期以降、古代以前の時期に所属するものと推定され

る。

3　遺 跡 の 概 要

A　旧地形と遺跡の立地

2009 年度・2014 年度の調査の結果、上層・中層・下層の 3面にわたり遺跡が存在することが明らか

となった。上層は古代・中世、中層は古墳時代、下層は縄文時代晩期末葉である。上層は 13世紀後半〜

15世紀前葉に属する遺構を主体として、調査区の全域で検出された。中層は 2014 年度の調査で発見さ

れたもので、G区北西側で部分的に検出された。下層は 2009 年度の下層確認調査に伴いD区北西側で

検出し、遺構の一部について調査を行ったが、これ以外は検出状況の図面・写真等を記録した後、ブルー

シートなどで養生して埋め戻した。また、調査区では、土層堆積状況から縄文時代晩期以降、現代に至る

まで地形の変化が認められた。以下では、各時代における旧地形と遺構検出面について述べる。

縄文時代晩期の遺構・遺物は、D 区で検出した旧河川（SR2444）の西岸で検出された。検出層位は

3a・3l・8h・8j 層である（柱状図①・②）。旧河川（SR2444）は、前述したように西側から東側に向かっ

て流路の埋積と移動が進んでおり、約 100m南東に位置する E区の下層試掘トレンチ（2014-6T・2014-

7T）においても西側から東側に向かって流路の埋積が認められる（柱状図⑥）。また、流路東側の立ち上が

りは、A区で検出した旧河川（SR1327B 〜 D）まで認められない。土層堆積状況から、D区 SR2444 か

ら A区 SR1327B〜 Dの約 250mの区間は、旧河川の範囲あたることが考えられ、大規模な河川があっ

たことが推定される（第13図）。当遺跡の西方を流れる阿賀野川は氾濫を繰り返すことで流路を変えており、

遺跡の西側には、①〜③の旧河道の痕跡が認められる（第6図）。旧河道①は江戸時代以前の流路と考えられ、

中世頃には阿賀野川の本流は遺跡付近を大きく蛇行して流れていたことが推定される。下層で検出した大

規模な旧河川は縄文時代晩期〜古代の阿賀野川の可能性があり、旧河道①より更に東側を流れていたと推
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3　遺 跡 の 概 要

定される。

古墳時代の遺物はⅤ層で出土した。遺物の出土層位及び土層堆積状況から、この頃には旧河川の埋積が

進んだと見られ、河川の規模も大幅に縮小したものと推定される。古代〜中世の段階になると河川の埋積

は更に進み、A区で検出した小河川 SR1327 として残ったものと推定される。上層の中心時期である 13

世紀後半〜 14 世紀前半頃には、SR1327 と重複して掘立柱建物がつくられることから、この時期には

SR1327 が完全に埋没したものと考えられる。また、A〜G区上層のⅣ層遺構検出面を結ぶと、起伏を

持つことが分かる。Ⅳ層はA区とG区との境界及びE区と F区との間で低くなっており、中世の段階に

おいても下層で検出した旧河川の痕跡を残している（第 13図）。こうした地形の影響を受けた結果、中世

の遺構群は北西側の高位面（D区・E区北西側）、中央の高位面（F・G区、市教委B区）、南東側の高位面（A区、

市教委A区）の 3か所に集中したものと考えられる。近世以降〜昭和初期には、この地形の落ち込みに盛

土がなされ、特にA区北西側（柱状図⑪）ではⅠ c層〜A区Ⅲ層が厚く堆積することから、地形が平坦化

された様子がうかがえる。

B　遺構検出状況

中世の遺構は、調査区のほぼ全域で検出した。このうち、2009 年度に調査を実施したA区及び、A区

の北側に隣接して市教委が 2009 年度に調査を実施したA区では、一辺約 63mの方形区画の堀（SD101）

を持つ居館を検出した。D区では幅約6mの幹線道路（SD2000・2001）と、道沿線の集落が見つかっており、

遺構・遺物の検討からこれらは同時期に機能していたことが考えられる［荒川・村上ほか2012］。また、

A区とD区の中間地点には、市教委が 2009 年度に調査を実施したB区があり、中世の遺構が集中して

検出された［古澤ほか2011］。

2014 年度は、D区の南東側に隣接するE区、市教委B区の東西に隣接する F・G区の調査を行った（図

版 1）。E区では、D区の集落に連続して掘立柱建物・井戸などを検出し、集落は道沿いに約 50m幅の規

模で調査区外北東側へ延びるものと推定される。また、井戸はD区 2基に対してE区 23基と E区に多

く分布し、道から奥まった場所に井戸がつくられている状況がうかがえる。D・E区の遺構配置は、北西

から南東へ向かって幹線道路→掘立柱建物→掘立柱建物・井戸となり、計画的に集落が形成された可能性

が推定される。F・G区では、井戸・土坑・溝などを検出した。これらは、隣接する市教委B区に比べ遺

構密度が低いことかから、市教委B区で検出した集落の縁辺部にあたるものと推定される。

このほか、近世以降に属する遺構が検出された。昭和初期の土地更正図と近世以降に属する遺構との

関係を見ると、D・E区は大字前山字往来道上・字六日野境、A・F・G区は大字前山字宮浦・字六日野、

大字百津字六日野の小字内にある（第 14図）。E区は字六日野境の範囲にあり、調査区南端の SD3072 は

字六日野境の街区ラインとおおむね一致する。また、G区は大字前山字六日野、大字百津字六日野の範

囲にある。G区中央付近には大字百津と大字前山との大字境が北東 - 南西方向に走っており、検出状況か

ら SD3015 がこれに対応するものと考えられる。また、大字境の西側には、大字境と平行する街区のラ

インが認められる。これに対応するものに SD3007 があり、近世以降の遺物が多量に出土した。これら

土地更正図に対応する溝の覆土は、粘性の弱い灰色系シルトが堆積し、その特徴から基本土層のⅡ層に由

来するものと考えられる。このほか、更正図に対応しない遺構についても、覆土・出土遺物から近世以降

に属すると判断されるものを複数検出しており、特にG区南側に多く分布する（図版 36）。
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4　本書の記述方針

本書では、E区、F区、G区に分けて遺構・遺物の記述を行う。遺構・遺物の説明は、本文・観察表・図版・

写真図版を用いて行う。遺構は種別ごとに記述し、掲載するものとする。詳細については観察表に委ねる

こととし、特徴的な点やほかの遺構との関係を中心に述べることとする。遺物は土器・土製品・石製品・

金属製品・木製品の順に種別ごとに記述し、代表的なものを掲載する。

A　遺　　　構

遺　構　番　号

遺構個々の名称は、遺構種類・番号の順に表記した遺構番号で表す。遺構種類は第Ⅳ章 2Aのとおり

略称を用いた。遺構番号は 2009 年度調査に続けて各区共通で 3000 番から通しナンバーを付したが、

調査中に遺構でないと判断したものは欠番とした。なお、掘立柱建物の番号も 2009 年度調査に続けて

SB35 〜 47を付し、これを構成する個々のピット番号は検出時に付した遺構番号をそのまま用いた。

図　　　版

遺構の図版は、全体図・分割図・個別図で構成される。全体図は 1/400、分割図は 1/200 で表した。

個別図は平面図・セクション図・エレベーション図で構成される。掘立柱建物は平面図・エレベーション

図を 1/80、セクション図を 1/40 で表した。井戸・土坑・ピットは 1/40 の平面図・セクション図で表

した。出土状況図は、1/20・1/100 で表した。溝はセクション図のみを個別図版に表し、セクションポ

イントは分割図に示した。セクション図の土層の色調は『新版標準土色帖』［小山・竹原 1998］に基づ

いた。写真図版は個別図にある遺構について掲載するよう努めたが、全てを網羅していない。冒頭に全体

写真と分割写真を掲載した後に、地区ごとに遺構個別図を掲載した。

観　察　表

観察表の項目は、位置・検出層位・所属時期・形態・規模・底面標高・覆土の堆積形状・出土遺物・切

り合い関係などである。検出層位とは遺構を確認した際の遺構上面の層位である。深度は上端標高の最高

値から底面標高を引いた数値である。切り合いは「<」・「>」・「=」・「≠」の記号を用いて示した。記号の

内容は、「<P100」とは P100 に切られ、「>P100」とは P100 を切っていることを示す。また、「=P100」

は P100 と同時期であり、「≠ P100」は P100 と切り合い関係があるものの、新旧が不明なことを示す。

B　遺　　　物

遺物の説明は、観察表で全てについて記載し、代表的なものについて本文で解説する。土器・木製品は

遺構出土のものについて述べた後に包含層出土のものについて記述し、その他は器種別に記述し、図面図

版の縮尺率は、土器が基本的に 1/3 であり、一部について 1/4・1/5 で表した。木製品は大きさに応じ

て 1/4・1/8・1/10 で表した。そのほかも大きさに応じて 2/3・1/2・1/3・1/4・1/5 で表した。写真

図版は図面図版とほぼ同じ縮尺で全てを掲載した。観察表は図版に掲載した全ての遺物について観察項目

を設定し、その内容を記した。なお、不明なものは空白とした。出土地点及び層位は全て記した。
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第Ⅳ章　E 区 の 調 査

1　遺構・遺物の検出状況

E 区の遺構は、調査区のほぼ全域で検出した（図版 2 〜 6・48・49・53）。このうち中世に属するものは、

掘立柱建物 13 棟、井戸 23 基、土坑 42 基、ピット 447 基（掘立柱建物を含む）、溝 21 条、性格不明遺構

1 基などがある。遺構の分布には粗密があり、E 区北東側では多く、これ以外は極端に希薄となる。第Ⅲ

章 3 で述べたように、E 区南東側はⅣ層の落ち込みが認められ、南東側端部の標高は約 6.8m を測る。北

東側の標高は約 7.2m を測り、この高位面に遺構が集中する。中世の遺構は、掘立柱建物・井戸・土坑な

どが近接して存在し、集落を形成する。2009 年度調査の D 区遺構分布と合わせると、幹線道路（SD2000・

2001）の沿線に造られた集落としてとらえることができる。

2　中世〜近世以降の遺構

A　分　　　類

遺構の機能を検討するため、遺構の平面・断面形態（第 15 図）［荒川・加

藤 1999］、堆積形状（第 16 図）［荒川・石丸・猪狩ほか 2004］について分類

した。また、覆土は土質から A 〜 E に分類した（第 3 表）。遺構種別はこう

したデータを考慮して以下のように分類した。

掘立柱建物（SB）

柱穴が方形ないし長方形で一定の間隔で並ぶものを掘立柱建物とし、13 棟認定した。建物型式は宮本

［1999］に従い、梁間一間型建物（第 17 図）と総柱型建物に分類する。各掘立柱建物の計測値について

観察表に示した。規模及び面積は、柱穴下端の中心及び柱根下端の中心を基点として計測した（第 18 図）

［荒川ほか 2006］。梁行柱間長及び桁行柱間長は最も長いものを示したが、柱間長の差が大きい場合は複数

の長さを記した。下屋がある建物の場合は、下屋長のほか、身舎の面積を計測した。主軸方位は、主軸長

の方向について真北を基準として東西に傾く角度を計測した。

井　　　戸（SE）

深さは 50cm 以上で、粘性の高いシルトが堆積する特徴などから井戸を認定した。井戸側を持つものは、

宇野［1982］の B Ⅳ類縦板組隅柱横桟留（第 19 図）に相当する。

土　　　坑（SK）

深さが 1m 以下で、平面・断面形や覆土の特徴から土坑とした。

溝（SD）

大小の溝があり、合計 27 条検出された。上端幅は 0.16 〜 12.30m、深度は 0.02 〜 1.15m に収まる。

ピ　ッ　ト（P）

平面形や堆積形状の特徴から、柱穴の可能性が高いものや小型の遺構をピットとした。

A 褐灰色シルトが主体

B 黒褐色シルトが主体

C 黄褐色シルトが主体

D 灰黄褐色シルトが主体

E 褐色シルトが主体

第 3表　覆土の分類
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円形 長径が短径の1.2倍未満のもの。

楕円形 長径が短径の1.2倍以上のもの。

方形 長軸が短軸の1.2倍未満のもの。

長方形 長軸が短軸の1.2倍以上のもの。

不整形 凸凹で一定の平面形を持たないもの。

台形状 底部に平坦面を持ち、緩やか〜急斜度に立ち上がるもの。

箱状 底部に平坦面を持ち、ほぼ垂直に立ち上がるもの。

弧状 底部に平坦面を持たない弧状で、緩やかに立ち上がるもの。

半円状 底部に平坦面を持たない椀状で、急斜度に立ち上がるもの。

U字状 検出面の長径よりも深さの値が大きく、ほぼ垂直に立ち上が
るもの。

袋状 検出面の径よりも底部の径が大きく、内傾した後に垂直ない
し外傾して立ち上がるもの。

V字状 点的な底部を持ち、急斜度に立ち上がるもの。

漏斗状 下部がU字状、上部がV字状の二段構造からなるもの。

階段状 階段状の立ち上がりを持つもの。

Ａ レンズ状 複数層がレンズ状に堆積する。

Ｂ 水平 複数層が水平に堆積する。

Ｃ ブロック状 ブロック状に堆積する。

Ｄ 単層 覆土が単一層のもの。

Ｅ 柱痕 柱痕と思われる土層が堆積するもの。

Ｆ 斜位 斜めに堆積するもの。

Ｇ 水平-レンズ 覆土下位は水平に、上位はレンズ状に堆積
するもの。

A B C D

GE F

Ⅰa型 Ⅰb型 Ⅰc型

Ⅱa型 Ⅱb型 Ⅲ型

梁間一間型住居平面類型

梁間一間型住居下屋類型

一面下屋 二面下屋 三面下屋 四面下屋

第 17図　梁間一間型建物の類型［宮本 1999］

第 15図　遺構の平面・断面形態の分類［荒川・加藤 1999］

第 16図　遺構覆土の堆積形状の分類［荒川・石丸・猪狩ほか 2004］
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2　中世〜近世以降の遺構

自然流路（SR）

大小の河川が埋没したもの。

性格不明遺構（SX）

平面形が不整形で、底面が一定しないなど定形的な上記以外の遺構を性

格不明遺構とした。

B　掘 立 柱 建 物（図版 4・5・7〜11・50・53〜58）

1）概　　　要

掘立柱建物は 13 棟検出した。西側に隣接する D 区では、道 1（SD2000・

2001）の東側に 9 棟（SB26 〜 34）検出されており、遺構の検討から道と

沿線の建物が同時期に機能していたことが考察されている［荒川・村上ほか 2012］。E 区の建物もこの一

群に含まれるものと考えられる。建物型式の内訳は梁間一間型建物 8 棟、二面下屋付梁間一間型建物 4

棟、総柱型建物 1 棟であり、梁間一間型建物が主体を占める。長軸方向は 30 〜 37 度東偏するものと、

53 〜 63 度西偏するものがある。面積は SB37 の 8.11m2 が最も小さく、SB46 の 71.1m2 が最も大きい。

柱穴の覆土は C・D・E 類がある。建物の柱穴は 144 基あり、このうち D 類が 101 基と主体を占める。

所属時期は、柱穴からの出土遺物がほとんど認められないが、近接する井戸などの出土遺物から中世に属

するものと考えられる。

2）各　　　説

SB35（図版 4・7・50・53・54）

14J・K、15J・K グリッドに位置する。梁間 4 間、桁行 5 間の二面下屋付梁間一間型建物Ⅱb 型で、

両方の妻側面に妻柱 P3762・3802 を持つ。SE3046・3048、SD3416・3056 と重複し、これらより古い。

また、位置関係から SB38・39・46 と重複する。桁行柱間長は 1.74 〜 2.28m である。柱穴の平面形は

桁行長

身舎桁行長

桁行柱間長

身舎

下屋

梁
行
長

身
舎
梁
行
長 梁

行
柱
間
長

梁行下屋長

桁
行
下
屋
長

第 18図　掘立柱建物の計測位置［荒川ほか 2006 を改変］

第 19図	 BⅣ類		縦板組隅柱
	 横桟留の模式図

（［宇野 1982］から転載）
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円形・楕円形・方形である。

SB36（図版 4・7・53・55）

13・14K グリッドに位置する。梁間 1 間、桁行 3 間の梁間一間型建物Ⅰ a 型である。SE3445 と重複

し、これより新しい。位置関係から SB39・46 と重複する。桁行柱間長は 1.84 〜 2.12m である。柱穴

の平面形は円形・楕円形・方形である。

SB37（図版 4・7・53・56）

14K・L グリッドに位置する。梁間 1 間、桁行 2 間の梁間一間型建物Ⅰ a 型である。SK3735・3741

と重複し、これらより古い。また、位置関係から SB42 と重複する。桁行柱間長は 2.09 〜 2.24m である。

柱穴の平面形は円形・楕円形である。

SB38（図版 4・8・53・55・56）

14J・K、15J・K グリッドに位置する。梁間 3 間、桁行 3 間の二面下屋付梁間一間型建物Ⅰa 型である。

SE3046 と重複し、これより古い。位置関係から SB35・43・44・46 と重複する。桁行柱間長は 2.44 〜

2.80m である。柱穴の平面形は円形・楕円形である。また、建物に近接して SD3040・3056・3416・

3734 が存在する。これらは、いずれも建物の長・短軸に平行し、建物との位置関係から雨落ち溝と推定

される。

雨落ち溝　SD3040・3056・3416・3734 は SB38 に伴う雨落ち溝と考えられる。

SD3040（図版 4・8）　SB38 の北東側に近接し、長軸はこれと平行する。SE3042、SK3049・3051、

SD3750 と重複し、これらより古い。平面形は直線状であるが、西側ではやや南側へ湾曲し、SD3056

と直交するように構築されている。溝の位置関係・規模などから、SD3040 と SD3056 は同一の遺構と

考えられる。

SD3056（図版 4・8・22・68）　SB38 の北西側に近接し、長軸はこれと直交する。SE3042 と重複し、

これより古い。平面形は直線状である。覆土は単層で、焼土粒・炭化物粒を微量に含む。底面はやや凹凸

があり、側壁は緩やかに立ち上がる。

SD3416（図版 4・8・23）　SB38 の南西側に近接し、長軸はこれと平行する。平面形は直線状で、南

東側には約 2m の間隔を開けて SD3734 が存在する。建物との位置関係・規模・覆土の堆積状況から、

SD3734 と同時期に機能していたことが推定される。覆土は 2 層に識別され、暗褐色シルトが主体である。

底面は平坦で、側壁は緩やかに立ち上がる。

SD3734（図版 4・8・23・68）　SB38 の南側に近接する。SE3048・3059 と重複し、これらより古い。

14K グリッドを北西−南東方向に約 2.8m 延び、15K グリッドで約 90°屈曲して北東へ約 5.4m 延びる。

平面形は L 字状となり、SB38 の長・短軸に主軸を合わせる。覆土は単層で、暗褐色シルトが堆積する。

底面はやや凹凸があり、側壁は緩やかに立ち上がる。また、SB38 を挟んだ対角線上には、SD3040・

3056 が存在し、両溝は L 字状となるように配置されている。遺物は砥石（図版 27-107）が出土した。

SB39（図版 4・9・53・56）

14K グリッドに位置する。梁間 2 間、桁行 2 間の総柱型建物である。SK3425 と重複し、これより古

い。位置関係から SB35・36・46 と重複する。桁行柱間長は 2.06 〜 2.48m である。柱穴の平面形は円形・

楕円形である。

SB40（図版 4・8・53・56）

13K グリッドに位置する。梁間 1 間、桁行 2 間の梁間一間型建物Ⅰa 型である。位置関係から SB41
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2　中世〜近世以降の遺構

と重複する。桁行柱間長は 1.86 〜 2.00m である。柱穴の平面形は円形である。

SB41（図版 4・8・53・56）

13Kグリッドに位置する。梁間1間、桁行2間の梁間一間型建物Ⅰa型である。SK3636・3637と重複し、

これらより古い。また、位置関係から SB40 と重複する。桁行柱間長は 2.10 〜 2.27m である。柱穴の

平面形は円形である。

SB42（図版 4・9・53・56）

13K・L、14K・L グリッドに位置する。梁間 2 間、桁行 3 間の梁間一間型建物Ⅰa 型である。位置関

係から SB37 と重複する。桁行柱間長は 1.00 〜 1.70m である。柱穴の平面形は円形・楕円形である。

SB43（図版 4・9・53・55・56）

14J、15J グリッドに位置する。梁間 1 間、桁行 2 間の梁間一間型建物Ⅰa 型である。SE3042、

SD3040 と重複し、SE3042 より新しい。SD3040 との新旧関係は不明である。位置関係から SB38・

44 と重複する。桁行柱間長は 1.55 〜 2.37m である。柱穴の平面形は円形・楕円形である。

SB44（図版 4・9・53・54・56）

14 〜 16J、15K、16K グリッドに位置する。梁間 1 間、桁行 5 間の梁間一間型建物Ⅰa 型である。

SE3033・3045 と重複し、これらより古い。また、位置関係から SB38・43・45、SE3059 と重複する。

桁行柱間長は 2.47 〜 2.70m である。柱穴の平面形は円形・楕円形である。

SB45（図版 4・10・53・56・57）

15J 〜 L、16K グリッドに位置する。梁間 3 間、桁行 4 間の二面下屋付梁間一間型建物Ⅰa 型である。

SE3033・3059・3062、SD3734 と重複し、SE3059、SD3734 より新しく、SE3033・3062 より古い。

また、位置関係から SB44・46 と重複する。桁行柱間長は 2.35 〜 2.52m である。柱穴の平面形は円形・

楕円形・方形である。また、建物の南東側には SD3038 が近接し、長軸方向がおおむね並行することか

ら雨落ち溝と推定される。

雨落ち溝　SD3038 は SB45 に伴う雨落ち溝と考えられる。

SD3038（図版 4・10・22・68）　SB45 の南東側に近接し、長軸はこれと平行する。溝の北側は近世以

降の溝 SD3043 に切られる。平面形は直線状で、南側端部はやや幅が広くなる。覆土は 5 層に識別される。

1 層は焼土粒・炭化物を少量含み、特に南側に多い。底面は凹凸が著しく、溝の中央部が盛り上がる形状

となる。遺物は土師質土器小皿（図版 26-75）、釘（図版 28-117）、不明鉄製品（図版 28-112）が出土した。

SB46（図版 4・10・53・55・57）

14J・K、15K・L グリッドに位置する。梁間 4 間、桁行 4 間の二面下屋付梁間一間型建物Ⅱ a 型で、

両方の妻側面に妻柱 P3434・3809 を持つ。SE3035、SD3043・3644・3734 と重複し、SE3035

よ り 新 し く、SD3043・3644・3734 よ り 古 い。 ま た、 位 置 関 係 か ら SB35・36・38・39・45、

SE3046・3048 と重複する。桁行柱間長は 2.32 〜 2.52m である。柱穴の平面形は円形・楕円形である。

遺物は P3500・3803 から土師質土器皿（図版 24-3・4）が出土した。

SB47（図版 5・11・53・58）

14M・N、15M・N グリッドに位置する。梁間 1 間、桁行 3 間の梁間一間型建物Ⅰb 型で、南側の妻

側面に妻柱 P3828 を持つ。桁行柱間長は 2.10 〜 2.84m である。柱穴の平面形は円形・楕円形・方形で

ある。また、建物の外周には SD3065 が方形に巡る。SD3065 は位置関係から、建物に付随するものと

推定される。
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建物外周を巡る溝 SD3065（図版 5・11・58）　SB47 の外縁をコの字状に巡る。長辺の南東辺は約

10.6m、短辺の北東辺は約 8.7m、南西辺は約 8.5m を測る。また、北西辺の中央部は途切れる。この

途切れた部分は土橋と考えられ、幅は約 2.3m である。SK3673・3674・3679・3680、SD2295・

3054・3061 と重複し、SK3679・3680、SD3054 より古く、SK3673・3674、SD2295・3061 より

新しい。覆土は 4 層に識別される。北東辺（図版 11 の h-h'）では 3 層が 4 層を切り込むような堆積形状

を示し、掘り直しが行われた可能性が考えられる。また、北西辺（図版 11 の g-g'）では、3 層付近で側壁

がやや段を持つ。こうした、側壁の形状は溝の掘り直しに伴って形成されたものと推定される。遺物は青

磁椀（図版 26-86）、白磁皿（図版 26-85）、珠洲焼片口鉢（図版 26-87）が出土した。

C　井　　　戸（図版 12 〜 19・49・50・59 〜 66）

1）概　　　要

井戸は 23 基検出した。14・15J、13 〜 16K、13 〜 16L、13M、17O・N グリッドに分布し、E 区

北側に集中する傾向にある。E 区の遺構全体が北側に集中するため、それと連動しているとも言えるが、

2009 年度 D 区の道や建物群の分布まで視野に入れると、道、建物、井戸の順に展開している様子がう

かがえる（第 20 図）。

2）分　　　類

a　形　態　分　類

検出した井戸には、井戸側を持つものと素掘りのものが見られ、井戸側を有するものは、全て木製の井

戸側である。井戸側の有無で分類し、A 類：木組みの井戸、B 類：素掘りの井戸とした。内訳は A 類 3 基、

B 類 20 基である。なお、D 区では、素掘りの井戸が 2 基検出されている。

A 類は全て宇野［1982］の分類「B Ⅳ類 縦板組隅柱横桟留」に当たる。ただし、宇野が掲示した隅柱

は地下から地上まで一本で立てられ、横桟は原則として隅柱の柄穴に差し込んで組まれたものであるのに

対し、境塚遺跡では上位と下位の横桟の間に支柱を入れて積み上げている。

井戸側の規模や遺存状態については個体差が見られたが、3 基とも井戸側及び水溜に用いた曲物が残存

する。また、それらを設置した痕跡である掘方を確認した。深さは 239 〜 383cm である。検出面から

約 1.5 〜 1.7m（標高 5.5 〜 5.7m）から下位では、地下水が豊富に含まれているため井戸側を含む木製品

が良好に遺存する。

B 類の規模は上端長径 72 〜 270cm、深さは 57 〜 167cm である。小さいものは土坑との区別が不明

瞭となるため、深さ 50cm 以上で底面の断面形が U 字状のものを井戸として扱った。なお、素掘りの井

戸で水溜（曲物など）を有するものは見られなかった。

b　覆　土　分　類

覆土の堆積状況では、特に形態分類で B 類としたものに 2 種類の特徴が見られる（第 21 図）。それぞ

れを 1・2 類に分類した。1 類は炭化物を多量に含む層を持つもので、SE3030・3033・3034・3036・

3037・3055 の井戸で確認した。上層〜中層に炭層が厚く堆積する SE3055、中層に薄く堆積する

SE3030・3033・3034・3036、下層に炭層が厚く堆積する SE3037、の 3 つに分かれる。

2 類は地山を主体とする層を持つもので、SE3035・3036・3042・3045・3046・3055・3059・
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3900 で確認している。上層に堆積する SE3036、中層〜下層に堆積する SE3035・3042・3046・

3055、下層に堆積する SE3045・3059・3900 の 3 つに分かれる。地山がブロック状や粒状で覆土に含

まれることは珍しいことではないが、これらの井戸では周辺の地山とほとんど見分けがつかない覆土が層

単位で認められる。この地山層が上層や中層に存在した場合は、直下に判別が容易な別の覆土が見られた

ため判断しやすかったが、下層〜底面に存在した場合は、褐色土粒や炭化物が微量に含まれていることな

どを手掛かりとして判断した。形成される要因としては、上層や中層に見られる場合は人為的な埋戻しが

想定され、下層に見られる場合は壁の崩落などに伴う自然堆積の可能性もある。ただし、粒状やブロック

状にはならないことや、ほかの混入物が極端に少ないことなどから、限定的な条件下を想定しなければな

らず復元は容易ではない。唯一井戸同士の切り合いが確認できた SE3036・3037 では、古い遺構である

SE3036 に地山層を確認し、新しい井戸の掘削土がそのまま埋戻しに用いられた場合なども考えられる。

また、SE3055 は上層が炭層、下層が地山層であり、一度埋まった遺構が再び掘り直された可能性もある。

3）祭　　　祀

井戸の祭祀については、従来の調査・研究からもその存在は明らかであるが［鐘方 2003 など］、当調査

においても祭祀行為に伴うと想定できる遺物の出土が認められる。A 類の SE3031・3057 からは箸・木

簡・種子などが井戸側内から出土し、B 類の SE3055 では炭層から土師質土器皿が多量に出土した。こ

れらは祭祀関連遺物としてとらえることができる。また、SE3031・3057からは自然礫が多量に出土した。

井戸から礫が出土する事例はいくつか知られ、阿賀野市村前東 A 遺跡の事例では井戸祭祀のひとつとし

て報告されている［加藤ほか 2010］。このほか、SE3033・3913 では比較的大きい自然礫が 1 〜 2 点出

土した。

4）各　　　説

a　井　戸　A　類（木組みの井戸）

SE3031（図版 4・12・13・49・59・60）

16K グリッドに位置する。確認面において遺構の中央と外周の土質に違いが見られ、中央の土色はや

や暗く、外周は地山ブロックを多量に含んでいることを確認し、井戸本体と掘方を検出したものと認識し

た。本体部分では、深さ約 1.7m（標高約 5.5m）から井戸側が残存する。P3584・3851 と重複関係にあり、

P3584 より古く、P3851 より新しい。

平面形はやや不整形な円形で、断面形は漏斗状である。規模は上端長径 480cm、深さ 383cm を測る。

井戸側の横桟は、最下段も含めて 4 段残存する。長さ約 95cm の角材の端部（仕口）を目違い柄に加工し

て方形に組み、もう一つ同じものを重ねて 1 段とする。上下に重ねる際には特に加工は施されず、据え

置かれる。なお、最下段の横桟だけは 2 組一対ではなく 1 組である。2 組一対の横桟同士の間には、長

さ約 50cm の支柱を入れ積み上げられている。また、腐朽が進み原位置を保っていなかったが、残存す

る横桟を上から数えて 1 段目と 2 段目の間にのみ、支柱間へ更に桟木が入れられた形跡があった。これ

は地上から約 2m の深さで出土しており、ちょうど井戸の真ん中にあたることから、井戸の中間地点を

補強したものと思われる。側板は長さや幅、並べ方などに統一性はなく、幅約 5.1 〜 37.6cm の板が隙

間なく並べられる。最下部に水溜施設として、直径 73.3cm の曲物が据えられている。

覆土は 1 〜 26 層に分層した。1 〜 12 層は井戸側内に堆積した覆土である。13 〜 26 層は掘方の覆土で、
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井戸構築時に井戸側の周囲を埋めた土である。地山ブロックを多く含み、標高約 5.8m（22 層中）から下

層では、還元して土色は青みを帯びる。

遺物は、土師質土器皿（図版 24-10 〜 12）、珠洲焼片口鉢・甕・壺（図版 24-15 〜 18）、瀬戸・美濃焼卸

し皿（図版 24-19）、青磁椀（図版 24-13・14）、鉄鏃（図版 28-113）、刀子（図版 28-119・120）、椀形滓（図

版 28-121）、漆器皿（図版 30-147）、箸（図版 30-148 〜 157）、円形板（図版 31-163）、木簡（図版 33-199・

200）、種子（モモ等）が出土した。掘方からは土器のほか、鉄製品（刀子など）や木材が多量に出土し、井

戸側を現地で製材・組立・設置し、井戸側周囲を埋め戻す際に不要になった道具や木材を廃棄した可能性

がある。曲物内からは木製品（箸など）が出土した。また、自然礫が 229 点、総重量 11,434g 出土した。

個別の大きさは 3 〜 16cm、重量は 5 〜 1100g である。大きさ 3 〜 10cm、重量 5 〜 200g のものが

224 点を数え、最も多い。出土層位は 299 点中 188 点（総重量 10,983g）が井戸側内（9 〜 12 層）で出土

した。被熱痕が見られるものが 3 点あり、内 1 点は曲物内から出土した。

SE3048（図版 4・13・61）

14K グリッドに位置する。深さ約 1.5m（標高約 5.7m）から井戸側が残存する。SD3061・3734 と重

複関係にあり、SE3048 は両遺構よりも新しい。

平面形は円形で、断面形は漏斗状である。規模は上端長径 188cm、深さ 239cm を測る。井戸側は横

桟最下段と側板だけが残存する。曲物内から角材が出土し、出土状況から支柱が崩落したものである可

能性が高い。横桟は長さ 48.9 〜 55.7cm の角材の端部（仕口）を相欠き柄に加工し、方形に組んでいる。

南隅は組み合わずにずれている。側板は一段のみ残存し、上部は腐朽のため長さは不明であるが、幅 6 〜

20cm の板材が並べられる。また、最下部に水溜施設として、直径 50cm の曲物が据えられている。

覆土は 1 〜 15 層に分層した。断面で井戸本体と掘方の覆土を明確に分離できるのは 7 層から下層であ

る。7 〜 11 層は井戸側内に堆積した覆土である。12 〜 15 層は掘方の覆土で、井戸構築時に井戸側の周

囲を埋めた土である。井戸側の残存する標高約 5.7m 以下の覆土は、井戸本体・掘方ともに還元して青み

を帯びる。

遺物は土師質土器皿（図版 25-42）、珠洲焼片口鉢（図版 25-43）、青磁、須恵器杯、砥石（図版 27-105）、鋏（図

版28-114）、釘が出土した。また、井戸側内から柱根状の木材、曲物内から伐採された未加工の木が出土した。

SE3057（図版 4・5・14・50・62）

13K グリッドに位置する。深さ約 1.5m（標高 5.6m）から井戸側が残存する。P3647 と重複関係にあり、

SE3057 の方が古い。

平面形は円形で、断面形は漏斗状である。規模は上端長径 248cm、深さ 314cm を測る。横桟は二段

残存するが、上段横桟の北西面と南西面は土圧により折れている。角材で一辺約 80cm の方形に組まれ、

上段は腐朽のため不明だが、下段は端部（仕口）を相欠き柄で組まれる。横桟の間には支柱が入れられ、

支柱は 2 段残存する。最下部に水溜施設として、曲物が 3 段設置される。上 2 段は直径約 60cm の曲物

を上下に重ね、最下段は直径 55cm のやや小さい曲物が据えられる。

覆土は 1 〜 26 層に分層した。1 〜 13 層は井戸側内に堆積した覆土である。14 〜 26 層は掘方の覆土で、

井戸構築時に井戸側の周囲を埋めた土である。標高約 5.3m 以下の覆土は、井戸本体・掘方ともに還元し

て青みを帯びる。

遺物は土師質土器皿（図版 25-62）、珠洲焼、土器転用研磨具（図版 27-108）、箸（図版 32-188 〜 191）、

曲物底板（図版 33-192）などが出土した。井戸側内には土器や木製品のほか、木材や自然礫なども多量に
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出土し、埋め戻し時に入れられたものと考えられる。曲物内からは土器転用研磨具（図版 27-108）、曲物

底板（図版 33-195）、キカラスウリの完形種子 99 個をはじめとする合計 260 個体の種子（第Ⅶ章 2）が出

土した。また、自然礫が 112 点、総重量 16,305g が出土した。個別の大きさは 3 〜 16cm、重量は 9 〜

1065g である。大きさ 3 〜 10cm、重量 5 〜 200g のものが 102 点を数え最も多い。出土層位は 112

点中 61 点（総重量 8,860g）が井戸側内（10 〜 13 層）から出土した。被熱痕が見られるものが 3 点あり、

内 2 点は曲物内から出土した。

b　井　戸　B　類（素掘りの井戸）

SE3030（図版 4・14・63）

16K グリッドに位置する。調査区北東端で検出した。平面形は円形で、断面形は半円状である。規模

は上端長径 188cm、深さ 57cm を測る。覆土は 6 層に識別でき、3・5 層は炭層である。遺物は土師質

土器皿（図版 24-5・6）、珠洲焼片口鉢（図版 24-9）、青磁椀（図版 24-7・8）、砥石（図版 27-103）、釘（図版

28-116）が出土し、珠洲焼片口鉢は SK3051 出土のものと接合した。所属時期は中世である。

SE3032（図版 4・15・63）

15K グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は箱状である。規模は上端長径 164cm、深さ

85cm を測る。覆土は 7 層に識別できる。遺物は、土師質土器皿（図版 24-21）、鉄滓が出土した。所属時

期は中世である。

SE3033（図版 4・15・63）

15J・K グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は半円状である。規模は上端長径 228cm、深

さ 102cm を測る。SD3053・P3763 と重複関係にあり、SE3033 は SD3053 よりも古く、P3763 よ

りも新しい遺構である。覆土は 14 層に識別でき、10 層（炭層）から約 40cm、重さ約 17.5kg の自然礫

が出土した。その他、遺物は瓷器系陶器甕（図版 24-20）、土師質土器皿、珠洲焼壺が出土した。所属時期

は中世である。

SE3034（図版 4・15・63）

16K・L グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は台形状である。規模は上端長径 226cm、深

さ 92cm を測る。覆土は 10 層に識別でき、7 層は薄い炭層である。遺物は土師質土器小皿（図版 25-25・

26）、珠洲焼片口鉢（図版 25-27）、白磁椀、砥石（図版 27-104）が出土した。所属時期は中世である。

SE3035（図版 4・15・50・63）

15K に位置する。平面形は円形で、断面形は半円状である。規模は上端長径 184cm、深さ 96cm を測る。

P3552・3553 と重複関係にあり、両遺構より SE3035 が古い遺構である。覆土は 7 層に識別でき、4 〜

7 層は地山を主体とする。遺物は土師質土器皿（図版 24-22）、瓷器系陶器甕が出土した。所属時期は中世

である。

SE3036（図版 4・16・50・64）

15K・L グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は階段状である。規模は上端長径 172cm、深

さ 150cm を測る。SE3037 と重複関係にあり、SE3036 の方が古い遺構である。覆土は 11 層に識別でき、

2・3 層は地山を主体とし、6 層は炭層である。遺物は土師質土器小皿（図版 24-23・24）、珠洲焼片口鉢

が出土した。所属時期は中世である。
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SE3037（図版 4・5・16・50・64）

15L グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は階段状である。規模は上端長径 136cm、深さ

167cm を測る。SE3036・P3470 と重複関係にあり、SE3037 は SE3036 より新しく、P3470 より

古い遺構である。覆土は 9 層に識別でき、8 層は炭層である。遺物は土師質土器皿・小皿（図版 25-28 〜

34）、鉄滓が出土した。所属時期は中世である。

SE3042（図版 4・16・64）

14J グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は台形状である。規模は上端長径 204cm、深さ

99cm を測る。SD3040・3056、P3372・3752 と重複関係にあり、SE3042 は SD3040・3056 より

新しく、P3372・3752 より古い遺構である。覆土は 7 層に識別でき、2 〜 7 層は地山を主体とする。遺

物は土師質土器皿、珠洲焼片口鉢（図版 25-36）・壺（図版 25-35）・甕、土器転用研磨具（図版 27-109）が

出土した。所属時期は中世である。

SE3044（図版 4・16・64）

14K グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状である。規模は上端長径 84cm、深さ

106cm を測る。覆土は 3 層に識別できる。

SE3045（図版 4・16・64）

14J、15J グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は半円状である。規模は上端長径 166cm、

深さ 96cm を測る。覆土は 10 層に識別でき、8 〜 10 層は地山土を主体とする。遺物は土師質土器皿が

出土した。所属時期は中世である。

SE3046（図版 4・5・16・64）

14K、15K グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は台形状である。規模は上端長径 270cm、

深さ 124cm を測る。P3539 と重複関係にあり、SE3046 が新しい遺構である。覆土は 12 層に識別でき、

5 〜 12 層は 7・9 層を除いて地山土を主体とする。遺物は土師質土器皿（図版 25-37 〜 39）、珠洲焼片口鉢（図

版 25-40）、青磁椀（図版 25-41）、釘、鉄滓が出土した。所属時期は中世である。

SE3055（図版 4・17・50・64・65）

16K グリッドに位置する。調査区北東端で検出した。平面形は円形で、断面形は U 字状である。規模

は上端長径 160cm、深さ 165cm を測る。SK3598 と重複関係にあり、SE3055 が古い遺構である。覆

土は 16 層に識別できるが、1 層は調査の都合上掘削した開渠に伴う撹乱である。2 〜 13 層は炭化物を

多量に含み、特に 6 〜 11 層で土師質土器皿が多量に出土した（図版 17、図版 25-44 〜 61）。内、2 点は煤

が付着する（図版 25-47・57）。また、7 層からは釘、鉄滓、種子、8 層から青磁椀が出土した。14 〜 16

層は、上層の覆土と明確に差が認められ、内容物が極端に少ない地山主体の覆土である。上層（2 〜 13 層）

と下層（14 〜 16 層）については、明確に別時期ととらえることができる。断面では上層が下層を切る形

で確認されたことから、掘り直されている可能性もある。下層出土遺物はないが、所属時期は中世である

と考えられる。

SE3059（図版 4・17・65）

15K グリッドに位置する。平面形は楕円形で、断面形は箱状である。規模は上端長径 196cm、深

さ 90cm を測る。SD3053・3734・P3510・3513・3570・3818 と重複関係にあり、（旧）P3818 →

SE3059 → P3510・3513・3570・SD3053・3734（新）である。覆土は 4 層に識別でき、1 〜 3 層は

地山ブロックを多量に含み、4 層は地山を主体とする。
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SE3062（図版 4・17・65）

15K グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は台形状である。規模は上端長径 124cm、深

さ 82cm を 測 る。SD3734、P3516・3821 と 重 複 関 係 に あ り、SE3062 は SD3734 よ り 新 し く、

P3516・3821 より古い遺構である。覆土は 8 層に識別できる。遺物は土師質土器皿、青磁椀（図版 25-

63）、土器転用研磨具（珠洲焼甕）が出土した。所属時期は中世である。

SE3063（図版 6・18・65）

17O・N グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は台形状である。規模は上端長径 240cm、深

さ 147cm を測る。覆土は 7 層に識別できる。

SE3068（図版 5・18・66）

13M グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状である。規模は上端長径 104cm、深さ

75cm を測る。覆土は 5 層に識別できる。SD2295・3054 と重複関係にあり、SE3068 は SD2295 よ

り新しく、SD3054 より古い遺構である。遺物は土師質土器皿が出土した。所属時期は中世である。

SE3393（図版 4・18・66）

15J グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は U 字状である。規模は長径 92cm、深さ 122cm

を測る。覆土は 6 層に識別できる。遺物は土師質土器皿・小皿（図版 25-64・65）が出土した。所属時期

は中世である。

SE3445（図版 4・18・66）

14K グリッドに位置する。SK3440・P3720 と重複関係にあり、両遺構よりも SE3445 の方が古い遺

構である。平面形は円形で、断面形は U 字状である。規模は上端長径 72cm、深さ 148cm を測る。覆

土は 2 層に識別できる。遺物は土師質土器皿、珠洲焼片口鉢、釘が出土した。所属時期は中世である。

SE3900（図版 4・5・18・66）

14L グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は袋状である。規模は上端長径 152cm、深さ

148cm を測る。覆土は 14 層に識別でき、12 〜 14 層は地山を主体とする。遺物は土師質土器皿（図版

25-66・67）が出土した。所属時期は中世である。

SE3913（図版 4・5・19・66）

13L、14L グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は台形状である。規模は上端長径 80cm、深

さ 84cm を測る。覆土は 5 層に識別できる。4 層から約 20cm の自然礫が 2 点出土した。所属時期は中

世である。

D　土　　　坑（図版 19 〜 22・67）

1）概　　　要

土 坑 は 42 基 検 出 し た。 分 布 は 14・15J、13 〜 16K、12 〜 15L、12・14 〜 16M、14N、17O、

17 〜 19P、17Q グリッドである。E 区の広範囲に分布するが集中域は北側にあり、南東側では数が減

少する。平面形は楕円形・円形・長方形があり、断面形は台形状・箱状・不整形・弧状・U 字状がある。

これは 2009 年度調査で報告された土坑の形態分類（1 類：楕円形−台形状、2 類：長方形−台形状、3 類：円

形−台形状、4 類：円形−箱状の分類）［荒川・村上ほか 2012］に収まることから、これに従う。長方形の土

坑は、主軸方向がおおまかに北西−南東、北東−南西の 2 方向だが、建物群の長軸短軸方向と合致する。

建物群には SB38 と SD3040・3056・3734 のように溝跡が伴うと考えられるものがあり、土坑群の中
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にも同様に建物に付属したものが存在した可能性を示唆する。以下の各説では、形態分類別に代表的なも

のを記述する。

2）各　　　説

a　1　　　類

SK3650（図版 4・5・20・67）

13L グリッドに位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状である。規模は長径 80cm、深さ 13cm

を測る。覆土は 1 層のみである。底面は平坦で、側壁は緩やかに立ち上がる。遺物は珠洲焼片口鉢（図版

26-69）が出土した。所属時期は中世である。

SK3679・3680（図版 4・5・21・67）

14N グリッドに位置する。複数の遺構と重複関係にあり、（旧）SD3065 → SD2295 → SK3680 → SK36

79 → SD3054（新）である。SK3679 は平面形が楕円形で、断面形は台形状である。規模は長径 122cm、

深さ 60cm を測る。覆土は 3 層に識別できる。底面はやや凹凸があり、側壁は急斜度に立ち上がる。

SK3680 は平面形が楕円形で、断面形は台形状である。規模は長径 130cm、深さ 29cm を測る。覆土は

2 層に識別できる。底面はやや凹凸があり、側壁は緩やかに立ち上がる。

b　2　　　類

SK3051（図版 4・19・67）

14J、15J グリッドに位置する。平面形は長方形で、断面形は台形状である。規模は長径 200cm、深

さ 26cm を測る。SD3040 と重複関係にあり、SK3051 の方が新しい遺構である。しかし、SD3040 と

主軸方向が同じであるため、機能的には関連する可能性もある。なお SD3040 は SB38 に伴う溝と考え

られる。覆土は 2 層に識別できる。底面は平坦で、側壁は急斜度に立ち上がる。遺物は珠洲焼片口鉢（図

版 24-9）、漆器が出土した。珠洲焼片口鉢は SE3030 出土のものと接合した。所属時期は中世である。

c　3　　　類

SK3039（図版 4・5・19・67）

15L グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は台形状である。規模は長径 116cm、深さ 24cm

を測る。P3463 と重複関係にあり、SK3039 は P3463 より古い遺構である。覆土は 2 層に識別でき、2

層は炭化物を多量に含む。底面は平坦で、側壁の立ち上がりは緩やかである。遺物は珠洲焼片口鉢、土師

質土器皿、須恵器杯が出土した。所属時期は中世である。

SK3050（図版 5・19・67）

15M、16M グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は台形状である。規模は長径 156cm、深

さ 44cm を測る。覆土は 3 層に識別できる。底面は平坦で、側壁は緩やかに立ち上がる。遺物は土師質

土器皿が出土した。所属時期は中世である。

d　4　　　類

SK3455（図版 4・5・19・67）

15L グリッドに位置する。平面形は円形で、断面形は箱状である。規模は長径 76cm、深さ 65cm を測る。
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覆土は 5 層に識別でき、5 層は炭化物を多量に含む。底面はやや凹凸があり、側壁は急斜度に立ち上がる。

遺物は土師質土器皿（図版 26-68）が出土した。所属時期は中世である。

E　溝（図版 22・23・50・68）

1）概　　　要

溝は 27 条検出した。このうち、SD3043・3053・3054・3070 〜 3072 は、覆土にⅡ層土の堆積が

認められるため、近世以降の所産であると推定される。これ以外の 21 条は、掘立柱建物・井戸・土坑に

堆積する覆土に類似することから、中世に所属するものと考えられる。検出した溝は、建物に近接するも

のと地形に沿って構築されたと推定されるものがある。後者は建物に近接する溝に比べ、全長・規模が大

きい。以下の各説では、代表的なものを記述する。

2）各　　　説

SD2295（図版 3 〜 6・22・23・50・68）

2009 年度の調査で検出した溝の延長である。14M、16O グリッド付近で蛇行しながら北西−南東方向

に延び、19P グリッドでは南北方向へ Y 字状に分岐する。調査区内の全長は約 55m を測る。E 区の地形

は北西から南東方向へ緩やかに傾斜しており（第Ⅲ章 2）、この傾斜に沿って構築された可能性が考えられる。

SE3068、SK3673・3674・3679・3680・3969、SD3053・3054・3064・3065・3067・3071・

3072 と重複し、SD3067・SK3674 より新しいが、これ以外の遺構に切られる。覆土は 3 層に識別され、

暗褐色〜黒褐色シルトを主体とするが、地形が落ち込む 20Q グリッド付近では灰白色シルトとなり、色

調が変化する。この地形の落ち込んだ部分は、雨水等が溜まり易い状況にあったことが推定され、覆土は

水分による還元作用の結果変色したものと考えられる。底面はやや凹凸があり、側壁は急斜度に立ち上が

る。遺物は土師質土器皿・小皿（図版 26-70・71）、珠洲焼甕・鉢・片口鉢（図版 26-72 〜 74）が出土した。

SD3061（図版 3 〜 5・22・68）

14K・L、15K グリッドを北東 - 南西方向に延び、14L12 グリッド付近で南方向へ緩やかに向きを変

える。14K、15K、14M グリッドでは昭和初期の耕地整理による削平が著しく、部分的に途切れるが、

14N グリッドにかけて南東方向に延び、調査区外へと続く。SE3048、SD3043・3053・3065 と重複

し、これらより古い。覆土は 5 層に識別され、3 層は炭化物を含む。底面はやや凹凸があり、特に 14L

グリッドでは約 10cm 落ち込む。この落ち込んだ部分には遺物が集中しており、土師質土器皿（図版 26-

77 〜 83）、釘（図版 28-115）が出土した。

SD3646（図版 4・23・68）

13K、14K グリッドを北東 - 南西方向に延びる。位置関係から 2009 年度の調査で検出した SD2135

の延長と考えられる。覆土は黄褐色シルトが主体で、暗褐色シルトをブロック状に多量に含む。底面は平

坦で、側壁は緩やかに立ち上がる。

SD3070・3071・3072（図版 6・23・50・68）

18R、19Q 〜 S、20Q 〜 S グリッドで北東 - 南西方向に延びる。SD3070 は幅 40cm 前後の直線的な

溝で、覆土に黄褐色シルトブロックを多量に含む。SD3071 はⅡ b 層を掘り込んで構築される（図版 23

の d-d’）。SD3072 が重複するため大半が失われているが、幅 7m 以上、深度約 1m であったと推定される。

1 層はⅡ b 層に類似する。SD3072 は SD3071 と方向や規模が共通することから、SD3071 を掘り直し
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た溝と考えられる。幅は 15m 以上あり、E 区より東側に続いている。底面が幅約 4.5m にわたり一段低

くなる。覆土 2 層は浅黄色シルトブロックを多量に含み、人為的な埋土と考えられる。遺物は須恵器蓋・

瓶類（図版 24-1・2）、土師質土器皿・小皿（図版 26-89・90）、瓷器系陶器片口鉢（図版 26-92）、青磁椀（図

版 26-91）のほか、近現代の土器が出土しており、現代の遺構と考えられる。SD3070・3071 も同様の

時期と推定される。

3　古代〜中世の遺物

A　土　　　器

1）出　土　状　況

土器は、古代・中世・近世のものが出土した。古代の土器は須恵器 10 点のみである。中世の土器は総

数 874 点で、主体を占める土師質土器・珠洲焼に比べ瓷器系陶器は少ない（第 4 表）。これらの出土地点
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凡例

1～10

11～20

21～

（点数）

0 20m（1：1,000）

時期 分類 器種産地
供膳具 調理具 貯蔵具 その他

不明 合計
椀 皿 杯 鉢 片口鉢 

（擂鉢） 卸し皿 甕 壷 瓶 火鉢 蓋

古代
須恵器 5 4 1 10

土師器 0

中世

磁器
青磁 19 19

白磁 1 2 3

陶器

珠洲焼 8 38 27 12 85

瀬戸美濃 1 1

瓷器系 1 1 9 11

土器
瓦器 0

土師質 755 755

合　計 20 757 5 9 39 1 36 12 4 0 1 0 884

第 4表　E区器種別土器破片数

第 22図　E区土器分布（点数）
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は 13 〜 16J 〜 L グリッドにほぼ限定され、井戸や溝などの遺構から出土したものが多い（第 22 図）。なお、

SD3053・SD3072 からは近世以降の土器が出土した。

2）記 述 の 方 法

土器の説明は、本文・観察表・図面図版・写真図版を用いて行う。観察表で全てについて記載を行い、

代表的なものについて本文で解説することとする。はじめに、古代の土器について述べる。次に、中心と

なる中世の土器について器種分類を行い、主な遺構出土のものついて述べ、その他の遺構出土土器及び包

含層出土土器を合わせたものをその他の土器として記述する。

図面図版の縮尺率は基本的に 1/3 であり、一部大型品について 1/4・1/5 で表した。口径が推測可能

な資料はできるだけ復元した。断面図における欠損部は波形で表した。また、実測図及び断面図の実存部

分は細線でくくり、推定部分と実存部分の境界は間隔を空けた。写真図版も図面図版と同じ縮尺になるよ

うに掲載した。

観察表は、図版に掲載した全ての土器について観察項目を設定してその内容を記し、不明なものは空白

とした。出土地点及び層位は全て記した。器種・器形・分類は各分類の項を参照していただきたい。口径

は器形の外寸を計測し、器高・口縁部径・底部径などを cm 単位で記した。色調は内外面の色調を標準土

色帖［小山・竹原 1998］に基づき記した。胎土は金雲母・雲母・長石・石英・角閃石・海綿骨針などの

鉱物を中心に記した。なお、種類不明の不透明な白色の粒子は白色粒子として表した。回転方向は主に底

部切り離し痕から判断した。底部調整は切り離し技法や再調整を記した。外面及び内面の調整・施文等は

部位別に記した。使用痕跡は主に二次的に付着した炭化物等について記した。備考は上記以外の特徴につ

いて記した。

3）古　　　代（図版 24・69）

須恵器の蓋（1）は胎土に海綿骨針を含み、新津丘陵窯跡群産の可能性がある。瓶類（2）は五頭山麓窯

跡群産である。いずれも現代の溝である SD3072 から出土したもので、F 区や周辺の遺跡から流入した

可能性が高い。

4）中　　　世（図 24 〜 27・52・69 〜 70）

a　分　　　類

土師質土器、珠洲焼（系陶器）、瓷器系陶器、瀬戸・美濃焼、輸入陶磁器（白磁・青磁）があり、器形に

より大別した。分類・年代観については、珠洲焼は吉岡［1994・2003］に従い、能登産の珠洲焼胎土と

明らかに異なるものは珠洲系陶器とした。瓷器系陶器は小田［1999］・鶴巻［2005］を参考にした。瀬戸・

［荒川ほか2012］

皿R1類

皿R2類

小皿R2類 小皿RH2類

皿RH2類

皿RH1類 小皿R1類 小皿RH1類

53
62

49

58

25

38

89 36

0 10cm（1：4）

第 23図　土師質土器の分類
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美濃焼は藤澤［1982・1991・1995］に依った。白磁は森田［1982］に依った。青磁は 14 世紀以降の

ものを上田［1982］、14 世紀以前のものは山本［2000］を用いた。土師質土器は口径 10cm 以上のも

のを皿、口径 10cm 以下のものを小皿とする。また、水澤［2005］の分類に従い手づくね成形のものを

T 類、ロクロ成形で底部糸切りのものを R 類、ロクロ成形で底部ヘラ切りのものを RH 類とする。R 類

は口径に対し底径が大きい皿 R1 類・小皿 R1 類と底径が小さい皿 R2 類・小皿 R2 類に細分する。また、

RH 類は口縁が直線的に立ち上がる皿 RH1 類・小皿 RH1 類と口縁が外反する皿 RH2 類・小皿 RH2 類

に分類する（第 23 図）1）。

b　遺構出土土器（3 〜 94）

SB46（3・4）

P3500・3803 から土師質土器小皿 R1 類が出土した。

SE3030（5 〜 9）

土師質土器小皿 RH1 類（5）・皿 R2 類（6）、青磁同安窯椀（7）と龍泉窯椀Ⅱ b 類（8）、珠洲焼片口鉢Ⅲ期（9）

がある。7 は外面に横位の櫛目文が施される。なお、9 は SK3051 出土破片と接合した。

SE3031（10 〜 19）

土師質土器は小皿 R1 類（10）・皿 RH 類（11・12）がある。青磁は龍泉窯椀Ⅱ b 類（13）と内面見込

に草花文が施されたⅡ c 類（14）がある。珠洲焼は片口鉢Ⅱ〜Ⅲ期（16）・Ⅲ〜Ⅳ期（15）・壺 T 種Ⅲ期（17）、

甕 T 種Ⅳ -1 期（18）がある。18 は埋め土 18 層から出土しており、本井戸の上限時期を示す。古瀬戸中

期の卸し皿（19）は井戸側内 10 層から出土した。

SE3032（21）

21 は土師質土器皿 R 類である。

SE3033（20）

瓷器系陶器甕（20）があり、外面に簾状文の押印が施される。

SE3034（25 〜 27）

土師質土器小皿 RH1 類（25）・R1 類（26）、珠洲焼片口鉢Ⅳ期（27）がある。

SE3035（22）

22 は土師質土器皿 R 類である。

SE3036（23・24）

土師質土器小皿 RH1 類（23）・R1 類（24）がある。

SE3037（28 〜 34）

土師質土器は小皿 RH1 類（28）・RH 類（29）・R1 類（30）と皿 R1 類（32 〜 34）・R2 類（31）がある。

31 は底部外面に多条の凹線を残す。

SE3042（35・36）

珠洲焼の壺 T 種Ⅳ期（35）と片口鉢Ⅳ -3 期〜Ⅴ期（36）がある。

SE3046（37 〜 41）

土師質土器皿 RH1 類（37）・皿 RH2 類（38）・皿 RH 類（39）がある。39 は灯明皿と考えらえる。このほか、

1） 荒川・村上ほか［2012］の土師質土器の分類と本分類との対応関係は、皿 B1 類が皿 R1 類、皿 B2 類が皿 R2 類、皿
C1・C3 類が皿 RH1 類、皿 C2 類が皿 RH2 類、小皿 C1・C3 類が小皿 RH2 類、小皿 C2 類が小皿 RH2 類である。



44

3　古代〜中世の遺物

珠洲焼片口鉢Ⅳ期（40）、青磁龍泉窯椀Ⅱ b 類（41）がある。

SE3048（42・43）

土師質土器皿 RH 類（42）で灯明皿と考えられる。ほかに、珠洲焼片口鉢Ⅳ期（43）がある。

SE3055（44 〜 61）

土師質土器が多数出土し、全て R 類である。小皿 R1 類（44 〜 48・50・51）・小皿 R2 類（49）・皿 R1 類（52 〜

57・59 〜 61）、皿 R2 類（58）がある。このうち、46 〜 52・54 〜 61 は 6 〜 11 層から出土したもので、

一括と考えてよい資料である（図版 17）。47・57 は灯明皿と考えられる。

SE3057（62）

62 は土師質土器皿 RH1 類である。

SE3062（63）

63 は青磁龍泉窯椀Ⅱ b 類である。

SE3393（64・65）

土師質土器皿 R1 類（64）・R 類（65）がある。65 の底部内面は螺旋状となる。

SE3900（66・67）

土師質土器が出土し、67 は皿 R1 類、66 は皿 R2 類の可能性がある。

SK3455（68）

68 は土師質土器皿 R2 類である。

SK3650（69）

69 は珠洲焼片口鉢Ⅲ期である。

SD2295（70 〜 74）

土師質土器皿 R1 類（70）・小皿 R1 類（71）がある。71 は底部外面が一部つまみ出される。珠洲焼は

甕 T 種Ⅲ期（72）・鉢Ⅲ期（73）・片口鉢（74）がある。72 は焼成時に胎土中に気泡が入り、発泡土器に近い。

SD3038（75）

75 は土師質土器小皿 RH1 類である。

SD3053（76）

76 は珠洲焼片口鉢Ⅱ〜Ⅲ期である。

SD3061（77 〜 83）

土師質土器はいずれも R 類で、胎土に微細な金雲母を含む点で共通する。皿 R1 類（77・81 〜 83）・皿

R2 類（78 〜 80）がある。

SD3064（84）

84 は土師質土器 R1 類である。

SD3065（85 〜 87）

SB47 に伴う溝から出土したものである。白磁皿Ⅸ -1a 類（85）は口禿げである。このほか、青磁龍泉

窯椀Ⅱ b 類（86）、珠洲焼片口鉢Ⅲ期（87）がある。

SD3066（88）

88 は青磁龍泉窯椀Ⅱ c 類で、底部内面に片彫りによる草花文が施される。

SD3072（89 〜 92）

現代の溝から出土したものである。土師質土器小皿 R2 類（89）・皿 R1 類（90）、青磁龍泉窯椀Ⅱ c 類（91）
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がある。また、92 は瓷器系陶器片口鉢で、体部外面をヘラナデした後にヨコナデ、体部内面を指押さえ

とヨコナデが施される。

SD3734（93）

93 は土師質土器皿 R2 類である。

P3546（94）

94 は土師質土器皿で、RH2 類と考えられる。

c　その他の土器（95 〜 102）

土師質土器　小皿 R1 類 ?（95）・皿 RH1 類（96）がある。

青磁　龍泉窯椀Ⅱ b 類（97・98）がある。

珠洲焼　鉢Ⅱ期（99）・片口鉢Ⅳ期（100 〜 102）がある。

B　石 製 品（図版 27・70）

石製品は砥石のみである（第 24 図）。5 点出土し、全点図化した。形態は全て角柱状である。作業面は

基本的に正裏面と両側面の 4 面が使用され、104 のように上面や下面も使用されているものもある。

103 は大形の砥石で、正裏面と両側面が使用され、いずれも線状痕が見られる。また、砥面ではないが、

上面の一部にも線状痕が確認できる。裏面には工具痕が見られ、製作時の痕跡と思われる。石材は凝灰岩

である。104 は正面と両側面が使用され、裏面と上下両端を欠損する。しかし、いずれの割れ口にも一

部砥面として使用された痕跡が確認できる。石材は流紋岩である。105 は正裏面と右側面が使用される。

上下両端と左側面を欠損し、残存する面にも剥離や傷が目立つ。石材は流紋岩である。106 は正裏面と

右側面が使用され、下端と左側面を欠損する。石材は凝灰岩である。107 は正裏面と両側面、上面が使

用される。下端は欠損する。上面と右側面には製作時のものと思われる痕跡が残るが、磨滅している。石

材は流紋岩で、被熱によりやや黒ずんでいる。

C　土 製 品（図版 27・70）

土製品は土器転用研磨具のみである（第 24 図）。6 点出土し、4 点を図化した。

110 は須恵器甕の胴部片を転用している。外面は全体的に使用され、叩き痕の稜が磨滅している。特

に外面中央の痕跡は顕著であり、擦痕も認められる。108・109・111 は珠洲焼甕の胴部片を転用したも

のである。使用により外面叩き痕の稜が磨滅している。109 は周囲に剥離痕があり、整形した可能性が

ある。

D　金属製品・鍛冶関連遺物（図版 28・70）

金属製品・鍛冶関連遺物は、鉄製品と鉄滓である（第 25 図）。鉄製品は 16 点出土しており、9 点図化した。

鉄滓は 11 点出土し、1 点図化した。全て鍛冶滓と見られる。

112 は棒状の鉄製品であるが、用途は不明である。一方から一方へ厚さが薄くなる形態から、楔の可

能性もある。113 は鉄鏃である。雁股で刃部と茎の境に稜が作り出される。刃部片側と茎中央を欠損する。

推定長は 12.4cm である。114 は鋏である。U 字形に折り曲げて握り部が作られている。刃部片側先端

を欠損する。119 と 120 は刀子である。119 は刃先と茎を欠損し、茎は目釘穴が半分残存する。茎と棟
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区の境は明瞭であるが、刃区との境は緩やかである。120 は柄の木質部が残存しており、錆に覆われて

いるが目釘も確認できる。X 線写真では刀身の茎と棟区・刃区も確認でき、茎と区の境は明瞭である。刃

先は欠損する。115 〜 118 は釘である。断面は四角形を呈する。121 は鍛造で生じた椀形滓である。

E　木 製 品（図版 28 〜 33・52・71 〜 75）

1）概　　　要

木製品は全て井戸から出土したもので

ある。井戸の構造は、SE3031・3048・

3057 が打ち割り技法によって作り出し

た薄板を側板として縦方向に組み、横桟・

支柱で保持した縦板組隅柱横桟留［宇野

1982］である。素掘り井戸からは木製品

は出土しなかった。木製品は、側板・桟木・

支柱・曲物・箸状木製品・曲物底板・漆器

皿・板材などの加工品である（第5表）。また、

接合が認められた個体は、SE3031 で縦

板 3 個体、SE3057 で縦板 1 個体・支柱

1 個体の合計 5 個体であり、全て図化した。なお、SK3001・3051 から不明漆製品の破片が出土したが、

小片のため図化していない。

2）記 述 の 方 法

木製品の説明は、本文・観察表・図面図版・写真図版を用いて行う。観察表で全てについて記載を行い、

代表的なものについて本文で解説する。図面図版の縮尺率は基本的に 1/8 であり、一部について 1/1・

1/3・1/4・1/10 で表した。写真図版も図面図版と同じ縮尺になるように掲載した。

観察表は、次の観察項目を設定してその内容を記し、不明なものは空白とした。

①　報告 No.　図面図版及び写真図版に付した番号を記載した。井戸側の部材のうち接合できた個体に

ついては、縦板は樹皮側から接合順に枝番を付し、支柱はアルファベットを付して全てを記載した。

②　出土地点　出土したグリッド・遺構種別・遺構番号・遺構覆土層位を記載した。井戸側を持つ井戸

の出土位置は、井戸側の各面に方位名と段数を付して表した。

③　分類　奈良国立文化財研究所［1985］を参考に下記のとおり用途による分類及び器種分類を行った。

　　容器−椀、曲物の底板と思われるものを含む。

　　食事具−箸がある。

　　施設材−井戸の構造材である井戸側（縦板・桟木・支柱）・水溜がある。水溜の綴じ方は奈良国立文

化財研究所［1985］（第 29 図）に従う。

④　木取り　木材の部位名称は橋本［2003］（第 26 図）、木取りは荒川・石丸・猪狩ほか［2004］（第 27 図）

に従った。

⑤　樹種　樹種同定の結果（第Ⅶ章 1）を記載した。

⑥　計測値　全長・幅（直径）・厚さ（高さ）について木製品の各部位の最大値を計測した（第 30 図）。

SE3031 SE3048 SE3057 SK3001 SK3051 合計

縦板（120cm 以上） 19 19

縦板（60 〜 120cm） 15 2 19 36

縦板（30 〜 60cm） 38 7 17 62

縦板（（30cm 以下） 50 1 32 83

桟木 32 6 8 46

支柱 15 1 3 19

曲物（製品） 1 1 3 5

曲物（部材） 2 2

円形板 1 4 5

加工品 6 5 3 14

食事具（箸） 15 6 21

漆器類 5 1 2 8

杭 1 1

木簡 2 2

自然木 1 1 2

合　計 200 24 98 1 2 325

第 5表　遺構別木製品出土点数
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⑦　加工　井戸側部材の加工痕は、平面形・深さ・断面形などに特徴が認められ、工具の器種差を反映

しているものと考えられる。こうした加工痕の特徴から下記のとおり工具を推定した［荒川・村

上ほか 2012］（第 28 図）。ただし、加工痕から工具を特定するためには、出土工具の形状・形態と

加工痕との照合が必要であるが、ここでは行っていない。なお、これらの加工は原木から最終加工

品に至るまでに重複して施されるが、加工の前後関係は最終形状を基準として観察表に記すことと

する。

　　縦斧−側縁に直線的で垂直な階段状の段差を形成することが特徴である。加工底面は平坦である。

刃部は緩やかな丸みを持つ。A 区で確認した加工幅は約 5 〜 8cm であるが、E 区では 4 〜 5cm

のものが主体である。主に縦板接合部材の木口に観察できる。

　　釿（横斧）−工具の入りは急斜度で短く、工具の出は段差を形成しない。加工横断面は皿状にくぼむ。

A 区で確認した加工幅は約 4 〜 7cm であるが、E 区では約 2.5 〜 4cm と小さ目である。主に表

皮を除去する際に用いられる。

　　鑿−加工幅が釿に比べて狭く、加工面が平らで直線的である。加工深度は浅いが、側縁に浅い垂直

の段差を有する場合がある。A 区では加工幅が約 1.5cm で、主に木口面を平滑に加工する場合や

桟木の仕口の加工に用いられる。

　　鉈−加工幅は 10cm 以上ある刃部の長い工具と考えられる。加工面は平坦である。工具の入りに

際して刃部が木部に突き刺さった痕跡を確認できる。主に桟木の表面加工に用いられる。

　　鋸−幅 1.5 〜 3mm の溝状の引き痕があるものや、加工面に引き痕が認められるものがある。主に

桟木や支柱の端部加工に用いられる。

　　打ち割り−打ち割り技法により割り裂いて分割するものである。打ち割りのために挿入する工具に

は包丁や鉈のような刃部の長い工具と楔がある。A 区では、楔に直径 1 〜 3cm 前後の鉄製工具が

用いられたと考えられ、幅 4 〜 8cm 程度の板を挿入した可能性もある。

⑧　樹皮　樹皮を残すものに○印を付けた。なお、樹皮は内側の生きていた組織である内樹皮と外側の

死滅した組織である外樹皮［原田ほか 1985］に分かれるが、内樹皮が残っている場合とする。スギ

の場合、表面の縦に割れた部分は外樹皮に相当する。

⑨　備考　使用時において材木に残された刻印やキズ・つぶれなどの痕跡、その他の特徴を記載した。

3）各　　　説

SE3031（122 〜 163）

縦　　板（122 〜 127・133 〜 139・143 〜 146）　縦板は現存長 82.1 〜 203.7cm、幅 5.1 〜 37.6cm

の薄板である。出土点数は、板目 54 点、柾目 96 点であり、柾目のものが多い。大半は木口に分断時の

斧による加工痕が残り、正裏面・左右側面は打ち割りによって仕上げられる。これらは、縦板として利

用される以前に施された木釘やその孔が認められるもの（122 〜 124・126・127・133 〜 136・145・146、

図版 52）、棒状工具などで叩いたようなくぼみが認められるもの（125・137・139・143、図版 52）で占め

られ、再利用材であることが明らかである。木釘・孔があるものは、左右縁辺と下端に施されるもの（122・

124・134・136）、左右縁辺・下端に加え中央に施されるもの（145）、左右どちらか一方の縁辺と下端に

施されるもの（123・133・135・146）がある。また、122・123・135・136 の木釘は直径 3.5 〜 5mm

と細く、ほかの孔も同様である。なお、近接して複数の孔があるもの（122・134・136・145）は複数回
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第 28図　加工痕の分類と図の表現［荒川・村上ほか 2012］

第 30図　器種別部位名称・図版表示

第 29図　曲物の綴じ方
（［奈良国立文化財研究所 1985］から転載）

第 26図　木取り及び木材一般の部分名称
（［橋本 2003］から転載）

第 27図　木取りの分類（［荒川・石丸・猪狩ほか 2004］から転載）
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利用された可能性もある。以上の特徴から、これらの薄板は屋根材や壁材等の建築材をそのまま再利用し

たものと考えられる。一方、くぼみが認められるものは接合資料 139・143 を含み、ある程度の厚さが

ある板材から打ち割り製板されたものである。したがって、梁材などの角材を打ち割りして再利用した可

能性が高い。

桟　　木（140 〜 142・159 〜 162）　両端を鉈で加工したもの（140 〜 142）、両端に鋸で段欠き加工し

たもの（159 〜 162）がある。141 には分割時の楔痕が認められる（図版 52）。また、159 には「×」印

の刻印が施される（図版 52）。

支　　柱（128 〜 132）　いずれも正裏面・左右側面を打ち割り成形したものである。木口は鋸で切断し

たもの（128・129・131）、斧で切断したもの（130・132）がある。段欠き等の加工は認められない。

水　　溜（158）　側板は外側と内側の 2 重になる。外側は柾目材、内側は板目材で、それぞれ 1 枚の

板で作られる。側板は厚さ 0.6 〜 0.9mm で、内側にケビキを縦平行線に入れて折り曲げ、板が 2 重に重

なった部分で綴じている。内側と外側の綴じ合わせは 180°ずれており、同じ部分に力がかからないよう

に分散している。また、綴じ合わせに段差が生じないように端部の板厚を薄く調整している。綴じ方は 1

列外多段綴じで、留め終わりは内側に差し込んでいる。側板の内側下端は底板を入れるためにテーパーを

つけて斜めに削られるが、木釘痕は認められない。箍は曲物中央部やや下と、最下部に巻かれている。な

お、中央部の箍は上部に巻かれていたものがずれて落ちた可能性もある。材は柾目で、幅 9cm と 12cm

を測る。板厚は 0.3 〜 0.4mm で板が 2 重に重なった部分で綴じられる。綴じ方は中央が 1 列外 3 段綴じ、

下部が 1 列外 4 段綴じである。側板と箍との隙間に薄板を縦方向に 6 か所差し込み、箍の緩みを補強し

ている。

そ の 他（147 〜 157・163）　147 は漆塗り皿で、内外面はロクロ挽きによる凹凸が著しい。148 〜

157 は箸状木製品で、157 は両端に向かってやや細くなる。163 は円形板で、中央に孔が 1 か所あり、

蓋の可能性がある。

SE3048（164 〜 174）

縦　　板（164 〜 169）　縦板は現存長 41.2 〜 80.1cm、幅 18.9 〜 30.4cm の薄板である。出土点数は、

板目 2 点、柾目 9 点であり、柾目のものが多い。木口には分断時の斧による加工痕が残り、正裏面・左

右側面は打ち割り後に釿加工を加える。164 を除き、縦板として利用される前に施された木釘やその孔

が認められ、再利用材であることが明らかである。木釘や孔は下端に施されるもの（165 〜 168）、下端よ

りやや上に施されるもの（169）があるが、左右縁辺には認められない。木釘の直径は 7.5 〜 12mm であり、

SE3031 より太い。また、166 は等間隔に並ぶ 3 か所の木釘のほかに、両端に孔が 2 か所あり、複数回

利用された可能性が高い（図版 52）。以上の特徴から、これらの薄板は壁材等の建築材をそのまま再利用

したものと考えられる。

桟　　木（170 〜 173）　いずれも正裏面・上下面を打ち割りしたもので、左右の木口に鋸で段欠き加工

が施される。

水　　溜（174）　全体に腐食、破損が激しいため、残存部分を図化した。側板は柾目で、外側 1 重だけ

残っている。内側にケビキを縦平行線に入れて折り曲げ、板が 2 重になった部分で綴じる。下部の箍は 2

重になっている。材は柾目で、外側は幅 4cm、内側は幅 11.5cm を測る。板厚は 0.4 〜 0.5cm で、板が

2 重に重なった部分で綴じる。下部には底板を留めていたと考えられる木釘の痕を 9 か所確認した。
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3　古代〜中世の遺物

SE3057（175 〜 198）

縦　　板（175 〜 181・194）　縦板は現存長 33.7 〜 117.2cm、幅 9.6 〜 33.5cm の薄板である。出土

点数は、板目 28 点、柾目 45 点であり、柾目のものが多い。正裏面・左右側面を打ち割りしたもので、

177・180・181 のように正面や側面に釿加工を加えるものもある。176 は正面の表面が炭化し、裏面の

一部にも炭化が達するが、燃焼によるものではなく煤が濃密に付着した状態である。こうした特徴は、建

物上部の炉で燻された梁材等の再利用を想起させる。194 は縦板として利用される前に施された木釘に

よる孔が 1 か所認められる。縦板の幅は一定しないことなどから、これらの薄板は壁材等の建築材をそ

のまま再利用したものと考えられる。

桟　　木（182 〜 185）　正裏面・上下面を打ち割りしたものであり、左右の木口に鋸で段欠き加工が施

される。182 は正面（木表）に釿加工が施されたもので、中央に直径 3 〜 4mm の孔が 8 か所あり、この

うち 6 か所が裏面まで貫通し、1 か所に直径 2mm の木釘が残る。貫通した長さは 4.4cm を測り、木釘

の長さはこれより少し長い程度と推定される（図版 52）。また、183 には三角形の刻みが 2 か所認められる。

これら 2 点も木材の再利用と考えらえる。

水　　溜（196 〜 198）　196 は上段の曲物で、側板は外側と内側 2 重になっている。外側は板厚 0.4 〜

0.6cm の柾目材で、上下 2 段に分かれる。内側は板厚 0.9 〜 1.4cm の板目の 1 枚板だが、中央部で上下

に割れている。内側にケビキを縦平行線に入れて折り曲げ、板が 2 重に重なった部分で綴じている。内

側と外側の綴じ合わせは 180°ずらしている。また、綴じ合わせに段差が生じないよう端部の板厚を薄く

調整している。綴じ方は 1 列内多段綴じで、留め終わりは内側に差し込む。側板外側と内側の隙間の 4

か所に薄板を楔として差し込み、緩みを補強している。側板の内側下端部はテーパーをつけて斜めに削っ

てあり、下部には底板を留めていたと考えられる木釘痕を 9 か所確認した。箍は柾目材で幅 9.5cm、板

厚 0.6cm を測る。板が 2 重に重なった部分で綴じられている。

197は中段の曲物である。上部は上段の曲物によって潰れており、残った部分を図化した。側板は柾目で、

板厚は 0.4 〜 0.5cm を測る。内側にケビキを縦平行線に入れて折り曲げ、板が 2 重に重なった部分で綴

じる。箍は柾目材で幅 7cm、板厚 0.4cm を測る。板が 2 重に重なった部分で綴じる。綴じ合わせ部分は

段差ができないように、端部の板厚を薄く調整している。

198 は下段の曲物で、全体に腐食や破損が激しいため原形を留めない。側板は板目材で、板厚 0.6 〜

0.8cm を測る。1 枚の板で作られており、ケビキを縦平行線に入れて折り曲げ、板が重なった部分で綴じる。

綴じ方は 1 列内多段綴じで、留め終わりは内側に差し込む。箍は上下 2 か所ある。柾目材で、幅 15cm

を測る。板厚は 0.4 〜 0.6mm で板が重なった部分で綴じる。綴じ方は上段が 1 列外 5 段綴じ、下段が 1

列外 6 段綴じで、ともに留め終わりは内側に差し込む。綴じ合わせは段差ができないように、端部の板

厚を薄く調整している。側板と箍は綴じ合わせ部分を 180°ずらす。下部には底板を留めていたと考えら

れる木釘痕を 33 か所確認した。

支　　柱（187）　2 点が接合した。樹皮付き丸木材を打ち割りにより分割したもので、木口下は鋸によ

り切断される。段欠き等の加工は認められない。

そ の 他（186・188 〜 193）　186 は水溜内から出土した杭で、下部が細く削られる。188 〜 191 は

箸状木製品で、190・191 は両端に向かって細くなる。192 は円形板で、側面に孔が 8 か所認められる。

193 は水溜内から出土したもので、曲物の曲面に合わせて上端が切り落とされており、水溜の補強に用

いられた可能性がある。左下縁辺にφ 3 〜 8.5mm の孔が 5 か所認められ、壁板等の再利用と考えられる。
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4）木　　　簡（図版 33・75）

1号（199）　SE3031 の井戸側内から出土した。長さ 4.5cm、幅 2.5cm で、

上部は欠損する。「三百石」と書かれていると考えられる。

2号（200）　SE3031 の井戸側内から出土した。長さ 5.4cm、幅 3.7cm で、

上下とも欠損する。「王」の 1 字のみ解読できる。

木
簡
の
釈
文

　１
号　

　三
百
石
」

　２
号　

　
　□

　
　
　
　□

　
　□

王
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第Ⅴ章　F 区 の 調 査

1　遺構・遺物の検出状況

F 区は、E 区で検出した旧河道の北東側緩斜面〜微高地に当たり、標高 7.0 〜 7.2m を測る。表土上に

厚さ約 1.5m の盛土が施されており、これを除去して調査を行った。基本層序のⅡ層は a・b に分かれるが、

Ⅱ b 層はⅢ層に相当する可能性がある。

検出した遺構は井戸 1 基、土坑 3 基、ピット 10 基、性格不明遺構 1 基である（図版 34・50）。出土

遺物はⅡ〜Ⅲ層から中世の土器、遺構覆土から瓷器系陶器甕、片口鉢、土師質土器、銭貨が出土した。

SK4010 からは古代の土器片が 1 点出土した。

2　中世〜近世以降の遺構

A　井　　　戸（図版 34・50・76）

SE4013

22T グリッドに位置する素掘りの井戸で、平面形は長さ約 1.5m の円形である。断面形は U 字状で、

深度 122cm を測る。覆土は 8 層に識別される。1 〜 3 層は灰黄褐色シルトで、Ⅱ層由来の土が水分によ

り還元していると考える。4 層は水分による還元と考えられる黄灰色シルト、5 層はにぶい黄褐色シルト、

6・7 層はにぶい黄褐色シルトに、黄褐色シルトをブロック状に含む。8 層はにぶい黄橙色シルトで、地

山主体の土となる。遺物は、2 層からは北宋銭（図版 35-208 〜 212）が 9 枚、3 層から瓷器系陶器甕（図

版 35-201・203・204）、6 層から瓷器系陶器甕（図版 35-202）、覆土から釘（図版 35-207）が出土した。

B　土　　　坑（図版 34・35・76）

SK4010

21T グリッドに位置する。平面形は 80cm × 93cm の楕円形である。断面形は台形で、深度 50cm を

測る。長軸方向は N-40°-W をとる。覆土は 4 層に識別される。1・2 層は灰黄褐色シルトで、3 層は水

分による還元と考えられる褐灰色シルト、4 層は灰色シルトとなる。遺物は、覆土から土師器小甕口縁部

片（図版 35-206）が 1 点出土した。

SK4011

22T グリッドに位置する。SK4012 と重複し、断面観察から本遺構が新しい。平面形は 120cm の円

形である。断面形は弧状で、深度 23cm を測る。覆土は灰黄褐色シルトの単層で炭化物、鉄分を含む。

SK4012

22T グリッドに位置する。SK4011 と重複しこれに切られている。平面形は 136cm × 104cm の円形

である。断面形は弧状で、深度 39cm を測る。長軸方向は N-30°-W をとる。覆土は 2 層に識別され、1

層はにぶい黄褐色シルト、2 層は炭化粒子を多量に含む黄褐色シルトとなる。
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C　ピ ッ ト（図版 34・76）

調査区全体で 10 基のピットを検出した。調査区が狭いため明確な建物の並びは確認できなかったが、

北西〜南東方向と 90°傾いた北東〜南西方向にピットの並びが確認できる。覆土はにぶい黄褐色シルトを

主体とし、地山土の黄褐色シルトが混入し、1 〜 2 層に分けられる。P4015 の 1 層から瓷器系陶器甕体

部片（図版 35-205）が 1 点出土した。

D　性 格 不 明 遺 構（図版 34・76）

SX4014

21T グリッドに位置する。平面形は 104cm × 42cm の楕円形である。断面形は台形状で、深度

21cm を測る。長軸方向は N-28°-E をとる。覆土は 2 層に識別され、1 層は黄褐色シルト、2 層は黄褐

色シルトとなる。1 層から珠洲焼片口鉢片が 1 点出土した。

3　古代・中世の遺物

A　土　　　器（図版 35・84）

201 〜 204 は、SE4013 から出土したもので、いずれも瓷器系陶器の甕である。201 は外面に簾状文

の押印が施される。202 は内外面ともヘラナデを明瞭に観察できる。203・204 は権兵衛沢窯のものと

考えられる押印が施される。205 は P4015 から出土した瓷器系陶器甕で、外面に押印が施される。206

は SK4010 から出土した土師器甕である。

B　金　属　製　品（図版 35・84）

金属製品は釘と銭貨があり、全て SE4013 から出土した。207 は釘である。208 〜 212 は銭貨で、判

読できたものは全て北宋銭である。208 は 3 枚が錆着した状態で出土した。外側の 2 枚は判読でき、そ

れぞれ「元豊通寶」（初鋳年 1078 年）と「皇宋通寶」（初鋳年 1038 年）である。209 も 208 同様に 3 枚が

錆着した状態で出土し、外側 2 枚は「祥符元寶」（初鋳年 1008 年）・「元符通寶」（初鋳年 1098 年）と判読

できる。210 は「熈寧元寶」（初鋳年 1068 年）である。211 と 212 は欠損し、完全には判読できない。
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第Ⅵ章　G 区 の 調 査

1　遺構・遺物の検出状況

A　上　　　層（古代〜近世以降）

G 区の西側は、2009 年度に市教委が調査を実施した B 区北側［古澤ほか 2011］に隣接する。また、東

側は A 区・市教委 A 区に隣接する（図版 36）。検出した遺構は、中世・近世以降に属するものがあり、こ

のうち中世に属するものは井戸 3 基、土坑 9 基、溝 6 条、ピット 91 基などである（図版 38・51・77・

78）。

中世に属する可能性がある遺構は G 区西側の 23 〜 25V 〜 Y グリッドに集中しており、これより東側

では検出されていない。市教委 B 区は掘立柱建物・井戸・土坑・溝・ピットなどが集中する区域である

が、ここから続く溝が主体を占めることから、G 区で検出した遺構もこの一群に含まれると考えられる。

井戸は、調査区西端の 23V 〜 X グリッドに分布域を持つ。いずれも素掘りの井戸 B 類（第Ⅳ章 2  C  2））で、

規模は長径 1.82 〜 2.16m、深さ 1.18 〜 1.72m を測る。土坑は西側の 23 〜 25U 〜 X グリッドに分布し、

特に 23V・W、24W・X グリッドに集中する。溝は 23V、24U 〜 X、25V・W グリッドに近接して存在し、

井戸・土坑と分布域が重なる。平面形は方形に巡るもの（SD3026・3295）、L 字状に屈曲するもの（SD3008）、

直線状のものが直交して分岐するもの（SD3010・3025・3255）などがある。また、市教委 B 区から続く

ものもには SD3010・3025・3026・3295 がある。このうち、SD3010・3026 はいずれも市教委 B 区

の溝 4-202 につながることから、同一の溝と考えられる。

近世以降に属することが明らかな遺構は、SD3015 など溝を主体として調査区の全域で検出された。

これらの遺構は覆土に粘性の弱い灰色系のシルトが堆積し、近世以降の遺物が出土するものが多い（図版

42・51）。溝の平面形は、直線状に延びるもの（SD3013 〜 3015・4208）、方形に巡るもの（SD3011）が

ある。直線状の溝は、SD3015 など明治時代の土地更正図と一致するものが認められる（第 14 図）。この

ほか、近世以降の遺物が出土した土坑には、SK3001・4201・4205 などがある。これらは、調査区に

散在して分布する。覆土は近世以降の溝に比べ、やや暗色のにぶい黄褐色シルト・灰黄褐色シルトが堆積

する。色調は中世の土坑覆土に近似するが、中世遺構のものに比べ灰色シルトの粒子を多く含み、この灰

色シルトの粒子はⅡ層土に由来するものと考えられる。

B　中　　　層（古墳時代）

古墳時代に属する遺物はⅤ層で出土した。このため、古墳時代の遺構・遺物の広がりを把握することを

目的として G 区全域に 5 か所のトレンチを設定し、調査を行った（図版 43・51・82・83）。この結果、遺

物は 2014-1T の 23V・W、24W・X、25X グリッドで少量出土したが、このほかでは遺構・遺物の出土

は認められなかった。古墳時代の遺物包含層であるⅤ層の堆積は、22・23W、23 〜 25X、24・25Y グ

リッドで認められるが、これ以外は不明瞭となる。また、Ⅴ層は柱状図③では標高約 7.2m、②では標高

約 7.1m、①では標高約 7.0m と徐々に標高を下げ、西側から東側への斜面を形成する（図版 43）。遺物

は標高の高い西側で比較的まとまって出土するが、東側の①付近では希薄となる。古墳時代の遺構は、市
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教委 B 区で認められる。G 区は古墳時代の遺構は認められず、遺物は斜面地形に沿って出土する状況が

認められることから、周辺からの流れ込みの可能性が推定される。

2　上 層 の 遺 構

A　井　　　戸（図版 38・39・51・79）

SE3000（図版 38・39・79）

23V・W グリッドに位置する。上端は 216cm の楕円形である。覆土は 6 層に識別される。1 〜 3 層

は黄褐色シルトが主体で、炭化物粒を含む。4 〜 6 層は粘性の強い褐灰色・灰黄褐色シルトが堆積す

る。1 層上面からは礫が集中して出土した。礫は 413 点出土しており、径 10cm 未満が 226 点、10 〜

30cm が 137 点、30 〜 75cm が 50 点となり、このうち 40 点が被熱している。1 層は黄褐色シルトと

褐色シルトがブロック状に堆積する。土層堆積状況から埋め戻されたと推定され、礫も埋め戻しに伴い

入れられたものと考えられる。深度は 124cm を測り、断面形は台形状である。遺物は青磁椀（図版 44-

234）、珠洲焼片口鉢（図版 44-233）、瓷器系陶器甕（図版 44-231）、瓦器輪花火鉢（図版 44-232）、土器転用

研磨具（図版 46-272）、砥石（図版 46-262）が出土した。

SE3006（図版 38・39・79）

23W グリッドに位置する。上端は 182cm の円形である。覆土は 17 層に識別される。上位の 1 〜 4

層は褐灰色・黄灰色シルトが堆積し、5 層を切り込む堆積形状を示す。1 〜 4 層は、近世以降の溝の覆土

に近似することから、井戸上部は近世以降に撹乱を受けたものと考えられる。これより下位の 5 〜 7 層

は暗褐色シルトが堆積する。覆土中位の 8 層は炭化物粒を多量に含む。下位の 15 〜 17 層は黄褐色シル

トが主体となり、灰黄褐色シルトを多量に含む。深度は 172cm を測り、断面形は箱状である。遺物は青

磁椀（図版 44-235）が出土した。

SE3009（図版 38・39・51・79）

23X グリッドに位置する。上端は 214cm の楕円形である。井戸の上位は近世以降の溝が走り、撹乱

を受ける。覆土上位の 1・2 層は褐色シルト、下位の 3 〜 6 層は黄褐色シルトが主体である。いずれも、

黄褐色・褐色シルトをブロック状に含むことから埋め戻された可能性が推定される。深度は 118cm を測

り、断面形は箱状である。

B　土　　　坑（図版 38・40・41・79・80）

SK3001（図版 38・40・79）

23・24W グリッドに位置する。SD3010 と重複し、これより新しい。平面形は長方形である。覆土は

7 層に識別され、2・3 層は炭化物をわずかに含む。また、底面中央よりやや南側ではピット状の掘り込

みが認められる。ピットは 6 層上面から掘り込まれ、褐灰色シルトと黄褐色シルトがブロック状に堆積

する。底面はやや凹凸があり、側壁は急斜度に立ち上がる。遺物は土師質土器皿（図版 45-245）、青磁椀（図

版 45-254）、瀬戸・美濃焼折縁深皿（図版 45-252）、珠洲焼壺（図版 45-248）、瓦器風炉（図版 45-259）、釘（図

版 46-278）が出土した。3 層から近世以降の陶磁器が出土したことから、近世以降のものである。

SK3004（図版 38・40・79）

25V グリッドに位置する。SK4205・SD3014・3025・4208 と重複し、SD3014・3025 より新しく、
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SK4205・SD4208 より古い。当遺構は近世以降の陶磁器が出土した SD3014 を切って構築されている

ことから、近世以降に属する。平面形は楕円形で、北西側の端部がやや張り出す。覆土は 4 層に識別され、

炭化物粒を微量に含む。底面は平坦で、側壁は急斜度に立ち上がる。遺物は瀬戸・美濃焼折縁深皿（図版

44-236）、瓦器（図版 44-237）、釘（図版 46-275・276・279 〜 281）、砥石（図版 46-263・264・266）が出

土した。

SK3152（図版 38・40・80）

23V・W、24V グリッドに位置する。P3284 と重複し、これより新しい。平面形は円形である。覆土

は単層で、褐色シルトが主体である。底面は平坦で、側壁は緩やかに立ち上がる。釘（図版 46-277・282）

が出土した。

SK3223（図版 38・41・80）

24X グリッドに位置する。SD3008 と重複し、これより古い。平面形は楕円形である。覆土は 2 層に

識別され、レンズ状に堆積する。底面はやや凹凸があり、側壁は緩やかに立ち上がる。

SK3265（図版 38・40・80）

24W グリッドに位置する。平面形は楕円形である。覆土は 2 層に識別され、炭化物粒を微量に含む。

底面は平坦で側壁は急斜度に立ち上がる。

SK3266（図版 38・40・80）

24W グリッドに位置し、SK3265 の西側に隣接し、SK3001 の北東に近接する。平面形は楕円形である。

覆土は 4 層に識別され、レンズ状に堆積する。底面は平坦で、側壁は急斜度に立ち上がり、西側では段

を持ちながら立ち上がる。

SK3270（図版 38・40）

24W グリッドに位置する。平面形は円形である。覆土は 2 層に識別され、褐色シルトが主体である。

底面は凹凸が著しい。側壁は緩やかに立ち上がる。

SK3272（図版 38・41・80）

24W グリッドに位置し、SK3270 の北東に隣接する。平面形は円形である。覆土は 2 層に識別され、

褐色シルトが主体である。底面は凹凸があり、中央部が窪む。側壁は緩やかに立ち上がる。

SK3273（図版 38・41）

24W グリッドに位置する。SD3007 と重複し、これより古い。平面形は円形である。覆土は単層で、

褐色シルトと黄褐色シルトがブロック状に堆積することから、埋め戻された可能性が推定される。底面は

平坦で、側壁は緩やかに立ち上がる。

SK3290（図版 38・41・80）

25W グリッドに位置する。平面形は楕円形である。覆土は 2 層に識別され、レンズ状に堆積する。底

面は平坦で、側壁は緩やかに立ち上がる。

SK3296（図版 38・41）

25U・V グリッドに位置する。平面形は楕円形である。覆土は 2 層に識別され、レンズ状に堆積する。

底面は平坦で、側壁は急斜度に立ち上がる。

SK4205（図版 38・41・80）

25V グリッドに位置する。SK3004 と重複し、これより新しい。近世以降に属する可能性がある

SK3004 を切ることから、近世以降のものである。平面形は楕円形である。覆土は単層で、炭化物を微



59

第Ⅵ章　G 区 の 調 査

量に含む。底面はやや凹凸があり、側壁は緩やかに立ち上がる。

C　溝（図版 38・41〜43・42・80〜82）

SD3008（図版 38・41・80・81）

24X 〜 25W グリッドを北東−南西方向に約 9m 延び、24X14 グリッド付近で西北西方向へ約 70°屈

曲し、調査区外へ延びる。溝の屈曲部分で SK3223 と重複し、これを切っている。覆土は 7 層に識別され、

褐色シルトが主体である。また、覆土上位の 1・2 層は炭化物粒を微量に含む。底面は平坦で、側壁は急

斜度に立ち上がる。遺物は白磁皿（図版 45-242）、珠洲焼片口鉢（図版 45-239・240・241・243・244）、瓷

器系陶器甕（図版 45-238）、鋸（図版 46-274）、鉄滓（図版 46-284）、土器転用研磨具（図版 46-271）が出土

した。

SD3010（図版 38・41・42・81）

市教委 B 区 4-202 の延長である。23V 〜 24W グリッドを西北西−東南東方向に約 16m 延び、

24W10 グリッドで南西方向へ約 90°屈曲する。また、24W2 グリッドでは南西方向に分岐する。

SK3001・SD3011・3012・3255 と重複し、SK3001・SD3011・3012 より古く、SD3255 より新し

い。24W グリッドでは近世以降の SD3007 に切られる。覆土は 5 層に識別され、褐色シルトが主体である。

底面は平坦で、側壁は急斜度に立ち上がる。遺物は古墳時代の土師器壺（図版 44-214）が出土した。

SD3011（図版 38・41 〜 43・81）

24W・X、25W グリッドに位置する。方形に巡る溝で、一辺約 7m を測る。SD3010・3025 と重複し、

これより新しい。また、近世以降の SD3007 に切られる。覆土は 3 層に識別され、にぶい黄褐色シルト

が主体である。覆土 1 〜 3 層から径約 1 〜 30cm の礫が出土した。礫の平面分布は、全面にわたって平

均的に出土する状況が見られる。図版 43 の b-b' では、礫が溝の内側から外側へ向かって崩落するような

堆積形状を示す。礫の分布や堆積状況から、礫は溝の内側を全周するように存在していた可能性が考えら

れる。溝の底面は、北辺は標高 6.959 〜 7.280m、西辺は標高 6.921 〜 7.029m、東辺は標高 6.922 〜

6.947m、南辺は標高 6.925 〜 6.956m を測る。このうち、西辺は北側で底面標高 7.029m を測り、中

央部では南側へ向かって約 10cm 落ち込み、南側の底面標高は 6.921m を測り、北から南方向へ緩やか

に傾斜する。東辺も同様に北側で底面標高 6.947m、中央部で標高 6.940m、南側で標高 6.922m を測り、

底面は北から南へ向かって緩やかに傾斜する。遺物は白磁四耳壺（図版 45-255・256）が出土したが、1・

3 層から近世以降の陶磁器が出土したことから、遺構は近世以降に属する。

SD3012（図版 38・41・42・81）

23V 〜 24W グリッドを北西−南東方向に延びる。SD3010・3255 と重複し、これより新しい。また、

南東側の先端部は近世以降の SD3007 に切られる。覆土は単層で、にぶい黄褐色シルトが堆積する。また、

覆土は炭化物粒や焼土粒を微量に含み、北西側では地山のⅣ層土をブロック状に少量含む。底面は平坦で、

側壁は急斜度に立ち上がる。遺物は須恵器無台杯（図 44-226）が出土した。当遺構は、土地更正図の大字

前山字六日野の街区ラインにおおむね一致することから、近世以降に属する可能性が高い。

SD3013・3014・4206（図版 38・42・81・82）

25V グリッドを北西−南東方向に 3 条平行して延びる。覆土はいずれも単層で、灰黄褐色シルトが堆

積する。また、炭化物粒を微量に含む。底面はやや凹凸があり、側壁は緩やかに立ち上がる。SD3014

から近世以降の陶磁器が出土したことから、これらは近世以降に属する。
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SD3025（図版 38・42・81・82）

SD3025 は市教委 B 区 4-225 の延長である。溝の平面形は、24U・V、25V グリッドを北西−南東方

向に約 17m 延び、25V15・20 グリッドで北東−南西方向に T 字状に分岐し、北東は調査区外へ延びる。

SD3025 は SK3004・SD3011・3026 と重複し、SD3026 より新しく、SK3004・SD3011 より古い。

市教委による調査では 4-202（SD3026）が 4-225（SD3025）より新しいとするが、新旧関係は逆である

と考えられる。覆土は 3 層に識別され、褐色シルトが主体である。24U・V グリッド（図版 42 の j- j'）で

は 1 層が 2 層を切るような堆積形状を示す。また、24U グリッド（図版 42 の h-h'）では、2 層が 3 層を

切るような堆積形状を示す。側壁の形状は 1・2 層及び 2・3 層付近で階段状となる。土層堆積形状、側

壁の形状から掘り直しが行われた可能性がある。

SD3026（図版 38・42・82）

市教委 B 区 4-202 の延長である。SD3025・3255 と重複し、これより古い。24V グリッドを北東−

南西方向に延びる。24U グリッドで約 90°北西方向に屈曲し、市教委の 4-202 へと続く。4-202 部分で

は一辺約 12m の方形に巡り、23V グリッドで再び G 区に延び、SD3010 へと続く。しかし、SD3010

が SD3255 を切ることは SD3026 が SD3255 に切られることと矛盾することから、後者の新旧関係の

認識が誤りか、SD3010 と SD3026 が別遺構かのいずれかと考えられる。覆土は単層で褐色シルトが堆

積する。底面はやや凹凸があり、側壁は緩やかに立ち上がる。遺物は鎚（図版 46-283）が出土した。

SD3255（図版 38・41・42・82）

24・25V グリッドを北西−南東方向に約 10m 延び、北西端の 24V8 グリッド付近、南東端の

25V22 グリッド付近で約 90°南西側に屈曲する。また、24V20 グリッド付近では南西方向に分岐する。

SD3010・3012・3026 と重複し、SD3010・3012 より古く、SD3026 より新しい。また、近世以降

の溝（SD3007）に切られる。覆土は 3 層に識別され、褐色シルトが主体である。底面は平坦で、側壁は

緩やかに立ち上がる。

SD3295（図版 38・42・82）

市教委が調査した溝（4-260）の延長である。24V グリッドを北東−南西方向に約 5m 延び、24V6 グリッ

ド付近で約90°北西側に屈曲する。平面形は一辺約5mの方形となり、平面形・規模はSD3011と類似する。

覆土は 2 層に識別される。覆土は 1 層の褐色シルトが主体で、2 層のにぶい黄褐色シルトがブロック状

に堆積する。底面はやや凹凸があり、側壁は急斜度に立ち上がる。遺物は瓷器系陶器甕（図版 45-260）が

出土した。

SD4208（図版 38・40）

25V グリッドを北西−南東方向に延びる。SK3004・SD3013 と重複し、これらより新しい。重複関

係から近世以降に構築されたものである。覆土は単層で、灰黄褐色シルトが堆積する。底面は平坦で、側

壁は緩やかに立ち上がる。
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3　古墳時代〜中世の遺物

A　土　　　器（図版 44・45・52・84・85）

1）出土状況・記述の方法・分類

土器は、古墳時代・古代・中世・近世のものが出土した。古墳時代の土器は甕を中心に高杯・壺が出土

した。破片数は 314 点だが、同一個体の破片が多い。古代の土器は須恵器・土師器の総数が 80 点であ

る。中世の土器は総数 101 点である。珠洲焼に対する瓷器系陶器の割合は 2 割で、E 区より多い（第 6

表）。これらの出土地点は井戸や溝などの遺構にほぼ限定される（第 31 図）。なお、SK3001・SD3011・

SD3014 から近世以降の土器が出土した。

記述の方法及び分類は、第Ⅳ章 3 に準じる。

2）古　墳　時　代（図版 44・84）

古墳時代前期のものと考えられる壺（213 〜 215）、甕（216 〜 221）、高杯（222・223）がある。218・

219 は口縁端部に面を持つ。222 と 223 は同一個体の可能性がある。

時期 分類 器種産地
供膳具 調理具 貯蔵具 その他

不明 合計
椀 皿 杯 鉢 片口鉢

（擂鉢） 卸し皿 甕 壷 瓶 火鉢 蓋

古墳 土師器 26 213 75 314

古代
須恵器 21 9 1 1 32

土師器 2 46 48

中世

磁器
青磁 6 6

白磁 1 2 3

陶器

珠洲焼 4 29 8 14 55

瓷器系 11 11

瀬戸美濃 1 2 2 5

土器
瓦器 5 5

土師質 16 16

合　計 9 19 47 4 29 0 287 91 3 5 1 0 495

第 6表　G区器種別土器破片数
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第 31図　G区土器分布
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3）古　　　代（図版 44・84）

須恵器は無台杯（224 〜 226）、有台杯（227）、瓶類底部（228）がある。225・226 は小泊窯産で、9

世紀後半のものと考えられる。土師器は小甕（229）、甕（230）がある。

4）中　　　世（図版 44・45・52・84・85）

a　遺構出土土器

SE3000（231 〜 234）

13 世紀後半のものと考えられる瓷器系陶器甕（231）がある。また、瓦器輪花火鉢（232）、珠洲焼Ⅴ期

片口鉢（233）、青磁椀上田 D-2 類（234）がある。土器の時期にはばらつきがあり、本遺構は 15 世紀前

後以降に埋積したものと考えられる。

SE3006（235）

235 は龍泉窯青磁椀Ⅱ b 類である。

SK3004（236・237）

古瀬戸折縁深皿（236）は後Ⅰ期のものと考えられる。237 は瓦器の鉢か風炉で、外面に凸帯がめぐる。

SD3008（238 〜 244）

238 は瓷器系陶器甕で、外面に押印が施される。珠洲焼片口鉢は 239・241・243・244 がⅣ期、240

がⅤ期と考えられる。242 が白磁皿 D 群で、15 世紀前半のものと考えられる。土器の時期はばらつきが

あり、本遺構は 15 世紀前半以降に埋積したものと考えられる。

b　その他の土器（245 〜 260）

土師質土器　245 は底部が厚いもので、12 世紀後半のものと考えられる。246 は皿 RH1 類である。

珠洲焼片口鉢Ⅱ期（249）・Ⅲ期（248・251）・Ⅳ期（250）・Ⅴ期（247）、壺 T 種Ⅲ期（248）がある。

瀬戸・美濃焼　折縁深皿（252）、平椀（253）があり、いずれも後期前半のものである。

青　　磁　　椀上田 D-2 類（254）がある。

白　　磁　　255・256 は同一個体の可能性がある四耳壺で、12 世紀後半のものと考えられる。

瓦　　器　　257 は輪花火鉢で、外面に花文スタンプが施される。258 は鉢で、口縁部に凸帯が付くと

考えられる。259 は風炉の雲形の窓部分で、2 条凸帯の中に草花文が施される。

瓷器系陶器　260 は甕で、外面に押印が施される。

B　石 製 品（図版 46・85）

石製品は、砥石と用途不明石製品が合計 11 点出土した（第 32 図）。

砥　　石　　9 点出土し、8 点を図化した。形態は角柱状と板状のものがある。角柱状のものは正裏面

と両側面の 4 面の使用を基本とし、更に上面または下面を使用するものもある。板状のものは正裏面だ

けが使用されている。261 は正裏面と両側面、上面を使用している。上面の一部と下端を欠損する。上

面は製作時のものと思われる痕跡も確認できる。石材は流紋岩である。被熱により一部煤が付着する。

262 は正裏面と両側面、上面が使用される。下端は欠損する。被熱により全体が黒味を帯び、更に上面

は赤く変色する。石材は流紋岩である。263 と 264 はともに黄灰色の頁岩製、幅約 3cm（一寸）の板状

3　古墳時代〜中世の遺物
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を呈し、鳴滝砥である可能性が高い。263 は正裏面を使用しており、両側縁と下面に長軸方向の線状痕

が確認できる。264 は両側縁と上面に長軸方向の線状痕が確認できる。これらの線状痕は使用によるも

のではなく、製作時の痕跡（鋸目）と思われ、特に 263 の下面（小口）には途中まで切った後、最後に折

り取った痕跡が見られる。なお 263 の裏面には工具痕（鏨痕 ?）が見られ、同様に製作時の痕跡と思われる。

265 は正裏面と両側面が使用され、下端を欠損する。被熱により全体が赤化し、正面には熱によるハジ

ケも確認できる。石材は流紋岩である。266 は正裏面と左側面を使用され、下端は欠損する。正面には

平らな砥面のほか、溝状に浅く窪んだ砥面も見られる。石材は流紋岩である。267 は正裏面と両側面が

使用され、上下両端を欠損する。正面と右側面の一部に煤が付着する。石材は凝灰岩である。268 は正

面と両側面が使用される。裏面と上下両端を欠損する。残存する使用面には煤が付着するが、割れ口とは

差異が見られるため、被熱後に破損したと考えられる。石材は流紋岩である。

用途不明石製品　2 点あり、どちらも軽石製である。270 は中央が穿孔されている。269 は円盤状を呈し、

表裏面が磨面となっているが、整形されたものか、作業により摩耗したものか判然としない。

C　土 製 品（図版 46・85）

土器転用研磨具が 4 点出土し、3 点を図化した。271 は珠洲焼壺の転用である。使用により外面の叩

き痕が磨滅している。底部に近い胴部片で内面にロクロ痕がある。272 は笹神古窯瓷器系陶器甕の胴部

片を転用したものである。外面が使用され、押印も若干磨滅している。273 は珠洲焼甕の転用品である。

使用により外面叩き痕は磨滅している。

11
11

11 11

33

石製品
438.0
25.0

463.0

重量（ｇ）
砥石
石製品
合計

出土遺物 個数
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第 32図　G区石製品分布
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3　古墳時代〜中世の遺物

11

11

11

22

22

22

33

金属製品

鍛冶関連遺物

1111

SK3004

438.0
77.5

515.5

重量（ｇ）
鎚
鉄滓
合計

出土遺物 個数
1
4
5

105.5
12.5
14.5
43.0
2.5

163.5

重量（ｇ）
釘
刀子
鋸
不明
銭貨
合計

出土遺物 個数
22
3
1
4
1
31

0 20m（1：500）

0 20m（1：500）

277

278

282

285

275

276
279 280

281

W

X

Y

24
23

25

26

W

X

Y

24
23

25

26

第 33図　G区金属製品・鍛冶関連遺物分布



65

第Ⅵ章　G 区 の 調 査

D　金属製品・鍛冶関連遺物（図版 46・85）

金属製品は鉄製品 30 点と銭貨 1 点が出土し、11 点を図化した。13 点が SK3004 からの出土である。

また、鍛冶関連遺物は鎚 1 点・鉄滓 4 点が出土した（第 33 図）。

金属製品（274 〜 282・285）　274 は鋸である。残存長 10.3cm、幅 3cm と小形である。茎から刃部に

かけて残存し、刃部先端は欠損する。刃部両側縁に歯が残ることから、両刃と判断できる。一般的に両刃

鋸は、近代以降に普及すると考えられているため、イレギュラーな資料である。茎とあごは明瞭に分かれ

ている。茎は曲がっているが、元々は真直ぐであったと思われる。275 〜 282 は釘である。

銭貨は 1 点のみ出土した。285 は文久永寶で、初鋳年は 1863 年である。

鍛冶関連遺物（283・284）　284 は鍛造で生じた椀形滓である。ほかに鍛冶滓と考えられる鉄滓が 3 点

出土している。283 は鎚である。柄を差し込む孔（ 孔）は中心ではなく片側に寄って作られ、貫通はし

ていない。孔の内部には、柄の木質部が僅かに残存する。対象物を叩く面である口は両端にあり、一方が

大きく他方が小さい片口鎚であるが、大きい口に顕著な敲打痕とツブレが見られる。長さ 11.5cm、口の

径は大 3.05cm、小 2.3cm、重量 438g である。大きい口は長楕円形、小さい口は楕円形を呈する。孔が

偏る片口鎚は、中心に作られたものに比べ、鎚の当たりが強いことから、鍛冶作業で用いられることが多

いとされる［吉川 1984、柏崎市立博物館 1987］。また、大きい口の敲打痕とツブレは鍛冶の作業を想起

させる。
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1　木 製 品 の 樹 種
パリノ・サーヴェイ株式会社

A　は　じ　め　に

境塚遺跡（新潟県阿賀野市百津字境塚地内）は、現在の阿賀野川右岸に分布する沖積地に立地する。本遺跡は、

2009 年度の発掘調査及び 2014 年度の調査成果を通じて、中世の 13 世紀後半〜 14 世紀頃を主体とす

る集落であることが明らかとされており、その開発は 13 世紀前半頃とされている。集落は、当時の幹線

道路と推定される道路跡に面する掘立柱建物群と、道路跡からやや離れた箇所に堀に囲まれた居館跡と考

えられる掘立柱建物群と大型井戸からなる遺構群から構成されており、百津潟や阿賀野川などの河川交通

との関わりが推定されている。

本報告では、平成 26 年度の発掘調査で検出された井戸の部材などを主体とする木製品の樹種同定を実

施した。

B　試　　　料

試料は、井戸側を構成する支柱や側板、横桟、杭などの部材及び水溜めなどの施設材や、木簡、箸、漆

器椀などの木製品 70 点である。これらの試料のうち、報告 No.158・196 〜 198 は、複数の部材から構

成されている資料であったことから、1 試料から複数の部材を選択し、分析対象としている。各試料の詳

細（出土地点、木取りなど）は、同定結果とともに第 7 表に示したので参照されたい。

C　分　析　方　法

試料の木取りを観察した上で、剃刀を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の 3 断

面の徒手切片を直接採取する。切片をガム・クロラール（抱水クロラール , アラビアゴム粉末 , グリセリン , 蒸

留水の混合液）で封入し、プレパラートとする。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を

観察し、その特徴を現生標本及び独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して

種類（分類群）を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地・伊東［1982］や Wheeler ほか［1998］を参考にする。また、

日本産木材の組織配列は、林［1991］や伊東［1995-1999］を参考にする。

D　結　　　果

同定結果を第 7 表に示す。分析に供された木製品は、針葉樹 1 分類群（スギ）と広葉樹 2 分類群（コナ

ラ属アカガシ亜属、ケヤキ）に同定された。以下に、各分類群の解剖学的特徴等を記す。

スギ（Cryptomeria japonica （L. f.） D. Don）　スギ科スギ属（第 34 図　1a 〜 1c　報告 No.170）

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部

の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔
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はスギ型で、1 分野に 2-4 個。放射組織は

単列、1-10 細胞高。

コナラ属アカガシ亜属（Quercus subgen. 

Cyclobalanopsis）ブナ科（第 34 図  2a 〜 2c　

報告 No.197）

放射孔材で、管壁厚は中庸〜厚く、横断

面では楕円形、単独で放射方向に配列する。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列

する。放射組織は同性、単列、1-15 細胞

高のものと複合放射組織とがある。

ケヤキ（Zelkova serrata（Thunb.）Makino）

　ニレ科ケヤキ属（第 34 図  3a 〜 3c  報告

No.147）

環孔材で、孔圏部は 1-2 列、孔圏外で急

激に径を減じたのち、塊状に複合して接線・

斜方向に紋様状あるいは帯状に配列し、年

輪界に向かって径を漸減させる。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は異性、1-6 細胞幅、1-50 細胞高。放

射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認

められる。

E　考　　　察

今回の分析対象とされた井戸の施設材や

木製品 70 点には、針葉樹のスギと、広葉

樹のアカガシ亜属とケヤキが確認された。

樹種構成は、スギが大多数を占め、アカガ

シ亜属やケヤキはそれぞれ 1 点ずつ確認

されたのみである。多くの試料に確認され

たスギは、谷沿いや扇状地扇端部の湧水点

周辺などの適湿地に生育する常緑高木であ

り、木材は木理が通直で割裂性・耐水性が

比較的高い。広葉樹のアカガシ亜属は、暖

温帯性常緑広葉樹林を構成する常緑高木で

あり、木材は重硬で強度が高い。ケヤキは、

肥沃地や渓畔等に生育する落葉高木で、木

材は重硬で強度と耐朽性が高い。

報告
No.

整理
No.

グリッド
遺構 
種別

遺構 
No.

層位
出土 
位置

器種・部位 木取り
種類

（分類群）

122 168 16K17 SE 3031 南西 側板 柾目 スギ

123 145 16K17 SE 3031 北東 側板 柾目 スギ

124 159 16K17 SE 3031 南東 側板2段目 柾目 スギ

125 143 16K17 SE 3031 北東 側板 柾目 スギ

126 164 16K17 SE 3031 北西 側板 板目 スギ

127 144 16K17 SE 3031 北東 側板 追柾 スギ

128 91 16K17 SE 3031 北 支柱 分割角材 スギ

129 95 16K17 SE 3031 南 支柱 分割角材 スギ

130 94 16K17 SE 3031 北 支柱 分割角材 スギ

131 93 16K17 SE 3031 東 支柱 分割角材 スギ

132 96 16K17 SE 3031 西 支柱 板目 スギ

133 150 16K17 SE 3031 北西 側板 板目〜柾目 スギ

134 158 16K17 SE 3031 南東 側板2段目 柾目 スギ

135 157 16K17 SE 3031 南東 側板2段目 柾目 スギ

136 149 16K17 SE 3031 北西 側板 柾目 スギ

137 154 16K17 SE 3031 北西 側板 柾目 スギ

138 165 16K17 SE 3031 北東 側板 柾目 スギ

139 162 16K17 SE 3031 南東 側板2段目 柾目 スギ

140 124 16K17 SE 3031 北東 横桟底 分割角材 スギ

141 123 16K17 SE 3031 南東 横桟底 分割角材 スギ

142 125 16K17 SE 3031 北西 横桟底 分割角材 スギ

143 153 16K17 SE 3031 北西 側板 柾目 スギ

144 161 16K17 SE 3031 南東 側板2段目 柾目 スギ

145 151 16K17 SE 3031 一括 北西 側板 柾目 スギ

146 156 16K17 SE 3031 南東 側板2段目 板目 スギ

147 308 16K17 SE 3031 11層 漆器 横木地柾目取 ケヤキ

154 173 16K17 SE 3031 11層 箸 分割角棒 スギ

155 184 16K17 SE 3031 12層 箸 分割角棒 スギ

156 187 16K17 SE 3031 22層 箸 分割角棒 スギ

157 186 16K17 SE 3031 22層 箸 分割角棒 スギ

158 172 16K17 SE 3031 曲物

側板（内） 板目 スギ

側板（外） 柾目 スギ

タガ 柾目 スギ

縦板（クサビ）柾目 スギ

159 117 16K17 SE 3031 南東 横桟下 分割角材 スギ

160 116 16K17 SE 3031 南東 横桟上 分割角材 スギ

161 122 16K17 SE 3031 南西 横桟
分割角材 

（四方柾）
スギ

162 120 16K17 SE 3031 北東 横桟上
分割角材 

（四方柾）
スギ

163 132 16K17 SE 3031 曲物内フタ 柾目 スギ

164 211 14K14・15 SE 3048 北東 側板 柾目 スギ

165 214 14K15 SE 3048 南東 側板 柾目 スギ

166 213 14K14・15 SE 3048 北西 側板 柾目 スギ

167 199 14K14・15 SE 3048 北西 側板 柾目 スギ

168 212 14K15 SE 3048 南東 側板 柾目 スギ

169 201 14K14・15 SE 3048 南西 側板 板目 スギ

170 197 14K14・15 SE 3048 北西 横桟底 板目 スギ

171 202 14K14・15 SE 3048 南東 横桟底 板目 スギ

172 193 14K14・15 SE 3048 南東 横桟１段目 柾目 スギ

173 200 14K14 SE 3048 南西 横桟底 柾目 スギ

174 218 14K14・15 SE 3048 曲物 柾目 スギ

175 266 13K20 SE 3057 南西 側板 柾目 スギ

176 284 13K20 SE 3057 南西 側板 板目 スギ

177 288 13K15・20 SE 3057 北西 側板 柾目 スギ

178 286 13K15・20 SE 3057 北西 側板 柾目 スギ

179 289 13K15・20 SE 3057 北西 側板 柾目 スギ

180 287 13K15・20 SE 3057 北西 側板 柾目 スギ

181 280 13K15・20 SE 3057 北西 側板 柾目 スギ

182 247 13K15・20 SE 3057 南西 横桟 分割角材 スギ

183 245 13K15・20 SE 3057 北西 横桟
分割角材 

（四方柾）
スギ

184 249 13K15・20 SE 3057 北東 横桟 分割角材 スギ

185 244 13K15・20 SE 3057 南東 横桟
分割角材 

（四方柾）
スギ

186 238 13K15・20 SE 3057 13層 杭 ミカン割状 スギ

187 251 13K15・20 SE 3057 西 支柱 半裁状 スギ

191 301 13K15・20 SE 3057 箸 分割角棒 スギ

192 219 13K15 SE 3057 底板 柾目 スギ

193 254 13K15・20 SE 3057 13層 側板 柾目 スギ

194 269 13K15・20 SE 3057 南西 側板 柾目 スギ

195 239 13K15・20 SE 3057 13層 底板転用材 柾目 スギ

196 298
13K15・20

SE 3057 曲物（上段）
側板（内） 板目 スギ

13K15・20 側板（外） 柾目 スギ

197 299

13K15・20

SE 3057 曲物（中段）

側板（外） 柾目 スギ

13K15・20 タガ 柾目 スギ

13K15・20 クサビ 柾目
コナラ属ア
カガシ亜属

198 300
13K15・20

SE 3057 曲物（下段）
側板（内） 板目 スギ

13K15・20 側板（外） 柾目 スギ

199 189 16K17 SE 3031 10層 木簡 柾目 スギ

200 190 16K17 SE 3031 11層 木簡 柾目 スギ

第 7表　境塚遺跡出土木材の樹種同定結果一覧
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1　木 製 品 の 樹 種

1. スギ（No.170）
2. コナラ属アカガシ亜属（No.197；クサビ）
3. ケヤキ（No.147）
　a：木口，b：柾目，c：板目

100μm：2-3a

100μm：1a, 2-3b, c

100μm：1b, c

3c3b3a

2a 2b 2c

1c1b1a

第 34図　境塚遺跡出土木材の光学顕微鏡写真
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器種（用途）別に見ると、井戸の部材は、支柱、側板、横桟、杭などがあり、形状（加工）は板状、分

割角棒状からなる。これらの試料は、遺構や部位、木取りの違いに関わらず、全てスギであったことから、

スギ材の選択的な利用が推定される。このような井戸の部材にスギが多く利用されるという傾向は、これ

までの本遺跡における分析調査［小林・藤根 2012］でも明らかとされており、この点からもスギ材の選

択利用が示唆される。なお、スギ材が多く利用された背景としては、遺跡の立地などから周辺の低地など

から入手可能であったことや、木材の加工性や耐水性が比較的高いことなどが推定される。

また、井戸内から出土した水溜と考えられる曲物は、基本的に側板が二重構造となっており、内側が肉

厚で板目取り、外側が薄板で柾目取りとなる。その外側には上下にタガが取り付けられ、タガと側板の間

に縦板（クサビ）が入れられる。これらの部材の樹種について見ると、SE3057 のクサビに広葉樹のアカ

ガシ亜属が認められたほかは、全てスギであった。この結果から、上述した井戸部材と同様にスギ材の選

択的な利用がうかがえる。なお、SE3057 のクサビに認められたアカガシ亜属については、SE3031 の

クサビにはスギが認められていることから、クサビとしての木材利用の樹種選択の特徴を示している可能

性があるものの、この点については今後の課題である。

木製品は、木簡、箸、漆器などがあり、木簡 2 点はいずれもスギであった。この結果から、井戸部材

と同様に分割加工が容易な樹種が利用されたと考えられる。箸は、いずれも分割角棒状を呈しており、ス

ギに同定された。箸の形状からは、加工時に生じる小片からも製作可能と考えられる。本遺跡におけるス

ギ材の大量利用を反映して、スギの余材等を利用した可能性もある。

漆器は、横木地柾目取で、両面に黒漆が塗られ、内面にはロクロによる木挽の痕跡が残る。樹種はケヤ

キであり、強度と耐朽性に優れた木材の利用が推定される。ケヤキについては、本遺跡の過去の発掘調査

で出土した漆器皿（ケヤキ ?［小林・藤根 2012］）に確認されているほか、新潟県内の平安時代〜鎌倉時代

の挽物容器の調査事例［伊東・山田 2012］によれば、一之口遺跡・海道遺跡（上越市）、水上遺跡（旧小国町）

などの報告例が確認できる。これらの樹種をみると、種類不明を除く 13 点のうち 8 点がケヤキ（近似種

1 点を含む）、トチノキが 3 点、ヤナギ属とニレ科が各 1 点であり、ケヤキを主体とする特徴がうかがえる。

今回の結果は、当時の漆器の木地の木材利用と調和する傾向と言える。
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2　種　実　同　定
パリノ・サーヴェイ株式会社

A　試　　　料

試料は、4 基の井戸（SE3031、SE3057、SE3055、SE3034）より出土した種実遺体 16 試料（No.1 〜

12、14 〜 17；約 100 個）と、SE3057 の曲物内から採取された土壌 1 点（No.13）である。

種実試料（No.1 〜 12、14 〜 17）は、全て水浸の状態で容器に保管された状態にある。土壌試料（No.13）

は、不攪乱の塊状試料（長さ 15cm ×幅 10cm ×厚さ 5cm；重量 991g）として採取されており、容器に保管

された状態にある。なお、土壌試料の表面には同一種の可能性が高い種実密集部が確認される。各試料の

詳細は、結果とともに第 8・9 表に示したので参照されたい。

B　分　析　方　法

1）土　壌　試　料

SE3057 の曲物内から採取された土壌試料（No.13）は、表面に確認される種実密集部について記録し

た後、表面に付着する土砂を面相筆で慎重に除去し、種実遺体の出土状況を観察する。その後、種実密集

部をピンセットで慎重に剥ぎ取り、水洗対象とする（20cc）。更に、種実密集部採取後の状況を記録した後、

密集部外の種実が確認されない範囲を 30cc 採取し、比較対照のための水洗対象とする。

水洗用として採取した土壌試料は、水に浸し、粒径 0.5mm の篩を通して水洗する。篩内の試料を粒径

別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて、同定が可能な種実遺体を抽出する。

2）同　　　定

種実遺体を双眼実体顕微鏡下で観察する。同定は、現生標本及び石川［1994］、中山ほか［2000］、鈴

木ほか［2012］等を参考に実施し、部位・状態別の個数を数えて結果を一覧表で示す。実体顕微鏡下によ

る区別が困難な複数種間は、−（ハイフン）で結んで表示する。また、栽培種などの主な種実遺体の長さ、

幅、厚さをデジタルノギスで計測した結果を一覧表に併記する。分析後は、種実遺体を容器に入れ、分類

群別に容器に入れ、約 70% のエタノール溶液で液浸保存する。

C　結　　　果

種実試料の同定結果を第 8 表、土壌試料の水洗 ･ 同定結果を第 9 表に示す。また、各分類群の写真を

第 35 図〜第 37 図に、主な種実遺体の計測値や特徴等を第 8・9 表に示して同定根拠とする。

分析に供された種実遺体及び土壌試料など17試料（No.1〜17）を通じて、被子植物27分類群（オニグルミ、

ウメ、モモ、オモダカ科、イネ、エノコログサ属、イネ科（キビ ?、A、B、C）、イヌホタルイ近似種、カヤツリ

グサ科、アサ、イヌタデ近似種、ヤナギタデ近似種、ヤナギタデ−ボントクタデ、サナエタデ近似種、ナ
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デシコ科（A、B）、ヒユ属、カタバミ属、スミレ属、キカラスウリ、ヒョウタン類、チドメグサ属、オカ

トラノオ属、ナス属）367 個の種実遺体が同定された。2 個は同定ができなかった。栽培種は、ウメ、モ

モ、イネ、アサ、ヒョウタン類と、栽培種の可能性を含むイネ科（キビ ?）が確認された。以下に、試料

別の状況を述べる。

1）種　実　試　料（No.1 〜 12・14 〜 17）

同定結果及び計測値を第 8 表に、種実遺体各分類群の写真を第 35 図に示す。

4 遺構 16 試料から出土した種実試料を通じて、木本 3 分類群（オニグルミ、ウメ、モモ）107 個の種実

遺体が同定された。2 個（No.14）は炭化材であった。栽培種は、ウメの核が 7 個（No.1, 3, 12）、モモの

炭化果実が 1 個（No.17）、炭化核が 3 個（No.15 〜 17）、炭化種子が 3 個（No.16）、核が 91 個（No.1 〜

12・14）の、計 105 個が確認された。最も多く確認されたモモ核は、大型 ･ 偏平で頂部が鋭く尖る個体

が多く、先端が背面側に湾曲する個体も見られる（第 8 表、第 35 図 -7・9・11 など）。栽培種以外では、高

木になる落葉広葉樹のオニグルミの炭化核の破片が 2 個接合し、打撃痕と考えられる欠損が確認された

（No.15；第 35 図 -1）。

2）種　実　試　料（No.13）

同定結果を第 9 表、試料状況及び種実遺体各分類群の写真を第 36・37 図に示す。また、栽培種のアサ、

ヒョウタン類と、野生種の可能性が高いナス属の計測値を第 8 表に示す。

土壌試料からは、草本 24 分類群（オモダカ科、イネ、エノコログサ属、イネ科（キビ ?、A、B、C）、イヌホ

タルイ近似種、カヤツリグサ科、アサ、イヌタデ近似種、ヤナギタデ近似種、ヤナギタデ−ボントクタデ、

サナエタデ近似種、ナデシコ科（A、B）、ヒユ属、カタバミ属、スミレ属、キカラスウリ、ヒョウタン類、

チドメグサ属、オカトラノオ属、ナス属）260 個の種実遺体が同定された。2 個は同定ができなかったが、

別種と考えられる。

土壌試料は、灰褐色シルトを呈し、径 0.7 〜 1.5cm 程度の淡灰褐色粘土や黄褐色極細粒砂からなる偽

砂（ブロック）が混じる。試料表面に確認された種実密集部の範囲は、長径 7.1cm、短径 5.5cm 程度の楕

円形を呈し、草本のキカラスウリの種子が多量規則的に配列する状況と、別種で栽培種のヒョウタン類の

種子が 4 個程度散在する状況が確認された（第 36 図 -12 〜 16）。

キカラスウリ種子群は、同一方向に重なって配列し、基部の向きがほぼ揃う状況が確認された（第 35

図 -14・15）。更に、種子群の基部が放射状の中心に向かう状況も確認された（第 36 図 -15）。一方、少数

確認されたヒョウタン類の種子は、配列に規則性は見られず、基部の向きも区々であった（第 36 図 -16）。

種実密集部の剥取り後の密集部の深さは 1.5cm を測り（第 36 図 -13）、採取量は 20cc（30g）を量る。

水洗の結果、草本 15 分類群 180 個の種実遺体が抽出同定された。キカラスウリの種子は、完形が 99 個、

やや欠損する完形未満が 18 個、半分未満の破片が 14 個の、計 131 個と微細片が約 1cc 確認され、個

数全体の 73% を占める。キカラスウリ以外の分類群は、栽培種のイネの穎の破片が 13 個（2 個炭化）、ヒョ

ウタン類の種子が 6 個、栽培種の可能性を含むイネ科（キビ ?）の果皮片が 2 個と、湿生植物のヤナギタ

デ近似種、やや乾いた場所にも生育可能な中生植物のエノコログサ属、イネ科（A、B）、カヤツリグサ科、

ナデシコ科 A、ヒユ属、カタバミ属、スミレ属、オカトラノオ属、ナス属が確認された。

一方、種実密集部外（第 36 図 -13）30cc（45g）からは、草本 17 分類群 80 個が抽出同定されたが、キ
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2　種　実　同　定

試料情報
分類群 部位・状態 個数 枝番

計測値（mm）* 長さ×
幅

長さ/
幅

長さ/
厚さ

幅/
厚さ

図
版

備考
同定No. グリッド 遺構No. 層位 長さ 幅 厚さ
No.1 16K17 SE3031 11層 ウメ 核 完形 1 − 17.8 14.4 13.3 256 1.2 1.3 1.1 2
No.1 16K17 SE3031 11層 ウメ 核 破片 1 − 18.3 13.7 6.4 + 249 1.3 2.9 − 3
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 14 1 30.7 23.5 18.0 719 1.3 1.7 1.3 9 頂部鋭く尖る
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 2 29.0 20.2 14.0 586 1.4 2.1 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 3 28.8 19.3 14.4 556 1.5 2.0 1.3 − 頂部鋭く尖り，背面側に湾曲する
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 4 28.5 21.2 14.7 604 1.3 1.9 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 5 29.6 20.3 15.3 600 1.5 1.9 1.3 − 頂部鋭く尖る
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 6 29.7 19.0 14.3 563 1.6 2.1 1.3 − 頂部鋭く尖り，背面側に湾曲する
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 7 27.2 20.5 17.7 556 1.3 1.5 1.2 − 頂部鋭く尖る
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 8 27.5 18.0 13.6 495 1.5 2.0 1.3 − 頂部鋭く尖り，背面側に湾曲する
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 9 27.1 18.7 13.2 506 1.4 2.0 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 10 24.7 17.2 13.6 424 1.4 1.8 1.3 − 頂部鋭く尖る
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 11 26.4 17.2 14.0 454 1.5 1.9 1.2 − 頂部やや尖る
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 12 27.6 20.3 14.5 559 1.4 1.9 1.4 − 頂部鋭く尖り，背面側に湾曲する，基部腹面欠損
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 13 22.2 17.5 12.7 388 1.3 1.7 1.4 10 頂部やや尖る，側面欠損
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 完形 − 14 23.0 + 14.9 + 14.0 + 343 + − − − − 周囲欠損，表面摩耗
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 破片 2 1 23.8 + 19.1 7.0 + 456 + − − − − 頂部欠損，下記と別個体
No.1 16K17 SE3031 11層 モモ 核 破片 − 2 26.7 + 16.9 + 8.0 + 451 + − − − − 周囲欠損，上記と別個体
No.2 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 3 1 30.7 21.0 14.6 645 1.5 2.1 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.2 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 2 27.8 18.4 13.0 509 1.5 2.1 1.4 − 頂部やや尖る
No.2 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 3 24.5 18.2 13.5 445 1.4 1.8 1.3 − 頂部やや尖る
No.2 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 1 − 28.9 + 22.3 9.2 + 644 + − − − − 頂部やや欠損
No.3 16K17 SE3031 12層 ウメ 核 完形 2 1 17.3 13.2 12.4 228 1.3 1.4 1.1 −
No.3 16K17 SE3031 12層 ウメ 核 完形 − 2 16.9 12.6 9.7 212 1.3 1.7 1.3 − 表面摩耗
No.3 16K17 SE3031 12層 ウメ 核 破片 2 − 12.9 + − − − − − − − 計半分未満
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 26 1 31.5 22.0 15.3 692 1.4 2.1 1.4 9 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 2 30.3 22.0 16.2 666 1.4 1.9 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 3 30.3 22.0 16.3 667 1.4 1.9 1.3 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 4 29.4 21.2 15.6 624 1.4 1.9 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 5 29.4 22.3 18.4 656 1.3 1.6 1.2 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 6 28.8 23.1 16.6 665 1.2 1.7 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 7 29.4 19.3 13.8 569 1.5 2.1 1.4 − 頂部鋭く尖り，背面側に湾曲する
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 8 28.8 20.9 14.9 600 1.4 1.9 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 9 29.1 22.0 15.9 641 1.3 1.8 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 10 30.8 18.9 13.7 584 1.6 2.2 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 11 30.3 21.2 15.7 642 1.4 1.9 1.3 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 12 29.5 19.6 15.0 578 1.5 2.0 1.3 − 頂部鋭く尖り，背面側に湾曲する
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 13 28.1 20.8 14.5 584 1.4 1.9 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 14 28.4 20.2 15.0 574 1.4 1.9 1.3 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 15 26.0 19.3 14.6 501 1.3 1.8 1.3 − 頂部やや尖り、丸みを帯びる
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 16 25.7 19.5 14.7 501 1.3 1.7 1.3 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 17 25.9 18.8 13.7 486 1.4 1.9 1.4 − 頂部尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 18 26.1 + 20.2 15.4 528 + − − 1.3 − 頂部鋭く尖り、先端をわずかに欠損する
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 19 23.8 16.3 13.5 388 1.5 1.8 1.2 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 20 26.4 18.9 14.1 498 1.4 1.9 1.3 − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 21 23.8 21.0 16.5 499 1.1 1.4 1.3 − 頂部やや尖り，丸みを帯びる
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 22 25.4 19.5 14.4 495 1.3 1.8 1.4 − 頂部やや尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 23 21.1 16.5 13.3 348 1.3 1.6 1.2 3 頂部やや尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 24 23.1 17.9 12.5 413 1.3 1.8 1.4 − 頂部やや尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 完形 − 25 23.7 19.9 16.0 472 1.2 1.5 1.2 − 頂部やや尖る
No.3 16K17 SE3032 13層 モモ 核 完形 − 26 27.8 19.0 14.8 529 1.5 1.9 1.3 − 頂部やや尖る，基部腹面欠損
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 14 1 30.4 19.1 8.9 + 582 1.6 3.4 − − 頂部鋭く尖る、縫合線背面残存
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 2 29.8 21.8 7.6 + 650 1.4 3.9 − − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 3 27.2 19.7 7.8 + 536 1.4 3.5 − − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 4 31.7 21.1 8.4 + 667 1.5 3.8 − 11 頂部尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 5 28.2 + 21.6 8.6 + 609 + − − − − 頂部欠損
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 6 26.8 18.5 8.1 + 496 1.4 3.3 − − 頂部尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 7 26.8 20.6 8.3 + 550 1.3 3.2 − − 腹面欠損
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 8 24.2 18.6 7.0 + 448 1.3 3.4 − − 頂部やや尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 9 23.4 17.6 8.1 + 413 1.3 2.9 − − 頂部鋭く尖る
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 10 25.5 + 17.8 6.2 + 452 + − − − − 頂部欠損
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 11 25.6 + 17.6 + 6.8 + 450 + − − − − 頂部，縫合線欠損
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 12 26.9 + 17.2 + 7.3 + 462 + − − − − 頂部，縫合線欠損
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 13 23.5 + 18.5 + 6.5 + 434 + − − − − 表面摩耗
No.3 16K17 SE3031 12層 モモ 核 破片 − 14 19.4 + − − − − − − − 表面摩耗
No.4 13K15・20 SE3057 12層 モモ 核 完形 3 1 27.0 21.8 16.2 590 1.2 1.7 1.3 − 頂部鋭く尖る
No.4 13K15・20 SE3057 12層 モモ 核 完形 − 2 26.1 17.7 14.3 463 1.5 1.8 1.2 − 頂部やや尖り，丸みを帯びる，表面摩耗
No.4 13K15・20 SE3057 12層 モモ 核 完形 − 3 21.0 + 20.1 15.3 420 + − − 1.3 − 頂部欠損
No.4 13K15・20 SE3057 12層 モモ 核 破片 1 − 23.5 + 19.6 7.8 + 461 + − − − − 頂部欠損
No.5 13K15・20 SE3057 13層 モモ 核 完形 3 1 28.3 22.7 16.9 641 1.2 1.7 1.3 − 頂部やや尖る
No.5 13K15・20 SE3057 13層 モモ 核 完形 − 2 27.2 23.1 15.4 630 1.2 1.8 1.5 − 頂部やや尖る
No.5 13K15・20 SE3057 13層 モモ 核 完形 − 3 26.0 19.0 15.1 494 1.4 1.7 1.3 − 頂部やや尖る
No.5 13K15・20 SE3057 13層 モモ 核 破片 1 − 24.4 20.6 7.6 + 502 1.2 3.2 − − 頂部鋭く尖る
No.6 13K15・20 SE3057 22層 モモ 核 完形 2 1 27.8 19.8 15.5 + 551 1.4 1.8 − − 頂部やや尖り，丸みを帯びる，表面摩耗
No.6 13K15・20 SE3057 22層 モモ 核 完形 − 2 24.2 + 16.3 + 13.6 + 395 + − − − − 頂部やや尖り，丸みを帯びる，表面摩耗
No.7 13K15・20 SE3057 モモ 核 完形 1 − 25.7 18.5 14.4 476 1.4 1.8 1.3 − 頂部鋭く尖る
No.8 13K15・20 SE3057 12層 モモ 核 破片 2 − 23.2 + 19.0 13.8 441 + − − 1.4 − 接合し1個体，頂部欠損
No.9 13K15・20 SE3057 13層 モモ 核 完形 1 − 24.9 20.3 14.8 504 1.2 1.7 1.4 − 頂部鋭く尖り，背面側に湾曲する
No.10 13K15・20 SE3057 10層 モモ 核 完形 2 1 23.8 + 23.6 + 17.6 + 561 + − − − − 上部欠損，表面摩耗
No.10 13K15・20 SE3057 10層 モモ 核 完形 − 2 24.3 + 16.2 + 14.7 + 393 + − − − − 表面摩耗
No.10 13K15・20 SE3057 10層 モモ 核 破片 1 − 23.7 + − − − − − − − 表面摩耗
No.11 13K15・20 SE3057 9層一括 モモ 核 完形 2 1 25.5 21.0 16.2 537 1.2 1.6 1.3 − 頂部やや尖る
No.11 13K15・20 SE3057 9層一括 モモ 核 完形 − 2 26.1 21.4 16.2 557 1.2 1.6 1.3 − 頂部やや尖る
No.11 13K15・20 SE3057 9層一括 モモ 核 破片 4 1・2 26.4 19.7 15.2 518 1.3 1.7 1.3 − 接合し1個体，頂部やや尖る
No.11 13K15・20 SE3057 9層一括 モモ 核 破片 − 3 26.1 19.6 8.0 + 511 1.3 3.2 2.4 − 頂部鋭く尖る
No.11 13K15・20 SE3057 9層一括 モモ 核 破片 − 4 23.6 18.5 7.7 437 1.3 3.1 2.4 − 頂部鋭く尖る
No.12 13K15・20 SE3057 12'層 ウメ 核 破片 1 − 24.3 + 17.7 + 8.0 + 430 + − − − − 表面摩耗
No.12 13K15・20 SE3057 12'層 モモ 核 完形 1 − 25.6 17.8 13.6 455 1.4 1.9 1.3 − 頂部やや尖る，側面〜頂部欠損
No.13 13K15・20 SE3057 12'層 アサ 果実 完形 1 − 4.2 3.2 + 2.8 + 13 + − − − 29 土壌試料水洗検出
No.13 13K15・20 SE3057 12'層 ヒョウタン類 種子 完形 6 1 17.5 8.2 3.3 143 2.1 5.4 2.5 − 土壌試料水洗検出
No.13 13K15・20 SE3057 12'層 ヒョウタン類 種子 完形 − 2 17.1 7.4 3.2 128 2.3 5.4 2.4 − 土壌試料水洗検出
No.13 13K15・20 SE3057 12'層 ヒョウタン類 種子 完形 − 3 16.5 6.1 2.4 100 2.7 6.8 2.5 17 土壌試料水洗検出

第 8表　境塚遺跡出土種実同定結果一覧（1）
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カラスウリは確認されなかった。栽

培種は、イネの穎の破片が 17 個（1

個炭化）、アサの果実が 3 個、ヒョ

ウタン類の種子が 2 個確認された。

栽培種以外の分類群は、抽水性〜湿

生植物のオモダカ科、イヌホタルイ

近似種、ヤナギタデ−ボントクタデ、

中生植物のエノコログサ属、イネ科

（A、B、C）、イヌタデ近似種、サナ

エタデ近似種、ナデシコ科（A、B）、

ヒユ属、カタバミ属、チドメグサ属

が確認された。

D　考　　　察

1）種　実　試　料

中 世 の 井 戸 と さ れ る SE3031、

SE3057、SE3055、SE3034 の 4

基からは、栽培種のウメ、モモ、イ

ネ、アサ、ヒョウタン類と、栽培種

の可能性を含むイネ科（キビ ?）が

確認された。これらは当時の集落内

で利用された植物質食料と考えられ、井戸内への投棄（廃棄）や埋納などの人為的行為が推定される。

なお、種実試料より最も多く確認されたモモ核は、近世以降によく見られる大型 ･ 偏平で頂部が鋭く尖

り湾曲する傾向を示すことから、小型で丸い形状が多い古代のモモ核とは明らかに異なる系統と考えられ

る。また、SE3055 と SE3034 より確認された核 ･ 種子は全て炭化していることから、火を受けたとみ

なされる。とくに SE3034 3 層より確認された炭化核に果皮が残る試料については、結実期である初夏〜

試料情報
分類群 部位・状態 個数 枝番

計測値（mm）* 長さ×
幅

長さ/
幅

長さ/
厚さ

幅/
厚さ

図
版

備考
同定No. グリッド 遺構No. 層位 長さ 幅 厚さ
No.13 13K15・20 SE3057 12'層 ヒョウタン類 種子 完形 − 4 16.0 7.9 3.6 126 2.0 4.4 2.2 − 土壌試料水洗検出
No.13 13K15・20 SE3057 12'層 ヒョウタン類 種子 完形 − 5 15.3 6.8 2.5 105 2.2 6.3 2.8 − 土壌試料水洗検出
No.13 13K15・20 SE3057 12'層 ヒョウタン類 種子 完形 − 6 15.3 6.7 2.9 102 2.3 5.4 2.3 − 土壌試料水洗検出
No.13 13K15・20 SE3057 12'層 ナス属 種子 完形 1 − 1.3 1.8 0.2 2 0.7 5.5 7.9 41 土壌試料水洗検出，野生種の可能性
No.14 13K15・20 SE3057 19層 モモ 核 完形 5 1 27.4 22.9 16.6 627 1.2 1.6 1.4 − 頂部鋭く尖り，背面側に湾曲する
No.14 13K15・20 SE3057 19層 モモ 核 完形 − 2 28.6 21.2 15.6 604 1.4 1.8 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.14 13K15・20 SE3057 19層 モモ 核 完形 − 3 26.6 21.1 15.0 560 1.3 1.8 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.14 13K15・20 SE3057 19層 モモ 核 完形 − 4 24.5 18.8 14.7 460 1.3 1.7 1.3 − 頂部鋭く尖る，基部腹面欠損
No.14 13K15・20 SE3057 19層 モモ 核 完形 − 5 24.6 21.5 15.1 528 1.1 1.6 1.4 − 頂部鋭く尖る
No.14 13K15・20 SE3057 19層 モモ 核 破片 2 − 21.0 + − − − − − − − 計1個未満，1個ネズミ類食痕
No.14 13K15・20 SE3057 19層 炭化材 2 − 18.8 19.0 − − − − − −
No.15 16L8.9 SE3055 7層 オニグルミ 炭化核 破片 2 − 23.4 + 20.8 + 11.8 + − − − − 1 接合，側面（12 〜 5時）欠損，打撃痕の可能性
No.15 16L8.9 SE3055 7層 モモ 炭化核 完形 1 − 22.1 15.3 14.6 338 1.4 1.5 1.1 6 頂部鋭く尖り，背面側に湾曲する
No.16 16K24 SE3034 5層 モモ 炭化核 完形 1 − 22.3 + 15.3 + 11.4 + 340 + − − − − 側面〜基部欠損
No.16 16K24 SE3034 5層 モモ 炭化種子 破片 3 − 7.7 + 9.0 + 4.2 + − − − − 4 計1個分，同一個体の可能性
No.17 16K24 SE3034 3層 モモ 炭化果実 完形 1 − 23.7 20.2 * 13.9 479 * − 1.7 − 5 果皮：側面〜背面に残存，厚さ4mm程度
No.17 16K24 SE3034 3層 モモ 炭化核 破片 1 − 15.8 + − − − − − − − 上部欠損

長さ、幅、厚さの欠損がないモモ核（炭化以外）の計測値

標本数 56 56 56 56 56 56 56 −
最小 21.1 16.3 12.5 348 1.1 1.4 1.2 −
最大 31.5 23.5 18.4 719 1.6 2.2 1.5 −
平均 27.2 20.0 14.9 547 1.4 1.8 1.3 −

標準偏差 2.4 1.8 1.3 84 0.1 0.2 0.1 −
*計測はデジタルノギスを使用し、欠損部は残存値に「+」で示す。

No.13

備　考
SE3057

曲物内種子
分類群 部位 状態 種実密集部 密集部外

草本
オモダカ科 種子 完形 − 1
イネ 穎（基部）破片 1 1

破片 炭化 1 −
穎 破片 10 15

破片 炭化 1 1
エノコログサ属 果実 完形 − 1

破片 4 2
イネ科（キビ?） 果実 破片 2 − 半広楕円体，表面光沢
イネ科A 果実 完形 1 2 半広卵体

破片 − 3
イネ科B 果実 完形 6 10 半長楕円体
イネ科C 果実 完形 − 2 メヒシバ類近似

破片 − 2
イヌホタルイ近似種 果実 完形 − 1
カヤツリグサ科 果実 破片 1 −
アサ 果実 完形 − 1 計測値を第8表に掲載

破片 − 2
イヌタデ近似種 果実 完形 − 1

破片 − 1
ヤナギタデ近似種 果実 完形 1 − 基部欠損
ヤナギタデ−ボントクタデ 果実 完形 − 1
サナエタデ近似種 果実 破片 − 1 2花柱残存
ナデシコ科A 種子 完形 3 12 ウシハコベ近似

破片 2 6
ナデシコ科B 種子 完形 − 2 小型
ヒユ属 種子 完形 4 2

破片 3 3
カタバミ属 種子 完形 − 4
スミレ属 種子 破片 1 −
キカラスウリ 種子 完形 99 − 21個：各2 〜 3個が揃い重なる

完形未満 18 −
破片 14 − 2個：基部が揃い重なる
微細片 約1cc −

ヒョウタン類 種子 完形 5 1 計測値を第8表に掲載
破片 1 1

チドメグサ属 果実 破片 − 1
オカトラノオ属 種子 完形 1 −
ナス属 種子 完形 1 − 野生種の可能性，計測値を第8表に掲載

不明 − 2 別種
合計（不明を除く） 180 80 合計260個
種実以外（同定対象外）

木材片 + + 最大1.4cm
植物片 + +
蘚苔類の茎・葉 + +
昆虫 + +

分析量 20 30 容積（cc）
30 45 湿重（g）

第 8表　境塚遺跡出土種実同定結果一覧（2）

第 9表　境塚遺跡出土種実同定（土壌試料水洗）結果
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2　種　実　同　定

 1. オニグルミ 炭化核（側面欠損）（No.15） 2. ウメ 核（No.1）
 3. ウメ 核（No.1） 4. モモ 炭化種子（No.16）
 5. モモ 炭化果実･核（No.17） 6. モモ 炭化核（No.15）
 7. モモ 核（No.3） 8. モモ 核（試料中最小）（No.3）
 9. モモ 核（試料中最大）（No.1） 10. モモ 核（No.1）
 11. モモ 核（No.3）

（1, 5-11）

1cm

（2, 3）

5mm

（4）

5mm

1a 1b

2a 2b 3a 3b

5a 5b 5c 5d
6a 6b

7a 7b

8a 8b 10a 10b

9a 9b 11a 11b

4

第 35図　境塚遺跡出土種実遺体（1）
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14

16

15

密集部

（矢印：基部）

12. 試料概観（No.13）
13. 種実密集部採取後の状況（No.13）
14. キカラスウリ 種子群･ヒョウタン類 種子（No.13）
15. キカラスウリ 種子群（胎座から放射状に配列）（No.13）
16. ヒョウタン類 種子群（基部は区々）（No.13）
17. ヒョウタン類 種子（No.13）
18. キカラスウリ 種子（2個）（No.13）
19. キカラスウリ 種子（3個）（No.13）

（12）

2cm

（13）

2cm

（14）

2cm

（15, 16）

1cm

（17-19）

5mm

密集部外

12 13

1514

16
17

18a 18b

19

第 36図　境塚遺跡出土種実遺体（2）
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2　種　実　同　定

20. オモダカ科 種子（No.13） 21. イネ 穎（基部）（No.13）
22. エノコログサ属 果実（No.13） 23. イネ科（キビ？） 果実（No.13）
24. イネ科A 果実（No.13） 25. イネ科B 果実（No.13）
26. イネ科C（メヒシバ類？） 果実（No.13） 27. イヌホタルイ近似種 果実（No.13）
28. カヤツリグサ科 果実（No.13） 29. アサ 果実（No.13）
30. ヤナギタデ近似種 果実（No.13） 31. ヤナギタデ‐ボントクタデ 果実（No.13）
32. イヌタデ近似種 果実（No.13） 33. サナエタデ近似種 果実（No.13）
34. ナデシコ科A 種子（No.13） 35. ナデシコ科B 種子（No.13）
36. ヒユ属 種子（No.13） 37. カタバミ属 種子（No.13）
38. スミレ属 種子（No.13） 39. チドメグサ属 果実（No.13）
40. オカトラノオ属 種子（No.13） 41. ナス属 種子（No.13）

（29）

1mm

（20-28, 30-41）

1mm

20

28
21

22a 22b

23a 23b

27

26

25a 25b

24a 24b

29a 29b 30 31

32 33

34
36

37 38

39

35 40

41

第 37図　境塚遺跡出土種実遺体（3）
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初秋に火を受けた可能性も考えられる。

栽培種を除いた分類群は、SE3055 7 層から、落葉高木で河畔林要素のオニグルミが確認された。オニ

グルミは、核内の子葉があく抜きせずに食用可能である。また、出土核は炭化しており、打撃痕と考えら

れる欠損が確認されるため、食用のために核を叩き割り、中の子葉を取り出した後の残滓の可能性がある。

2）土　壌　試　料

SE3057 の曲物内から出土した種実密集部を構成する種実遺体は、キカラスウリの種子に同定された。

キカラスウリは、藪などに生育するウリ科のつる性多年草で、種子や塊茎（天瓜粉）が薬用に利用され、

果肉は乾燥すると甘く食用可能である。

なお、上述したキカラスウリの種子密集部は、やや偏平な楕円体（長径 7.1cm、短径 5.5cm、厚さ（深さ）

1.5cm）を呈し、種子群の規則的な配列状況や胎座に多数の種子がつくウリ状果の特徴が確認された。また、

同密集部 20cc の水洗により、キカラスウリの完形種子が 99 個、やや欠損する完形未満が 18 個、半分

未満の破片が 14 個の、計 131 個が確認された。

キカラスウリの果実は、長さ 7 〜 10cm の楕円体を呈し、果実 1 個あたりの種子数は 113.3 ± 26.4

個とされる［中山ほか 2000］。SE3057 曲物内から出土したキカラスウリ種子群は、果実 1 個に由来する

可能性が極めて高いと判断され、結実期の秋に井戸内に埋積したと推定される。

また、キカラスウリを除く分類群では、栽培種はヒョウタン類の種子やイネの穎の破片、アサの果実と、

栽培種の可能性を含むイネ科（キビ ?）が確認された。これらは、当時利用された植物質食料と考えられる。

更に、栽培種とその可能性を含む分類群以外では、水湿地生草本のオモダカ科、イヌホタルイ近似種、ヤ

ナギタデ近似種、ヤナギタデ−ボントクタデ、中生草本のエノコログサ属、イネ科、カヤツリグサ科、イ

ヌタデ近似種、サナエタデ近似種、ナデシコ科、ヒユ属、カタバミ属、スミレ属、チドメグサ属、オカト

ラノオ属、ナス属なども確認された。これらの人里草本は、井戸周辺を含む周囲の明るく開けた草地環境

に生育していたと考えられる。また、抽水〜湿生植物のオモダカ科、イヌホタルイ近似種などの検出から、

付近にはこれらが生育可能な水深 1m 以内の水湿地の存在も推定される。

引用・参考文献

石川茂雄　1994　『原色日本植物種子写真図鑑』328 頁　石川茂雄図鑑刊行委員会

中山至大・井之口希秀・南谷忠志　2000　『日本植物種子図鑑（2010 年改訂版）』678 頁　東北大学出版会

鈴木庸夫・高橋　冬・安延尚文　2012　『ネイチャーウォッチングガイドブック  草木の種子と果実−形態や大きさが

一目でわかる植物の種子と果実 632 種−』272 頁　誠文堂新光社

3　放射性炭素年代測定
パリノ・サーヴェイ株式会社

A　試　　　料

放射性炭素年代測定の対象とされた試料は、3 基の井戸（SE3048，SE3057，SE3031）より出土した井

戸側を構成する部材より選択された木製品 3 点（SE3048-No.164，SE3057-No.177-2，SE3031-No.144-2）

である。SE3048（No.164）は残存する年輪の最外側に樹皮が認められない柾目板であった。このことから、
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3　放射性炭素年代測定

残存部より最外年輪を含む 5 年分を測定に供している。一方の SE3057（No.177-2）と SE3031（No.144-

2）は、最外部に薄く樹皮が残る柾目板であった。これらの試料は、それぞれ最外年輪を含む 3 年分を測

定に供している。

B　分　析　方　法

試料中の土壌や根などをメスやピンセットを用いて取り除いた後、HCl による炭酸塩等酸可溶成分の

除去、NaOH による腐植酸等アルカリ可溶成分の除去、HCl によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等

酸可溶成分の除去を行う（酸・アルカリ・酸処理）。

試料をバイコール管に入れ、1g の酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真空に

して封じきり、500℃（30 分）850℃（2 時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素 + エタノールの温度差

を利用し、真空ラインにて CO2 を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製した CO2 と鉄・水素を

投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを 650℃で 10 時間以上加熱し、グラファイトを生成す

る。化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径 1mm の孔にプレスして、タンデム加速器のイオン

源に装着し、測定する。

測定機器は、3MV 小型タンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC Pelletron 9SDH-2）

を使用する。AMS 測定時に、標準試料である米国国立標準局（NIST）から提供されるシュウ酸（HOX- Ⅱ）

とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に 13C/12C の測定も行うため、この値を用い

てδ 13C を算出する。

放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1,950 年を基点

とした年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma；68%）に相当する年代である。暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.1.0.（Copyright 1986-2014 M Stuiver and 

PJ Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された年代値に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及び半減期の違い（14C の半減期 5,730 ±

40 年）を較正することである。暦年較正は、CALIB 7.1.0. のマニュアルに従い、1 年単位まで表された

同位体効果の補正を行った年代値及び北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年較正結果はσ ･2σ（σは統計的に真の値が 68.2% の確率で存在する範囲、2σは真の値が 95.4% の確率で

存在する範囲）の値を示す。また、表中の相対比は、σ・2σの範囲をそれぞれ 1 とした場合、その範囲内

で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。なお、較正された暦年代は、将来的に暦年較正曲

線等の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、1 年単位で表された値を記す。

C　結 果 及 び 考 察

井戸跡の部材より採取した木片の同位体効果による補正を行った測定結果（補正年代）は、SE3048

（No.164） が 860 ± 20BP、SE3057（No.177-2） が 800 ± 20BP、SE3031（No.144-2） が 690 ±

20BP である（第 10 表）。また、これらの補正年代に基づく暦年較正結果（1σ）は、SE3048（No.164）

が calAD1,169 − calAD1,213、SE3057（No.177-2）が calAD1,224 − calAD1,258、SE3031（No.144-2）

が calAD1,278 − calAD1,377 である（第 10 表、第 38 図）。

以上の各試料の暦年較正年代（1σ）を参考とすると、SE3048（No.164）が 12 世紀後半から 13 世紀
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前半頃、SE3057（No.177-2）が 13 世紀前半から中頃、SE3031（No.144-2）が 13 世紀後半から 14 世

紀後半頃という年代観が推定される。集落の年代観は、13 世紀前半〜 14 世紀頃と推定されており、今

回の各井戸跡より得られた年代観は調査所見をおおむね支持する結果と言える。

IAAA-142307

855+/-21

Cal curve:

intcal13.14c

1 sigma
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750.

800.
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Radiocarbon Age vs. Calibrated Age

IAAA-142308

797+/-23

Cal curve:
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1 sigma
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IAAA-142308

686+/-23

Cal curve:
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cal AD

Radiocarbon Age vs. Calibrated Age

試料
測定年代 
（yrBP）

δ13C 
（‰）

補正年代（暦年較正用）
（yrBP）

暦年較正結果 相対比 測定機関　Code No.

SE3048 
部材；報告No.164（スギ）

860±20 -22.26±0.21 855±21
σ

cal AD 1,169 − cal AD 1,178 cal BP 781 − 772 0.225

IAAA-142307cal AD 1,181 − cal AD 1,213 cal BP 769 − 737 0.775

2σ cal AD 1,155 − cal AD 1,247 cal BP 795 − 703 1.000

SE3057 
部材；報告No.177-2（スギ）

800±20 -22.79±0.24 797±23
σ cal AD 1,224 − cal AD 1,258 cal BP 726 − 692 1.000

IAAA-142308
2σ cal AD 1,209 − cal AD 1,273 cal BP 741 − 677 1.000

SE3031 
部材；報告No.144-2 （スギ）

690±20 -23.04±0.24 686±23

σ
cal AD 1,278 − cal AD 1,298 cal BP 672 − 652 0.907

IAAA-142309
cal AD 1,373 − cal AD 1,377 cal BP 577 − 573 0.093

2σ
cal AD 1,272 − cal AD 1,306 cal BP 678 − 644 0.756

cal AD 1,363 − cal AD 1,385 cal BP 587 − 565 0.244

第 38図　暦年較正結果（1 σ）

第 10表　放射性炭素年代測定及び暦年較正結果
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４　境塚遺跡出土井戸材の年輪年代

４　境塚遺跡出土井戸材の年輪年代

木　村　勝　彦（福島大学共生システム理工学類）

A　は　じ　め　に

新潟県阿賀野市の境塚遺跡は室町〜鎌倉の中世遺跡であり、井戸側として使用されていた木材が多数出

土している。これらの井戸側材については木村・荒木［2012］ により年輪年代学的解析が実施され、曲

物を中心に 500 年分のフローティングクロノロジーが作成されている。また同じ報告書で光谷［2012］

が年輪年代解析により曲物の年代が 1340 年頃であることを報告している。しかし、井戸の構築年を絞り

込むために必要な樹皮付きの木材で年代の決められたものはなかった。2014 年度の発掘により得られた

井戸側材では多くの樹皮つき材が出土したため、年輪幅に加えて近年開発された年輪酸素同位体比を用い

た年輪年代解析［中塚ほか 2012］によりこれらの枯死年（伐採年）の決定を試みた。

本研究は、科学研究費補助金 2014 〜 2016 年度基盤研究（A）「酸素同位体比を用いた新しい木材年

輪年代法の高度化に関する研究」課題番号 26244049（代表者：中塚武）の補助を得て実施した。

B　試 料 と 方 法

分析試料は SE3031 の板材 4 点と曲物側板 1 点、SE3035 の板材 1 点、SE3048 の板材 1 点、SE3057

の板材 1 点と曲物側板 1 点、及び樹皮つきの細い杭材 1 点の計 10 点である。

試料の年輪幅は写真撮影またはスキャナによる画像化をした上で計測した。写真撮影は埋文事業団が実

施した。対象試料の柾目面にメジャーを当てて写し込むようにして、300dpi − 1,500dpi 程度の解像度で

撮影した。撮影機材は AF Zoom-Nikkor 28-105mm f ／ 3.5-4.5D IF を装着した Nikon D610 を用いた。

撮影は基本的には表面に手を加えずに実施したが、一部の板材で樹皮の残存しているものについては、正

確な枯死年と季節性を決めるために樹皮直下部分にカッターナイフで切り込みを入れて撮影し、最外年輪

の状態を確認した。

板材 2 点と杭材 1 点については横断面で樹皮から中心側までの年輪を含む厚さ 2cm 程度の試料を切り

出した。これらについては切断面（木口面）を流水下で水研ぎサンドペーパーで研磨し、フラットベッド

スキャナに載せてガラス面と試料の間を水で満たしてスキャン画像を 2,400dpi の解像度で取り込んだ。

撮影画像、スキャン画像ともに自作の年輪幅計測ソフトを用いて年輪幅を計測した。なお、試料は全て柾

目取りであり、異なる放射方向の木取りはないため、基本的に年輪幅の計測は 1 試料 1 測線でおこなった。

クロスデーティングには Kimura［1995］のクロスデーティングソフトを用い、基本的に木村・荒

木［2012］で作成した境塚遺跡の標準年輪パタンに対して今回計測した年輪パタンを照合した。年輪パ

タンの標準化には 5 年移動平均法を用い、有意性の検討に student の t を用いた［Baillie and Pilcher 

1973］。

板材 2 点と杭材 1 点については、年輪酸素同位体比分析を実施して暦年代決定を試みた。分析方法は

Kagawa et al.［2015］に従い、木口面で 1mm 厚に切り出した放射方向に細長い薄板試料をテフロンパ

ンチングシートに挟み込んで試験管内でセルロース抽出をする「板ごと抽出法」でセルロース抽出を実施

した。これを顕微鏡下で年層毎に切り分けて秤量し、銀箔で梱包して同位体比分析用の試料を作成した。
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分析試料は総合地球環境学研究所に送付し、熱分解元素分析計 - 同位体比質量分析計（TCEA-Delta V）を

用いて酸素同位体比の分析をおこなった。

C　結　　　果

計測の結果を第 11 表に示す。各試料に含まれる年輪数は幅 25cm 程度の板材でも 200 年を超えるも

のが多い。曲物は更に年数が多くて、連続して見えている部分で 200-300 年あり、かくれた部分を含め

ると No.158 は 400 年以上の年輪数を持つものと思われる。

年輪年代の分析には基準として木村・荒木［2012］が作成した 500 年の境塚遺跡の標準年輪幅パタン

を用いた。なお、木村・荒木［2012］の標準パタンは暦年代が決まっておらず、フローティング・クロ

ノロジーであったが、後述する酸素同位体比分析によって暦年代が与えられたため、以下はこの暦年代を

用いて年代を記述する。

標準パタンとのクロスデーティングの結果、板材 5 点、曲物 1 点について暦年代が決定できた（第 11

遺構 報告No. 種類 部位 年輪数 表層の暦年 樹皮 季節* t * * 同位体

SE3031 No.145 板材 226 1280 ○ C 6.83

No.143-2 板材 204 1284 ○ CD 8.05

No.144-1 板材 246 1284 ○ CD 8.87 ●

No.137 板材 243 1283 5.64 No.144と同材？

No.158 曲物 1 296

2 77

3 119

4 102

SE3035 No.175 板材 168

SE3048 No.164 板材 計測不能

SE3057 No.187-A 杭材 13 ○ ●

No.177-2 板材 222 1279 ○ CD 9.27 ●

No.196 曲物 上半部 160 1228

下半部 96 1228

*   伐採季節は荒川ほか［2015］に従った
** 木村・荒木［2012］の境塚遺跡マスタに対して算出
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No.13
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No.226-1
No.255-15
No.255-12
No.255-1
No.255-4

No.145
No.143-2
No.144-1
No.137

No.177-2
No. 196

報告
〃
〃
〃

〃
〃
〃
整理
報告
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
整理
報告
整理
〃
報告
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃

〃
〃

SE895

SE895

SE1329
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SE3031

SE3057

13501300120011001000900

第 11表　境塚遺跡出土井戸材の年輪年代

第 39図　境塚遺跡 2009・2014 年度出土井戸材の年輪年代
（斜字は曲物、○は年輪酸素同位体比分析実施個体）
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４　境塚遺跡出土井戸材の年輪年代

表）。信頼度を示す t は 5.6-9.3 で、年代決定の信頼度は十分に高い。年代決定ができたものの年代を木

村・荒木［2012］で年代が決められた全試料と合わせて示した（第 39 図）。年代が決まった試料のうち

4 点は樹皮が残存するため、枯死年（伐採年）を決定する事ができた。枯死年が確定したものは SE3031

の No.145 が 1280 年、No.143 と No.144 が同一年の 1284 年、SE3057 の No.177 が 1279 年である。

また、SE3031 の No.137 は表層が確認できなかったが、No.144 と低周波成分まで高い相関を示し、年

輪数や材の大きさもほぼ同じであることから、同材である可能性が高い。従って No.137 は表層 1 年分

が計測できなかったものと考えられる。なお、樹皮の残存する個体は晩材が形成されているが不完全かほ

ぼ完成している（荒川ほか［2015］の基準で C-D 段階）ため、夏から秋にかけて枯死し（伐採され）たもの

と考えられる。

樹皮の残存していないもののうち SE3057 の曲物 No.196 は残存する表層が 2 つに分かれた側板の上

半分、下半分とも 1228 年となった。SE3031 の曲物 No.158 は年輪数が多いにも関わらず境塚マスタ

とも今回年代が決まった試料とも合致点が得られなかった。No.158 はほかの境塚遺跡出土材とは年代的

に異なる可能性が高いが、柾目面での年輪計測は年輪界の識別が不完全なこともあるため、計測上の問題

で相関が得られなかった可能性もある。

酸素同位体比分析は No.187 の 12 年輪分、No.177 の 223 年輪分、No.144 の 246 年輪分について実

施し、中塚（未発表）の中部日本の試料で作成された 2000 年分の標準パタンに対してクロスデーティン

グを実施した。その結果、No.187 は年輪数が少なくて年代を決められなかったが、No.177 は r=0.55，

t=9.87、No.144 は r=0.55，t=10.15 とどちらも極めて高い相関で暦年代を確定することができた。
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第Ⅷ章　調 査 の ま と め

1　D・E 区の遺構変遷

2009 年度に調査した D 区では、道 1（SD2000・2001）の東側に集落が形成されている。その変遷に

ついては、Ⅰ期−道 1 構築以前の時期、Ⅱ期−道 1 が機能していた時期、Ⅲ期−道 1 が廃絶した以後の

時期、の 3 期を設定した［村上 2012］。このうち、Ⅱ期は道 1 に 3 期の変遷が認められたこと、掘立柱

建物にも主軸方向・重複関係から 3 時期の変遷が認められたことに相関を見出し、Ⅱ -1・Ⅱ -2・Ⅱ -3a・

3b 期に細分した。E 区で検出した遺構も D 区の集落と一連のものととらえることができる。以下では、

E 区の調査成果を基に D 区の遺構について再検討を加えたうえで、D・E 区における遺構変遷を述べる。

1）Ⅰ　　　期

当該期の遺構としては、道 1 より古い

SD2295・2296・2314・2333・2354 が

ある。このほか、SK2376・SX2352 は道

2 の側溝 SD2334 に切られることからこの

時期に含める（第 40 図）。なお、SD2354

は SD2296 と同一の溝である可能性があ

り、SD2296 は SD2295 より古いことか

らⅠ期の中にも時期差が存在する。これら

の遺構は、道や掘立柱建物と主軸方向が一

致せず、SD2295 のように地形の傾斜に

沿って構築されるものもある。D・E 区に

おいては遺構数が僅少であり、積極的な土

地利用が行われていなかったものと推定さ

れる。

2）Ⅱ　　　期

道 1 が構築され、これに合わせて建物・井戸・溝などが出現し集落形成が認められる時期である。以

下では、道 1・2 の変遷と掘立柱建物の変遷について述べ、両者の関係について考察する。また、井戸・

溝の変遷時期について見ることとする。

道 1・2の変遷

村上［2012］では、道 1 の変遷を 1 期：SD2000B-SD2001C、2 期：SD2000B-SD2001B、3 期：

SD2000A-SD2001A の 3 時期に設定した。1 期は SD2001C に対応する側溝を確認できないことから

SD2000B を当てていた。しかし、SD2000 の平面及び土層断面を再検討したところ、東側（路面側）に
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第 40図　D・E区遺構変遷図（1）
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1　D・E 区の遺構変遷

浅い溝状の立ち上がりを確認できる（［荒川・村上ほか 2012］図版 55　SD2000A・SD2354  B-B' セクションの

3c 層など）。SD2001C も SD2001 の東側に位置することや、両者が平行にあることから、本稿ではこの

溝状の立ち上がりを SD2000C とし、1 期の側溝に位置付ける。

一方、道 2 は村上［2012］において道 1 の 1・2 期に位置付けられていた。これについても再検討したところ、

道 2-SD2334 の底面は SD2000B との交点

で一度立ち上がるものの、その覆土上部は

SD2000B の覆土を切って SD2000A との交

点で再び立ち上がっている（［荒川・村上ほか

2012］図 版 55  SD2000B・SD2334  k-k' セ ク

ション）。つまり道 2 は、当初は SD2000B に

接続するために作られたが、SD2000A の構

築に合わせて掘り直しが行われ、これに接続

したものと考えられる。そして、SD2000A

は数回の掘り直しが行われており、最終的に

SD2334 は SD2000A に切られている。し

たがって、道 2 は道 1 の 2 期に作られ、3

期の途中で廃絶するものと推定される。

以上から、Ⅱ期をⅡ -1 期：SD2000C-

SD2001C、Ⅱ -2 期：SD2000B-SD2001B

と 道 2、 Ⅱ -3a 期：SD2000A-SD2001A

と 道 2、 Ⅱ -3b 期：SD2000A-SD2001A

に細分する。

掘立柱建物の変遷

掘立柱建物は主軸が東偏 30〜42 度の

も の 9 棟（SB26〜30・32・40・45・47）、

西偏 47〜63 度のもの 13 棟（SB31・33〜

39・41〜44・46）があり、雨落溝など建物

に付随する溝も存在する。これらの重複関

係が明らかなものは、以下の通りである。

① SB36<SB46<SB38<SB43・45

② SB35<SB38

③ SB30<SB31

④ SB28<SB27・29<SB26

⑤ SB33<SB34

このように、建物は最大 4 回の重複関

係が認められる。①・②の重複関係から、

SB35・36・46 は SB38 より古いことが
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第 41図　D・E区遺構変遷図（2）
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分かる。このうち、SB35・36 はいずれも西偏 55 度を測ることから、同時期に機能した可能性が推定さ

れる。また、SB28・30・32 は東偏 35・37 度を測り、主軸がこれらと直交することから、SB28・30・

32・35・36・44 は一つのまとまりとしてとらえることができる。これらを建物 A 群とする（第 41 図）。

SB46 は西偏 62 度を測り、これと主軸を合わせるものに SB37・39・41・42 がある。東偏 30 度の

SB40・47 は主軸がこれらと直交する。こ

の SB37・39・40・41・42・46・47 の

一群を建物 B 群とする（第 41 図）。

SB38 は西偏 55 度を測り、これと主軸

を合わせるものに SB31 がある。SB26 は

東偏 36 度を測り、主軸がこれらと直交す

る。SB31 は③、SB26 は④の重複関係が

示す通り、建物 A 群より新しい。遺構の

重複関係・主軸方向から SB26・31・38

は同時期に機能していたことが推定され、

これを建物 C 群とする（第 42 図）。

SB43・45 は①の重複関係から、最も

新しい時期の建物であると考えられる。

SB43・45 は東偏 36・37 度を測り、こ

れと主軸が直交するものに SB34 がある。

この SB34・43・45 の一群を建物 D 群と

する（第 42 図）。

SB27・29 は④の重複関係から、建物

A 群より新しく、建物 C 群より古い。ま

た、SB33 は⑤から建物 D 群より古い。

SB27・29 は東偏 41・42、SB33 は西偏

47 度を測り主軸が平行ないし直交するこ

とから、SB27・29・33 は一つのまとま

りとしてとらえることができる。したがっ

て、これらは建物 B 群に含まれる可能性

が高い。

以上から、D・E 区で検出した建物は、

建物 A 群（SB28・30・32・35・36・44）→

建物 B 群（SB27・29・33・37・39・40・41・

42・46・47）→建物 C 群（SB26・31・38）

→建物 D 群（SB34・43・45）という変遷

が認められる（第 12 表）。
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第 42図　D・E区遺構変遷図（3）
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1　D・E 区の遺構変遷

道 1と掘立柱建物の関係

道1のSD2001は、Ⅱ-1期では東偏37度、Ⅱ-2期では東偏37.5度、Ⅱ-3期では東偏38.5度を測り、徐々

に東側に傾く。これに対し、掘立柱建物は建物 A 群がⅡ -1 期に、建物 B 群がⅡ -2 期に、建物 C・D 群

がⅡ -3 期におおむね主軸を合わせることから、それぞれ同時期に機能していた可能性が推定される。建

物 B 群は東偏 30 度と西偏 59 〜 63 の SB37・39 〜 42・46 と、東偏 41・42 と西偏 47 度の SB27・

29・33 に分かれる。前者はⅡ -1・2 期、後者の SB27・29 に伴う溝 SD2122・2132・2135 がⅡ -3 期

と主軸を合わせる。また、建物 B 群は建物 A 群より新しく、建物 C・D 群より古いことから、その下限

はⅡ -3 期の前半までと考えられる。以上の道 1 と掘立柱建物の関係から、集落Ⅱ期は次のように整理す

ることができる（第 41・42 図）。

Ⅱ -1 期 = 建物 A 群（SB28・30・32・35・36・44）

Ⅱ -2 期 = 建物 B 群（SB27・29・33・37・39・40・41・42・46・47）

Ⅱ -3a 期 = 建物 C 群（SB26・31・38）

Ⅱ -3b 期 = 建物 D 群（SB34・43・45）

ただし、Ⅱ -3a・3b 期と建物 C・D 群との時期関係は明確にできず、便宜的に分けたものである。道

2 の廃絶が集落に与えた影響については、周辺の調査成果を含めた検討が必要である。

井戸・溝の変遷時期

Ⅱ期に属する井戸・溝は、建物に近接して存在する。これらと建物との重複関係は以下の通りである（第

12 表）。

① SB44（Ⅱ -1 期）<SE3033

Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅲ期
Ⅱ -1 期 Ⅱ -2 期 Ⅱ -3a 期 Ⅱ -3b 期

道 1（SD2000C・2001C） 道 1（SD2000B・2001B） 道 1（SD2000A・2001A）

道 2 道 2

SD2314 ＜道 1（SD2000A・2001A）

SD2295 ＜道 1（SD2001C）

SD2296 ＜道 1（SD2001C）

SD2333 ＜道 1（SD2000B）

SK2376 ＜道 2（SD2334）　　　　　＜道 1（SD2000A） ＜ SK2433・
SD2002.  SX2115

SX2352 ＜道 2（SD2334）

建物 A 群 建物 B 群 建物 C 群 建物 D 群

SB28（P2116・2125・2244） ＜ SB27・29（SD2122・
2132） ＜ SB26（SD2114）

SB30（P2055・2057・2072
・2082・2085・2097）

＜ SB31（P2056・2068・
2069・2074・2086・2107） ＜ SD2012・2020

SD2020 ＜ SD2022

SB36（P3723） ＜ SB46（P3724）

　 SB46（P3807） ＜ SB38（SD3734）

SB35（P3368 ・3439・3444） ＜ SB38（SD3056・3416）

SB38（SD3040・3056）  ＜ SE3042        ＜ SB43（P3752）

SB38（SD3734） ＜ SB45（P3536）

　   SB38（SD3734）         ＜ SE3059　    ＜ SB45（P3510）

　   SB38（SD3734）         ＜ SE3048

SB44（P3763） 　　　　　　　　　＜ SE3033

SE3445 ＜ SB36（P3720）

SB33（P2023） ＜ SB34（P2440）

SD2295 ＜ SB47（SD3065）

第 12表　境塚遺跡D・E区の遺構の重複関係と変遷
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② SE3445<SB36（Ⅱ -1 期）

③ SB38（Ⅱ -3a 期）<SE3042<SB43（Ⅱ -3b 期）

④ SB38（Ⅱ -3a 期）<SE3059<SB45（Ⅱ -3b 期）

⑤ SB38（Ⅱ -3a 期）<SE3048

⑥ SB30（Ⅱ -1 期）<SB31（Ⅱ -3a 期）<SD2012・2020

井戸は②〜⑤の重複関係から、SE3445 はⅡ -1 期、SE3042・3048・3059 はⅡ -3 期に属する可能性

が推定される。なお、①の SE3033 はⅡ -1 期の SB44 より新しいが、Ⅱ期のいずれの段階に所属するか

は不明である。溝は⑤の重複関係が示す通り、SD2012・2020 がⅡ -3a 期の SB31（建物 C 群）より新しい。

これらはⅡ -3b 期の SB34（建物 D 群）に隣接し、主軸を合わせることから、この時期に所属するものと

推定される。

3）Ⅲ　　　期

道 1 が廃絶した以後の時期である。D

区では、道を切って構築される SD2002・

SK2433・SX2115 などのほか、道 1 と主

軸が一致しない SD2022・2110 などがあ

る。SX2115 は道 1 の側溝 SD2001A の

2b 層で検出され、ヒトの可能性がある臼

歯と四肢骨の焼骨が出土した。1.5m 離れ

た南西側の 1 層からは、五輪塔の水輪も

出土している。また、路面を挟み対称の位

置に当たる 13H1 グリッド SD2000A-1・

6 層からもヒトの可能性がある四肢骨など

の焼骨が出土しており、土坑であった可

能性がある。更に、SD2000 に重複する

SK2433 付近からも焼骨片が出土してい

る。これらは、半埋没の側溝を埋葬施設に

利用した可能性があり、道の利用の在り方

として注目される。このほか、SD2000A

の北西側には SK2093・2136・2425 が

あり、SK2093・2425 から哺乳類と思われる焼骨片が出土している。このように、焼骨を含む遺構は調

査区北側の 12・13H グリッドにあり、ひとつのまとまりを形成する。したがって、SX2115・SK2433

やこの付近にある土坑は、墓もしくは埋葬関連施設と考えられ、これら一群はⅢ期に属する可能性がある。

なお、E 区では、この時期に属する明確な遺構は見つかっていない（第 43 図）。

以上から、Ⅰ〜Ⅲ期における遺構変遷から道 1 と集落の消長が一致することが明らかとなった。集落

の主体をなすのはⅡ期であり、道 1 と沿線の集落が緊密な関係を持っていたものと推定される。そして、

Ⅱ -3b 期には集落が北東寄りに移動する様子がうかがえる。Ⅲ期には道と集落が衰退するものの、D 区

北側を中心として墓域に変化した可能性がある。
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6.4
59

6.5
25

0 （1：800） 40m

Ⅲ期

SD2002
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SX2115

骨片集中

SK2093

SK2425

SK2136

SD2110

SD2022

第 43図　D・E区遺構変遷図（4）
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2　遺跡の年代と様相

2　遺跡の年代と様相

A　D・E 区について

1 節で、D・E 区の中世遺構はⅠ期、Ⅱ -1・2・3a・3b 期、Ⅲ期の 6 期に変遷すると推定した。ここでは、

出土遺物と年輪年代及び放射性炭素年代から各期の年代を検討する。

Ⅰ期の SD2295 からは、珠洲焼Ⅲ期の甕 72・鉢 73 と、底部がつまみ出される土師質土器小皿 R1 類

71 が出土しており、少数ながらも 13 世紀後半のものがまとまっている。また、遺構には伴わないものの、

珠洲焼Ⅱ期に位置付けられる資料（鉢 99 など）が存在する。以上から、Ⅰ期の年代は 13 世紀前半に接点

を持ち、後半までの期間と考えられる。

Ⅱ期は、SD2000・2001 出土遺物の検討から 13 世紀後半〜 14 世紀前半と推定した［荒川 2012a］。

Ⅱ -3 期の SD2000A・2001A には珠洲焼Ⅲ〜Ⅳ期の資料が豊富にあり、14 世紀前後〜前半が中心と考

えられる。また、Ⅱ -3 期に位置付けられる SE3042-1 層から珠洲焼Ⅳ 3 期〜Ⅴ期の片口鉢 36 が出土し

ており、本期の年代観を支持する。したがって、Ⅱ -1・2 期はⅠ期とⅡ -3 期に挟まれた 13 世紀後半の

可能性が高いと考えられる。

Ⅲ期は遺構・遺物がほとんどないが、Ⅱ -3 期の年代から 14 世紀後半と推定される。

次に、年輪年代と放射性炭素年代の結果から検討を行う。境塚遺跡の年輪年代については、光谷

［2012］によって明らかにされた暦年代を基に、木村・荒木［2012］の標準年輪幅パタンのマスタ 0 年

を 1342 年と考え、A 区の SE895・1007・1329 の暦年代を推定した［荒川 2012a］。しかし、E 区の

SE3031・3035・3048・3057 から出土した木製品について年輪年代学的解析と年輪酸素同位体比分析

を行った結果、7 点の暦年代が明らかになり、マスタ 0 年は 1341 年の誤りであることが分かった（第Ⅶ

章 4）1）。したがって、荒川［2012a］で推定した SE895・1007・1329 出土木製品の暦年代はいずれ

調査区 遺構 報告 No. 整理 No. 資料 樹皮 年輪数 表層暦年代 放射性炭素年代 2σ暦年代範囲

A 区

SE895

217 688 曲物側板 181 1341

218 687 曲物側板 232 1334

195B 464 桟木 111 1335

199 459 桟木 62 1081

201 647 桟木 ○ 26 1365AD-1390AD（93.9％）

SE1007

265 686 曲物側板 365 1206

226 と同材 13 縦板 ○ 123 1299 1270AD-1299AD（95.4％）

241 578 桟木 ○ 97 1300

247 576 桟木 ○ 71 1300

259 61 支柱 97 1296

255 594 縦板 81 1067

SE1329
173 685 曲物側板 196 1284

224 自然木 ○ 1296AD-1400AD（95.4％）

E 区

SE3031

137 縦板 243 1283

143 縦板 ○ 204 1284

144 縦板 ○ 246 1284 1272AD-1306AD

145 縦板 ○ 226 1280

SE3048 194 縦板 1155AD-1247AD

SE3057
177 縦板 ○ 222 1279 1209AD-1273AD

196 曲物側板 160 1228

1） 荒川［2012a］では、光谷［2012］により SE1007-No.265（整理 No.686）の表層年輪年代が 1195 年と分かったの
に対し、木村・荒木［2012］が表層側で 12 年分多く計測したと考え、同資料の表層を 1207 年とした。そして、同資料
はマスタとのずれが 135 年であったため、マスタ 0 年はこれを足した 1342 年と考えた。しかし、実際には木村・荒木［2012］
が表層側を多く計測していたのは 11 年分であった。荒川［2012a］の誤りであり、ここで訂正する。

第 13表　A・E区出土井戸部材の年輪年代及び放射性炭素年代測定結果
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も 1 年古くなり、SE1007 の構築推定年は 1300（正安 2）年となる（第 13 表）。なお、これらの暦年代は

放射性炭素年代測定の結果（第Ⅶ章 3）［伊藤ほか 2012］とも矛盾はない。

さて、SE3031 出土縦板 4 点から 145 − 1280 年・137 − 1283 年・143・144 − 1284 年という暦年代

が得られた（第 13 表）。145 は周縁などに小孔を持つ屋根材等と考えられ、転用したものであることが明

らかである。143・144 はいずれも柾目材を打ち割りしたもので、2 枚が接合した個体である。143 は

表裏面に刻み痕やくぼみが認められるため転用材の疑いがあるが、144 には転用を示す明確な痕跡はな

い。これらは 5 年という近接した年代幅に収まることから、① 1280 年頃に建てられた掘立柱建物から

転用材と 1284 年に伐採した新材を組み合わせたものか、② 1280 年〜 1284 年伐採の木材を利用した

同一建物から解体した転用材か、いずれかの可能性が考えられる。SE3031 出土土器を見ると、井戸側

周囲の埋土である 18 層から珠洲焼Ⅳ 1 期甕 18、井戸側内 10 層から古瀬戸中期卸し皿 19 が出土してお

り、13 世紀後葉〜 14 世紀前葉に構築されたとして矛盾はない。しかし、①は証明できず、②は下限を

示せないことから、SE3031 の構築年は 1284 年〜 14 世紀前葉と幅を持たせざるを得ない。しかし本章

4 で後述するように、井戸側縦板の新材が板目材に限られていることを考慮すれば、SE3031 の柾目縦板

は転用材である可能性が高いと考えられる。したがって、井戸の構築年は伐採年よりも下るものと推定さ

れる。なお、甕 18 はⅡ -1 期に所属する SB35-P3366 の 1 層出土破片と接合しており、SB35 の構築は

SE3031 より古い可能性があることを指摘しておきたい。

次に、SE3057 の樹皮付き縦板 177 の伐採年は 1279 年と分かった。これは柾目板 2 枚が接合した個

体で、転用を示す痕跡は認められない。ただし、ほかの縦板には 194 などの転用材も含まれており、梁

などの角材を転用した可能性も排除できない。出土土器は土師質土器 RH1 類 62 があるが、14 世紀前半

までの幅を持つ。したがって、SE3057 の構築年は 1279 年〜 14 世紀前半となるが、SE3031 と同様に

柾目縦板が転用材の可能性を考慮すれば、1279 年より下るものと考えられる。

年輪年代学的解析によって井戸側材の伐採年代が明らかになったことは次の 2 点で重要な意味を持つ。

第 1 に、両者の年代が 1279 年〜 1284 年の 6 年間に集中することであり、このころには本遺跡の集落

形成が開始していたことを示すと考えられる。それはすなわち、集落形成の基盤となる道 1 も機能を開

始していたことに通じ、Ⅱ期が 13 世紀後半から始まるとしたことを補強するものである。更に、これら

の年代は白河荘山浦四箇条・水原条・船江条の地頭職であった大見行定が、1283（弘安 6）年に自らの所

領を子供に譲った時期と符合する。境塚遺跡が含まれる可能性が高い水原条・船江条は子の大見家綱に譲

られたと考えられている［樋口 2004］。広域に及ぶ幹線道路の整備とこれを基軸とした町場の形成に地

頭職である大見氏の関与が考えられる中で、背景に家綱の相伝があったとすれば大変興味深い。

第 2 に、1280 年に伐採された SE3031 縦板 145 が屋根材等を再利用した古材と分かったことであ

り、1280 年ころに建てられた掘立柱建物が解体・利用されたことが明らかになったことである。D・E

区では合計 21 棟の掘立柱建物が頻繁に建て替えられているが（第Ⅷ章 1）、こうした建て替えに伴う解体

と建築材の再利用という流れが見えてきた。更に、A 区の SE1007 の縦板 255 や SE895 の桟木 199 の

ように井戸の構築年より 100 年以上古い材が再利用されていることも明らかにされており［木村・荒木

2012］（第 13 表）、古い建物の解体によるものか、貯木されていた古材を利用したもののいずれかの可能

性が高い。このように、井戸側部材を観察・分析することは、掘立柱建物の構築年代とその建築材の分析

にも通じることを指摘しておきたい。
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3　掘立柱建物について

B　F・G 区について

F 区では、SE4013 の甕 203・204 が 13 世紀中葉〜後葉に位置付けられ、A 区Ⅱ期［荒川 2012a］

と並行する。

G 区で中世に属する SE3000 からは珠洲焼Ⅴ期片口鉢 233 や青磁上田 D-2 類椀 234、SD3008 から

は珠洲焼Ⅴ期片口鉢 240 や白磁皿 D 群 242 が出土しており、いずれも 14 世紀後葉〜 15 世紀前半に含

まれる。ほかに、珠洲焼片口鉢Ⅱ期 249・Ⅲ期 103・Ⅳ期 250 があり、13 世紀前半〜 14 世紀前半のも

のも確認できる。この年代幅は、隣接する市教委 B 区［古澤 2011］の年代幅と共通し、A 区のⅠ〜Ⅲ期

［荒川 2012a］に並行する。なお、土師質土器皿 245 と白磁四耳壺 255・256 は 12 世紀後半の所産と

考えられ、これまでに確認されていない時期の資料である。本遺跡がこの時期にさかのぼる可能性を示唆

するものとして注目される。

出土土器の構成は瓷器系陶器の比率が高く、流通品である瓦器の火鉢・風炉を定量含んでおり（第 6 表）、

遺構と共に市教委 B 区と同様の傾向を示す。

3　掘立柱建物について

A　掘立柱建物の概要

2009・2014 年度にわたる調査の結果、当遺跡では掘立柱建物 47 棟を検出した。その内訳は A 区 25

棟、D 区 9 棟、E 区 13 棟である。時期別では、A 区Ⅱ期（13 世紀後半〜 14 世紀前半）7 棟（SB1・5・9・

11・16・19・22）、A 区Ⅲ期（14 世紀後半〜 15 世紀前葉）14 棟（SB2 〜 4・6 〜 8・12・13・15・18・20・

21・24・25）、D・E 区Ⅱ期（13 世紀後半〜 14 世紀前半）22 棟（SB26 〜 47）である。遺跡は遺構・遺物の

検出状況から、A 区Ⅱ期、D・E 区Ⅱ期の 13 世紀後半〜 14 世紀前半が主体となる。また、当遺跡周辺

には、村前東 A 遺跡［加藤ほか 2010］、柄目木遺跡［佐藤ほか 2010、加藤ほか 2013］、山口野中遺跡［村

上ほか 2013・2015］などが存在する（第 9 図）。これらの遺跡は、いずれも珠洲焼Ⅲ・Ⅳ期に属する遺物

が主体を占めており、当遺跡と同時期に機能していたと推定される。

以下では、当遺跡のほか、上記した周辺遺跡の建物について検討を加え、阿賀野市内における 13 世紀〜

14 世紀前半に属する掘立柱建物の特徴を明らかにする。また、これと時代が前後する大坪遺跡［荒川ほか

2006］、鴨深甲遺跡［高橋ほか 2006］、境塚 A 区遺跡Ⅲ期の建物を取り上げ、掘立柱建物の構造について

比較する。

B　資料の概要と分析

1）資 料 の 概 要

当遺跡の掘立柱建物の概要は本書及び荒川・村上ほか［2012］で記載しているので、ここではこれ以外

の遺跡で検出した建物の概要について述べる。

大坪遺跡　大坪遺跡は寺社集落がある自然堤防上の東端に位置し、11 〜 12 世紀を中心とする大規模な

集落が検出された。掘立柱建物は 54 棟検出され、遺構・遺物から越後城氏との関連が推定されている［荒

川ほか 2006］。掘立柱建物は大坪遺跡のⅡ期（11 〜 12 世紀）に属する 19 棟（SB1 〜 9・11・13・17・19・

28・30・32・34・39・47）を対象とした。
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山口野中遺跡　山口野中遺跡は JR 羽越本線を挟んだ北西側に隣接する。居住域は 2 区と 4 区で検出され

ており、これらは約 70m 離れて存在する。建物は 6 棟を検出しており、2 区で 3 棟（SB1 〜 3）、4 区で

3 棟（SB7 〜 9）が近接する。また、境塚遺跡 D 区で検出した幹線道路（道 1）から分岐する枝道（道 2）は、

4 区で検出した集落の方向へ延びる。

柄目木遺跡　柄目木遺跡は旧小里川の左岸に立地する。この旧河川に沿って平行する 2 条の溝（SD113・

114）とこれに直交する 2 条の溝（SD118・119）があり、道と考えられる。この道に近接して集落が形成

される。建物は 16 棟を検出しており、旧小里川寄りの A・B 区で 5 棟（SB8・50・87・97・98）、調査区

南西側の C 区で 11 棟（SB260・300・350・380・381・394 〜 396・514 〜 516）存在する。

村前東 A遺跡　村前東 A 遺跡は柄目木遺跡の西方約 200m の地点に位置する。調査区中央には直線的に

延びる溝（SD3）と L 字状に屈曲する溝（SD9・204・205）がある。これらは平行して延びることから、

区画溝、あるいは通路としての機能が考察されている［加藤ほか 2010］。また、これらは調査区外の南北

方向へ延びることから道として機能していた可能性が考えられる。建物はこの道の両側に 12 棟（SB222・

377・444・480・530・552・553・606 〜 610）存在する。

鴨深甲遺跡　鴨深甲遺跡は堀越館跡の約 500m 南に位置する。掘立柱建物は 10 棟検出されており、調

査区の北部で 1 棟、中央部で 5 棟、南部で 4 棟散在する。これらの建物群の間には水田と考えられる凹

地遺構が多数検出された。遺構の検出状況から、14 世紀〜 15 世紀前半の散居村の集落形態をとるもの

と推定されている［高橋ほか 2006］。なお、出土遺物には 12 世紀代のものも一定量あることから、掘立

柱建物の中には当該期のものが含まれる可能性がある。

2）分 析 の 方 法

各遺跡で検出した掘立柱建物の建物型式、建物の面積、柱間寸法について比較する。建物型式は、統一

の基準を設けて検討する必要があるため、ここでは宮本［1999］による梁間一間型建物（第 17 図）と総

柱型建物に分類する。また、中世に所属しない建物や建物の全形が不明なものは省いた。下屋がある建物

の面積は、下屋を含めた面積を使用した。柱間寸法は、下屋の有無に関わらず身舎の桁行柱間長で最も長

いものを用いた。なお、建物の計測方法は第 18 図に拠る。

C　各遺跡の掘立柱建物の構造

各遺跡で検出した代表的な掘立柱建物を第 44 〜 47 図に示した。また、建物型式は第 14 表、柱間規

模は第 15・16 表、面積は第 48 図に示した。

大坪遺跡　大坪遺跡は二面下屋付総柱型建物 3 棟、三面下屋付総柱型建物・三面下屋付梁間一間型建物 3

六面下屋付
総柱型建物

四面下屋付
総柱型建物

四面廂付梁
間一間型建
物

三面下屋付総柱
型建物・
三面下屋付梁間
一間型建物

二面下屋付
総柱型建物

二面下屋付
梁間一間型
建物

一面下屋付
梁間一間型
建物

梁間一間型
建物 総柱型建物 多柱梁間型

建物 合計

大坪遺跡 1 9 3 3 3 19

境塚遺跡
A 区Ⅱ期 4 3 7

境塚遺跡
D・E 区Ⅱ期 4 1 14 3 22

柄目木遺跡 3 11 1 15

村前東 A 遺跡 1 11 12

山口野中遺跡 1 3 2 6

境塚遺跡
A 区Ⅲ期 6 7 1 14

鴨深甲遺跡 2 7 9

第 14表　各遺跡の建物型式
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3　掘立柱建物について

遺跡名 建物型式 4 間×
7 間

4 間×
6 間

4 間×
5 間

5 間×
4 間

4 間×
4 間

4 間×
3 間

3 間×
5 間

3 間×
4 間

3 間×
3 間

2 間×
4 間

2 間×
3 間

2 間×
2 間

1 間×
5 間

1 間×
4 間

1 間×
3 間

1 間×
2 間

大坪遺跡

四面下屋付総柱型建物 1 2 5 1

三面下屋付総柱型建物・
三面下屋付梁間一間型建物 1 2

二面下屋付総柱型建物 1 1 1

総柱型建物 2 1

境塚遺跡
A 区Ⅱ期

二面下屋付梁間一間型建物 3 1

梁間一間型建物 3

境塚遺跡
D・E 区Ⅱ期

二面下屋付梁間一間型建物 1 1 1 1

一面下屋付梁間一間型建物 1

総柱型建物 1 1 1

梁間一間型建物 1 2 1 1 5 4

柄目木遺跡

二面下屋付梁間一間型建物 1

一面下屋付梁間一間型建物 1 1 1

梁間一間型建物 4 6

村前東A遺跡
四面下屋付梁間一間型建物 1

梁間一間型建物 1 5 3

山口野中遺跡

一面下屋付梁間一間型建物 1

総柱型建物 1 1

梁間一間型建物 1 2

境塚遺跡
A 区Ⅲ期

二面下屋付梁間一間型建物 2 1 3

総柱型建物 1

梁間一間型建物 1 2 3

鴨深甲遺跡
二面下屋付梁間一間型建物 1 1

梁間一間型建物 1 1 3 2

四面下屋付総柱型建物
桁行長
（m）

桁行の
規模

柱間寸法
（m）

大坪遺跡

SB4 14.20 5 間 3.00 

SB11 13.36 7 間 2.76 

SB34 12.76 6 間 3.04 

SB9 11.28 5 間 3.48 

SB17 10.76 5 間 3.26 

SB28 10.68 5 間 3.20 

SB30 10.30 5 間 3.38 

SB19 10.04 4 間 3.36 

SB3 9.72 6 間 3.76 

三面下屋付総柱型建物・
三面下屋付梁間一間型建物

桁行長
（m）

桁行の
規模

柱間寸法
（m）

大坪遺跡

SB5 12.78 5 間 2.72 

SB47 9.84 4 間 3.16 

SB39 9.16 4 間 3.24 

二面下屋付総柱型建物
桁行長
（m）

桁行の
規模

柱間寸法
（m）

大坪遺跡

SB32 10.76 4 間 3.26 

SB13 10.26 3 間 3.50 

SB1 8.64 4 間 2.72 

二面下屋付梁間一間型建物
桁行長
（m）

桁行の
規模

柱間寸法
（m）

境塚遺跡
A 区Ⅱ期

SB9 10.48 4 間 2.76 

SB16 9.68 4 間 2.88 

SB1 9.53 3 間 3.20 

SB19 8.02 4 間 2.28 

境塚遺跡
D・E 区Ⅱ期

SB35 10.50 5 間 2.28 

SB45 9.92 4 間 2.52 

SB46 9.90 4 間 2.52 

SB38 8.03 3 間 2.80 

二面下屋付梁間一間型建物
桁行長
（m）

桁行の
規模

柱間寸法
（m）

境塚遺跡
A 区Ⅲ期

SB2 10.28 5 間 2.30 

SB13 9.98 5 間 2.18 

SB3 9.90 4 間 2.68 

SB4 7.72 3 間 2.62 

SB21 6.78 3 間 2.80 

SB25 5.52 3 間 2.02 

鴨深甲遺跡
SB15 14.00 7 間 2.06 

SB131 14.82 5 間 3.02 

梁間一間型建物
桁行長
（m）

桁行の
規模

柱間寸法
（m）

境塚遺跡
A 区Ⅱ期

SB22 8.68 3 間 3.12 

SB5 7.80 3 間 2.64 

SB11 5.82 3 間 2.32 

境塚遺跡
D・E 区Ⅱ期

SB44 12.88 5 間 2.70 

SB34 8.66 4 間 2.54 

SB28 7.68 4 間 2.40 

SB47 7.50 3 間 2.84 

SB33 6.76 3 間 2.38 

SB27 6.48 3 間 2.30 

SB36 6.15 3 間 2.12 

SB30 5.88 3 間 2.18 

SB29 5.60 3 間 2.18 

SB43 4.65 2 間 2.37 

SB37 4.40 2 間 2.24 

SB41 4.36 2 間 2.27 

SB42 4.24 3 間 1.70 

SB40 3.86 2 間 2.00 

柄目木遺跡

SB97 8.64 3 間 3.10 

SB514 7.90 3 間 3.50 

SB8 5.92 2 間 3.20 

SB350 5.83 3 間 2.12 

SB98 5.48 2 間 2.80 

SB381 5.46 3 間 2.14 

SB396 4.80 2 間 2.66 

SB87 4.66 2 間 2.50 

SB394 3.77 2 間 2.11 

SB395 3.56 2 間 2.08 

SB380 2.32 1 間 2.32

梁間一間型建物
桁行長
（m）

桁行の
規模

柱間寸法
（m）

村前東A遺跡

SB553 8.50 3 間 3.50 

SB552 8.00 3 間 2.90 

SB606 6.50 3 間 2.70 

SB607 6.10 3 間 2.50 

SB222 6.00 3 間 2.00 

SB377 4.80 2 間 2.60 

SB609 4.50 2 間 2.30 

SB608 4.40 2 間 2.20 

SB480 3.80 2 間 1.90 

山口野中遺跡

SB2 6.42 3 間 2.22 

SB3 6.18 3 間 2.04 

SB8 4.96 2 間 2.53 

境塚遺跡
A 区Ⅲ期

SB18 7.36 4 間 1.90 

SB20 6.43 3 間 2.30 

SB24 5.06 3 間 1.96 

SB6 4.44 2 間 2.26 

SB7 4.34 2 間 2.25 

SB15 4.08 2 間 2.10 

鴨深甲遺跡

SB221 11.85 5 間 2.66 

SB309 8.22 3 間 4.28 

SB306 8.11 3 間 2.84 

SB82 5.80 3 間 2.20 

SB81 5.48 3 間 2.88 

SB83 5.30 2 間 2.78 

SB80 3.90 2 間 2.04 

総柱型建物
桁行長
（m）

桁行の
規模

柱間寸法
（m）

大坪遺跡

SB2 7.72 3 間 2.54 

SB6 6.20 3 間 2.38 

SB8 3.88 2 間 1.96 

多柱梁間型建物
桁行長
（m）

桁行の
規模

柱間寸法
（m）

柄目木遺跡 SB260 8.10 4 間 2.11 

第 15表　各遺跡の梁間・桁行の規模

第 16表　各遺跡の建物型式別の桁行長と柱間寸法
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第 44図　各遺跡の掘立柱建物（1）
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第 45図　各遺跡の掘立柱建物（2）
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棟、四面下屋付総柱型建物 9 棟、六面下屋付総柱型建物 1 棟、総柱型建物 3 棟で、ほとんどが下屋を持

つ建物で構成される（第 44 図）。四面下屋付総柱型建物の桁行長は SB3 が 9.72m、このほかは 10m 以

上の規模となる。桁行規模は、桁行 4 間が 1 棟、5 間が 5 棟、6 間が 2 棟、7 間が 1 棟で、5 間が多い。

柱間寸法は 2.76 〜 3.76m であり、桁行 7 間の SB11 は柱間 2.76m となるが、これ以外は 3.00m 以上

を測る。三面下屋付総柱型建物・三面下屋付梁間一間型建物は桁行 5 間が 1 棟、4 間が 2 棟、二面下屋

付総柱型建物は桁行 4 間が 2 棟、3 間が 1 棟となる。これらの建物は、柱間寸法 3.00m 以上が主体を占

める。このように、大坪遺跡の下屋付建物は、桁行の間数に関わらず、柱間 3.00m 以上のものが主体と

なり、柱間は広いもので統一される。総柱型建物は桁行 3 間が 2 棟、2 間が 1 棟ある。柱間寸法は 1.96 〜

2.54m で、2.5m 以上 1 棟、2.5m 未満が 2 棟となる。SB2・SB6 は桁行 3 間で、桁行長 7.72m・6.20m

を測り、ほぼ同規模となる。柱間寸法は SB2 が 2.54m、SB6 が 2.38m を測り、柱間寸法は 2.50m 以

上と 2.50m 未満の 2 種が認められる。

建物面積は、総柱型建物以外は全て 40m2 以上の規模となり、100m2 を超える大型の建物が 4 棟存在

する。

境塚遺跡

A区Ⅱ期　A 区は二面下屋付梁間一間型建物 4 棟、梁間一間型建物 3 棟で構成され、二面下屋付梁間

一間型建物と梁間一間型建物が主体を占める（第 45 図）。二面下屋付梁間一間型建物の桁行は 4 間が 3 棟、

3 間が 1 棟となり、桁行 4 間が多い。柱間寸法は 2.28 〜 3.20m である。このうち SB1・9・16 の 3 棟

が柱間 2.50m 以上で、桁行長はそれぞれ 9.53m・10.48m・9.68m を測り、3 棟とも桁行長が 10m 前

後となる。柱間寸法は、桁行 3 間の SB1 では 3.20m と柱間が広く、4 間の SB9・16 は 2.76m・2.88m

と柱間が狭くなる。したがって、二面下屋付梁間一間型建物は桁行長 10m という規格の中で、3 間・4

間など柱間が割り振りされた結果、3間では柱間が広くなり、4間では柱間が狭くなったものと考えられる。

一方、妻柱の有無では、SB1・19 が妻柱を持たないⅠa 型、SB9・16 が妻側の片面に妻柱を持つⅠb 型

となる。身舎梁行長は前者が 3.98m・4.42m、後者が 4.70m・4.04m となり、その規模に明瞭な差が認

められず、妻柱は梁行の広さと関連していないことが分かる。

梁間一間型建物 SB5・11・22 は、柱間寸法が 2.32 〜 3.12m で、3 棟中 2 棟が柱間 2.50m 以上であ

る。いずれも桁行 3 間の建物で、柱間 2.32m の SB11 は桁行長 5.82m、このほかは桁行長 7.80m・8.68m

となる。したがって、柱間寸法の広い建物の方が桁行長の規模がやや大きくなる傾向が認められるが、建

物の検出数が少ないため、明確に判断できない。

建物面積は、50m2 以上の二面下屋付梁間一間型建物と 40m2 未満の梁間一間型建物を中心に構成され

る。

D・E区Ⅱ期　D・E 区は二面下屋付梁間一間型建物 4 棟、一面下屋付梁間一間型建物 1 棟、梁間一間

型建物 14 棟、総柱型建物 3 棟で構成され、二面下屋付梁間一間型建物が一定数存在する（第 45 図）。二

面下屋付梁間一間型建物は桁行 5 間が 1 棟、4 間が 2 棟、3 間が 1 棟ある。柱間寸法は 2.28 〜 2.80m

である。このうち、4 棟中 3 棟が柱間 2.50m 以上で、1 棟が柱間 2.50m 未満となる。SB35 は桁行長

10.50m、桁行 5 間で、柱間寸法は 2.28m と狭い。桁行 4 間の SB45・46 は桁行長 9.92m・9.90m で、

柱間寸法は 2.52m と広くなる。また、SB38 は桁行長 8.03m、桁行 3 間で、柱間寸法は 2.80m と広い。

一方、同規模の A 区Ⅱ期 SB19 は、桁行長 8.02m・桁行 4 間で、柱間寸法は 2.28m と狭くなる。A・D・

E 区の建物は桁行長が 8m と 10m 前後の規模に造られており、この規格の中で桁行の間数が増減するこ
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第 46図　各遺跡の掘立柱建物（3）
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とによって、柱間寸法も増減したものと推定される。妻柱の有無では、Ⅰa 型 2 棟、妻側の両面に妻柱を

持つⅡa 型 1 棟、Ⅱa 型の一部に総柱型を取り込むⅡb 型 1 棟が認められる。身舎梁行長はⅠa 型 3.67m・

4.21m、Ⅱa 型 4.54m、Ⅱb 型 4.13m となり、妻柱の有無に関わらず梁行の規模に明瞭な差が認められ

ないことは A 区の建物と同様である。

梁間一間型建物は桁行 3 間が 7 棟、2 間が 4 棟あり、この 2 つの規模が主体となる。柱間寸法は 1.70 〜

2.84m であり、柱間が 2.50m 以上のものは SB34・44・47 の 3 棟で、これ以外の 11 棟は 2.50m 未満

となる。桁行長は、① 7.50m 〜 8.66m、② 5.60m 〜 6.76m、③ 3.86m 〜 4.65m に分けることが可能

である。①では、桁行 3 間の SB47 が柱間 2.84m、桁行 4 間の SB28・34 が柱間 2.40m・2.54m を測

り、桁行 3 間の方が柱間は広くなる。②では、全て桁行 3 間で、柱間寸法は 2.12m 〜 2.38m にまとまる。

③では、桁行 2 間の 4 棟が柱間 2.00m 〜 2.37m、3 間の SB42 は柱間 1.70m を測り、桁行 2 間の方が

柱間は広くなる。以上のように、①〜③の中で桁行の間数が増減した場合は、柱間寸法もこれに合わせて

増減し、柱間 2.5m 以上のものや、柱間が 2.00m を下回るものが認められる。

建物面積は、二面下屋付梁間一間型建物では 50m2 前後と 70m2 前後にまとまりが認められる。梁間一

間型建物は SB44 の 1 棟以外は全て 40m2 未満となる。

A 区Ⅲ期　Ⅲ期は二面下屋付梁間一間型建物 6 棟、梁間一間型建物 7 棟、総柱型建物 1 棟で構成され、

二面下屋付梁間一間型建物と梁間一間型建物が主体を占める（第 47 図）。二面下屋付梁間一間型建物は桁

行 5 間が 2 棟、4 間が 1 棟、3 間が 3 棟である。桁行長は、4 間・5 間の建物では 10m 前後、3 間は 5.52 〜

7.72m を測る。柱間寸法は 2.02 〜 2.80m であり、2.50m 以上 3 棟、2.50m 未満が 3 棟となる。このうち、

柱間 2.50m 以上の SB3 と柱間 2.50m 未満の SB2・13 は、桁行長 9.90m 〜 10.28m とほぼ同規模とな

る。SB3 は桁行 4 間で、柱間は 2.68m と広く、桁行 5 間の SB2・13 は柱間 2.18m・2.30m と狭くなる。

桁行の間数が増えるにしたがい、柱間寸法が狭くなることは A 区Ⅱ期の建物と同様である。妻柱の有無

では、Ⅰa 型 4 棟、Ⅱa 型・Ⅱb 型が各 1 棟認められる。身舎梁行長はⅠa 型 3.64 〜 4.52m、Ⅱa 型 4.02m、

Ⅱb 型 4.13m を測り、妻柱の有無により梁行長の規模が変化しないことは境塚遺跡Ⅱ期の建物と同様で

ある。

梁間一間型建物の桁行は 4 間が 1 棟、3 間が 2 棟、2 間が 3 棟ある。桁行 4 間の建物は、桁行長 7.36m、

3 間では桁行長 5 〜 6m 前後、2 間は桁行長 4.08 〜 4.44m の規模となる。柱間寸法は 1.90 〜 2.30m

の規模があり、いずれも 2m 前後にまとまる。

建物面積は、二面下屋付梁間一間型建物では 60m2 以上が 3 棟、30 〜 50m2 が 3 棟あり、桁行規模を

反映して面積も 2 つの規模に分かれる。梁間一間型建物はいずれも 30m2 以下となる。

山口野中遺跡　山口野中遺跡は一面下屋付梁間一間型建物 1 棟、梁間一間型建物 3 棟、総柱型建物 2 棟

で構成される（第 46 図）。検出した建物は少ないが、梁間一間型建物 3 棟を見ることとする。柱間寸法は

2.50m 以上 1 棟、2.50m 未満 2 棟がある。これらの桁行長は 4.96m 〜 6.42m を測り、境塚遺跡 D・E

区の②の規模に近似する。SB2・3 は桁行 3 間で、柱間寸法は 2.04m・2.22m を測り、境塚遺跡 D・E

区 3 間の建物と同様の規模となる。また、SB8 は桁行 2 間の建物で、2 間の構造をとった結果、柱間寸

法は 2.53m と広くなる。建物面積は、総柱型建物 SB1 以外は 30m2 未満に集中する。

柄目木遺跡　柄目木遺跡は一面下屋付梁間一間型建物 3 棟、梁間一間型建物 11 棟がある（第 46 図）。

SB380 は平面形が六角形の建物であるが、P2・P5 は近接棟持柱と考え、梁間一間型に含めた。SB260

は両妻側面にそれぞれ 2 本の柱を持つことから、宮本［2002］の多柱梁間型 D2 型と考えられる。また、
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第 47図　各遺跡の掘立柱建物（4）
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西側の下屋は梁間一間型と同規模であることから、多柱梁間型と梁間一間型の複合型の可能性がある。梁

間一間型建物は桁行 3 間が 4 棟、2 間が 6 棟で、柱間寸法は 2.50m 以上が 6 棟、2.50m 未満が 4 棟と

なる。桁行長は 3.56m 〜 8.64m の大小があり、境塚遺跡 D・E 区の①〜③と同様の規模が認められる。

①の建物には SB97・514 が該当する。いずれも桁行 3 間の建物で、柱間 3.10m・3.50m を測ることか

ら、境塚遺跡 D・E 区 3 間の建物に類似する。②には SB8・98・350・381 が該当する。桁行 3 間の

SB350・381 は、柱間 2.12m・2.14m を測り、境塚遺跡 D・E 区 3 間の建物と同様の規模となる。一方、

桁行 2 間の SB8・98 は柱間 2.80m・3.20m と 3 間の建物に比べ、柱間が広くなる。③には SB87・

394・395・396 があり、桁行はいずれも 2 間である。柱間寸法は 2.08m・2.11m を測り、境塚遺跡 D・

E 区 2 間の建物と同様の規模になるものと、柱間 2.50m・2.66m と柱間の広いものが認められる。

建物面積は、二面下屋付梁間一間型建物 SB260 と一面下屋付梁間一間型建物 SB516 は 40m2 以上を

測るが、これ以外は 40m2 未満となる。

村前東 A遺跡　村前東 A 遺跡は 3 間× 5 間の四面下屋付梁間一間型建物 SB530 が 1 棟存在するが、こ

のほかは梁間一間型建物で構成される（第 46 図）。梁間一間型建物は桁行 3 間が 5 棟、2 間が 4 棟ある。

柱間寸法は 1.9 〜 3.5m の規模があり、このうち 2m 前後が 4 棟、2.50m 以上が 5 棟と 2 つの規模に分

かれる。桁行長は、3.80m 〜 8.50m の大小があり、境塚遺跡 D・E 区の①〜③と同様の規模が認められ

る。①には SB552・553 が該当し、いずれも桁行 3 間である。柱間寸法は 2.90m・3.50m と規模が大

きくなることは、境塚遺跡 D・E 区 3 間の建物と同様である。②には SB222・606・607 があり、いず

れも桁行 3 間の建物となる。柱間寸法は 2.00m を測り、境塚遺跡 D・E 区 3 間の建物と同様の規模にな

るものと、柱間 2.50m・2.70m と柱間の広いものが認められる。③には SB377・480・608・609 があ

り、いずれも桁行 2 間の建物である。柱間寸法は、1.90m 〜 2.30m を測り、境塚遺跡 D・E 区 2 間の

建物と同様の規模となるものと、柱間 2.60m と柱間の広いものが認められる。

建物面積は、四面廂付梁間一間型建物 SB530 が 64.4m2 と大型であるが、これ以外は全て 40m2 未満

の建物となる。

鴨深甲遺跡　鴨深甲遺跡は二面下屋付梁間一間型建物 2 棟、梁間一間型建物 7 棟で構成される（第 47 図）。

二面下屋付梁間一間型建物の SB15 はⅡb 型の変形と考えられ、桁行長 14.0m を測る。また、SB131 は
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第 48図　各遺跡の掘立柱建物の面積

凡 例　　■  梁間一間型建物　　　　　▲  総柱型建物　　　　　　　◆  二面下屋付総柱型建物・梁間一間型建物　　　●  一面下屋付梁間一間型建物

　 　　　＊  六面下屋付総柱型建物　　×  四面下屋付総柱型建物　　＋  三面下屋付総柱型建物、三面下屋付梁間一間型建物

　 　　　▼  多柱梁間型建物　　　　　○  四面下屋付梁間一間型建物
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Ⅱb 型の可能性が高く、桁行長 14.8m を測り、SB15 と同規模である。SB15 は桁行 7 間、柱間 2.06m、

SB131 は桁行 5 間、柱間 3.02m を測り、SB15 の方が SB131 より柱間が狭くなる。したがって、境塚

遺跡Ⅱ・Ⅲ期の建物と同様に、桁行長が同規模の建物では桁行間数が増減することにより、柱間寸法も増

減する。梁間一間型建物は桁行 2 〜 5 間が認められ、3 間が 4 棟、2 間が 2 棟ある。柱間寸法は 2.04 〜

4.28m を測り、2.5m 未満が 2 棟、2.5m 以上が 5 棟と 2 つの規模が認められる。このうち、柱間 2.50m

以上の SB81、柱間 2.50m 未満の SB82 は桁行長 5.48m・5.80m とほぼ同規模となる。SB81・82 は

いずれも桁行 3 間であるが、柱間寸法は 2.20m・2.88m の広狭のものが認められる。

建物面積は、二面下屋付梁間一間型建物では 90m2 以上の規模となる。梁間一間型建物は面積 89.6m2

の建物が 1 棟認められるが、これ以外は 40m2 以下となる。

D　小　　　結

遺跡別の分析結果から時期別の様相をまとめてみたい。はじめに、建物型式は 11 〜 12 世紀と 13 世

紀後半以降では相違が認められる。大坪遺跡は総柱型建物を主体とし、下屋を持つ建物が 16 棟と多い。

また、下屋付建物は桁行の間数に関わらず柱間 3m 前後の広いもので構成される。これに対し、総柱型

建物は柱間 2.5m 以上と 2.5m 未満の広狭が認められる。このことから、柱間寸法は建物型式別に区別さ

れていた可能性が考えられる。一方、13 世紀後半以降の遺跡では二面下屋付梁間一間型建物と梁間一間

型建物を主体に構成される。柱間寸法は 2.5m 以上と 2.5m 未満のものがあり、建物型式・桁行長の別な

く広狭 2 種の柱間が用いられる。このことは、宮本［1999］が示した中世の建物構造の特徴に一致する

と考えられる。

以上から、建物型式は 11 〜 12 世紀では下屋付総柱建物が主体であるのに対し、13 世紀以降、二面下

屋付建物Ⅰa 型・Ⅰb 型・Ⅱa 型・Ⅱb 型へと変化したと考えられる。富山県の掘立柱建物を集成した宮

田［1994］・高梨［2004］も 13 〜 14 世紀以降に総柱建物が減少する傾向を明らかにしており、阿賀野

市域においても同様の変化があった可能性がある。そして、柱間が広いもので統一される建物から、広狭

の柱間を採用する構造上の変化もあった可能性が高い。

次に、建物面積は下屋を持つ 40m2 以上の建物と 40m2 未満の梁間一間型建物に大きく分かれると考え

られる。このうち、面積 50m2 以上の建物を見ると、大坪遺跡・境塚遺跡Ⅱ期・境塚遺跡Ⅲ期・鴨深甲遺

跡では一定数認められるのに対し、柄目木遺跡・村前東 A 遺跡・山口野中遺跡は各遺跡 1 棟程度と極端

に少ない（第 48 図）。宮田［1994］は富山県梅原胡摩堂遺跡における掘立柱建物の分析の中で、12 世紀

中頃〜 13 世紀前半に建物面積の最大規模のピークがあり、時期が下るにつれ面積が縮小化する傾向を指

摘する。また、富山県の掘立柱建物について集成した高梨［2004］も、中世前期（12 〜 13 世紀）以降、

建物面積の縮小化が起こったとする。大坪遺跡から境塚遺跡ほかへの変化がこうした時期的な背景による

ものとしてとらえることが可能である。また、大坪遺跡は越後城氏に関連した遺跡と推定され、境塚遺跡

も居館と幹線道路を備えた拠点的な集落であることから、両遺跡は有力者が存在する遺跡と言える。鴨深

甲遺跡には境塚遺跡に特徴的なⅡb 型の大型建物 SB131 があり（第 47 図）、規模からも有力者の存在が

うかがえる。したがって、有力者が存在する遺跡では 40m2 以上の建物が多くなる傾向にあり、建物面積

の二分は遺跡の性格を反映するものと考えられる。
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4　井戸側部材から見た方形縦板組井戸

本遺跡の木組みの井戸 A 類（第Ⅳ章 2C）は SE3031・3048・3057 と A 区大型井戸 SE895・1007［荒

川ほか 2012］の 5 基があり、いずれも縦板で土留めした方形縦板組井戸である。こうした井戸は阿賀野

市内の 13 世紀〜 14 世紀の遺跡にも散見される。ここでは、方形縦板組井戸の型式と井戸側部材の特徴

を明らかにし、その性格を検討する。

本遺跡の方形縦板組井戸は上下の横桟の間に支柱を立てて支持するもので、隅柱と横桟を仕口で組む

「縦板組隅柱横桟留」［宇野 1982］と厳密には異なる。また、SE3031・3048・3057・1007 が縦板に

薄板を用いるのに対し、SE895 は薄板と厚板を併用している。こうした縦板の大きさと構築方法に着

目して井戸型式を分類した鐘方正樹［2003］によると、方形縦板組型は厚板を用いる A 類（厚板横桟留

型）、薄板を用いる B 類（薄板横桟留型）、厚板と薄板を併用する C 類（厚板・薄板併用横桟留型）に分類され、

隅柱を有する 1 類、支柱を有する 2 類、支柱を省略する 3 類に細分される。これに従うと、SE3031・

3048・3057・1007 は方形縦板組型 B2 類（方形縦板組薄板支柱横桟留型と呼ぶ）、SE895 は方形縦板組型

C2 類（方形縦板組厚板・薄板併用支柱横桟留型と呼ぶ）となり、実態に合った分類が可能である。

ところが、同じ型式でありながら井戸側上端長辺の長さは 60cm 〜 120cm と大きく異なる。更に、

SE1007 の井戸側部材については、接合資料の検討から製板・製材工程を明らかにし（第 49 図）、流通す

る中割段階の角材が現地製材された新材と推定した［荒川 2012b］。しかし、SE3031・3048・3057 の

井戸側部材には屋根材や壁材などの明らかな転用材が多く含まれる。このように、方形縦板組井戸の中に

もいくつかの種類に分かれることが想定される。

そこで、阿賀野市内にある市教委が調査した境塚遺跡［古澤 2011］、柄目木遺跡［加藤ほか 2013］、鴨

深甲遺跡［高橋ほか 2006］、三辺稲荷遺跡［古澤 2011］、土井内西遺跡［古澤 2005］、町道上遺跡［古

澤 2002］、山口野中遺跡［村上ほか 2013］を加えた方形縦板組井戸 18 基について、鐘方［2003］によ

原木伐採 分断 大割 中割 小割 仕上げ

縦斧で伐採・分断 打ち割りでミカン割り 打ち割りで心去りミカン割りに分割

表裏面・側面の釿加工

表面の釿加工
一部側面も釿加工
刻印を施す

打ち割りで製板

鋸で分断 打ち割りで分割 鋸鑿で整形

角材

薄板

支柱

桟木

縦板

第 49図　井戸側部材の製板・製材工程（［荒川 2012b］から転載・改変）
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る井戸型式分類、井戸側上端長辺の長さの計測、縦板の木取

りの確認、転用材の有無の確認を行い、結果を表にまとめた

（第 17 表）。井戸型式は A2 類 4 基、A3 類 1 基、B2 類 10 基、

B3 類 2 基、C2 類 1 基となり、B2 類が主体である。井戸側

上端長辺の長さは 57cm 〜 120cm の幅があり、偏りは認めら

れない（第 50 図）。縦板の木取りは板目のみ、板目と柾目の併

用、柾目のみのものを確認できる。そして、転用材の有無につ

いては興味深い結果が得られた。新材が主体を占めるのは、井

戸側上端長辺の長さが上位3位の境塚遺跡SE1007（第51図1）・

A2-7 と鴨深甲遺跡 SE11（第 51 図 2）のみである。境塚遺跡

SE1007 の縦板は角材から打ち割り製板された板目材であり、

新材であることが明らかである（第 51 図 6）。鴨深甲遺跡 SE11 の板目縦板は接合作業が行われていない

ものの、角材の木表に特徴的な釿加工が施されるものや（第 51 図 7）、表裏が打ち割りされたままの板目

材があることなどから（第 51 図 8）、SE1007 と同様に角材から製板された新材の可能性が高い。

一方、これらより規模の小さいものは全て転用材が主体を占める。山口野中遺跡 SE38 は板目材と柾

目材を併用する井戸側を持つ（第 51 図 3）。接合した柾目材は SE1007 と長さは同規模ではあるものの、

縁辺に孔を持つことから、屋根材などの転用材と考えられる（第 51 図 9）。この接合個体は 1 と 2 で孔の

位置が異なっており、元々は同じ建物で別々に建築材として利用されたものが、建物の解体後に井戸に持

ち運ばれ、接合したものと推測される。境塚遺跡 SE3057（第 51 図 4）は孔を持つ柾目材（第 51 図 10）、

幅の広い柾目材（第 51 図 11）、接合する柾目材（第 51 図 12）があり、規模が一定でないことも転用材の

特徴と言える。境塚遺跡 SE3048（第 51 図 5）は規模の小さいもので、下端にやや大きめの孔を持つ壁板

と見られる転用材が利用される（第 51 図 13・14）。

このように、新材利用と井戸側上端長辺の長さとは明確な相関関係にあり、新材を利用するのは相当大

4　井戸側部材から見た方形縦板組井戸

No. 遺跡名 遺構番号 井戸型式 井戸側長
（cm）

縦板木取り 転用材有無

1 鴨深甲 SE24 B3 類 57 板目のみか。 方形孔を持つもの 1 点あり。

2 境塚Ⅱ SE3048 B2 類 60 柾目のみ。 木釘が残る転用材多い。

3 土居内西 B21 B2 類 72 板目。 大小の板目材と方形孔を持つものがあり、転用材が主体。

4 鴨深甲 SE37a B2 類 80 板目。 木釘痕や表面に細釘痕のある転用材多い。

5 町道上 SE9 A3 類 82 不明。 不明。

6 境塚Ⅱ SE3057 B2 類 84 板目・柾目混在。 表面が焦げたものや幅にばらつきがあり、多くが転用材。

7 山口野中 SE228 A2 類 84 柾目。 幅にばらつきがあり、柾目面を釿加工したものがあり、転用材か。

8 町道上 SE14 A2 類 92 不明。 不明。

9 三辺稲荷 N1 A2 類 92 柾目。 大小の柾目材があり、方形孔を持つものがあることから、多くが転用材。

10 山口野中 SE45 A2 類 93 板目、接合個体あり。
表裏両面に釿加工を施すものや、周縁に孔を持つものが多く、床材や壁材
の転用材か。

11 山口野中 SE38 B2 類 96 板目、接合個体あり。
孔を持つ側板多数。表裏で孔の位置が異なる接合個体があり、建築材とし
て打ち割りされ別々に利用されたもの同士が接合したことを示す。同じ建
物からもたらされたことを示すものとして重要。桟木にも転用材あり。

12 境塚 SE895 C2 類 98 板目材多数・柾目もあり。 側板・桟木に転用材あり。100 年以上前の古材も利用。

13 鴨深甲 SE128 B3 類 100 板目。 下部に孔や木釘痕があるもの多く、全て転用材。

14 柄目木Ⅱ SE250 B2 類 102 板目・柾目。 孔を持つ転用材あり。

15 境塚Ⅱ SE3031 B2 類 104 柾目、接合個体あり。
周縁に小孔を持つものが主体で、接合個体も表面にキズや擦痕があり、多
くが転用材。

16 鴨深甲 SE11 B2 類 108 板目。 なし。幅が同じものが多く新材と見られる。

17 境塚（市教委） A2-7 B2 類 109 板目。 幅が同じものが多く、新材と見られる。

18 境塚 SE1007 B2 類 120 
板目主体、柾目もあり。
接合個体多数。

板目接合個体は新材、柾目接合個体は 100 年以上前の古材、側板 2 点が
転用材。
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第 17表　阿賀野市内遺跡における方形縦板組井戸の型式と井戸側部材の様相

第 50図	 阿賀野市内遺跡における方形縦板
	 組井戸の井戸側上端長辺の長さ
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第 51図　方形縦板組井戸の規模と縦板
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4　井戸側部材から見た方形縦板組井戸

きな井戸に限られることが明らかになった。また、これらの新材が板目材のみであることから、接合個体

であっても柾目材は転用材の可能性が高いということも分かった。

こうした新材を利用する井戸は、その構築位置にも特徴を見出すことができる。境塚遺跡 SE1007・

A2-7 は A 区で確認された堀を持つ居館の中央に位置し、身分の高い有力者が構築した井戸と考えられる。

一方、境塚遺跡 SE3031・3048・3057 は幹線道路脇に形成された町場に伴うもので、居館で見つかっ

たような中国天目等の貴重な舶載品も出土しないことから、居館の有力者よりは下位の身分の人物が構築

した井戸と推測される。こうした身分の高低によって利用する井戸型式が異なる可能性は宇野［1982］

が指摘しているが、境塚遺跡の事例はまさにこれを追認するものと考えられる。これが正しければ、鴨深

甲遺跡 SE11 は居館の有力者クラスが利用した井戸と言える。掘立柱建物を見ても、当地域内では突出

した大きさのものがあり（第 48 図）、可能性は高いと考えられる。

以上から、方形縦板組井戸の規模と新材の利用度には相関があり、これを構築した人物の身分の高低を

も示す可能性を示した。
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1 境塚遺跡は、新潟県阿賀野市大字百津字境塚 16 番地 1 ほかに所在し、阿賀野川右岸の標高約 7m の

自然堤防上に位置する。

2 発掘調査は、一般国道 49 号阿賀野バイパスの建設に伴い、2014 年 4 月 8 日〜 7 月 17 日に実施した。

調査面積は、E 区 4,157m2、F 区 118m2、G 区上層 2005m2・中層 200m2 の合計 6,480m2 である。

 3 調査の結果、E・F 区で平安時代・鎌倉〜室町時代、G 区では古墳時代・平安時代・鎌倉〜室町時代の遺構・

遺物を検出した。

 4 E 区では、中世の掘立柱建物 13 棟、井戸 23 基、土坑 42 基、ピット 447 基（掘立柱建物含む）、溝 21 条、

性格不明遺構 1 基を検出した。特徴的な遺構としては、土橋と周溝を持つ掘立柱建物 SB47 や方形縦

板組井戸 3 基がある。また、近世以降の溝 3 条を検出した。

 5 E 区の出土遺物は、古代の土器、中世の土器・陶磁器・石製品・土製品・金属製品・鍛冶関連遺物・

木製品である。中世の土器・陶磁器は 13 世紀後半〜 14 世紀前半を中心とする。井戸 SE3055 からは

土師質土器皿・小皿がまとまって出土し、方形縦板組井戸からは屋根板や壁板と見られる転用材が多数

出土した。また、SE3031 から木簡 2 点が出土し、1 号木簡には「三百石」と書かれていると考えられる。

 6 F 区では、井戸 1 基、土坑 3 基、ピット 10 基、性格不明遺構 1 基を検出した。遺物は、古代の土器、

中世の陶器・金属製品が出土した。瓷器系陶器甕には権兵衛沢窯跡産の押印を確認できる。

 7 G 区は、上層から古代〜近世以降の遺構・遺物、中層から古墳時代の遺物を検出した。中世の遺構は

井戸 3 基、土坑 9 基、溝 6 条、ピット 91 基である。上層の遺物は、古代の土器、中世の土器・陶磁器・

石製品・土製品・金属製品・鍛冶関連遺物である。土器・陶磁器は 13 世紀後半〜 15 世紀前半のもので、

瓷器系陶器の比率が高く、瓦器の風炉・火鉢といった流通品を含むことが特徴である。中層では、古墳

時代前期の土器が出土した。

 8 E 区から出土した井戸側部材について、年輪年代学的解析及び年輪酸素同位体比分析を行った結果、

7 点の表層の暦年代が 1279 年〜 1284 年に収まることが明らかになった。これらの部材には屋根材や

壁材などの建築材が転用されていることから、この年代には掘立柱建物が建てられていたものと考えら

れる。そして、掘立柱建物は道 1 の形成後に建てられた可能性が高いことから、道 1 もこのころには

機能を開始していたものと推定される。

 9 道 1 の 3 期の変遷に伴い、東側の集落はⅡ -1 期（13 世紀後半）→Ⅱ -2 期（13 世紀後半）→Ⅱ -3a 期

→Ⅱ -3b 期（14 世紀前後〜 14 世紀前半）の変遷を辿ると考えられる。

 10 境塚遺跡は、大規模な幹線道路を利用した陸上交通と、阿賀野川に通じる百津潟を利用した河川交通

との結節点に成立した町と考えられる。広域に及ぶ幹線道路の整備とこれを基軸とした町場の形成には、

白河荘の地頭識であった大見氏が関与したものと推測される。13 世紀後半に白河荘山浦四箇条・水原条・

船江条の地頭職であった大見行定は、1283（弘安 6）年に子の大見家綱に水原条・船江条を譲っている。

町場の成立年代はこの時期と符合する可能性が高く、これらの開発の背景に家綱の相伝があったとすれ

ば大変興味深い。

要　　　約



106

荒川隆史 2007 「阿賀北・大坪遺跡−中世初頭の居館跡−」『御館の時代−十二世紀の越後・会津・奥羽−』 高

志書院

荒川隆史 2012a 「第Ⅷ章 1B  遺構の年代」『境塚遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 232 集 新潟県教育委

員会・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

荒川隆史 2012b 「第Ⅷ章 1C  井戸側部材から見た製板・製材技術」『境塚遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第

232 集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

荒川隆史・加藤　学　1999　『和泉 A 遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 93 集 新潟県教育委員会・（財）新潟

県埋蔵文化財調査事業団

荒川隆史・石丸和正・猪狩俊哉ほか　2004　『青田遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 133 集 新潟県教育委員会・

（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

荒川隆史ほか 2006 『大坪遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 153 集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文化

財調査事業団

荒川隆史・村上章久ほか　2012　『境塚遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 232 集 新潟県教育委員会・（財）新潟

県埋蔵文化財調査事業団

荒谷伸郎ほか 2010 『山口遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 215 集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文化

財調査事業団

伊藤　茂ほか 2012 「境塚遺跡出土木材の放射性炭素年代測定」『境塚遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 232

集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

石川日出志ほか　1992　『六野瀬遺跡  1990 年調査報告書』 新潟県安田町教育委員会

上田秀夫 1982 「14 〜 16 世紀の青磁椀の分類」『貿易陶磁研究』第 2 号

宇野隆夫 1982 「井戸考」『史林』第 65 巻第 55 号　史学研究会

大矢雅彦・加藤泰彦　1984　『阿賀野川水害地形分類図説明書』 建設省北陸地方建設局阿賀野川工事事務所

小田由美子 1999 「第 5 章  第 3 節  五頭山麓古窯跡群」『新潟県の考古学』 新潟県考古学会編

小田由美子ほか　2001　『堀越館跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 99 集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文

化財調査事業団

小田由美子ほか　2002　『赤坂山中世窯跡・赤坂山 B 遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 117 集 新潟県教育委員会・

（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

小野正敏 1982 「15、16 世紀の染付碗、皿の分類とその年代」『貿易陶磁研究』第 2 号

柏崎市立博物館　1987　「鍛冶職」『柏崎の職人』

春日真実 1999 「第 4 章  古代  第 2 節  土器編年と地域性」『新潟県の考古学』 高志書院

春日真実 2009 「越後における古代掘立柱建物」『新潟県の考古学Ⅱ』 新潟県考古学会

加藤　学ほか 2010 『村前東 A 遺跡  村前東 B 遺跡』 新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 223 集 新潟県教育委員会・

（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

加藤　学ほか 2013 『柄目木遺跡Ⅱ』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 237 集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵

文化財調査事業団

鐘方正樹 2003 『井戸の考古学』 同成社

川上貞雄 1977 『水原城館址及水原代官所址発掘調査報告書』 新潟県水原町教育委員会

川上貞雄 1979a 『上野林丘陵埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ  横峯経塚群』 新潟県安田町教育委員会

川上貞雄 1979b 『上野林丘陵埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ  行塚・小山崎遺跡』 新潟県安田町教育委員会

川上貞雄 1979c 『発久遺跡  発掘調査報告書』 新潟県笹神村教育委員会

川上貞雄 1980 『上野林丘陵埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ  中道遺跡』 新潟県安田町教育委員会

川上貞雄 1996 『金津丘陵製鉄遺跡群  居村 B・D 地区』新津市文化財調査報告書　新潟県新津市教育委員会

引用・参考文献



107

引用・参考文献

川上貞雄 1999 『県営圃場整備事業長起地区に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅰ  前田遺跡  壱本杉遺跡』 新潟

県笹神村教育委員会

川上貞雄ほか 1981 『上野林丘陵埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ  横峯 A 遺跡・横峯 B 遺跡』 新潟県安田町教育委員

会

木村勝彦・荒木里菜　2012　「境塚遺跡出土井戸材の年輪解析」『境塚遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 232

集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

久々忠義・佐藤聖子　1997　『富山県福光町梅原安丸遺跡Ⅳ』 富山県福光町教育委員会・（財）富山県埋蔵文化財セ

ンター

五頭山のおいたち編集委員会　1984　『五頭山のおいたち  地学ハイキング』 新潟日報事業社

田村　裕 2004 「中世第 3 章  南北朝・室町前期の白河荘」『笹神村史  通史編』 新潟県笹神村

小松　彰・土田孝雄・山田裕二　1995　『三国街道中通り』新潟県歴史の道調査報告書  第 8 集 新潟県教育委員会

小山正忠・竹原秀雄　1998　『新版標準土色帖』 日本色研事業株式会社

酒井重洋・内田亜紀子ほか　2003　『中名Ⅰ・Ⅴ遺跡発掘調査報告』富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告  第

18 集 （財）富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

坂井秀弥 1989 『山三賀Ⅱ遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 53 集 新潟県教育委員会・建設省新潟国道工

事事務所

坂井秀弥 1997 「中世集落の展開と城館の動向」『中・近世の北陸−考古学が語る社会史−』 桂書房

佐藤友子ほか 2009 『庚塚遺跡  狐塚遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 203 集 新潟県教育委員会・（財）新潟

県埋蔵文化財調査事業団

佐藤友子ほか 2010 『柄目木遺跡Ⅰ』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 216 集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋

蔵文化財調査事業団

佐藤友子ほか 2012 『小坂居付遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 238 集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋

蔵文化財調査事業団

汐見一夫 1999 「砥石について−中世遺跡出土の仕上砥を中心に−」『中世北陸の石文化Ⅰ』

品田高志 1997 「越後国における土師器の変遷と諸相」『中・近世の北陸−考古学が語る社会史−』 北陸中世土

器研究会

新発田古地図等刊行会　1976　『正保四年  新発田領絵図』

鈴木郁夫 1993 「阿賀野川右岸の沖積面に残る旧流路」『続・新潟のすぐれた自然  地形・地質編』 新潟県環境

保健部  環境保全課

高梨清志 2004 「越中（富山県）の様相」『第 17 回北陸中世考古学研究会  掘立柱建物から礎石建物へ』 北陸中

世考古学研究会

高橋保雄ほか 2006 『鴨深甲遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 172 集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵

文化財調査事業団

田辺早苗 2001 「越後の様相」『第 14 回北陸中世考古学研究会資料集  中世北陸の井戸』 北陸中世考古学研究会

津野　仁 1990 「古代・中世の鉄鏃−東国の出土品を中心にして−」『物質文化』54

鶴巻康志 1997 「北越窯の年代と技術系譜」『中・近世の北陸−考古学が語る社会史−』 桂書房

鶴巻康志 2004 「土師器からみた中世の小地域圏−新潟県阿賀北地方を中心に−」『中近世土器の基礎研究』ⅩⅧ　

日本中世土器研究会

鶴巻康志 2005 「新潟県北部の中世陶器窯」『全国シンポジウム  中世窯業の諸相〜生産技術の展開と編年〜資料

集』

永井久美男 1998 『近世の出土銭Ⅱ−分類図版編−』 兵庫県埋蔵銭調査会

永井久美男 2002 『中世出土銭の分類研究』 高志書院

中川成夫 1959 「笹神村権兵衛沢窯址の調査」『水原郷』 新潟県教育委員会

中川成夫ほか 1970 「越後華報寺中世墓址群の調査」『史苑』20-2

中野豈任 1976 「白河荘について」『社会科研究』第 12 集　新潟県高等学校教育研究会社会科部会

奈良国立文化財研究所　1985　『木器集成図録  近畿古代篇』 奈良国立文化財研究所



引用・参考文献

108

成田圀之 2000 「百津潟を探し求めて」『水原郷土誌料』第 28 集 新潟県水原町教育委員会

貫井美鈴 2000 「北東日本海域における貿易陶磁の年代観−瀬戸美濃との平行関係について−」『十三湊遺跡−第

86 次発掘調査報告書−本文編』 青森県市浦村教育委員会・富山大学人文学部考古学研究室

橋本正博 2003 「第Ⅶ章  木製品」『八日市地方遺跡Ⅰ（第 2 分冊  遺物報告編）』 石川県小松市教育委員会

原田　浩ほか 1985 『木材の構造』 文英堂出版株式会社

樋口真己 2004 「中世第 1 章  白河荘の成立と城氏の展開」「中世第 2 章  鎌倉期の白河荘」『笹神村史  通史編』

新潟県笹神村

藤田正義 1997 『安田町史  中世編』 新潟県安田町教育委員会

藤澤良祐 1982 「古瀬戸中期様式の成立過程」『東洋陶磁』第 8 号　東洋陶磁学会

藤澤良祐 1991 「瀬戸古窯址群Ⅱ−古瀬戸後期様式の編年−」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要』Ⅹ　瀬戸市歴史

民俗資料館

藤澤良祐 1995 「瀬戸古窯址群Ⅲ−古瀬戸前期様式の編年−」『瀬戸市埋蔵文化財センター  研究紀要』第 3 輯　

（財）瀬戸市埋蔵文化財センター

藤澤良祐 1997 「付編」『研究紀要』第 5 輯　（財）瀬戸市埋蔵文化財センター

古澤妥史 2002 『町道上遺跡』京ヶ瀬村埋蔵文化財発掘調査報告書  第 1 集 新潟県京ヶ瀬村教育委員会

古澤妥史 2003 『大割遺跡  猫山遺跡  大曲川端遺跡』京ヶ瀬村埋蔵文化財発掘調査報告書  第 2 集 新潟県京ヶ

瀬村教育委員会

古澤妥史 2005 『土居内西遺跡』阿賀野市埋蔵文化財発掘調査報告書  第 1 集 新潟県阿賀野市教育委員会

古澤妥史 2008 「京ヶ瀬の遺跡について（二）」『五頭郷土文化』 五頭郷土文化研究会

古澤妥史ほか 2011 『阿賀野市埋蔵文化財発掘調査報告書  第 4 集  境塚遺跡・山口野中遺跡・三辺稲荷遺跡発掘調査

報告書』 新潟県阿賀野市教育委員会

水澤幸一 2002 「阿賀北の中世石佛」『新潟考古』第 13 号

水澤幸一 2005 「越後の中世土器」『新潟考古』第 16 号　新潟県考古学会

水澤幸一 2009 『日本海流通の考古学−中世武士団の消費生活−』 高志書院

光谷拓実 2012 「境塚遺跡出土の曲物 6 点の年輪年代」『境塚遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 232 集

新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

宮田進一ほか 1994 『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告（遺構編）』富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告  第 5

集 （財）富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

宮本長二郎 1999 「日本中世住居の形成と発展」『建築史の空間』 中央公論美術出版

宮本長二郎 2001 「中世集落遺跡  建築遺構のまとめ方」『掘立と竪穴』 高志書院

宮本長二郎 2002 「古代末から中世の住居建築」『秋田県埋蔵文化財センター  研究紀要』第 16 号　秋田県埋蔵文

化財センター

村上章久 2012 「第Ⅷ章 2A  遺構の変遷」『境塚遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 232 集 新潟県教育委

員会・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団

村上章久ほか 2013 『山口野中遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書第 248 集 新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵

文化財調査事業団

村上章久ほか 2015 『山口野中遺跡Ⅱ』新潟県埋蔵文化財調査報告書  第 258 集 新潟県教育委員会・（公財）新潟県

埋蔵文化財調査事業団

森田　勉 1982 「14 〜 16 世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究』第 2 号

山本信夫 2000 『太宰府条坊跡ⅩⅤ−陶磁器分類編−』 大宰府市教育委員会

山本正敏ほか 1996 『梅原加賀坊遺跡・久戸遺跡・梅原安丸遺跡・田尻遺跡発掘調査報告』富山県文化振興財団埋蔵

文化財発掘調査報告  第 8 集 （財）富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

吉岡康暢 1994 『中世須恵器の研究』 吉川弘文館

吉岡康暢 2003 「珠洲焼概論」『平成 15 年度埋蔵文化財専門職員実務研修「講義」・「事例報告」資料集』 新潟

県教育庁文化行政課

吉川金次 1984 『斧・鑿・鉋』 法政大学出版局



観　察　表

109

E 区　掘立柱建物の柱穴（1）

E区　掘立柱建物観察表

遺構 
番号

形式 グリッド 梁間 桁間 梁行長
身舎梁行
長（m）

梁間 
柱間長

梁行下屋長
桁行長
（m）

身舎 
桁行長

桁行 
柱間長

主軸方向
身舎

（㎡）
全体

（㎡）
推定 

所属時期

SB35 二面下屋付梁間一間型建物Ⅱb型 14J・K,15J・K 4 5 6.30 4.13 2.26 〜 1.83 1.13 〜 1.04 10.50 10.50 2.28 〜 1.74 N-55°-W 43.4 66.2 Ⅱ-1

SB36 梁間一間型建物Ⅰa型 13・14K 1 3 2.90 2.90 2.90 〜 2.68 − 6.15 6.15 2.12 〜 1.84 N-55°-W 17.8 17.8 Ⅱ-1

SB37 梁間一間型建物Ⅰa型 14K・L 1 2 20.00 20.00 2.00 〜 1.93 − 4.40 4.40 2.24 〜 2.09 N-60°-W 8.11 8.11 Ⅱ-2

SB38 二面下屋付梁間一間型建物Ⅰa型 14J・K,15J・K 3 3 （6.12） 3.67 3.67 〜 3.65 1.15 （8.03） 7.79 2.80 〜 2.44 N-55°-W 28.6 （49.1） Ⅱ-3a

SB39 総柱型建物 14K 2 2 4.13 4.13 2.28 〜 1.84 − 4.18 4.18 2.48 〜 2.06 N-63°-W 17.3 17.3 Ⅱ-2

SB40 梁間一間型建物Ⅰa型 13K 1 2 3.36 3.36 3.36 − 3.86 3.86 2.00 〜 1.86 N-30°-E 13.0 13.0 Ⅱ-3a

SB41 梁間一間型建物Ⅰa型 13K 1 2 2.14 2.14 2.14 − 4.36 4.36 2.27 〜 2.10 N-59°-W 9.68 9.68 Ⅱ-2

SB42 梁間一間型建物Ⅰa型 13L,14K・L 2 3 3.30 3.30 1.70 〜 1.51 − 4.24 4.24 1.70 〜 1.00 N-61°-W 13.6 13.6 Ⅱ-2

SB43 梁間一間型建物Ⅰa型 14J,15J 1 2 4.400 4.40 4.40 〜 3.72 − 4.65 4.65 2.37 〜 1.55 N-37°-E 20.5 20.5 Ⅱ-3b

SB44 梁間一間型建物Ⅰa型 14J,15J・K,16J 1 5 4.26 4.26 4.26 − 12.88 12.88 2.70 〜 2.47 N-53°-W 54.9 54.9 Ⅱ-1

SB45 二面下屋付梁間一間型建物Ⅰa型 15J・K・L,16K 3 4 6.54 4.21 4.21 1.24 〜 11.4 9.92 9.70 2.52 〜 2.35 N-36°-E 40.8 64.9 Ⅱ-3b

SB46 二面下屋付梁間一間型建物Ⅱa型 14J・K,15K・L 4 4 7.18 4.54 2.30 〜 2.16 1.52 〜 1.30 9.90 9.74 2.52 〜 2.32 N-62°-W 44.2 71.1 Ⅱ-2

SB47 梁間一間型建物Ⅰb型 14M・N,15M・N 1 3 4.82 4.82 2.66 〜 2.18 − 7.50 7.50 2.84 〜 2.10 N-30°-E 36.2 36.2 Ⅱ

SB35

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3353 14J13 Ⅳ 44 36 35 6.717 −
3363 14J25 Ⅳ 40 36 26 6.872 D
3366 14J25,15J21 Ⅳ （44）（36）（12） 6.973 A 瓷器系甕18 <SD3043
3368 14J13・18 Ⅳ （44） 44 23 6.858 − <SD3056
3378 15J21 Ⅳ 42 42 18 6.925 −
3383 14J22 Ⅳ 38 32 40 6.672 F
3385 14J20 Ⅳ 44 （34） 16 6.966 B <SD3043
3391 14K4,14J24 Ⅳ 42 42 21 6.902 A
3401 14K1,14J21 Ⅳ 52 48 41 6.701 B
3404 14K3 Ⅳ 26 24 21 6.944 D
3439 14K2 Ⅳ （52）（46）（44） 6.506 B <SD3416
3442 14K3 Ⅳ 32 28 26 6.919 −
3444 14K8 Ⅳ （42） 38 66 6.491 B 須恵器甕 <SD3416
3446 14K5 Ⅳ 46 40 25 6.857 −
3502 15K2・3 Ⅳ 36 32 27 6.912 − 珠洲焼片口鉢
3511 15K16 Ⅳ （34）（16） 28 6.848 D <P3534
3517 15K2・7 Ⅳ 40 38 32 6.859 F
3519 15K6 Ⅳ 42 42 17 6.966 D
3520 15K11 Ⅳ 50 44 38 6.692 A
3534 15K16 Ⅳ 50 50 32 6.840 − >P3511
3714 14K9 Ⅳ 40 38 21 6.867 −
3715 14K9・14 Ⅳ 44 38 37 6.740 −
3755 15J22,15K2 Ⅳ 42 36 23 6.918 − 土師質土器皿
3762 14J17 Ⅳ 34 26 28 6.777 −
3802 15K6・7 Ⅳ 34 32 46 6.716 B

SB36

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3423 14K12・13 Ⅳ 28 26 36 6.749 D
3659 13K15 Ⅳ 28 26 16 6.953 −
3720 14K13 Ⅳ 38 36 29 6.845 − 土師質土器皿 >SE3445
3723 14K19 Ⅳ 42 （24） 22 6.936 − 土師質土器皿 <P3724
3742 14K17 Ⅳ 32 28 14 6.987 −
3745 14K7 Ⅳ 18 16 12 7.011 −
3746 14K23 Ⅳ 28 28 31 6.874 −

SB37

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3747 14L1 Ⅳ 38 26 12 7.085 −
3748 14K22 Ⅳ （14）（10） 33 6.804 − <SK3741 
3902 14L3 Ⅳ 28 26 25 6.836 − 土師質土器皿
3907 14L2 Ⅳ 28 26 49 6.931 −
3912 14K21 Ⅳ （26）（24）（38） 6.766 − <SK3735
3916 14L8 Ⅳ 32 28 50 6.771 −

SB38

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3358 15J16 Ⅳ 48 40 19 6.938 −
3376 14J23 Ⅳ 34 28 25 6.898 −
3387 14J20 Ⅳ （22）（6） 20 6.905 − 土師質土器皿 <SK3327
3388 14J23 Ⅳ 60 46 40 6.733 A
3392 14K4 Ⅳ 52 46 40 6.807 −
3395 15J17・22 Ⅳ 38 32 25 6.882 − 土師質土器皿
3399 14J14 Ⅳ （24）（24）（4） 6.754 −
3430 14K4 Ⅳ 34 32 28 6.884 −
3447 14K5・10 Ⅳ 42 42 29 6.813 − 土師質土器皿
3501 15K2 Ⅳ 32 32 25 6.892 −
3732 14K10 Ⅳ 38 36 23 6.884 B
3757 15J21 Ⅳ 40 （32） 36 6.371 D <P3756
3801 15K6・7 Ⅳ 54 50 50 6.665 −

SB39

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3403 14K2 Ⅳ 32 28 23 6.970 −

3405 14K8 Ⅳ 30 30 42 6.736 −
3410 14K12 Ⅳ 30 28 45 6.691 −
3418 14K8 Ⅳ 36 34 16 7.027 −
3426 14K11 Ⅳ （22）（18） 42 6.762 − <SK3425
3433 14K7 Ⅳ 32 24 32 6.856 −
3733 14K18 Ⅳ 26 24 39 6.751 −
3743 14K14 Ⅳ 36 32 36 6.879 −

SB40

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3608 13K17 Ⅳ 28 26 12 6.981 −
3613 13K13 Ⅳ 24 24 13 6.965 −
3620 13K19 Ⅳ 26 24 17 6.943 −
3626 13K23,13L3 Ⅳ 26 24 14 7.033 − 土師質土器皿
3628 13K24 Ⅳ 28 26 26 6.806 −

SB41

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3617 13K17・18 Ⅳ 28 24 25 6.804 −
3619 13K19 Ⅳ 24 24 18 6.929 −
3627 13K23・24 Ⅳ 32 28 16 6.957 −
3639 13K13 Ⅳ 28 26 12 6.941 −
3660 13K20 Ⅳ 26 22 9 6.980 −

SB42

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3657 13L5 Ⅳ 20 18 16 6.958 −
3903 14L12 Ⅳ 22 22 20 6.973 −
3905 14L7 Ⅳ 26 24 16 6.820 −
3908 14L2 Ⅳ 52 44 22 6.987 −
3917 14L3・4 Ⅳ 22 20 26 6.939 −
3918 13L10,14L6 Ⅳ 20 18 25 6.903 −
3919 14L6 Ⅳ 26 26 26 6.973 −
5004 14K21,14L1 Ⅳ 28 26 33 6.860 −

SB43

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3350 14J5 Ⅳ 32 26 33 6.707 −
3356 15J6 Ⅳ 36 32 24 6.880 −
3365 14J20 Ⅳ 28 24 26 6.873 −
3384 15J11 Ⅳ 42 36 31 6.840 − ≠SD3040
3752 14J13・14 Ⅳ 26 26 40 6.631 D >SE3042
3753 14J9 Ⅳ 32 28 18 6.889 − >SD3750

SB44

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3330 15J21・22 Ⅳ 36 36 49 6.577 −
3336 15J19 Ⅳ 28 24 49 6.581 −
3345 15J22・23 Ⅳ 24 24 53 6.629 B
3355 15J7 Ⅳ 40 36 43 6.932 E
3359 15J13 Ⅳ 28 28 43 6.640 −
3364 14J20 Ⅳ 32 28 40 6.689 −
3541 15K4 Ⅳ 34 22 25 6.725 B 土師質土器皿
3592 16J21 Ⅳ 26 24 12 6.970 − 土師質土器皿
3760 14J14 Ⅳ （28）（22）（19） 6.725 −
3763 15J20・25 Ⅳ （48） 40 54 6.563 − <SE3033
3804 15K10 Ⅳ 28 24 32 6.885 −
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E 区　井戸観察表（1）

E区　掘立柱建物の柱穴（2）

SB45

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3337 15J24 Ⅳ 36 36 16 6.746 D >P3338
3452 15L4 Ⅳ 32 32 41 6.783 A 土師質土器皿
3505 15K3・4 Ⅳ 34 28 42 6.753 E
3510 15K4 Ⅳ 30 28 32 6.773 − >SE3059
3515 15K8 Ⅳ 28 24 29 6.878 −
3522 15K12 Ⅳ 34 32 52 6.680 B
3532 15K20 Ⅳ 32 30 30 6.906 − >P3533
3536 15K11・16 Ⅳ 62 44 30 6.735 B 土師質土器皿 >SD3734
3547 15K19 Ⅳ 42 38 43 6.750 −
3549 15K15 Ⅳ 28 28 35 6.830 B
3558 15K23・24 Ⅳ 36 34 39 6.380 −
3559 15K25 Ⅳ 30 28 36 6.820 −
3564 16K1 Ⅳ 30 24 29 6.875 A

3576 16K6 Ⅳ 42 36 37 6.813 −
土師質土器皿/
珠洲焼片口鉢

3581 16K11 Ⅳ 32 28 34 6.785 B
3582 16K7 Ⅳ 28 26 50 6.453 B
3806 15K12・13 Ⅳ 32 28 19 6.839 − ≠SD3734
3808 15K17 Ⅳ 32 （20） 20 6.978 D 土師質土器皿 <P3540

SB47

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3675 14M19・24 Ⅳ 42 32 16 6.945 −
3676 14M15 Ⅳ 34 30 19 7.001 −
3824 15M6,14M10 Ⅳ 30 30 12 7.081 −
3825 15M12 Ⅳ 34 28 21 6.930 −
3826 15M12・17 Ⅳ 34 32 25 6.805 −
3827 15M17 Ⅳ 28 18 14 6.918 −
3828 14M25 Ⅳ 32 30 22 6.866 −
3829 15N1 Ⅳ 42 34 37 6.652 B
3830 14M19 Ⅳ 28 28 21 6.927 E
3831 14M24 Ⅳ 32 30 22 6.876 −
3981 15M21 Ⅳ 32 30 22 6.937 −
3982 15M21 Ⅳ 28 24 19 6.867 −

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

分類
形態 規模（cm） 底面

標高 
（m）

覆土
堆積
状況

主軸方向 出土遺物 切り合い
平面 断面

立ち
上がり

上端
長径

上端
短径

下端
長径

下端
短径

深度

3030
16K14・15・19・
20

Ⅳ Ⅱ B1 円形 半円状
緩やか・ 
急斜度

（188）（180） 108 104 57 6.537 A N-25°-E
土師質土器皿6・5/珠洲焼片口
鉢9/青磁椀7・8/砥石103/釘
116

3031
16K11・12・13・
16・17・18

Ⅳ Ⅱ A 円形 漏斗状 垂直 480 460 85 70 383 3.992 A N-0°

土師質土器皿10・11・12/
珠洲焼片口鉢15・16/壷・甕
17・18/青磁椀13・14/瀬戸・
美濃卸し皿19/鉄鏃113/刀子
119・120/鉄滓121/井戸側
縦板122〜127・133〜139・
143〜146/支柱128〜132/
桟木140〜142・159〜162/
漆器皿147/箸148〜157/水
溜158/円形板163/木簡199・
200

>P3851 
<P3584

3032 15K10 Ⅳ Ⅱ B 円形 箱状 垂直 164 156 120 114 85 6.265 A N-8°-E 土師質土器皿21/鉄滓

3033 15J24・25,15K5 Ⅳ
Ⅱ-2
〜

B1 円形 半円状 垂直 228 （208） （74） （26） 102 6.183 A N-48°-E
瓷器系甕20/土師質土器皿/珠
洲焼壷

>P3763 
<SD3053

3034
16K23・24,16L3・
4

Ⅳ Ⅱ B1 円形 台形状 急斜度 226 210 58 52 92 6.23 A N-35°-E
土師質土器皿25・26/珠洲焼
片口鉢27/白磁椀/砥石104

3035
15K16・17・21・
22

Ⅳ Ⅱ B2 円形 半円状 急斜度 184 172 116 106 96 6.229 A N-64°-E 土師質土器皿22/瓷器系甕 <P3552・3553

3036 15K22・15L2 Ⅳ Ⅱ
B1・
2

円形 階段状 垂直 172 （144） 90 86 150 5.716 A N-46°-E
土師質土器皿23・24/珠洲焼
片口鉢

<SE3037

3037 15L2・3 Ⅳ Ⅱ B1 円形 階段状 垂直 136 （136） 98 82 167 5.589 A N-44°-W
土師質土器皿28・29・30・
31・32・33・34/鉄滓

>SE3036 
<P3470

3042 14J8・9・14 Ⅳ
〜
Ⅱ-3a

B2 円形 台形状 急斜度 204 164 92 72 99 6.056 A N-10°-W
土師質土器皿/珠洲焼壷35・片
口鉢36・甕/土器転用研磨具
109

<P3372・3752 
>SD3040・3056

3044
14K18・19・23・
24

Ⅳ Ⅱ B 円形 Ｕ字状 垂直 84 80 28 26 106 5.986 A N-48-W

3045 14J5・10,15J1・6 Ⅳ Ⅱ B2 円形 半円状 急斜度 166 154 74 70 96 5.983 A N-37°-E 土師質土器皿

3046
14K10・
15,15K6・11

Ⅳ Ⅱ B2 円形 台形状 急斜度 270 216 132 118 （124） 5.747 A N-25°-W
土師質土器皿37・38・39/珠
洲焼片口鉢40/青磁椀41/釘/
鉄滓

>P3539

3048
14K14・15・19・
20

Ⅳ Ⅱ-3b A 円形 漏斗状 垂直 188 180 52 44 239 5.241 C N-68°-W

須恵器無台杯/土師質土器皿
42/珠洲焼片口鉢43・壷/青磁
椀/砥石105/鋏114/釘/井戸
側縦板164〜169/桟木170〜
173/水溜174

>SD3061・3734

3055 16K8・9 Ⅳ Ⅱ
B1・
2

円形 Ｕ字状 垂直 （160）（142） 46 44 165 6.299 N-44°-E

土師質土器皿44・45・46・
47・48・49・50・51・52・
53・54・55・56・57・58・
59・60・61/土製品/青磁椀/
釘/鉄滓

<SK3598

3057 13K15・19・20 Ⅳ Ⅱ A 円形 漏斗状 垂直 248 212 （100） （94） 314 4.482 A N-24°-E

土師質土器皿62/珠洲焼鉢/土
器転用研磨具108/井戸側縦板
175〜181・194/桟木182〜
185/支柱187/杭186/箸188
〜191曲物底板192・195/井
戸側板材193/水溜196〜198

<P3647

SB46

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

3389 14J24 Ⅳ 36 34 36 6.707 − 土師質土器皿
3400 14K5 Ⅳ 32 30 30 6.829 −
3412 14K13 Ⅳ 34 30 28 6.185 − 土師質土器皿
3424 14K3 Ⅳ 32 32 43 6.745 −
3434 14K7・8 Ⅳ 56 56 46 6.707 E 土師質土器皿
3436 14K12・17 Ⅳ 40 38 52 6.657 D 土師質土器皿
3441 14K12 Ⅳ （26）（24）（12） 6.874 − <SD3644
3500 15K1・6 Ⅳ 36 34 36 6.890 D 土師質土器皿3
3599 15K7 Ⅳ 36 32 38 6.804 −
3702 14K19・24 Ⅳ 36 34 58 6.622 −
3703 14K18 Ⅳ 42 40 46 6.697 −
3709 14K4・9 Ⅳ 32 30 51 6.599 −
3724 14K19 Ⅳ 36 30 23 6.943 − >P3723
3727 14K20・25 Ⅳ 38 34 34 6.812 −
3729 14K25 Ⅳ 42 40 24 6.965 −
3803 15K11・12 Ⅳ 36 34 88 6.546 − 土師質土器皿4 >P4103
3807 15K12・13 Ⅳ （28）（24） 51 6.517 − <SD3734
3809 15K17 Ⅳ （36） 32 22 6.761 D 土師質土器皿 <P3540
3814 15K21 Ⅳ 26 24 22 6.960 −

3819 15K13 Ⅳ （28）（22） 45 6.647 −
<SD3043,  
≠SD3734
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遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

分類
形態 規模（cm） 底面

標高 
（m）

覆土
堆積
状況

主軸方向 出土遺物 切り合い
平面 断面

立ち
上がり

上端
長径

上端
短径

下端
長径

下端
短径

深度

3059 15K4・5・9・10 Ⅳ
Ⅱ-3a
〜 3b

B2 楕円形 箱状 垂直 196 （132） 128 （104） 90 6.340 C N-58°-W

>P3818 
<P3510・3513・
3570,SD3053・
3734

3062 15K8 Ⅳ
〜
Ⅱ-2

B 円形 台形状 急斜度 （124） 116 50 48 82 6.337 A N-40°-W
土師質土器皿/青磁椀63/土器
転用研磨具

>SD3734 
<P3516・3821

3063
17O4・5・
10,17N25

Ⅳ Ⅱ B 円形 台形状 急斜度 240 236 124 100 147 5.497 A N-32°-E

3068 13M8 Ⅳ Ⅱ B 円形 Ｕ字状 垂直 104 （62） 54 42 75 6.484 A N-18°-E 土師質土器皿
>SD2295 
<SD3054

3393
15J18・19・23・
24

Ⅳ Ⅱ B 円形 Ｕ字状 垂直 92 92 56 50 122 5.882 A N-10°-E 土師質土器皿64・65

3445 14K13 Ⅳ Ⅱ-1 B 円形 Ｕ字状 垂直 72 68 46 39 148 5.629 A N-88°-W
土師質土器皿/珠洲焼片口鉢/
釘

<SK3440,P3720

3900 14L1・2・6・7 Ⅳ Ⅱ B2 円形 袋状 垂直 152 148 （82） （78）（148） 5.763 C N-9°-E 土師質土器皿66・67

3913 13L20,14L16 Ⅳ Ⅱ B 円形 台形状 急斜度 80 76 38 32 84 6.288 A N-9°-W

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

形態 規模（cm） 底面
標高 

（m）

覆土
堆積
状況

主軸方向 出土遺物 切り合い
分類 平面 断面

立ち
上がり

上端 
長径

上端 
短径

下端 
長径

下端 
短径

深度

3039 15L8・9・13 Ⅳ Ⅱ 3 円形 台形状 緩やか 116 100 66 56 24 7.000 A N-33°-E
土師質土器皿/
珠洲焼片口鉢/
須恵器杯

<P3463

3047 17O18・19 Ⅳ Ⅱ 楕円形 弧状 緩やか 228 194 174 164 24 6.747 D N-35°-E

3049 14J9・10 Ⅳ Ⅱ-3b 3 円形 台形状 緩やか 88 72 60 54 15 6.906 − N-70°-W >SD3040,P3386

3050 15M25,16M21 Ⅳ Ⅱ 3 円形 台形状 緩やか 156 124 130 126 44 6.676 A N-90°-W 土師質土器皿

3051 14J10・15,15J11 Ⅳ Ⅱ-3b 2 長方形 台形状 急斜度 200 96 174 64 26 6.826 A N-52°-W
珠洲焼片口鉢9/
漆器

>SD3040

3327 14J20・25 Ⅳ Ⅱ-3b 2 長方形 台形状 緩やか 76 48 46 32 17 6.841 D N-34°-E >P3387・4168

3421 14K7 Ⅳ Ⅱ 1 楕円形 台形状 急斜度 88 64 42 30 20 6.950 A N-50°-W >P3420

3422 13K8・9・13・14 Ⅳ Ⅱ 円形 弧状（不整形）緩やか （228） 228 （188） 172 11 6.983 D N-32°-W
土器転用研磨具
110

>P3604・3610・
3642・3645 
<P3635

3425 14K6・7・11・12 Ⅳ
Ⅱ-3a
〜

2 長方形 台形状 急斜度 156 72 106 42 26 6.867 A N-28°-E >SK3427,P3426

3427 14K6・11 Ⅳ Ⅱ 2 長方形 台形状 垂直 （156） 76 108 60 28 6.909 B N-65°-W
<SK3425,P3712・
3713

3440 14K13 Ⅳ
Ⅱ-1
〜

4 円形 箱状 垂直 92 88 66 54 32 6.890 A N-40°-W 土師質土器皿 >SE3445

3453 15L4 Ⅳ Ⅱ 1 楕円形 台形状 緩やか 68 44 40 22 9 7.119 D N-33°-E

3455 15L1・2・6・7 Ⅳ Ⅱ 4 円形 箱状 急斜度 76 72 42 42 65 6.627 A N-6°-W 土師質土器皿68

3461 15L9・10 Ⅳ Ⅱ 4 円形 箱状 垂直 104 84 82 60 22 7.038 A N-82°-W <P3462

3596 15K20 Ⅳ Ⅱ 1 楕円形 台形状 緩やか 108 84 90 42 26 6.944 A N-46°-E
>P5001 
<SD3043

3598 16K8・9 Ⅳ Ⅱ 円形 弧状 緩やか （84） （74） 58 52 15 7.042 A N-32°-E >SE3055

3632 13K5・10 Ⅳ Ⅱ 4 円形 箱状 垂直 80 80 74 66 23 6.933 B N-5°-W >P3634

3633 13K21・22 Ⅳ Ⅱ 円形 台形状 80 68 48 36 15 6.946 A N-54°-E

3636 13K24,13L4 Ⅳ
Ⅱ-3a
〜

3 円形 台形状 緩やか 116 112 88 80 19 6.941 B N-78°-W 土師質土器皿 >SK3637,P3638

3637 13K24・25 Ⅳ Ⅱ 円形
台形状?
切られて不明

緩やか （68） 64 （44） 44 （12） 7.035 D N-70°-E <SK3636

3650 13L4 Ⅳ Ⅱ 1 楕円形 台形状 緩やか 80 60 52 40 13 6.989 D N-8°-W 珠洲焼片口鉢69

3652 13L3・4 Ⅳ Ⅱ 3 円形 台形状 緩やか 72 68 50 32 10 7.032 D N-9°-W

3653 13L3・4・8・9 Ⅳ Ⅱ 1 楕円形 台形状 緩やか 154 100 122 62 15 6.994 A N-70°-W 土師質土器皿

3669 14M12・13 Ⅳ Ⅱ 円形 弧状 緩やか 70 60 40 38 12 7.019 A N-88°-W

3673 14M13 Ⅳ Ⅱ 円形
台形状? 

（半分切られ
て不明

急斜度 （74） （74） （28） （40） （42） 6.692 A N-19°-W
>SD2295 
<SD3065

3674 14M18 Ⅳ Ⅱ 切られて不明
箱状?切られ
て不明

急斜度 （82） （42） （50） （50） （14） 6.970 A N-44°-W 珠洲焼壷 <SD2295・3065

3679 14N10 Ⅳ Ⅲ 1 楕円形 台形状 急斜度 122 （64） 90 （44） 60 6.465 A N-45°-W
>SK3680,
SD3065・2295 
<SD3054

3680 14N5・10 Ⅳ Ⅲ 1 楕円形 台形状 緩やか 130 （72） 90 50 29 6.778 B N-47°-W
>SD2295・3065 
<SK3679,SD3054

3726 14K21 Ⅳ Ⅱ 1 楕円形
台形状?

（半分切られ
て不明

緩やか （84） 76 （30） 30 （30） 6.877 A N-33°-E 土師質土器皿 <SK3735

3735 14K16・17・21 Ⅳ Ⅱ 2 長方形 台形状 急斜度 164 104 110 50 48 6.702 A N-32°-E
土師質土器皿/
珠洲焼鉢

>SK3726,P3912

3741 14K22 Ⅳ
Ⅱ-3a
〜

円形 弧状 急斜度 52 48 40 26 18 6.980 D N-86°-W >SK3901,P3748

3823 15M19 Ⅳ Ⅱ 2 長方形 弧状 急斜度 94 44 68 32 15 6.857 D N-34°-E

3850 16K24・25 Ⅳ Ⅱ 1 楕円形 弧状 緩やか 80 60 56 40 14 7.039 B N-40°-E

3901
14K22・23,14L2・
3

Ⅳ Ⅱ 1 円形 台形状 緩やか 168 144 86 86 24 6.980 C N-88°-W
土師質土器皿/
青磁椀

<SK3741

3957 12L23・24 Ⅳ Ⅱ 2 長方形 台形状 緩やか 116 68 80 42 14 7.022 A N-63°-W

3968 12L25 Ⅳ Ⅱ 円形 切られて不明 緩やか （130） （60） （76） （36） （30） 6.906 A? N-57°-W <SD3054

3969 12M2 Ⅳ Ⅱ 切られて不明 切られて不明 緩やか （80） （28） （20） （16） （20） 7.081 A? N-15°-E >SD2295

3984 18P17 Ⅳ Ⅱ 4 円形 台形状
急斜度・
緩やか

106 102 80 72 18 6.811 A N-90°-E

3996 19P16・21 Ⅳ Ⅱ 1 楕円形 箱状 垂直 76 56 66 48 14 6.806 D N-28°-E

4150 17P10・14・15 Ⅳ Ⅱ 2 長方形 台形状
緩やか・
垂直

128 98 116 90 14 6.891 A N-43°-E

4153 17Q5・10 Ⅳ Ⅱ 円形 Ｕ字状 垂直 84 76 44 38 68 6.345 A N-90°-W

4154 17Q25 Ⅳ Ⅱ 長方形
未完掘の為不
明

緩やか 124 76 74 36 （40） 6.425 A N-35°-E 須恵器杯

E 区　井戸観察表（2）

E区　土坑観察表
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E 区　溝観察表

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

規模（cm） 底面標高 
（m）

主軸方向 出土遺物 切り合い
上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深度

2295
11L,12L・M,13M,14M・
N,15N・O,16O・P,17O・
P,18P,19P・Q,20P・Q

Ⅳ Ⅰ

南北
（1055） 

東西
（9838）

南北
108〜72 

東西
192〜56

南北
（1040） 

東西
（9703）

南北
83〜44 

東西
120〜25

南北
25〜14 

東西
49〜13

南北
6.363〜6.502 

東西
6.967〜6.295

南北
N-13°-W 
東西
N-63°-W

須恵器無台杯・瓶/
土師質土器皿70・
71/珠洲焼片口鉢
74・鉢73・甕72・
壷/青磁椀/鉄滓

>SK3674,
SD3067<SE3068,
SK3673・3680・3679・
3969,SD3053・3054・
3064・3065・3072,
P3976・3678・3974・
3975・3986・3989・4000

3038 15K25,16K1,15L5 Ⅳ
Ⅱ
-3b

384 176〜120 （298） 134〜62 2〜17 7.105 N-29°-E
土師質土器皿75/
青磁椀/不明鉄製品
112/釘117

<P3456,SD3043

3040 15J Ⅳ
Ⅱ
-3a

（446） 56〜40 （420） 36〜22 12 7.065〜6.978 N-58°-W 土師質土器皿
≠P3384 
<SE3042,SK3051・3049,
SD3750,P3386

3041 15I,15J Ⅳ
Ⅱ
-3b

（784） 72〜40 （768） 40〜16 16〜5 7.003〜6.901 N-56°-W 土師質土器皿 >P3326

3043 14J,15J・K,16K・L Ⅳ
近世
以降

（2040） 36〜16 （2020） 20〜15 5〜25 7.120〜7.050 N-45°-W

>SK3596,P3366・3385・
3518・3546・3561・3819・
5001,
SD3061・3038・3734 
<SD3053

3053 14L・M,15J・K・L,16J Ⅳ
近世
以降

（3580） 72〜28 （3561）（60）〜13 20〜4 7.120〜6.882 N-35°-E
珠洲焼片口鉢76・
甕・壷

>SE3033・SE3059,
P3811・P3818・3821,
SD3043・SD2295・3061・
3064 
>SD3043

3054 12L,13M Ⅳ
近世
以降

（1032） 60〜35 （1010） 28〜16 6〜27 7.121〜6.963 N-53°-W
>SE3068,SK3679・3680・
3968,SD2295・3065,P3958

3056 14J Ⅳ
Ⅱ
-3a

（412） 56〜50 （420） （40）〜28 8 7.020〜7.014 N-33°-E 土師質土器皿
>P3324・P3325・P3328・
P3368,<SE3042

3058 11N・M Ⅳ Ⅱ （904） 76〜48 （870） 56〜32 16 7.144〜7.107 N-12°-E
>P4104 
<P3961

3060 13K25,14K1 Ⅳ Ⅱ （224） 32〜20 （200） 16〜8 20 7.104〜6.963 N-57°-W 珠洲焼片口鉢・甕 >P3438

3061 14K・L・M・N,15K Ⅳ Ⅱ （3152） 84〜32 （3140） 55〜16 26〜6 7.166〜7.011 N-4°-E
土師質土器皿77・
78・79・80・81・
82・83/釘115

>P3725・P3730・P3731・
P4157 
<SE3048,
SD3053・SD3043・3065

3064 13M,14M Ⅳ Ⅱ （480） 104〜72 （480） 80〜56 38 6.896 N-61°-W 土師質土器皿84
>SD2295 
<SD3053

3065 14L・M・N,15L・M・N Ⅳ Ⅱ

北西
 424/440 

南東
1060 
北東
872 
南西

（856）

北西 
120〜100 
/110〜86 

南東
92〜80 

北東
136〜52 

南西
108〜68

北西
328/388 

南東
1032 
北東
840 
南西
636

北西 
56〜36 
/72〜56 

南東
52〜36 

北東
48〜24 

南西
60〜32

北西
49/68 
南東

59〜51 
北東

52〜33 
南西

64〜29

北西
6.799〜6.796 
/6.719〜6.563 

南東
6.575〜6.507 

北東
6.852〜6.722 

南西
6.856〜6.504

北西 
N-30°-E 
南東 
N-32°-E 
北東 
N-59°-E 
南西 
N-53°-W

土師質土器皿/珠洲
焼片口鉢87・甕/白
磁皿85/青磁椀86

>SK3673・3674,
SD2295・3061 
<SK3679・3680,SD3054

3066 17M,16・17N Ⅳ Ⅱ （1424） 68〜52 （1410） 32〜24 29 7.020〜6.898 N-41°-E
青磁椀88/土師質土
器皿

3067 15N Ⅳ Ⅱ 696 104〜42 （680） 64〜16 39 7.001〜6.858 N-30°-E 土師質土器皿 <SD2295

3069 17K21 Ⅳ Ⅱ （146） （26） （112） （16） 34 7.062 −

3070 19R・S,20Q・R Ⅳ Ⅱ （2215） 80〜35 （2200） 15〜12 （50〜32） 5.588〜5.707 N-40°-E <SD3071・3072

3071 18R,19Q・R,20Q Ⅳ
近世
以降

（2196） （710） （2168） 36〜12 （92） 6.227〜6.088 N-41°-E
>SD2295                                            
<SD3072

3072
18R,19Q・R・S・,20Q・
R・S

Ⅳ
近世
以降

（2245） （1500） （780） 280〜144 （115〜56） 6.671〜5.650 N-38°-E

須恵器蓋1・瓶類2/
土師質土器皿89・
90/瓷器系片口鉢
92・甕/青磁椀91/
砥石106

>SD2295 
>SD3070・3071

3073 16M13 Ⅳ
近世
以降

（172） 76 （150） 54〜50 7 7.074 N-11°-E

3416 14K2・3・8 Ⅳ
Ⅱ
-3a

（332） （64〜46） （254） （38〜24） 9〜22 6.543 N-57°-W 土師質土器皿
>P3411・3439・3444 
<P3417・3487・3736

3643 13K4・9 Ⅳ （96） 28 （88） 18〜10 10 6.866 N-45°-W

3644 14K12 Ⅳ 140 32〜24 （122） （22）〜12 14 7.001 N-32°-E 土師質土器皿 >P3441

3646 13J25,13K5,14K1・6 Ⅳ （316） 84〜52 （274） （44〜30） 6 6.994〜7.096 N-50°-W >P3640

3734 14K,15K Ⅳ
Ⅱ
-3a

南西
540 
南東

（404）

南西
56〜40 

南東
76〜（22）

南西
（564） 

南東
（416）

南西 
34〜22 

南東 
50〜（12）

南西
20〜6 
南東

27〜10

南西
7.016〜6.997 

南東
7.105〜6.903

南西
N-54°-W 
南東
N-41°-E

土師質土器皿93/砥
石107

>P3718・3807・3816・
4102,  
<SE3048・3059・3062,
P3536・3820・3821,
SD3043≠P3806・3819

3749 14K16 Ⅳ Ⅱ （140） （44〜32） （130） （28〜22） 11 6.962〜6.934 N-48°-W >P4100・4101

3750 14J9 Ⅳ Ⅱ

南北
（96） 

東西
（82）

南北
（28） 

東西
（24）

南北
（70） 

東西
（52）

南北
（34） 

東西
（22）

20 

南北
7.007 
東西

6.897

南北
N-13-E 
東西
N-90-W

>SD3040,P3386 
<P3753

E 区　性格不明遺構観察表

遺構 
番号

グリッド 検出層位 変遷時期
形態 規模（cm） 底面標高 

（m）
覆土堆積

状況
主軸方向 出土遺物 切り合い

平面 断面 立ち上がり 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深度
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E 区　ピット観察表（1）

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面 
標高 

（m）
覆土 出土遺物 切り合い

3321 14J22,14K2 Ⅳ 26 24 47 6.618 −

3322 14J22 Ⅳ 24 20 17 6.789 −

3323 14J22・23 Ⅳ 28 20 43 6.516 −

3324 14J17・18 Ⅳ 36 36 38 6.719 − <SD3056

3325 14J12・13 Ⅳ 32 28 18 6.915 − <SD3056

3326 15J1 Ⅳ 36 34 16 6.938 − <SD3041

3328 14J13 Ⅳ 32 28 24 6.861 − <SD3056

3329 15J11 Ⅳ （22）（20） 26 6.884 D <P3371

3331 15J14 Ⅳ 28 （28） 29 6.772 −

3332 15J25 Ⅳ 28 24 19 6.937 −

3333 15J20 Ⅳ 36 （20） 43 6.667 −

3334 15J20 Ⅳ 32 28 35 6.698 − 土師質土器皿

3335 15J18・19 Ⅳ 36 32 31 6.761 −

3338 15J24 Ⅳ 36 （28） 38 6.694 D <P3337

3339 15J19 Ⅳ 28 28 17 6.957 −

3340 15J19・20 Ⅳ （32） 32 38 6.749 − <P3341

3341 15J19・20 Ⅳ 32 28 11 7.008 − >P3340

3342 15J20 Ⅳ 24 20 18 6.948 −

3343 15J22・23 Ⅳ 28 28 39 6.754 −

3344 15J23 Ⅳ 40 36 40 6.723 −

3346 15J23,15K3 Ⅳ 44 40 24 6.938 −

3347 15J23・24 Ⅳ 24 24 16 6.977 − 土師質土器皿

3348 15J24 Ⅳ 32 28 24 6.936 − 土師質土器皿

3349 15J24 Ⅳ 40 40 27 6.860 − 不明鉄製品

3351 14J5 Ⅳ 32 28 11 6.939 −

3352 14J14 Ⅳ 52 44 25 6.841 −

3354 15J7 Ⅳ 44 40 10 6.966 −

3357 15J11・16 Ⅳ 28 24 26 6.859 −

3360 15J16 Ⅳ 32 32 48 6.640 −

3361 15J16・21 Ⅳ 36 32 27 6.857 −

3362 14J25 Ⅳ 32 32 29 6.856 − 土師質土器皿

3367 14J13・18 Ⅳ 40 32 11 6.993 −

3369 14J24 Ⅳ 24 20 17 6.963 −

3370 14J23 Ⅳ 38 （28） 21 6.761 B <P3377

3371 15J11 Ⅳ 24 24 23 6.867 D >P3329

3372 14J14 Ⅳ 30 30 22 6.568 F >SE3042

3373 14J17 Ⅳ 30 28 38 6.704 −

3374 14J21 Ⅳ 30 30 27 6.859 −

3375 14J16・17 Ⅳ 28 26 32 6.794 −

3377 14J23 Ⅳ 36 26 25 6.879 A >P3370

3379 14J24 Ⅳ 34 28 13 7.020 −

3380 14J21 Ⅳ （26） 20 31 6.813 − <P3381

3381 14J21 Ⅳ 48 46 28 6.862 − >P3380

3382 14J25 Ⅳ 34 32 14 6.991 D

3386 14J9 Ⅳ （16）（16） 14 6.808 −
<SK3049,
SD3040

3390 14J24 Ⅳ 36 34 45 6.707 −

3394 15J17 Ⅳ 22 22 18 6.872 −

3396 15J22 Ⅳ 28 28 12 7.021 D

3397 15J23 Ⅳ 34 （20） 14 6.977 −

3398 14J21 Ⅳ 34 28 12 7.021 −

3402 14K2 Ⅳ 28 26 16 7.014 −

3406 14K8 Ⅳ 28 28 27 6.888 −

3407 14K8 Ⅳ 26 24 29 6.862 −

3408 14K8 Ⅳ 18 18 20 6.922 −

3409 14K8 Ⅳ 32 28 32 6.823 −

3411 14K2 Ⅳ （44） 32 18 6.995 B <SD3416

3413 14K12 Ⅳ 28 28 28 6.866 −

3414 14K12 Ⅳ 32 28 29 6.865 − 土師質土器皿

3415 14K7 Ⅳ 30 28 26 6.921 −

3417 14K3・8 Ⅳ 20 18 13 7.020 − >SD3416

3419 14K7 Ⅳ 34 （22） 15 6.982 D <P3420

3420 14K7 Ⅳ 50 （32） 12 7.033 D
>P3419 
<SK3421

3428 14K7 Ⅳ 32 30 48 6.750 E

3429 14K4 Ⅳ 28 24 29 6.884 −

3431 14K6 Ⅳ 36 34 24 6.907 −

3432 14K6 Ⅳ 74 28 10 7.029 − 土師質土器皿

3435 14K11・12 Ⅳ 24 20 25 6.897 − 土師質土器皿

3437 14K21,13K25 Ⅳ 32 30 18 6.964 −

3438 14K1 Ⅳ 28 18 （6） 6.974 − <SD3060

3443 14K7 Ⅳ 30 28 31 6.874 − 土師質土器皿

3448 14K9・10 Ⅳ 32 28 22 6.594 D 土師質土器皿

3449 14K20 Ⅳ 44 38 49 6.646 − 土師質土器皿

3454 15L4 Ⅳ 28 28 30 6.962 −

3456 15L4・5 Ⅳ 32 28 35 6.895 − >SD3038

3458 15L8 Ⅳ 28 24 31 6.965 −

3459 15L8 Ⅳ 22 20 22 7.045 − 土師質土器皿

3460 15L10 Ⅳ 24 20 58 6.656 −

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面 
標高 

（m）
覆土 出土遺物 切り合い

3462 15L10 Ⅳ 22 18 34 6.910 D >SK3461

3463 15L13・14 Ⅳ 28 24 42 6.803 B >SK3039

3467 16L11 Ⅳ 26 26 31 6.915 −

3469 15L10,16L6 Ⅳ 24 22 13 7.114 −

3470 15L3 Ⅳ 34 32 51 6.723 − >SE3037

3471 15L3 Ⅳ 18 16 25 6.876 −

3487 14K8 Ⅳ 34 30 29 6.874 −
>SD3416,
P3736

3503 15K3 Ⅳ 48 （44） 14 7.039 D 土師質土器皿 <P3810

3504 15K3 Ⅳ 38 36 53 6.657 −

3506 15K3・8 Ⅳ 42 36 30 6.898 −

3507 15K3 Ⅳ 22 22 22 6.956 D >P3508

3508 15K3・4 Ⅳ （34） 32 24 6.916 D
>P3509 
<P3507

3509 15K4 Ⅳ 26 （24） 24 6.845 D <P3508

3512 15K5 Ⅳ 40 34 27 6.820 −

3513 15K4 Ⅳ 30 30 27 6.904 − >SE3059

3514 15K9 Ⅳ 36 34 22 6.960 −

3516 15K8 Ⅳ 44 42 36 6.804 − >SE3062

3518 15K7 Ⅳ 42 （32） 33 6.711 − <SD3043

3521 15K11・12 Ⅳ 42 40 25 6.626 − 土師質土器皿 >P3805

3523 15K12・17 Ⅳ 46 44 48 6.693 −

3525 15K18 Ⅳ 24 22 54 6.651 −

3526 15K14 Ⅳ 34 32 32 6.865 −

3527 15K14 Ⅳ 30 24 20 6.976 −

3528 15K15 Ⅳ 30 （22） 12 7.036 D <P3529

3529 15K15 Ⅳ 30 26 26 6.947 D >P3528

3531 15K15 Ⅳ 30 24 23 6.953 − 土師質土器皿

3533 15K20,16K16 Ⅳ 20 （6） 8 7.139 − <P3532

3535 15K16 Ⅳ 18 16 39 6.756 −

3537 15K16 Ⅳ 28 22 15 6.982 −

3539 15K6 Ⅳ 42 （38） 14 7.021 − <SE3046

3540 15K17 Ⅳ 36 34 37 6.795 D
>P3808・
3809

3543 15K17 Ⅳ 38 34 18 6.995 −

3544 15K18 Ⅳ 20 18 10 7.075 −

3545 15K19 Ⅳ 24 22 17 7.032 −

3546 15K19 Ⅳ （24） 20 28 6.901 −
土師質土器皿
94

<SD3043

3548 15K24 Ⅳ 32 28 9 7.149 −

3550 15K20 Ⅳ 24 22 13 7.092 −

3551 15K20 Ⅳ 40 32 19 7.060 −

3552 15K21 Ⅳ （25）（23） 21 6.974 −
>SE3035 
<P3553

3553 15K21 Ⅳ （56）（28） 28 6.850 − 珠洲焼片口鉢
<SE3035,
P3552

3555 15K23 Ⅳ 20 20 22 6.997 −

3556 15K23 Ⅳ 42 40 22 6.997 −

3557 15K23・24 Ⅳ 40 38 28 6.939 − 土師質土器皿

3561 15K13 Ⅳ 22 20 22 6.945 − <SD3043

3562 16K1 Ⅳ 50 48 18 6.980 − 珠洲焼片口鉢

3563 16K1 Ⅳ 36 34 28 6.872 −

3565 16K1 Ⅳ 18 18 34 6.830 −

3566 16K1 Ⅳ （34）（22） 26 6.845 B
<P3567・
3568

3567 16K1 Ⅳ 34 30 25 6.892 − >P3566

3568 16K2 Ⅳ （30）（28） 16 6.845 D >P3566

3569 16K2 Ⅳ 26 22 11 7.044 −

3570 15K4 Ⅳ 24 20 38 6.761 −
土師質土器皿
/青磁椀

>SE3059

3571 16K2・7 Ⅳ 36 34 28 6.875 −

3572 15K4 Ⅳ 22 18 17 6.979 − 土師質土器皿

3573 16K6 Ⅳ 28 24 46 6.733 −

3574 16K6 Ⅳ 28 28 20 6.980 −

3575 16K6 Ⅳ 38 36 38 6.750 −

3577 15K22 Ⅳ 32 28 14 7.011 −

3579 16K6 Ⅳ 24 16 10 7.079 −

3580 16K11 Ⅳ 32 32 15 7.030 −

3584 16K13 Ⅳ 24 24 24 6.978 − >SE3031

3590 16K21,16L1 Ⅳ 29 24 36 6.837 −

3591 16J21 Ⅳ 30 26 19 6.919 −

3593 16J21 Ⅳ 20 18 18 6.937 −

3594 16J22 Ⅳ （32）（12） 11 7.025 −

3600 13K10 Ⅳ 30 28 28 6.849 −

3601 13K9 Ⅳ 28 26 17 6.971 −

3602 13K9 Ⅳ 30 28 14 6.994 −

3603 13K9 Ⅳ （38）（22） 18 6.953 −

3604 13K9 Ⅳ （32）（32） 8 6.911 − <SK3422

3605 13K16・17 Ⅳ 30 24 44 6.744 −

3606 13K17 Ⅳ （34）（32） 31 6.791 −

3607 13K17 Ⅳ 28 28 46 6.638 −

E 区　性格不明遺構観察表

遺構 
番号

グリッド 検出層位 変遷時期
形態 規模（cm） 底面標高 

（m）
覆土堆積

状況
主軸方向 出土遺物 切り合い
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遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面 
標高 

（m）
覆土 出土遺物 切り合い

3609 13K21 Ⅳ 30 28 32 6.766 −

3610 13K9 Ⅳ （36）（28） 25 6.855 − <SK3422

3611 13K13・18 Ⅳ 36 28 19 6.889 −

3612 13K13 Ⅳ 28 22 23 6.863 −

3614 13K13 Ⅳ 28 24 13 6.979 −

3615 13K10 Ⅳ 28 24 27 6.844 − 瓷器系甕

3618 13K18 Ⅳ 22 20 14 6.936 −

3621 13K19 Ⅳ 26 24 18 6.916 −

3622 13K19 Ⅳ 24 24 16 6.965 −

3623 13K19 Ⅳ 34 28 11 6.976 −

3624 13K20 Ⅳ 32 32 38 6.771 −

3625 13K22・23 Ⅳ 32 28 21 6.923 −

3629 13K25 Ⅳ （32） 30 19 6.915 − <P3630

3630 13K25 Ⅳ 26 20 18 6.943 − >P3629

3631 13K25 Ⅳ 18 14 13 7.012 −

3634 13K5・10 Ⅳ （30）（8） 30 6.933 D <SK3632

3635 13K13 Ⅳ 24 22 16 6.973 D >SK3422

3638 13L4 Ⅳ （22）（20） 25 6.795 − <SK3636

3640 13K5,14K1 Ⅳ 22 20 25 6.883 − <SD3646

3641 13J25 Ⅳ 40 26 15 6.711 −

3642 13K9 Ⅳ （28） 26 23 6.907 − <SK3422

3645 13K8・9 Ⅳ （32）（30） 16 6.854 − <SK3422

3647 13K15 Ⅳ 24 18 36 6.763 − >SE3057

3649 13K15 Ⅳ 26 24 18 6.950 −

3651 13K10 Ⅳ 26 24 36 6.604 −

3654 13K25,13L5 Ⅳ 22 20 18 6.962 −

3655 13L14 Ⅳ 32 32 33 6.834 −

3656 13L10 Ⅳ 26 24 22 6.993 −

3658 13L5・10 Ⅳ 26 24 22 6.974 −

3661 13L25 Ⅳ 24 22 12 7.049 −

3663 13L25 Ⅳ 28 24 21 7.044 −

3664 14M1 Ⅳ 30 28 14 7.073 −

3665 14M1 Ⅳ 34 30 22 7.008 −

3666 13M5 Ⅳ 26 24 34 6.896 −

3667 13M5 Ⅳ 30 26 17 7.062 −

3668 13M4 Ⅳ 18 16 22 7.005 − >P3672

3670 13M3 Ⅳ 32 28 24 6.982 − 土師質土器皿

3671 14M2 Ⅳ 34 30 34 6.897 −

3672 13M4・5 Ⅳ （18） 18 11 7.113 − <P3668

3677 14N15 Ⅳ 24 24 18 6.930 −

3678 13M10 Ⅳ 20 20 20 7.100 D >SD2295

3681 14M23 Ⅳ 26 24 40 6.694 −

3700 14K20・25 Ⅳ 34 28 21 6.976 −

3701 14K20 Ⅳ 28 24 25 6.900 −

3704 14K17 Ⅳ 24 24 17 6.967 −

3705 14K17 Ⅳ 28 22 20 6.942 − 土師質土器皿

3706 14K17 Ⅳ 30 28 19 6.955 −

3707 14K17 Ⅳ 34 26 26 6.967 −

3708 14K17・22 Ⅳ 28 26 23 6.930 −

3710 14K10 Ⅳ 26 24 23 6.893 −

3711 14K4 Ⅳ 22 22 17 6.992 −

3712 14K6 Ⅳ 34 32 26 6.849 − >SK3427

3713 14K11 Ⅳ 32 30 21 6.679 − >SK3427

3716 14K13 Ⅳ 18 14 15 6.964 −

3717 14K8 Ⅳ 18 14 13 7.020 −

3718 14K15 Ⅳ （32）（18） 14 7.040 D 土師質土器皿 <SD3734

3719 14K13 Ⅳ 36 34 40 6.743 −

3721 14K14・19 Ⅳ 24 20 15 6.883 −

3722 14K14 Ⅳ 20 20 12 6.989 −

3725 14K19・20 Ⅳ 20 18 16 7.016 − <SD3061

3728 14K25 Ⅳ 28 28 12 7.086 −

3730 14K24 Ⅳ 28 24 34 6.809 − <SD3061

3731 14K24 Ⅳ 24 22 15 6.981 − <SD3061

3736 14K8・9 Ⅳ 40 （32）（38） 6.763 −
>SD3416 
<P3487

3737 14K23 Ⅳ 26 24 37 6.975 −

3738 14K22,14L2 Ⅳ 36 28 32 6.876 −

3739 14K22 Ⅳ 28 24 31 6.849 −

3740 14K22 Ⅳ 24 22 32 6.853 −

3744 14K6 Ⅳ 22 18 19 6.778 −

3751 14J23 Ⅳ 30 24 （35） 6.754 −

3754 15J23 Ⅳ 36 28 17 6.913 B

3756 15J21 Ⅳ 32 28 38 6.693 D >P3757

3758 14J18 Ⅳ （42）（18）（19） 6.886 −

3759 15J1 Ⅳ 28 26 34 6.712 −

3761 15J21 Ⅳ 44 40 32 6.770 −

3805 15K11・12 Ⅳ 32 （12） 28 6.626 B <P3521

3810 15K3 Ⅳ 44 36 14 7.035 D >P3503

3811 15K8・13 Ⅳ 24 24 19 6.857 − <SD3053

E 区　ピット観察表（2）

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面 
標高 

（m）
覆土 出土遺物 切り合い

3812 15K15・20 Ⅳ 34 28 32 6.894 −

3813 15K14 Ⅳ 28 26 32 6.859 −

3815 15K24 Ⅳ 20 18 35 6.878 −

3816 14K15,15K11 Ⅳ 24 （22） 12 6.833 − <SD3734

3818 15K4・5 Ⅳ （36）（30） 25 6.839 D
<SE3059,
SD3053

3820 15K8・13 Ⅳ 28 22 11 7.055 − >SD3734

3821 15K8 Ⅳ 22 18 17 6.986 −
>SE3062,
SD3053・
3734

3851 16K22 Ⅳ （24）（24） 32 6.725 − <SE3031

3904 14L6 Ⅳ 40 32 29 6.917 −

3909 14L2 Ⅳ 28 26 31 6.900 −

3910 14L1・6 Ⅳ 32 32 16 7.014 −

3911 14L1 Ⅳ 28 24 15 7.048 −

3914 14L18 Ⅳ 34 26 27 6.931 −

3915 14L7 Ⅳ 28 24 38 6.833 −

3949 11M24 Ⅳ 40 38 12 7.061 −

3950 12L5 Ⅳ 30 28 26 6.836 −

3951 12L9 Ⅳ 38 34 11 6.962 −

3952 12L9 Ⅳ 38 32 34 6.770 −

3953 12L13 Ⅳ 30 26 26 6.877 −

3954 12L10・15 Ⅳ 28 22 17 7.016 −

3955 12M7 Ⅳ 16 14 13 7.007 −

3956 12M8 Ⅳ 24 22 16 7.020 −

3958 12L19・24 Ⅳ 42 （26） 17 7.087 D <SD3054

3960 11M24 Ⅳ 32 30 22 6.961 −

3961 11M24 Ⅳ 24 24 12 7.069 − >SD3058

3962 11N5 Ⅳ 22 20 12 7.037 −

3963 11N10 Ⅳ 26 24 13 7.093 −

3964 11N14 Ⅳ 30 22 11 7.081 −

3965 11M25 Ⅳ 30 26 34 6.848 −

3966 11N10 Ⅳ 42 32 27 6.917 −

3967 11M20 Ⅳ 28 28 16 6.998 −

3971 12N9 Ⅳ 50 40 17 7.037 −

3972 12N14 Ⅳ 30 28 13 7.034 −

3973 13M25 Ⅳ 24 24 32 6.831 −

3974 15N11 Ⅳ 28 18 19 6.886 − >SD2295

3975 15O9 Ⅳ 28 26 33 6.593 − >SD2295

3976 17P4 Ⅳ 36 32 18 6.766 − >SD2295

3977 17O15 Ⅳ 22 20 33 6.778 −

3978 17O10・15 Ⅳ 24 24 14 6.805 −

3979 16P1 Ⅳ 22 20 25 6.582 −

3980 15O4 Ⅳ 32 26 14 6.784 −

3983 16P7 Ⅳ 28 26 16 6.668 −

3985 16P3 Ⅳ 24 22 14 6.722 −

3986 16O24 Ⅳ 34 32 （6） 6.873 − >SD2295

3988 16N16 Ⅳ 28 22 30 6.731 −

3989 17P10 Ⅳ 38 28 24 6.784 − >SD2295

3990 17O24・25 Ⅳ 30 28 25 6.733 −

3991 19P21 Ⅳ 24 24 19 6.711 −

3992 19P21 Ⅳ 28 24 16 6.753 −

3993 19P21 Ⅳ 28 26 32 6.831 −

3994 19P21 Ⅳ 28 28 24 6.687 −

3995 19P16 Ⅳ 28 26 16 6.774 −

3997 18P13 Ⅳ 28 28 27 6.750 −

3998 16N16 Ⅳ 24 22 19 6.849 −

3999 16N9 Ⅳ 24 20 14 6.930 −

4000 18P14 Ⅳ 28 24 35 6.621 − >SD2295

4100 14K16・17 Ⅳ （30） 22 13 6.961 − <SD3749

4101 14K16 Ⅳ 22 20 12 6.934 − <SD3749

4102 14K9・10 Ⅳ 38 30 43 6.655 − <SD3734

4103 15K11・12 Ⅳ （24）（22） 24 6.319 − 土師質土器皿 <P3803

4104 11N4 Ⅳ （24） 22 23 7.043 − <SD3058

4105 11M25 Ⅳ 30 28 14 7.043 −

4106 11N9 Ⅳ 20 18 25 6.915 −

4151 13N16 Ⅳ 32 30 31 6.807 −

4152 13N16・17 Ⅳ 46 40 38 6.742 −

4157 14L12 Ⅳ 26 20 32 6.801 − <SD3061

4158 14L21 Ⅳ 22 20 19 7.009 −

4159 14L21 Ⅳ 28 22 10 7.103 −

4160 13L20 Ⅳ 16 16 15 7.067 −

4161 13L20 Ⅳ 20 14 22 6.963 −

4162 13L15 Ⅳ 24 20 27 6.952 −

4163 13L14 Ⅳ 22 20 19 7.009 −

4164 13L9・14 Ⅳ 24 24 19 6.954 −

4168 14J20・25 Ⅳ 32 22 12 6.841 D <SK3327

5001 15K20 Ⅳ （28）（24）（20） 6.930 −
<SK3596,
SD3043
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報告
No.

出土位置 遺構/層位 種類 器種/時期
法量（cm）

内面色調 外面色調 胎土
回転
方向

底部調整 調整/文様 使用痕跡 備考
口径 器高 底径

1 19S SD3072 須恵器 蓋 14.4 （2.2） N灰白4/ N灰白7/ 海骨・白
外頂ロクロケズリ、
内外ロクロナデ

新津丘陵
産?

2 19S SD3072 須恵器 瓶類 （2.5） 9.4
10YR灰黄褐
6/2

10YR褐灰6/1
φ5mm
の長・白

左 回転ヘラ 内外ロクロナデ 五頭山麓産

3 15K1
SB46-
P3500 1層

土師質土器 小皿・R1類 6.4 1.5 4.8
7.5YR浅黄橙
8/6

7.5YR浅黄橙
8/6

雲 右 回転糸 内外ロクロナデ 内面炭化物

4 15K
SB46-
P3803

土師質土器 小皿・R1類 （1.9） 5.6 7.5YR橙7/6 7.5YR橙7/6 雲 右 回転糸 内外ロクロナデ

5 16K SE3030 1層 土師質土器
小皿・RH1
類

8.5 1.2 7
10YRにぶい黄
橙6/3

10YRにぶい黄
褐5/3

雲 左 回転ヘラ 内外ロクロナデ

6 16K SE3030 1層 土師質土器 皿・R2類 10.4 3.0 5.5
7.5YRにぶい
橙6/4

7.5Rにぶい橙
6/4

右 回転糸 内外ロクロナデ

7 16K SE3030 4層 青磁
椀・同13c
前

16 （2.6）
7.5Y灰オリー
ブ5/2

5Y灰オリーブ
5/3

外櫛目文 同安窯か

8 16K SE3030 5層 青磁 椀・Ⅱb類 16.2 （5.0）
2.5GYオリー
ブ灰6/1

5GY明オリー
ブ灰7/1

外鎬連弁文 龍泉窯

9
15J,  14J,
16K

SK3051  
SE3030

珠洲焼
片口鉢・Ⅲ
期b

31.3（12.0） 2.5Y黄灰6/1 10YR褐灰6/1 海骨・白 卸し目20目
内体・断面炭化
物

10 16K17 SE3031 13層 土師質土器 小皿・R1類 7.4 1.6 5 7.5YR橙7/6 7.5YR橙7/6 金・白 右 回転糸 内外ロクロナデ

11 16K SE3031 3層 土師質土器 皿・RH類 （1.9） 7.6
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/4

雲 回転ヘラ
内外ロクロナデ、
外底ナデ

12 16K12 SE3031 10層 土師質土器 皿・RH類 （2.1） 7.8
7.5YR浅黄橙
8/3

7.5YR浅黄橙
8/3

雲 左 回転ヘラ 内外ロクロナデ 外底炭化物

13 16K SE3031 16層 青磁 椀・Ⅱb類 （1.6） 5.1 7.5GY緑灰6/1 10YR灰白7/1 黒 外底畳付け釉なし 龍泉窯

14 16K SE3031 18層 青磁 椀・Ⅱc類 （2.3） 5.7
5GYオリーブ
灰6/1

5GYオリーブ
灰6/1

気泡

外体鎬連弁文、見
込み片彫り圏線・
草花文、畳付け外
底釉なし

龍泉窯

15 16K SE3031 18層 珠洲焼
片口鉢・Ⅲ
〜Ⅳ期

（5.1） 2.5Y黄灰5/1 5Y灰5/1 海骨・白 卸し目8目

16 16K SE3031 15層 珠洲焼
片口鉢・Ⅱ
〜Ⅲ期?

（5.2） 2.5Y黄灰6/1 N灰5/ 海骨・白 内外ロクロナデ 内外炭化物

17 16K SE3031 3層 珠洲焼 壺T種・Ⅲ期 （6.5） 2.5Y灰5/1 5Y灰6/1 海骨・白
外体平行タタキ、
内体無文当て具

18
14J25,
16K

SE3031 18
層,P3366 1層

珠洲焼
甕T種・Ⅳ-1
期g

62.2 10.9 28.8 5Y灰5/1 2.5Y黄灰6/1 海骨・白
外体平行タタキ、
内体無文当て具

19 16K
SE3031
10層

瀬戸・美濃
焼

卸し皿・古
瀬戸中期

13.5 4.0 8 5Y灰6/1 5Y灰白7/1 黒 右 回転糸 内外透明釉
外底面・断面に
黒色付着物

20 15J25
SE3033　
11層

瓷器系陶器 甕 （6.0） N灰白7/1 5Y淡橙6/4 長
内外ナデ、外体押
印簾状文

21 15J,  15K SE3032 一括 土師質土器 皿・R類 （1.2） 6.8
10YR灰黄褐
4/2

10YR灰黄褐
4/2

長 右 回転糸 内外ロクロナデ 内外炭化物

22 15K SE3035 5層 土師質土器 皿・R類 （2.0） 7.8
7.5YRにぶい
橙7/4

7.5YRにぶい
橙7/4

長・白多 右 回転糸 内外ロクロナデ

23 15L,15K SE3036 一括 土師質土器
小皿・RH1
類

7.6 1.2 6.4
7.5YRにぶい
橙7/4

7.5YRにぶい
橙7/4

金 回転ヘラ 内外ロクロナデ

24 15L,15K SE3036 1層 土師質土器 小皿・R1類 8.4 1.7 6 2.5Y浅黄7/4 2.5Y浅黄7/4 右 回転糸 内外ロクロナデ

25 16K SE3034 3層 土師質土器
小皿・RH1
類

7.3 1.3 6.3
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/4

金 左 回転ヘラ 内外ロクロナデ

26 SE3034 6層 土師質土器 小皿・R1類 7.7 1.2 6.4 7.5YR灰白8/2 7.5YR灰白8/2 回転糸 内外ロクロナデ

27
15K,  
16K,
16L

SE3034 1層 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ
期g

27.6 （6.0） 5Y灰5/1 5Y灰6/1 海骨・白 内卸し目7目 内面炭化物

28 15L SE3037 8層 土師質土器
小皿・RH1
類

5.8 （1.5） 5.1 5YR橙7/6
7.5YRにぶい
橙7/4

金 回転ヘラ 内外ロクロナデ 内面炭化物

29 15L3 SE3037 3層 土師質土器 小皿・RH類 （1.2） 6.2 5YR橙7/6
10YRにぶい黄
橙7/4

金 回転ヘラ 内外ロクロナデ

30 15L3 SE3037 2層 土師質土器 小皿・R1類 8 1.4 8.5
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/4

右 回転糸 内外ロクロナデ

31 15K2・3 SE3037 1層 土師質土器 皿・R2類 （2.0） 6.6
10YR浅黄橙
8/3

10YR浅黄橙
8/4

右 回転糸
内外ロクロナデ、
外底凹線

32 15L SE3037 8層 土師質土器 皿・R1類 （3.0）10.7 2.5YR橙6/6
7.5YRにぶい
橙7/4

長多・金 右 回転糸
内外ロクロナデ、
内底凹線

33 15L3
SE3037 1
層,7層

土師質土器 皿・R1類 13 3.3 8
5YRにぶい橙
8/4

5YRにぶい橙
8/4

長多・金 静止糸
内外ロクロナデ、
内底凹線

34 15L
SE3037
8層

土師質土器 皿・R1類 11.6 3.7 6.8
10YRにぶい黄
橙7/3

10YR浅黄橙
8/4

雲 回転糸? 内外ロクロナデ

35
14J9・
14

SE3042 1層 珠洲焼 壺T種・Ⅳ期 6.0 12.1 N灰白4/ 2.5Y灰白5/1 白 静止糸
外体平行タタキ、
内体無文当て具

外底炭化物

36
14J9・
14

SE3042 1層 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ
-3 〜Ⅴ期g

27.6 （6.2） 2.5Y灰白8/1
7.5Y浅黄橙
8/3

白 内外ロクロナデ

37 15K11 SE3046 1層 土師質土器 皿・RH1類 11.8 2.8 8.4
7.5YR浅黄橙
8/3

7.5YRにぶい
橙7/3

雲 回転ヘラ 内外ロクロナデ

38 14K10 SE3046 7層 土師質土器 皿・RH2類 12.1 3.5 9 7.5YR灰白8/2 7.5YR灰白8/1 左 回転ヘラ 内外ロクロナデ

39
14K,  
15K

SE3046 1層 土師質土器 皿・RH類 （2.0） 8 7.5YR黒褐3/1
10YR浅黄橙
8/3

長 回転ヘラ 内外ロクロナデ
内炭化物濃い、
外底炭化物

灯明皿

40
14K,  
15K

SE3046 5層 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ
期c

28.6 5.2 7.5YR灰色6/1 5Y灰色6/1 海骨・白 内外ロクロナデ

41 14K10 SE3046 1層 青磁 椀・Ⅱb類 15.6 （2.5）
10Yオリーブ
灰6/2

10Yオリーブ
灰6/2

黒 外体鎬連弁文 龍泉窯

42 14K SE3048 3層 土師質土器 皿・RH類 （2.1） 8.8 黒 10YR灰白8/2 金・白 左 回転ヘラ 内外ロクロナデ
内炭化物濃い、
外底炭化物

灯明皿

43 14K SE3048 7層 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ
期c

28.8 （5.5） N灰色6/1 N5/1灰色 海骨・白 内外ロクロナデ
口端割れ、外体
擦痕

44 16K8・9 
SE3055 1
層,4層

土師質土器 小皿・R1類 7.2 1.7 5.2
10YR浅黄橙
8/3

10YRにぶい黄
橙7/3

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

45 16K8・9 SE3055 4層 土師質土器 小皿・R1類 8.4 1.6 6.6
10YR灰黄褐
5/2

10YR灰黄褐
6/2

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

46 16K8 SE3055 6層 土師質土器 小皿・R1類 8.2 1.6 6.5 7.5YR灰褐6/2
7.5YRにぶい
橙7/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ 内外炭化物

47 16K8 SE3055 6層 土師質土器 小皿・R1類 7.5 1.5 5.9
10YRにぶい黄
橙7/4

7.5YRにぶい
橙6/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ 内外体炭化物 灯明皿

E 区　土器観察表（1）
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報告
No.

出土位置 遺構/層位 種類 器種/時期
法量（cm）

内面色調 外面色調 胎土
回転
方向

底部調整 調整/文様 使用痕跡 備考
口径 器高 底径

48 16K8・9 SE3055 8層 土師質土器 小皿・R1類 8 1.7 6.4
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

49 16K8・9 SE3055 11層 土師質土器 小皿・R2類 8 2.0 4.9
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YRにぶい
橙7/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

50 16K8・9 
SE3055 6層
7層

土師質土器 小皿・R1類 （0.9） 5
10YR浅黄橙
8/4

10YR浅黄橙
8/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

51 16K8・9 SE3055 6層 土師質土器 小皿・R1類 7.5 1.8 6.2
7.5YRにぶい
黄橙7/4

10YRにぶい黄
橙7/3

金 右 回転糸 内外ロクロナデ 外体炭化物

52 16K8・9 SE3055 6層 土師質土器 皿・R1類 10.6 3.5 7.5
7.5Rにぶい橙
7/4

7.5Rにぶい橙
7/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

53 16K8・9 SE3055 3層 土師質土器 皿・R1類 12.4 3.8 9
7.5YRにぶい
橙7/4

7.5YR浅黄橙
8/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

54 16K8・9 SE3055 8層 土師質土器 皿・R1類 12.8 4.0 8.8
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR橙7/6 金 回転糸 内外ロクロナデ

55 16K8・9 SE3055 7層 土師質土器 皿・R1類 12.5 4.0 8
10YRにぶい黄
橙7/3

10YR浅黄橙
7/3

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

56 16K8・9 
SE3055 7層,
11層

土師質土器 皿・R1類 12.4 （3.6） 10YR灰白8/1 10YR灰白8/2 雲 内外ロクロナデ

57 16K8・9 SE3055 8層 土師質土器 皿・R1類 13 3.5 9
10YRにぶい黄
橙7/3

10YR黄橙8/6 金 右 回転糸 内外ロクロナデ 内外炭化物 灯明皿

58 16K8・9 SE3055 7層 土師質土器 皿・R2類 12.7 3.8 6.8
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/3

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

59 16K8・9 
SE3055 6層,
7層,11層

土師質土器 皿・R1類 12.2 （3.9） 7.8
10YR浅黄橙
8/3

10YR浅黄橙
8/3

金 右 回転糸 内外ロクロナデ 内外炭化物

60 16K8・9 SE3055 10層 土師質土器 皿・R1類 13.6 3.6 10.4
10YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ 内外炭化物

61 16K9 SE3055 6層 土師質土器 皿・R1類 （1.7） 7.2
7.5YRにぶい
橙7/4

7.5YRにぶい
橙7/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ 内外炭化物

62 13K20 SE3057 8層 土師質土器 皿・RH1類 13.2 2.9 9.6 7.5YR灰白8/3 7.5YR灰白8/1 雲・長 左 回転ヘラ 内外ロクロナデ

63 15K8 SE3062 1層 青磁 椀・Ⅱb類 （2.5） 5.2
7.5Y灰オリー
ブ5/2

10Yオリーブ
灰5/2

外体鎬連弁文、見込
み片彫り圏線、外畳
付け・底釉なし

龍泉窯

64 15J23 SE3393 3層 土師質土器 皿・R1類 （2.9） 9
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/4

雲・長 右 回転糸 内外ロクロナデ 内体炭化物

65 15J SE3393 一括 土師質土器 小皿・R類 （0.8） 5.4
7.5YR浅黄橙
8/6

7.5YR橙7/6 雲 右 回転糸
内外ロクロナデ、
内低螺旋状

66 14L6 SE3900 1層 土師質土器 皿・R2類? 10.4 （3.5）
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/4

金 内外ロクロナデ

67 14L6 SE3900 1層 土師質土器 皿・R1類 （3.5） 8.4
10YRにぶい黄
橙7/4

10YRにぶい黄
橙7/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

68 15L1 SK3455 1層 土師質土器 皿・R2類 （1.7） 6.4 5YR橙6/6 5YR橙7/8 金 右 回転糸 内外ロクロナデ

69 13L4 SK3650 1層 珠洲焼
片口鉢・Ⅲ
期c

36 （4.6） N5/ N5/ 海骨・白 卸し目5目

70 13M15 SD2295 2層 土師質土器 皿・R1類 （1.8） 7.4 7.5YR橙7/6 7.5YR橙7/6 雲・長 右 回転糸 内外ロクロナデ

71
13M15,
14M23,
13M10

SD2295 1層  
2層

土師質土器 小皿・R1類 8.2 1.7 6.8 7.5YR灰褐5/2
7.5YRにぶい
褐5/3

雲・長 右 回転糸 内外ロクロナデ

72 16O16 SD2295 1層 珠洲焼 甕T種・Ⅲ期 35.6 （7.3） N灰白7/1 N灰6/1 白・黒
外体平行タタキ、
内体無文当て具

焼成時に胎
土中に気泡
が入る

73 13M15 SD2295 2層 珠洲焼 鉢・Ⅲ期 15.1 7.9 7.6 2.5Y灰白7/1 10YR灰白7/1 白・ 海骨 静止糸 内外ロクロナデ

74
15K11・
12

SD2295 1層 
,P3803 1層

珠洲焼 片口鉢 （3.8）11.6 10.YR褐灰6/1
10YR灰黄褐
6/2

白・ 海骨 静止糸 内卸し目6目 内外炭化物

75
15K,
16K,
15L

SD3038 1層 土師質土器
小皿・RH1
類

9 1.8 8.2 7.5YR灰白8/2 7.5YR灰白8/2 雲 左 回転ヘラ 内外ロクロナデ

76 14L
SD3053 フク
土

珠洲焼
片口鉢・Ⅱ
〜Ⅲ期a

27.8 （4.8） N灰6/1 N灰6/1 白 内外ロクロナデ

77 14L
SD3061 フク
土

土師質土器 皿・R1類 11.8 3.4 8.2
10YR浅黄橙
8/4

10YR浅黄橙
8/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

78 14L
SD3061 フク
土

土師質土器 皿・R2類 13.4 3.6 8.4
7.5YRにぶい
橙7/4

7.5Rにぶい橙
8/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

79 14L
SD3061 フク
土

土師質土器 皿・R2類? 12.8 （3.7）
7.5YRにぶい
橙6/4

5YR橙6/6 金 内外ロクロナデ

80 14L
SD3061 フク
土

土師質土器 皿・R2類 （2.3） 8.4 7.5YR橙7/6
7.5YR浅黄橙
8/4

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

81 14L
SD3061 フク
土

土師質土器 皿・R1類 （1.6） 8.2
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/6

金 右 回転糸 内外ロクロナデ

82 14L
SD3061 フク
土

土師質土器 皿・R1類 （3.8）10.2
7.5YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/4

金 回転糸 内外ロクロナデ 内面炭化物

83 14L
SD3061 フク
土

土師質土器 皿・R1類 （4.0）10.4
10YR明黄褐
7/6

10YR黄橙8/6 金 回転糸 内外ロクロナデ 外面炭化物

84 13M15 SD3064 1層 土師質土器 皿・R1類 12 3.7 8.6
10YR浅黄橙
8/4

7.5YR浅黄橙
8/4

金 回転糸 内外ロクロナデ

85
13L,
14M4

SD3065 2層,
Ⅱ層

白磁 皿・Ⅸ-1a類 8 1.7 5.3 5Y灰白7/2 5Y灰白7/2 黒 静止糸 内口禿げ

86 14M13 SD3065 1層 青磁 椀・Ⅱb類 13.6 （2.9）
5Yオリーブ
5/4

5Yオリーブ
5/4

気泡 体外鎬連弁文 龍泉窯

87 15M7 SD3065 1層 珠洲焼
片口鉢・Ⅲ
期c

31.6（10.8） 2.5Y灰白8/1 2.5Y灰白8/1 長・白 卸し目8目

88 17N
SD3066 フク
土

青磁 椀・Ⅱc類 （2.7） 6
7.5Y灰オリー
ブ6/2

7.5Y灰オリー
ブ6/2

白

外体鎬連弁文、見
込み片彫り圏線・
草花文、畳付け外
底釉なし

龍泉窯

89 19S SD3072 土師質土器 小皿・R2類 7.5 1.9 4.7 5YR橙7/8
7.5YRにぶい
橙7/4

金 回転糸 内外ロクロナデ

90 19S SD3072 土師質土器 皿・R1類? 13 （2.7） 7.5YR橙7/6 7.5YR橙7/6 雲・長 内外ロクロナデ

91 19S SD3072 青磁 椀・Ⅱc類 （2.0） 5.3 10Y灰6/1
2.5GYオリー
ブ灰6/1

白

外体鎬連弁文、見
込み片彫り圏線・
草花文、畳付け外
底釉なし

龍泉窯

E 区　土器観察表（2）
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報告
No.

出土位置 遺構/層位 種類 器種/時期
法量（cm）

内面色調 外面色調 胎土
回転
方向

底部調整 調整/文様 使用痕跡 備考
口径 器高 底径

92 19S SD3072 瓷器系陶器 片口鉢 33 （7.6） N灰6/1 2.5Y黄灰5/1
φ4mm
長・白

外体ヘラナデ 後゙
ヨコナデ、内体指
押さえ・ヨコナデ、
卸し目8目

93 14K15 SD3734 1層 土師質土器 皿・R2類 10.1 3.3 5.8
10YR浅黄橙
8/4

10YR浅黄橙
8/4

雲 回転糸 内外ロクロナデ

94 15K19 P3546 1層 土師質土器 皿・RH2類? 13 （2.4） 5YR灰白8/2 5YR灰白8/2 雲・長 内外ロクロナデ 内面炭化物 灯明皿か

95 14K9 Ⅲ層 土師質土器 小皿・R1類? 6.6 1.5 7.5YR灰白8/2 7.5YR灰白8/2 内外ロクロナデ

96 E区 表土 土師質土器 皿・RH1類 12.8 3.9 7.8 5Y灰白8/1 5Y灰白8/1 雲・長 左 回転ヘラ 内外ロクロナデ

97 E区 表土 青磁 椀・Ⅱb類 14.4 （2.0）
5Y灰オリーブ
5/3

5Y灰オリーブ
5/3

黒 外体鎬連弁文 龍泉窯

98 E区 Ⅲ層 青磁 椀・Ⅱb類 16.6 （3.2）
5Y灰オリーブ
5/2

5Y灰オリーブ
5/2

外体鎬連弁文 龍泉窯

99 14J カクラン 珠洲焼 鉢・Ⅱ期 23.8 8.3 12.4 N灰6/ N灰6/ 海骨・白 静止糸 内外ロクロナデ

100 E区 排土 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ
期c

26.6 （4.5） N灰6/ 2.5Y黄灰6/1 海骨・白 内外ロクロナデ

101 E区 Ⅲ層 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ
期a

33.4 （4.5） 2.5Y灰白8/1 7.5Y灰白8/1 海骨 卸し目7目

102 E区 Ⅱ層 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ
期f

31.4（10.3） N灰5/1 N灰5/1 雲・長 卸し目5目

報告
No.

グリッド 遺構番号 層位 出土位置 分類 器種
細分
名

木取り
法量（cm）

樹種 樹皮 加工・特徴等
現存長

直径
（幅）

厚さ

122 16K SE3031 南西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 134.9 16.8 1.1 スギ
正裏面・左側面打ち割り、右側面打ち割り後釿、木口下端斧。
左右下縁辺にφ4 〜 4.5mmの孔19か所、内2か所木釘残存、
正面側から打ち込み。

123 16K SE3031 北東縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 142.9 24.2 0.9 スギ
正裏面・左側面打ち割り、右側面打ち割り後釿、木口下端斧。
右上下縁辺にφ4.5 〜 5.5mmの孔4か所、内1か所木釘残存、
正面側から打ち込み。

124 16K SE3031 南東縦板2段目 施設材 井戸側 縦板 柾目 111.0 16.7 0.8 スギ
正裏面・左側面打ち割り、右側面打ち割り後釿、木口下端斧。
縁辺にφ4 〜 5.5mmの孔10か所、正面側から打ち込み。

125 16K SE3031 北東縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 127.8 29.3 2.1 スギ ○
正裏面打ち割り、左側面樹皮、左側面打ち割り後釿、木口下
端斧。正面にφ3 〜 10mmのくぼみ・長さ約1cmの擦痕。

126 16K SE3031 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 板目 90.8 5.2 0.7 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下端釿か。上下中央にφ2 〜
4.5mmの孔8か所、正面側から打ち込み。右側面にV字形刻
み4か所。

127 16K SE3031 北東縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 97.2 5.1 0.7 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下端釿か。上下縁辺にφ
4.5 〜 7mmの孔3か所、裏面側から打ち込みか。右側面にV
字形刻み4か所。

128 16K SE3031 北支柱 施設材 井戸側 支柱 板目 45.0 3.7 3.8 スギ 正裏面・左右側面打ち割り、木口上下鋸。

129 16K SE3031 南支柱 施設材 井戸側 支柱 柾目 52.8 4.7 3.8 スギ 正裏面・左右側面打ち割り、木口上下鋸。

130 16K SE3031 北支柱 施設材 井戸側 支柱 柾目 56.2 4.5 4.6 スギ 正裏面・左右側面打ち割り、木口上鋸、木口下斧。

131 16K SE3031 東支柱 施設材 井戸側 支柱 柾目 62.1 5.0 3.6 スギ 正裏面・左右側面打ち割り、木口上下鋸。

132 16K SE3031 西支柱 施設材 井戸側 支柱 板目 62.1 6.1 2.3 スギ 正裏面・左右側面打ち割り、木口上下斧。

133 16K SE3031 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 流れ柾目 102.9 29.6 0.8 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下端斧。右下縁辺にφ4.5 〜
6mmの孔3か所、正面側から打ち込み。

134 13K SE3031 南東縦板2段目 施設材 井戸側 縦板 柾目 100.8 11.6 0.7 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下端斧。左右下縁辺にφ2 〜
5.5mmの孔13か所、正面側から打ち込み。

135 16K SE3031 南東縦板2段目 施設材 井戸側 縦板 柾目 99.6 22.0 0.8 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下端斧。右下縁辺中央にφ
3.5 〜 7.5mmの孔6か所、中央1か所は貫通せず木釘残存、
正面側から打ち込み。

136 16K SE3031 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 90.2 9.2 0.4 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下端斧。左右下縁辺にφ4 〜
7mmの孔16か所、下1か所に木釘残存、正面側から打ち込み。

137 16K SE3031 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 176.5 37.6 3.5 スギ ○
正裏面・左側面打ち割り、右側面樹皮・釿、木口下端斧。正
面にφ1.5 〜 4mmのくぼみ多数、長さ28cmと12cmの刻み。

138 16K SE3031 北東縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 178.5 35.4 2.0 スギ ○ 正裏面・左側面打ち割り、右側面樹皮・釿、木口下端斧。

139 16K SE3031 施設材 井戸側 縦板 柾目 177.2 24.8 7.7 スギ 4点接合。正裏面・左右側面打ち割り、木口下端斧。

139-1 16K SE3031 南東縦板2段目 施設材 井戸側 縦板 柾目 177.2 24.0 2.0 スギ
正面右上にφ1 〜 2mmのくぼみ多数、右下に長さ3 〜 5cm
の擦痕、左下長さ約2cmの釿刃部アタリ。

139-2 16K SE3031 南東縦板2段目 施設材 井戸側 縦板 柾目 145.6 24.0 2.0 スギ 正裏面打ち割り。裏面に釿加工1か所。

139-3 16K SE3031 南西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 158.6 24.0 1.9 スギ 正裏面打ち割り。

139-4 16K SE3031 南東縦板2段目 施設材 井戸側 縦板 柾目 142.5 24.8 2.0 スギ 正裏面打ち割り。

140 16K SE3031 北東横桟底 施設材 井戸側 桟木 板目 96.9 6.1 5.1 スギ 正裏面打ち割り後鉈、上下打ち割り、木口左右凹部鑿・端部鋸。

141 16K SE3031 南東横桟底 施設材 井戸側 桟木 板目 97.2 4.8 4.3 スギ
正裏面打ち割り後鉈、上打ち割り、下打ち割り・楔痕、木口
左右鋸

142 16K SE3031 北西横桟底 施設材 井戸側 桟木 板目 97.7 6.0 5.3 スギ 正裏面打ち割り後鉈、上下打ち割り、木口左右斧。

143 16K SE3031 施設材 井戸側 縦板 流れ柾目 203.7 24.1 4.4 スギ ○
2点接合。正裏面・右側面打ち割り、左側面樹皮、木口下端斧。
正面にφ1.5 〜 4mmのくぼみ多数、長さ28cmと12cmの刻み。

143-1 16K SE3031 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 203.7 25.5 2.2 スギ ○ 正面に長さ1 〜 2cmの刻み。

143-2 16K SE3031 南西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 150.8 26.4 1.9 スギ ○
裏面右上にφ1.5 〜 6mmのくぼみ多数、下に長さ2 〜 3cm
の擦痕。

144 16K SE3031 施設材 井戸側 縦板 柾目 159.4 33.3 2.8 スギ ○ 2点接合。正裏面・右側面打ち割り、左側面樹皮、木口下端斧。

144-1 16K SE3031 南西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 145.3 32.4 1.5 スギ 正裏面打ち割り。

144-2 16K SE3031 南東縦板2段目 施設材 井戸側 縦板 柾目 159.4 33.3 1.4 スギ ○ 正裏面打ち割り。

145 16K SE3031 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 88.4 28.0 0.6 スギ ○
正裏面・左側面打ち割り、右側面打ち割り後釿、木口下端斧。
左右下縁辺中央にφ2 〜 4.5mmの孔20か所、正面側から打
ち込み。

146 16K SE3031 南東縦板2段目 施設材 井戸側 縦板 柾目 82.1 23.7 2.0 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下端斧。左下縁辺にφ6 〜
8mmの孔3か所、裏面側から打ち込み。

147 16K SE3031 11層 井戸側内 容器 皿 挽物
横木取り
柾目取り

0.9 8.8 0.3 ケヤキ 内外体ロクロによる凹凸著しい、内外黒漆。

148 16K SE3031 11層 井戸側内 食事具 箸
心無削り
出し

10.2 0.6 0.4 面取り。

149 16K SE3031 11層 井戸側内 食事具 箸
心無削り
出し

10.6 0.6 0.6 面取り。

150 16K SE3031 11層 井戸側内 食事具 箸
心無削り
出し

12.0 0.6 0.4 面取り。

E 区　土器観察表（3）
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報告
No.

グリッド 遺構番号 層位 出土位置 分類 器種
細分
名

木取り
法量（cm）

樹種 樹皮 加工・特徴等
現存長

直径
（幅）

厚さ

151 16K SE3031 11層 井戸側内 食事具 箸
心無削り
出し

11.8 0.9 0.7 面取り。

152 16K SE3031 11層 井戸側内 食事具 箸
心無削り
出し

13.0 0.6 0.6 面取り。

153 16K SE3031 23層 食事具 箸
心無削り
出し

14.1 0.8 0.6 面取り。

154 16K SE3031 11層 井戸側内 食事具 箸
心無削り
出し

14.3 0.8 0.4 スギ 面取り。

155 16K SE3031 12層
曲物内No.158
より

食事具 箸
心無削り
出し

14.8 0.5 0.6 スギ 面取り。

156 16K SE3031 22層 食事具 箸
心無削り
出し

16.5 0.6 0.5 スギ 面取り。

157 16K SE3031 22層 食事具 箸
心無削り
出し

20.3 0.6 0.4 スギ 面取り。

158 16K SE3031 施設材 井戸側 水溜
柾目・板
目

66.5 73.3 0.9 
側板・タガ・
縦板スギ

内側は板目厚板、外側は柾目板、1列外多段綴じ。箍は中央
が1列外3段綴じ、下部が1列外4段綴じ。内外側板の間には
部分的に補強板。下端に木釘の穴なし。

159 16K SE3031 南東横桟 施設材 井戸側 桟木 板目 97.9 6.7 4.8 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸、正面に×印の刻印。

160 16K SE3031 南東横桟 施設材 井戸側 桟木 板目 92.9 6.3 5.1 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸。

161 16K SE3031 南西横桟 施設材 井戸側 桟木 ミカン割 91.2 5.2 6.3 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸。

162 16K SE3031 北東横桟 施設材 井戸側 桟木 ミカン割 90.3 7.0 6.6 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸。

163 16K SE3031 12層
曲物内No.158
より

容器 曲物?
円形
板

柾目 17.7 4.5 0.8 スギ 穿孔1か所。

164 14K14.15 SE3048 北東縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 65.8 23.1 2.4 スギ
正裏面打ち割り後釿・釿刃部アタリ、左右側面打ち割り、木
口下端斧。

165 14K15 SE3048 南東縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 80.1 23.8 2.5 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下端斧。下縁辺にφ9・
12mmの木釘2か所、正面側から打ち込み。

166 14K14.15 SE3048 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 48.8 28.1 2.1 スギ
正裏面打ち割り後釿・左右側面打ち割り、木口下端斧。下縁
辺にφ7.5 〜 9mmの木釘3か所、正面側から打ち込み。

167 14K14.15 SE3048 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 41.2 30.4 1.8 スギ
正裏面打ち割り後釿・左右側面打ち割り、木口下端斧。下縁
辺にφ7.5 〜 10mmの木釘2か所・φ12 〜 18mmの孔2か所、
正面側から打ち込み。

168 14K15 SE3048 南東縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 49.9 21.6 1.8 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下端斧。下縁辺にφ7mm
の木釘1か所・φ8.5〜9mmの孔2か所、正面側から打ち込み。

169 14K14.15 SE3048 南西縦板 施設材 井戸側 縦板 板目 46.5 18.9 2.3 スギ
正面打ち割り後釿、裏面左右側面打ち割り、木口下端斧。中
央にφ12mmの木釘1か所・φ26mmの孔1か所、正面側か
ら打ち込み。

170 14K14.15 SE3048 北西横桟底 施設材 井戸側 桟木 板目 54.3 7.4 3.6 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸。

171 14K14.15 SE3048 南東横桟底 施設材 井戸側 桟木 板目 55.7 6.3 3.6 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸。

172 14K14.15 SE3048 南東横桟1段目 施設材 井戸側 桟木 柾目 48.9 6.0 2.2 スギ 正裏面下面打ち割り、上面釿、木口左右鋸。

173 14K14 SE3048 南西横桟底 施設材 井戸側 桟木 柾目 49.9 3.1 2.0 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸。

174 14K14.15 SE3048 施設材 井戸側 水溜 柾目 34.0 50.0 0.5 スギ 箍は1列外3段綴じ、下端に木釘9か所。

175 13K20 SE3057 南西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 73.2 33.5 1.8 スギ 正裏面・左右側面打ち割り、木口下斧。

176 13K20 SE3057 南西縦板 施設材 井戸側 縦板 板目 74.4 13.8 0.8 スギ
正裏面・左右側面打ち割り、木口下斧、正面全面と裏面一部
炭化。

177 13K20 SE3057 施設材 井戸側 縦板 板目 117.2 23.8 2.4 スギ 2点接合。正裏面・左側面打ち割り、右側面樹皮・釿、木口下斧。

177-1 13K20 SE3057 南西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 114.5 24.6 1.3 スギ 正裏面打ち割り。

177-2 13K SE3057 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 117.2 23.3 1.5 スギ ○ 正裏面打ち割り。

178 13K SE3057 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 112.5 26.4 1.8 スギ 正面打ち割り後釿、裏面。左右側面打ち割り、木口下斧。

179 13K SE3057 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 108.5 15.4 1.0 スギ 正裏面・右側面打ち割り、左側面打ち割り後釿、木口下斧。

180 13K SE3057 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 100.4 9.6 2.5 スギ
正面打ち割り後釿、裏面・左側面打ち割り、右側面打ち割り
後釿、木口下鋸。

181 13K SE3057 北西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 81.8 29.5 1.2 スギ 正面打ち割り後釿、裏面・左右側面打ち割り、木口下斧。

182 13K SE3057 南西横桟 施設材 井戸側 桟木 板目 81.3 4.2 5.1 スギ
正面釿、裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸、正面中央にφ
3 〜 4mmの孔8か所、うち6か所が裏面まで貫通、1か所に
φ2mmの木釘残る。

183 13K SE3057 北西横桟 施設材 井戸側 桟木 板目 81.0 6.6 4.3 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸、三角形の刻み2か所。

184 13K SE3057 北東横桟 施設材 井戸側 桟木 板目 82.1 5.2 6.7 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸。

185 13K SE3057 南東横桟 施設材 井戸側 桟木 板目 81.1 5.8 5.7 スギ 正裏面・上下面打ち割り、木口左右鋸。

186 13K SE3057 13層 曲物内 施設材 杭 柾目 34.7 4.5 2.1 スギ
正面打ち割り後釿、裏面・左右側面打ち割り、木口下削り、
木口上切断。

187 13K SE3057 施設材 井戸側 支柱 58.6 8.3 3.8 スギ ○ 2点接合。左右側面打ち割り、木口下鋸、樹皮付き。

187-A 13K SE3057 西支柱 施設材 井戸側 支柱 ミカン割 58.6 4.8 3.7 スギ ○ 左右側面打ち割り。

187-B 13K SE3057 東支柱 施設材 井戸側 支柱 ミカン割 48.1 3.5 3.8 スギ ○ 左右側面打ち割り。

188 13K SE3057 12'層 曲物内 食事具 箸
心無削り
出し

9.0 0.5 0.4 面取り。

189 13K SE3057 12'層 曲物内 食事具 箸
心無削り
出し

13.3 0.7 0.6 面取り。

190 13K SE3057 12'層 曲物内 食事具 箸
心無削り
出し

20.0 0.6 0.3 面取り。

191 13K SE3057 12'層 曲物内 食事具 箸
心無削り
出し

23.7 0.8 0.3 スギ 面取り。

192 13K15 SE3057 12'層 井戸側内 容器
曲物底
板

底板 柾目 22.9 14.3 1.2 スギ 正面槍鉋?、側面にφ3 〜 4.5の孔8か所。

193 13K SE3057 13層 曲物内 施設材 井戸側 板材 柾目 33.7 16.9 0.6 スギ
正面・左右側面打ち割り、木口下斧、左下縁辺にφ3 〜 8.5mm
の孔5か所、正面側から打ち込み。

194 13K SE3057 南西縦板 施設材 井戸側 縦板 柾目 43.0 16.4 1.0 スギ
正面・左右側面打ち割り、木口下斧、下縁辺にφ9mmの孔
1か所、正面側から打ち込み。

195 13K SE3057 13層 曲物内 容器
曲物底
板

底板 柾目 34.3 6.6 0.7 スギ
正面・左右側面打ち割り、木口上下釿、下縁辺にφ5.5mm
の孔1か所、正面側から打ち込み。

196 13K SE3057 水溜上段 施設材 井戸側 水溜
柾目・板
目

54.6 64.0 1.4 スギ
内側は柾目厚板、外側は柾目板、1列内多段綴じ。箍は上下
とも1列外多段綴じ。下端に木釘痕9か所。

197 13K SE3057 水溜中段 施設材 井戸側 水溜 柾目 16.3 62.0 0.5 

側板・タガ
スギ、楔コ
ナラ属アカ
ガシ亜属

柾目板は1列内多段綴じ。箍は中央が上下1列外多段綴じ。
下端に木釘痕なし。

198 13K SE3057 水溜下段 施設材 井戸側 水溜 板目 47.5 55.0 0.8 スギ
内側は柾目厚板、外側は柾目板、1列内多段綴じ。箍は上下
とも1列外多段綴じ。下端に木釘痕33か所。

199 16K SE3031 10層 井戸側内 木簡 柾目 4.5 2.5 0.3 スギ 「三百石」

200 16K SE3031 11層 井戸側内 木簡 柾目 5.4 3.7 0.3 スギ 「□王」

E 区　木製品観察表（2）
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遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

4006 22T6 Ⅳ 42 28 41 6.634 −

4007 21T15 Ⅳ 36 36 33 6.714 A

4008 21T9 Ⅳ 40 40 18 6.871 −

4009 21T14・19 Ⅳ 32 28 39 6.621 −

4015 21T19 Ⅳ （28）（10） 44 7.488 E 瓷器系甕205

E 区　石製品観察表

報告
No.

出土
位置

遺構
種類

遺構
No.

層位 器種 石材
法量（cm） 重量

（ｇ）
遺存状況 備考

長さ 幅 厚さ

103 16K SE 3030 3層 砥石 凝灰岩 14.00 6.30 4.70 365.0 片端欠損

104 16K・L SE 3034 1層 砥石 流紋岩 4.90 5.25 3.60 144.5 
両端・裏
面欠損

105 14K SE 3048 2層 砥石 流紋岩 3.20 3.00 1.25 16.5 
両端・側
面欠損

106 19S SD 3072 覆土 砥石 凝灰岩 9.10 5.00 2.25 102.5 
両端・側
面欠損

107 14K15 SD 3734 1層 砥石 流紋岩 3.90 4.00 1.70 35.0 片端欠損 被熱

E 区　金属製品・鍛冶関連遺物観察表（鉄製品）

報告
No.

出土位置
遺構
種類

遺構
No.

層位 種類
法量（cm） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

112 15L5 SD 3038 2 不明 19.55 1.85 1.05 79.5 
楔?メタルチェッ
カー反応あり

113 16K SE 3031 一括 鉄鏃 12.40 4.00 1.10 13.0 雁股式

114 14k15 SE 3048 1 鋏 13.05 1.90 0.60 20.5 

115 14L SD 3061 覆土 釘 9.50 0.60 0.60 15.0 

116 16K SE 3030 5 釘 2.75 0.45 0.55 2.5 

117
15K・L、
16K

SD 3038 2 釘 4.00 0.95 0.90 5.0 

118 14K9 Ⅲ 釘 2.35 1.00 0.50 2.0 

119 16K8 SE 3031 13 刀子 12.70 2.15 0.50 45.5 

120 16K17 SE 3031 3 刀子 17.20 2.05 1.30 38.0 木質部残存

E 区　金属製品・鍛冶関連遺物観察表（鍛冶関連遺物）

報告
No.

出土位置
遺構
種類

遺構
No.

層位 種類
法量（cm） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

121 16K SE 3031 11 鉄滓 6.45 5.35 2.70 73.5 椀形滓

E 区　土製品観察表（土器転用研磨具）

報告
No.

出土
位置

遺構
種類

遺構No. 層位
転用前
器種

法量（cm） 重量
（ｇ）

備考
長さ 幅 厚さ

108 13K SE 3057 12 珠洲焼甕 9.70 11.20 2.00 166.5 下段曲物内出土

109 14J SE 3042 1 珠洲焼甕 13.45 7.00 2.30 147.5 

110 13K SK 3422 1 須恵器甕 7.85 7.15 1.30 78.0 

111 14J カクラン 珠洲焼甕 8.00 6.80 1.80 81.0 

F 区　土器観察表

報告
No.

出土
位置

遺構/層位 種類
器種/
時期

口径 器高 底径 内面色調 外面色調 胎土
回転
方向

底部
調整

調整/文様
使用
痕跡

備考

201 22T SE4013 3層 
瓷器系
陶器

甕 （10.9） 2.5Y黄灰6/1 2.5Y灰白7/1
φ8mmの
長・白

内体タテヘラケズリ・ ヨコナデ、外
体押印簾状文・自然釉・ヨコナデ

202 22T
SE4013 3層,
6層

瓷器系
陶器

甕 （14.4） 10YR褐灰5/1 10YR褐灰6/1
φ5mmの
長・白

内体ヘラナデ後ヨコナデ、外体ヘラ
ナデタテ

203 22T SE4013 3層
瓷器系
陶器

甕 （7.7） 2.5Y灰白7/1 10YR灰白7/1
φ5mmの
長・白

内体ヘラナデ後ヨコナデ、外体ヘラ
ナデタテ・押印簾状文

権兵衛沢窯か

204 22T SE4013 3層
瓷器系
陶器

甕 （4.1） 10YR灰白7/1 10YR褐灰6/1 長・白
内体ヘラナデ後ヨコナデ、外体ヘラ
ナデタテ・押印簾状文

権兵衛沢窯か

205 21T P4015  1層
瓷器系
陶器

甕 （5.3） 2.5Y黄灰4/1
5Yオリーブ黒
3/1

φ5mmの
長・白

内体ヘラナデ後ヨコナデ、外体ヘラ
ナデタテ・押印簾状文

206 21T SK4010 フク土 土師器 甕 25.6 （4.2）
10YR浅黄橙
8/3

10YRにぶい黄橙
7/2

雲・長・金 内外ロクロナデ

F 区　金属製品・鍛冶関連遺物観察表（鉄製品）

報告
No.

出土
位置

遺構
種類

遺構
No.

層位 種類
法量（cm） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

207 22T1 SE 4013 覆土 釘 5.30 1.20 1.10 7.0 

F 区　金属製品・鍛冶関連遺物観察表（銭貨）

報告
No.

出土
位置

遺構
種類

遺構No. 層位 種類 初鋳年 王朝 書体
法量（cm） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

208 22T1 SE SE4013 2 元豊通寶 1078 北宋 行書 2.50 （2.40）0.15 

（6.50）

三枚錆着①。上段

208 22T1 SE SE4013 2 不明 不明 不明 不明 2.35 − 0.15 三枚錆着①。中段

208 22T1 SE SE4013 2 皇宋通寶 1038 北宋 篆書 2.45 2.50 0.15 三枚錆着①。下段

209 22T1 SE SE4013 2 祥符元寶 1008 北宋 真書 2.45 （2.25）0.10 

（5.50）

三枚錆着②。上段

209 22T1 SE SE4013 2 □□元寶 不明 不明 真書 2.50 2.50 0.10 三枚錆着②。中段

209 22T1 SE SE4013 2 元符通寶 1098 北宋 行書（2.45）（2.30）0.15 三枚錆着②。下段

210 22T1 SE SE4013 2 熈寧元寶 1068 北宋 篆書 2.35 2.35 0.15 1.50 

211 22T1 SE SE4013 2 □徳元寶 不明 不明 真書（1.85） 2.45 0.15 （1.00）

212 22T1 SE SE4013 2 淳□□寶 不明 不明 真書（1.65）（1.95）0.20 （0.50）

F 区　井戸観察表

遺構
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

形態 規模（cm） 底面標高
（m）

覆土堆
積状況

主軸方向 出土遺物 切り合い
平面 断面 立ち上がり 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深度

4013 22T1 Ⅳ （円形）Ｕ字状 垂直 （142） （76） 86 （38） 122 6.040 A −
瓷器系甕201・202・203・
204/釘207/銭貨208・209・
210・211・212

F 区　土坑観察表

遺構
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

形態 規模（cm） 底面標高
（m）

覆土堆
積状況

主軸方向 出土遺物 切り合い
平面 断面 立ち上がり 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深度

4010 21T19・20・24・25 Ⅳ 楕円形 台形状 急斜度 （93） （80） 60 （56） 50 6.742 A N-40°-W 土師器小甕206

4011 22T6・7・12 Ⅳ 円形 弧状 急斜度 120 104 70 （53） 23 6.937 D N-46°-W 土師質土器皿/瓷器系甕 >SK4012

4012 22T6・7 Ⅳ 円形 弧状 急斜度 （136） （104） 92 76 39 6.803 A N-30°-W <SK4011

F 区　性格不明遺構観察表

遺構
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

形態 規模（cm） 底面標高
（m）

覆土堆
積状況

主軸方向 出土遺物 切り合い
平面 断面 立ち上がり 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深度

4014 21T9・10・14・15 Ⅳ 楕円形 台形状 急斜度 104 42 84 24 21 6.819 A N-28°-E 珠洲焼片口鉢

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm）
底面標高 
（m）

覆土 出土遺物 切り合い上端 
長径

上端 
短径

深度

4001 21T15・20 Ⅳ 48 48 13 6.977 −

4002 21T20 Ⅳ 40 33 20 6.979 B

4003 22T11 Ⅳ 24 24 19 6.932 −

4004 22T6 Ⅳ 36 34 16 6.900 D

4005 22T6 Ⅳ 24 21 40 6.712 −

F 区　ピット観察表
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G区　土坑観察表

遺構
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

形態 規模（cm） 底面
標高 

（m）

覆土 
堆積
状況

主軸方向 出土遺物 切り合い
平面 断面

立ち
上がり

上端 
長径

上端 
短径

下端 
長径

下端 
短径

深度

3001
23W15・20,24W11・
16

Ⅳ
近世
以降

長方形 台形状 急斜度 216 156 188 120 46 6.818 B N-65°-E

土師器甕/須恵器杯・蓋/土師質土器皿
245・/珠洲焼壷248/青磁椀254/瀬戸・
美濃焼折縁深皿252/瓦器風炉259/釘
278

>SD3010

3004
25V18 〜 20・24・
25

Ⅳ
近世
以降

楕円形 台形状 急斜度 370 250 280 （128） 48 6.702 A N-73°-W

土師質土器皿/瓷器系甕/瀬戸・美濃
焼折縁深皿236/瀬戸瓶子/瓦器風炉
237/砥石263・264・266/釘275・
276・279・280・281/刀子/鉄滓

>SD3014・3025 
<SK4205・SD4208

3152 23V25,23W1,24V21 Ⅳ Ⅱ 円形 台形状 緩やか 116 114 80 66 12 7.073 D N-33°-E 土師器甕類/釘277・282 >P3284

3223 24X8・9・13・14 Ⅳ Ⅱ 楕円形 台形状 緩やか（196） 170 132 124 24 6.600 A N-3°-W 古墳時代土師器甕/須恵器杯 <SD3008

3265 24W7・8 Ⅳ Ⅱ 楕円形 台形状 急斜度 116 108 84 60 30 6.864 A N-54°-E 土師器甕/珠洲焼壷

3266 24W6・7・11・12 Ⅳ Ⅱ 楕円形 台形状 急斜度 150 121 85 44 36 6.803 A N-50°-E 土師質土器皿246

3270 24W24 Ⅳ Ⅱ 円形 台形状 緩やか 116 114 96 68 16 7.014 A N-65°-E

3272 24W19・20・24・25 Ⅳ Ⅱ 円形 台形状 緩やか 122 100 80 64 30 6.885 A N-32°-E

3273 24W13・14・18・19 Ⅳ Ⅱ 円形 台形状 緩やか 102 （92） 64 62 16 7.075 D N-45°-E

3290 25W7・8・12・13 Ⅳ Ⅱ 楕円形 台形状 緩やか 68 58 38 24 16 7.087 A N-8°-E

3296 25U22,25V2 Ⅳ Ⅱ 楕円形 台形状 急斜度 90 55 72 28 15 7.144 A N-61°-W

4205 25V14・19 Ⅳ
近世
以降

楕円形 台形状 緩やか 82 68 52 40 12 7.000 D N-10°-E >SK3004

G区　溝観察表

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

規模（cm） 底面標高 
（m）

主軸方向 出土遺物 切り合い 備考
上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深度

3007
24V・W・
X,25V

Ⅳ
近世
以降

（2820） 110〜32 （2720） 48〜7 38〜54 6.992〜6.277 N-27°-E
古墳時代土師器甕/須恵器甕/瓷
器系甕/釘/不明鉄製品

>SK3273・SD3008・3010 〜
3014・3025・3255・4206

現代
溝

3008
24W・X,
25W・X

Ⅳ Ⅱ

南北
（960）

東西
（510）

南北
130〜85 

東西
110〜85

南北
（688） 

東西
（456）

南北
50〜32 

東西
55〜38

南北
74〜56 

東西
49〜38

南北
7.242〜6.369

東西
6.476〜6.412

南北
N-32°-E 
東西
N-76°-W

土師器甕/珠洲焼片口鉢239・
240・241・243・244/瓷器系
甕238/瀬戸瓶子/白磁皿242/
土器転用研磨具271/鋸274/釘
/鉄滓284

>SK3223

3010
23V・W,
24V・W

Ⅳ Ⅱ

南北
（1017） 

東西
（1582）

南北
95〜32 

東西
168〜84

南北
（762） 

東西
（1248）

南北
66〜32 

東西
（64〜32）

南北
8〜3 
東西

48〜21

南北
7.172〜6.782 

東西
7.02〜6.889

南北
N-35°-E 
東西
N-57°-W

古墳時代土師器壷214/須恵器
無台杯

>SD3255・P3247・3267・
3269・3283 
<SK3001・SD3011・3012・
P3262・3263・3268・3276・
3297

3011
24W・X,
25W

Ⅳ
近世
以降

北
（652） 

南
（696） 

東
（684） 

西
（634）

北　38 
南　36 
東　48 
西　54

北
（476） 

南
（600）

東
506 
西

604

北
46〜28 

南
46〜12

東
39〜11 

西
46〜28

北
35〜23 

南
17〜（4） 

東
30〜12 

西
28〜14

北
7.280〜6.959 

南
6.956〜6.925 

東
6.947〜6.922 

西
7.029〜6.921

N-25°-E
古墳時代土師器甕/白磁四耳壷
255・256/土師器甕

>SD3010・3025

3012
23V,24V・
W

Ⅳ
近世
以降

（1160） 55〜40 （1138） 27〜18 22〜28 7.026〜6.935 N-61°-W
土師器甕/須恵器無台杯226/瓷
器系甕

>SD3010・3255

3013 25V Ⅳ
近世
以降

（260） 58〜45 （228） 24 10 7.109〜6.962 N-63°-W <SD4208

3014 25V Ⅳ
近世
以降

（574） 76〜46 （540） 34〜20 18 6.914〜6.877 N-65°-W 釘 <SK3004

3015
25W・X・
Y,26V・W

Ⅳ
近世
以降

（2630） 345〜280 （2420） 360〜196 34〜48 7.142〜6.799 N-29°-E
古墳時代土師器甕218/土師器
甕/須恵器有台杯227/珠洲焼片
口鉢251/釘

>P4216 〜 4221・4223 〜
4225 
<SK4215

近世
以降

3025
24U・V・
W,25V・
W

Ⅳ Ⅱ

南北
（1640）

東西
（1700）

南北
126〜70 

東西
140〜100

南北
（1496） 

東西
（1160）

南北
84〜30 

東西
68〜36

南北
31〜17 

東西
75〜32

南北
7.041〜6.851 

東西
6.806〜6.583

南北　
N-66°-W 
東西　
N-45°-E

須恵器無台杯/珠洲焼甕・小鉢・
片口鉢/瓷器系甕

>SD3026 
<SK3004・SD3011・P4202

近世
以降

3026 24U・V Ⅳ Ⅱ （1350）（180）〜140 （1152） 144〜100 26 7.237〜6.906 N-34°-E 土師器甕/鎚283
<SD3025・3255・P3279・
3280・3285

近世
以降

3255
24V・
W,25V・
W

Ⅳ Ⅱ

南北
（1374） 

東西
（1060）

南北
116 
東西
52

南北
（930） 

東西
（1000）

南北
92〜80 

東西
40〜25

南北
32〜80 

東西
24〜16

南北
7.126〜6.804 

東西
7.006〜6.951

南北　
N-58°-W 
東西　
N-36°-E

土師器甕
>SD3026・P3298・4203・
4204・4226 
<SD3010・3012

近世
以降

3295 23V,24V Ⅳ Ⅱ

南北
（526） 

東西
（190）

南北
106〜72 

東西
74〜66

南北
（532） 

東西
（133）

南北
60〜34 

東西
38〜28

南北
33 

東西
35〜27

6.934〜6.860

南北　
N-22°-E 
東西　
N-59°-W

瓷器系甕260
近世
以降

4206 25V Ⅳ
近世
以降

（300） 46 （316） 24 10 7.133〜7.091 N-59°-W
近世
以降

4208 25V Ⅵ
近世
以降

360 84〜38 292 40〜28 20 7.134〜6.720 N-61°-W >SK3004・SD3013
近世
以降

G区　井戸観察表

遺構
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

分類
形態 規模（cm） 底面

標高 
（m）

覆土 
堆積
状況

主軸方向 出土遺物 切り合い
平面 断面

立ち上
がり

上端 
長径

上端 
短径

下端 
長径

下端 
短径

深度

3000 23V24,23W4 Ⅳ Ⅱ B 楕円形 台形状 急斜度 216 166 61 58 124 5.869 A N-67°-E
古墳時代土師器甕/須恵器甕・杯/土師質皿/珠洲焼片
口鉢233・甕・壷/瓷器系甕231/青磁椀234/瓦器輪
花火鉢232//砥石262/土器転用研磨具272

3006 23W7・8・12・13 Ⅳ Ⅱ B 円形 箱状 垂直 182 172 88 76 172 5.294 G N-36°-E 土師器甕/青磁椀235/釘/不明鉄製品

3009 23X5・10 Ⅳ Ⅱ B 楕円形 箱状 垂直 214 190 108 95 118 5.869 C N-30°-E 古墳時代土師器高杯/土師器甕
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遺構
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm） 底面
標高 

（m）

覆土
堆積

出土遺物 切り合い 備考上端 
長径

上端 
短径

深度

3263 23V14 Ⅳ 32 26 34 6.926 − >SD3010

3267 24W2 Ⅳ 30 26 14 7.021 − <SD3010

3268 24W2 Ⅳ 26 22 23 6.930 − >SD3010

3269 24W1 Ⅳ 42 38 37 6.771 − <SD3010

3274 23W1 Ⅳ 42 40 24 6.930 −

3275 23W1・2 Ⅳ 44 40 32 6.799 −

3276 23V19 Ⅳ 42 32 43 6.619 − >SD3010

3277 24V13 Ⅳ 30 28 19 6.991 −

3278 24V3 Ⅳ 30 28 9 7.128 −

3279 24V11 Ⅳ 30 22 26 6.832 − >SD3026

3280 24V11 Ⅳ 30 29 41 6.672 − >SD3026

3281 25V7・12 Ⅳ 52 35 14 7.051 − 珠洲焼甕

3282 25V9 Ⅳ 34 30 23 6.971 −

3283 24W6 Ⅳ 36 32 52 6.444 B <SD3010

3284 23V25 Ⅳ 32 31 49 6.640 − <SK3152

3285 24V3 Ⅳ 26 24 19 7.013 − >SD3026

3286 23V10 Ⅳ 44 38 28 6.918 −

3287 23V15 Ⅳ 25 24 18 6.949 −

3288 25W2 Ⅳ 36 3 14 7.112 −

3289 25W7 Ⅳ 32 30 15 7.116 −

3291 25W8 Ⅳ 27 23 21 7.005 −

3292 25W8 Ⅳ 36 24 22 6.984 −

3293 25W8・13 Ⅳ 30 28 18 7.038 −

3297 23V19 Ⅳ 34 26 32 6.883 − >SD3010

3298 24W4 Ⅳ 30 26 9 6.755 − <SD3255

4202 25W7 Ⅳ 30 28 32 6.940 − >SD3025

4203 25V22 Ⅳ 25 20 16 6.932 − <SD3255

4204 24V20 Ⅳ 28 26 21 6.940 − <SD3255

4207 23W8 Ⅳ 46 42 50 6.609 −

4209 24W3 Ⅳ 28 27 30 6.903 −

4210 25V17 Ⅳ 30 25 18 7.018 −

4211 25W2 Ⅳ 36 32 24 7.017 −

4212 25W16 Ⅳ 20 16 10 7.132 −

4213 25W16 Ⅳ 38 32 25 7.003 − >P4214

4214 25W16 Ⅳ 46 （44） 12 7.127 − <P4213

4216 26V21 Ⅳ 28 28 17 6.709 −

4217 26V21 Ⅳ 22 18 29 6.744 −

4218 26V21 Ⅳ 27 22 14 6.730 −

4219 25W19 Ⅳ 21 16 13 6.734 −

4220 25W20・25 Ⅳ 28 25 40 6.509 −

4221 25W25 Ⅳ 24 22 27 6.644 −

4223 25X21,25Y1 Ⅳ 40 28 16 6.670 −

4224 25W23 Ⅳ 23 20 36 6.824 −

4225 25X17 Ⅳ 31 27 35 6.494 −

4226 24V12 Ⅳ 26 24 21 6.869 − <SD3255

報告
No.

出土位置 遺構/層位 種類 器種/時期
法量（cm）

内面色調 外面色調 胎土
回転
方向

底部調整 調整/文様 使用痕跡 備考
口径 器高 底径

213 23W13・23 カクラン 古墳 壷 16.8 （3.6）
10YR黄橙
8/6

7.5YR浅黄橙
8/4

長 内外口ヨコナデ

214 23,24W ・X SD3010 1層 古墳 壷 （3.9） 6.1
10YRにぶい
黄橙7/4

7.5YR灰白
8/2

金・長 内外ナデ

215 23W6
Ⅱ層,Ⅳ層,
Ⅴ層

古墳 壷 （7.8） 5.8
5YRにぶい橙
6/4

10YR灰白
8/2

雲・長
内体底ナデ、外体ハ
ケ目、外底ナデ

216 23W6 Ⅴ層 古墳 甕 （2.0） 2.3
10YR灰白
8/2

2.5YR明赤褐
5/6

長多・雲 内外底ハケ目

217 23W14 Ⅴ層 古墳 甕 （5.9） 2.6 7.5YR橙7/6 7.5YR橙6/6 長 内外ハケ目 内底炭化物

218
24Z,25X・Y・
Z,26X・Y

SD3015 1層 古墳 甕 18.8 （5.7） 5Y灰5/1 7.5灰白8/2
雲・金・
長

外口ナデ、内体ハケ
目

219 23W6 Ⅴ層 古墳 甕 24.6 （5.8） 5Y灰4/1
5Yオリーブ黒
3/1

英・金・
長

内口ナデ +゙ハケ目、
外口ナデ+ハケ目

220 23W6 Ⅴ層 古墳 甕 25 （7.6） 2.5Y淡黄8/3
10YR黒褐
3/1

長多
内口体ナデ、外口体
板ナデ゛

外口体炭化
物

221 23W14 Ⅴ層 古墳 甕 15.2 （12.3）
7.5YR浅黄橙
8/4

5YR橙6/6 長多
内口ナデ、内体板ナ
デ、外口体ナデ

222 23W6 Ⅳ層,Ⅴ層 古墳 高坏 20 （6.0）
7.5YR明褐灰
7/2

7.5YR灰白
8/2

金・英・
長

内ハケ目+ミガキ、
外ハケ目+ミガキ

223 23W6 Ⅳ層,Ⅴ層 古墳 高坏 （2.7） 11
10YR灰白
8/2

10YR灰白
8/2

金・英・
長

内外ミガキ 外炭化物

224 G区 Ⅰ層 須恵器 無台杯 12.6 （3.2） N灰6/ N灰5/ 長・白 内外ロクロナデ 五頭山麓産

225 G区 Ⅰ層 須恵器 無台杯 （1.5） 7.6 2.5Y黄灰6/1 2.5Y浅黄7/3 海骨・白 右 ヘラ切り 内外ロクロナデ 小泊窯産

226
23W,
24W・X

SD3012 1層 須恵器 無台杯 （1.5） 8.4
2.5GYオリー
ブ灰6/1

2.5GYオリー
ブ灰6/1

白 右 ヘラ切り 内外ロクロナデ 小泊窯産

227 24L SD3015 1層 須恵器 有台杯 （2.9） 2.5Y灰白7/1 2.5Y灰白7/1 長 左 糸切り 内外ロクロナデ 五頭山麓産か

228 G区 Ⅱ層 須恵器 瓶類 （1.5） 5Y灰6/1 N灰白7/ 長・白 左 糸切り 内外ロクロナデ 五頭山麓産か

229 23W14 Ⅴ層 土師器 小甕 12.4 （4.3） 5YR淡橙8/4 2.5YR橙7/6 長 内外ロクロナデ

230 G区 Ⅱ層 土師器 甕 19.2 （2.5） 5YR淡橙8/4 5YR橙7/6 雲・長 内外ロクロナデ

231 23V24
SE3000 1層,
3層

瓷器系
陶器

甕 71.6 12.8 5B暗青灰4/1 7.5Y灰4/1 長
内外ヘラナデ後ヨコ
ナデ

G区　ピット観察表

G区　土器観察表（1）

遺構
番号

グリッド
検出 
層位

規模（cm） 底面
標高 

（m）

覆土
堆積

出土遺物 切り合い 備考上端 
長径

上端 
短径

深度

3173 23V19 Ⅳ 28 24 42 6.940 −

3210 22W5,23W1 Ⅳ 44 34 21 6.904 − >P3211

3211 23W1 Ⅳ 34 （28） 29 6.860 − <P3210

3212 23W6 Ⅳ 38 36 32 6.840 − 瓷器系甕

3213 23W6 Ⅳ 24 22 19 6.978 −

3214 23W1 Ⅳ 36 34 24 6.921 −

3215 23V2 Ⅳ 42 40 38 6.770 − 土師器甕

3216 23W7 Ⅳ 28 26 16 6.996 − 土師器甕

3217 23W7 Ⅳ 28 26 12 7.023 − 土師器甕

3218 23W2 Ⅳ 30 26 22 6.933 −

3219 23W3 Ⅳ 30 28 16 6.985 −

3220 23W3 Ⅳ 26 24 15 6.977 −

3221 23W3 Ⅳ 36 32 30 6.844 −

3224 23V23 Ⅳ 34 30 17 6.981 − <P3230

3225 23W3 Ⅳ 26 20 14 6.992 −
瓦器輪花
火鉢257

3226 23V18 Ⅳ 28 26 19 7.053 −

3227 23V18 Ⅳ 28 24 32 6.919 −

3228 23V18 Ⅳ 38 34 40 6.852 −

3229 23V14 Ⅳ 38 34 45 6.804 −

3230 23V23 Ⅳ 44 42 22 6.938 − >P3224

3231 23W3 Ⅳ 32 32 32 6.848 −

3232 23V19 Ⅳ 34 28 16 7.048 −

3234 23W9 Ⅳ 34 32 10 6.974 −

3235 23W9・10 Ⅳ 34 32 10 6.983 −

3236 23W9 Ⅳ 36 34 35 6.746 −

3237 23W4 Ⅳ 40 30 30 6.843 −

3238 23W4 Ⅳ 42 32 33 6.910 −

3239 23W4 Ⅳ 38 28 32 6.933 −

3240 23V23 Ⅳ 26 24 24 6.932 −

3241 23V22 Ⅳ 42 34 50 6.682 − 青磁椀

3242 23W19 Ⅳ 34 28 8 6.990 −

3243 24W1 Ⅳ 26 24 11 7.037 −

3244 24W1 Ⅳ 28 26 23 6.928 −

3245 24W1 Ⅳ 28 25 30 6.898 −

3246 24V21,24W1 Ⅳ 34 28 17 6.984 −

3247 23V25 Ⅳ 28 26 14 7.002 − <SD3010

3248 23V25 Ⅳ 30 26 18 6.998 −

3250 23V18・19 Ⅳ 32 30 33 6.911 −

3253 23V20 Ⅳ 36 32 22 7.100 −

3256 23V17・22 Ⅳ 26 24 40 6.829 − 土師器甕

3257 23V22・23 Ⅳ 34 （32） 66 6.521 − <P3258 

3258 23V22・23 Ⅳ 34 34 28 6.926 − >P3257 

3259 23V24 Ⅳ 36 34 10 7.118 −

3260 23V20・25 Ⅳ 26 22 24 6.960 −

3261 23V14 Ⅳ 40 32 28 6.943 −

3262 23V14 Ⅳ 30 28 30 6.920 − >SD3010

G区　溝観察表

遺構 
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

規模（cm） 底面標高 
（m）

主軸方向 出土遺物 切り合い 備考
上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深度

3007
24V・W・
X,25V

Ⅳ
近世
以降

（2820） 110〜32 （2720） 48〜7 38〜54 6.992〜6.277 N-27°-E
古墳時代土師器甕/須恵器甕/瓷
器系甕/釘/不明鉄製品

>SK3273・SD3008・3010 〜
3014・3025・3255・4206

現代
溝

3008
24W・X,
25W・X

Ⅳ Ⅱ

南北
（960）

東西
（510）

南北
130〜85 

東西
110〜85

南北
（688） 

東西
（456）

南北
50〜32 

東西
55〜38

南北
74〜56 

東西
49〜38

南北
7.242〜6.369

東西
6.476〜6.412

南北
N-32°-E 
東西
N-76°-W

土師器甕/珠洲焼片口鉢239・
240・241・243・244/瓷器系
甕238/瀬戸瓶子/白磁皿242/
土器転用研磨具271/鋸274/釘
/鉄滓284

>SK3223

3010
23V・W,
24V・W

Ⅳ Ⅱ

南北
（1017） 

東西
（1582）

南北
95〜32 

東西
168〜84

南北
（762） 

東西
（1248）

南北
66〜32 

東西
（64〜32）

南北
8〜3 
東西

48〜21

南北
7.172〜6.782 

東西
7.02〜6.889

南北
N-35°-E 
東西
N-57°-W

古墳時代土師器壷214/須恵器
無台杯

>SD3255・P3247・3267・
3269・3283 
<SK3001・SD3011・3012・
P3262・3263・3268・3276・
3297

3011
24W・X,
25W

Ⅳ
近世
以降

北
（652） 

南
（696） 

東
（684） 

西
（634）

北　38 
南　36 
東　48 
西　54

北
（476） 

南
（600）

東
506 
西

604

北
46〜28 

南
46〜12

東
39〜11 

西
46〜28

北
35〜23 

南
17〜（4） 

東
30〜12 

西
28〜14

北
7.280〜6.959 

南
6.956〜6.925 

東
6.947〜6.922 

西
7.029〜6.921

N-25°-E
古墳時代土師器甕/白磁四耳壷
255・256/土師器甕

>SD3010・3025

3012
23V,24V・
W

Ⅳ
近世
以降

（1160） 55〜40 （1138） 27〜18 22〜28 7.026〜6.935 N-61°-W
土師器甕/須恵器無台杯226/瓷
器系甕

>SD3010・3255

3013 25V Ⅳ
近世
以降

（260） 58〜45 （228） 24 10 7.109〜6.962 N-63°-W <SD4208

3014 25V Ⅳ
近世
以降

（574） 76〜46 （540） 34〜20 18 6.914〜6.877 N-65°-W 釘 <SK3004

3015
25W・X・
Y,26V・W

Ⅳ
近世
以降

（2630） 345〜280 （2420） 360〜196 34〜48 7.142〜6.799 N-29°-E
古墳時代土師器甕218/土師器
甕/須恵器有台杯227/珠洲焼片
口鉢251/釘

>P4216 〜 4221・4223 〜
4225 
<SK4215

近世
以降

3025
24U・V・
W,25V・
W

Ⅳ Ⅱ

南北
（1640）

東西
（1700）

南北
126〜70 

東西
140〜100

南北
（1496） 

東西
（1160）

南北
84〜30 

東西
68〜36

南北
31〜17 

東西
75〜32

南北
7.041〜6.851 

東西
6.806〜6.583

南北　
N-66°-W 
東西　
N-45°-E

須恵器無台杯/珠洲焼甕・小鉢・
片口鉢/瓷器系甕

>SD3026 
<SK3004・SD3011・P4202

近世
以降

3026 24U・V Ⅳ Ⅱ （1350）（180）〜140 （1152） 144〜100 26 7.237〜6.906 N-34°-E 土師器甕/鎚283
<SD3025・3255・P3279・
3280・3285

近世
以降

3255
24V・
W,25V・
W

Ⅳ Ⅱ

南北
（1374） 

東西
（1060）

南北
116 
東西
52

南北
（930） 

東西
（1000）

南北
92〜80 

東西
40〜25

南北
32〜80 

東西
24〜16

南北
7.126〜6.804 

東西
7.006〜6.951

南北　
N-58°-W 
東西　
N-36°-E

土師器甕
>SD3026・P3298・4203・
4204・4226 
<SD3010・3012

近世
以降

3295 23V,24V Ⅳ Ⅱ

南北
（526） 

東西
（190）

南北
106〜72 

東西
74〜66

南北
（532） 

東西
（133）

南北
60〜34 

東西
38〜28

南北
33 

東西
35〜27

6.934〜6.860

南北　
N-22°-E 
東西　
N-59°-W

瓷器系甕260
近世
以降

4206 25V Ⅳ
近世
以降

（300） 46 （316） 24 10 7.133〜7.091 N-59°-W
近世
以降

4208 25V Ⅵ
近世
以降

360 84〜38 292 40〜28 20 7.134〜6.720 N-61°-W >SK3004・SD3013
近世
以降

G区　井戸観察表

遺構
番号

グリッド
検出 
層位

変遷 
時期

分類
形態 規模（cm） 底面

標高 
（m）

覆土 
堆積
状況

主軸方向 出土遺物 切り合い
平面 断面

立ち上
がり

上端 
長径

上端 
短径

下端 
長径

下端 
短径

深度

3000 23V24,23W4 Ⅳ Ⅱ B 楕円形 台形状 急斜度 216 166 61 58 124 5.869 A N-67°-E
古墳時代土師器甕/須恵器甕・杯/土師質皿/珠洲焼片
口鉢233・甕・壷/瓷器系甕231/青磁椀234/瓦器輪
花火鉢232//砥石262/土器転用研磨具272

3006 23W7・8・12・13 Ⅳ Ⅱ B 円形 箱状 垂直 182 172 88 76 172 5.294 G N-36°-E 土師器甕/青磁椀235/釘/不明鉄製品

3009 23X5・10 Ⅳ Ⅱ B 楕円形 箱状 垂直 214 190 108 95 118 5.869 C N-30°-E 古墳時代土師器高杯/土師器甕
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G区　土製品観察表（土器転用研磨具）

報告
No.

出土位置
遺構
種類

遺構
No.

層位 転用前器種
法量（cm） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

271 
24・25X・
Y

SD 3008 3 珠洲焼壺 10.90 7.90 2.15 127.0 

272 23V24 SE 3000 5 瓷器系陶器甕 12.55 7.65 2.00 183.0 笹神古窯

273 Ⅱ 珠洲焼甕 9.25 9.95 2.20 192.0 

G区　石製品観察表

報告
No.

出土位置
遺構
種類

遺構No. 層位 器種 石材
法量（cm） 重量

（ｇ）
遺存状況 備考

長さ 幅 厚さ

261 Ⅱ層 砥石 流紋岩 10.05 4.50 4.15 149.0 両端欠損 被熱

262 23V SE 3000 1層 砥石 流紋岩 6.35 5.20 3.40 115.5 片端欠損 被熱

263 25V SK 3004 1層 砥石 頁岩 8.40 3.10 0.60 38.0 両端欠損

264 25V SK 3004 1層 砥石 頁岩 5.80 2.85 0.80 20.0 片端欠損

265 24W24 Ⅳ層 砥石 流紋岩 3.45 2.65 2.20 26.5 片端欠損 被熱

266 25V SK 3004 4層 砥石 流紋岩 7.30 4.30 1.60 53.5 片端欠損

267 Ⅱ層 砥石 凝灰岩 3.85 1.90 1.50 11.5 両端欠損 被熱

268 24X24 カクラン 砥石 流紋岩 3.00 2.50 1.45 12.0 
両端・裏
面欠損

被熱

269 24X12 カクラン 石製品 軽石 4.50 4.40 1.60 20.0 完形

270 Ⅱ層 石製品 軽石 3.65 3.30 1.50 5.0 一部欠損

G区　金属製品・鍛冶関連遺物観察表（鉄製品）

報告
No.

出土位置
遺構
種類

遺構
No.

層位 種類
法量（cm） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

274
24・25W・
X

SD 3008 2 鋸 10.30 3.00 2.00 14..5 両刃

275 25V SK 3004 覆土 釘 3.70 1.10 1.05 4.0 

276 25V SK 3004 覆土 釘 4.85 1.35 0.95 9.5 

277 23V25 SK 3152 1 釘 4.30 0.80 0.70 4.0 

278 23・24W SK 3001 覆土 釘 7.60 0.90 0.75 9.5 

279 25V SK 3004 覆土 釘 4.30 0.90 1.60 4.5 

280 25V SK 3004 覆土 釘 4.60 0.85 0.85 5.0 

281 25V SK 3004 1 釘 4.20 0.65 0.60 3.0 

282 23V25 SK 3152 1 釘 4.00 0.80 0.70 4.5 

G区　金属製品・鍛冶関連遺物観察表（鍛冶関連遺物）

報告
No.

出土位置
遺構
種類

遺構
No.

層位 種類
法量（cm） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

283 24U・V SD 3026 覆土 鎚 11.50 4.00 3.45 438.0 

284
24・25W・
X

SD 3008 1 鉄滓 6.80 6.80 2.10 72.0 椀形滓

G区　金属製品・鍛冶関連遺物観察表（銭貨）

報告
No.

出土位置
遺構
種類

遺構
No.

層位 種類 初鋳年 王朝 書体
法量（cm） 重量

（ｇ）
備考

長さ 幅 厚さ

285 24V23 Ⅱ 文久永寶 1863 江戸 草書 2.60 2.60 0.10 2.50 

G区　土器観察表（2）

報告
No.

出土位置 遺構/層位 種類 器種/時期
法量（cm）

内面色調 外面色調 胎土
回転
方向

底部調整 調整/文様 使用痕跡 備考
口径 器高 底径

232 23V24 SE3000 5層 瓦器 鉢・輪花火鉢 （8.0） N灰6/ N灰5/ 長 花弁の溝

233 23V24 SE3000 1層 珠洲焼 片口鉢・Ⅴ期 （4.7） 10.8 N灰6/ 7.5Y灰5/1 海骨・白 静止糸 卸し目9目

234 23W16 SE3000 5層 青磁 椀・上田D-2 15 （3.3）
7.5Yオリーブ
灰6/2

7.5Yオリーブ
灰6/2

白 内外施釉

235 23W8
SE3006 フク
土

青磁 椀・Ⅱb （1.6）
7.5Y灰オリー
ブ5/2

7.5Y灰オリー
ブ5/2

白 外体鎬連弁文 龍泉窯

236 25W
SK3004 フク
土

瀬戸・
美濃焼

折縁深皿・後
Ⅰ期

24.2 （1.7） 2.5Y浅黄7/3 2.5Y浅黄7/3 長 内外透明釉

237 25W
SK3004 フク
土

瓦器 鉢or風炉 （5.1）
10YR褐灰
6/1

10YR褐灰
4/1

雲・長 外体凸帯

238 24,25X・Y SD3008 3層
瓷器系
陶器

甕 （11.9）
5YRにぶい橙
7/3

5YRにぶい橙
7/4

雲・長
内体ヘラナデ後ヨコ
ナデ、外体ヘラナデ
タテ・押印簾状文

239 24,25X・Y SD3008 5層 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ期
g

36 （2.5）
2.5YR灰赤
5/2

5YR褐灰4/1 白 内外ロクロナデ

240 24,25X・Y
SD3008 1層,
4層

珠洲焼
片口鉢・Ⅴ期
g

31 （6.5） 2.5Y灰白7/1 2.5Y黄灰6/1 白 内外ロクロナデ

241 24,25X・Y SD3008 3層 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ-1
期

（3.9） 14.5
10YR灰白
7/1

2.5Y灰白7/1 白 静止糸 内卸し目10目

242 24,25X・Y SD3008 3層 白磁 皿・D群 （1.7） 4.2 2.5Y灰白8/2 2.5Y灰白8/2 畳付け・外底釉無し

243 24,25X・Y SD3008 1層 珠洲焼 片口鉢・Ⅳ期 （4.4） 16.6
2.5GYオリー
ブ灰6/1

2.5GYオリー
ブ灰6/1

海骨・白 静止糸 内外ロクロナデ

244 24,25X・Y SD3008 3層 珠洲焼 片口鉢・Ⅳ期 （4.5） 14.8 N灰5/1 N灰5/1 白・雲 内卸し目11目

245 23X,24X SK3001
土師質
土器

皿 （2.8） 6.6 10YR黒2/1
10YR黒褐
3/2

雲・白
内外ロクロナデ、柱
状高台

内外炭化物

246 24X SK3266 1層
土師質
土器

皿RH類 （1.2） 7.7
5YRにぶい橙
6/4

7.5YRにぶい
橙6/4

雲 内外ロクロナデ

247 G区 Ⅱ層 珠洲焼 片口鉢・V期g （6.3） N灰6/ 5Y灰5/1 海骨・白
内口波状文、内外ロ
クロナデ

内体炭化物

248 23,24X SK3001 珠洲焼 壺 T種・Ⅲ期 （6.0） 2.5Y黄灰6/1 N灰白4/ 海骨・白
外体平行タタキ、内
体無文当て具

249 24W9 カクラン 珠洲焼
片口鉢・Ⅱ期
b

16.8 （6.3）
5Y灰オリーブ
6/1

5Y灰オリーブ
6/1

海骨・白 内外ロクロナデ

250 G区 Ⅱ層 珠洲焼
片口鉢・Ⅳ期
c

25.1 （7.7） N灰6/ N灰6/ 海骨・白 内卸し目7目

251 24Z SD3015 1層 珠洲焼 片口鉢・Ⅲ期 （5.3） 14 N灰6/1 N灰5/1 海骨・白 静止糸 内卸し目16目

252 23X,24X SK3001
瀬戸・
美濃焼

折縁深皿・後
Ⅰ期

23 （1.5） 5Y灰白7/2 2.5Y浅黄7/3 長 内外透明釉

253 G区
瀬戸・
美濃焼

平椀・後前期 （3.7） 7.5Y灰白7/2 5Y灰白7/2 黒 内外施釉

254 23X、24X SK3001 青磁 椀・上田D-2 16.6 （3.8）
10Yオリーブ
灰6/2

10Yオリーブ
灰6/2

黒 内外施釉

255 24X・Y,25X SD3011 3層 白磁
四耳壷・12c
後半

（4.6）
5Y灰オリーブ
6/2

5Y灰オリーブ
6/2

黒 内外透明釉

256 24X・Y,25X SD3011 3層 白磁
四耳壷・12c
後半

（5.3）
5Y灰オリーブ
6/2

5Y灰オリーブ
6/2

黒
内体下無釉、外体下
透明釉

257 23W3 P3225 1層 瓦器 鉢・輪花火鉢 23 （6.9） 2.5Y灰白8/1 2.5Y黄灰5/1
金・長・
白

外花文スタンプ

258 23X5 カクラン 瓦器 鉢・Ⅱ類? 36.2 （2.7） 5Y灰5/1 5Y灰5/1 雲・長 外交凸帯か 断面漆継ぎ 外口剥離か

259 23X SK3001 瓦器 風炉 （5.4）
10YRにぶい
黄橙7/3

10YRにぶい
黄橙7/3

雲
雲形窓、外体凸帯2条

・草花文・円形貼付・

260
23W,24V・
W

SD3295 フク
土

瓷器系
陶器

甕 （9.7） 5Y灰5/1 10R灰赤4/2 長
外体ヘラナデタテ・
押印簾状文
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0 断面図（1：40） 2m0 平面図・エレベーション図（1：80） 4m
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P3391
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック少量含。粘性・しま

り有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルトブロック多量含。粘性・しま

り有。
P3401
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。
P3517
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。
P3519
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒少量含。粘性・

しまり有。

P3363
 1 10YR7/1灰白色シルト　暗褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
P3366
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。
 3 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR5/6黄褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。
 A 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト粒微量含。漸移層。

SD3043
 1 10YR6/1褐灰色シルト　灰色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。
 P3383
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

P3423
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。

P3520
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブ

ロック多量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト少

量含。粘性・しまり有。
P3802
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒

少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒微量

含。粘性・しまり有。
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図 版 7E区　遺構個別図（1）SB35 〜 37
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P3732
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

P3388
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。

P3756
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
P3757
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。

図 版 8 E区　遺構個別図（2）SB38・40・41、SD3040・3056・3416・3734



0 断面図（1：40） 2m0 平面図・エレベーション図（1：80） 4m
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P3752
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒少量含。

粘性・しまり有。

P3345
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。

P3355
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト少量含。粘性・しまり有。

P3541
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。炭化物粒・焼土粒極微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

図 版 9E区　遺構個別図（3）SB39・42〜 44



0 断面図（1：40） 2m0 平面図・エレベーション図（1：80） 4m
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P3505
 1 10YR3/4暗褐色シルト
  黄褐色シルト粒微量含。
  粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト
  黄褐色シルト粒極微量含。
  粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト
  暗褐色シルトブロック多
  量含。粘性・しまり有。

P3549
 1 10YR3/4暗褐色シルト
  炭化物粒・黄褐色シルト

粒少量含。粘性・しまり
有。

 2 10YR3/4暗褐色シルト
  黄褐色シルト粒微量含。

粘性・しまり有。

P3564
 1 10YR3/4暗褐色

シルト
  炭化物粒・黄褐

色シルト粒少量
含。粘性・しま
り有。

 2 10YR3/4暗褐色
シルト

  黄褐色シルト粒
微量含。粘性・
しまり有。

P3436
 1 10YR3/4暗褐色シルト
  黄褐色シルト粒少量含。

炭化物粒微量含。粘性・
しまり有。

P3500
 1 10YR3/4暗褐色シルト
  黄褐色シルト粒少量含。

粘性・しまり有。

図 版 10 E区　遺構個別図（4）SB45・46、SD3038
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P3829
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山ブロック少量含。炭化物微量

含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒微量含。

粘性強・しまり有。
 3 10YR6/4にぶい黄橙色シルト　地山粒多量含。炭化物微量含。粘

性・しまり有。

P3830
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物･地山粒微量含。粘性・し

まり有。
 2 10YR6/4にぶい黄橙色シルト　地山粒多量含。炭化物粒微量含。

粘性・しまり有。

SD3065
 1 10YR7/6明黄褐色シルト　炭化物微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。粘

性・しまり有。
 3 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒多量含。炭化物微量含。粘

性・しまり有。
 4 10YR7/6明黄褐色シルト　地山粒主体。炭化物微量含。粘性・し

まり有。

SD2295
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。
SD3065
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・し

まり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト少量含。炭化物粒微量含。

粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
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図 版 11E区　遺構個別図（5）SB47・SD3065
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SE3031
 1 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR7/3にぶい黄橙色シルト　地山粒多量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物少量含。焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山粒少量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しまり有。
 5 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物多量含。焼土粒・地山粒微量含。粘性あり・しまりなし。
 6 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山粒多量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性あり・しまり弱。
 7 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 8 10YR5/2灰黄褐色シルト　炭化物・地山粒少量含。焼土粒微量含。粘性あり・しまり弱。
 9 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物多量含。地山粒少量含。粘性あり・しまり弱。
 10 10YR5/1褐灰色シルト　炭化物・地山粒少量含。一部、酸化鉄を含んだブロックを含む。粘性あり

・しまり弱い。
 11 2.5Y4/1黄灰色シルト　地山ブロック（1～3cm）多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 12 2.5Y4/1黄灰色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 13 10YR7/2にぶい黄橙色シルト　地山ブロック多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。

 
14 10YR7/2にぶい黄橙色シルト　地山ブロック多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 15 10YR6/2灰黄褐色シルト　炭化物微量含。地山ブロック多量含。粘性・しまり有。
 16 10YR7/1灰白色シルト　地山ブロック多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 17 10YR6/2灰黄褐色シルト　地山ブロック多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 18 10YR6/1褐灰色シルト　地山ブロック多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 19 10YR6/1褐灰色シルト　地山ブロック多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 20 10YR6/1褐灰色シルト　地山ブロック多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 21 10YR7/2にぶい黄橙色シルト　地山土多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 22 10YR7/6明黄褐色シルト～5B7/1明青灰色シルト　地山主体。暗青灰色シルトブロック含。

土層の上部が酸化と還元化の境。粘性・しまり有。
 23 5PB3/1暗青灰色シルト　地山ブロック多量含。粘性・しまり有。
 24 2.5Y7/1灰白色シルト　しまり有。
 25 5PB3/1暗青灰色シルト　地山ブロック少量含。粘性・しまり有。
 26 2.5Y7/1灰白色シルト　しまり有。

図 版 12 E区　遺構個別図（6）SE3031



0 平面図・断面図・側面図（1：40） 2m0 出土状況図（1：20） 1m

1

2

3
4

56

7

12 13

14
15

8

8

9

11

10 10

2段目

3段目

1段目

1段目

SE3031 井戸側平面図①（井戸側出土状況）

SE3048

SE3048 井戸側平面図①
（井戸側出土状況）

SE3048 井戸側平面図②
（底面･水溜）

SE3031 井戸側平面図②（底面・水溜）

SE3031 井戸側側面図②（横桟･水溜）SE3031 井戸側側面図①（側板）

SE3048 井戸側側面図①
（側板）

SE3048 井戸側側面図②
（横桟・水溜）

5.800mb'b

5.800mb'b 5.800mb'b

b'b

5.800mb'b

7.200ma'a

a'a

SE3048

134

135

139-2

139-4

139-1

124

146 160

159129

158

142

140

141

165 168

169

164

171

174

174

170167

166

164

171

174

173

172

168165

169 174

171

158

143-1 126 136 137 133

138

123

146

141

139-1
134

144-2

143-2

139-3

122

144-1

158

19

131

141

144-2

158

141

SE3048
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物粒・地山粒微量含。粘

性・しまり有。
 2 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・地山粒微量含。粘

性・しまり有。
 3 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物微量

含。粘性強・しまり有。
 4 10YR7/6明黄褐色シルト　炭化物微量含。粘性・しまり有。
 5 10YR7/6明黄褐色シルト　炭化物微量含。粘性・しまり有。
 6 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物微量

含。粘性・しまり有。
 7 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物微量

含。粘性・しまり有。
 8 10YR5/3にぶい黄褐色シルトと地山の混合土　炭化物微量

含。粘性・しまり有。

 9 10YR7/6明黄褐色シルト　褐色シルトブロック少量含。炭化
物微量含。粘性・しまり有。

 10 5B7/1明青灰色シルト　褐色シルト粒多量含。粘性強・しまり
有。

 11 5B7/1明青灰色シルト　曲げ物内覆土。褐色シルトブロック多
量含。しまり有。

 12 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山粒多量含。炭化物粒微量
含。粘性・しまり有。

 13 10YR5/3にぶい黄褐色シルトと地山の混合土　炭化物微量
含。粘性・しまり有。

 14 2.5Y7/4浅黄色シルト　炭化物微量含。粘性・しまり有。
 15 10YR7/6明黄褐色シルト　炭化物微量含。粘性・しまり有。

図 版 13E区　遺構個別図（7）SE3031・3048
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 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　φ5mm前後の炭化物粒を含む。粘性・しまり有。
 2 10YR5/3にぶい黄褐色シルトと10YR7/6明黄褐色シルトの混合土　粘性・しまり有。
 3 10YR3/2黒褐色シルト　5～10mm前後の炭化物を多量含。粘性・しまりやや有。
 4 10YR5/4にぶい黄褐色シルト　灰黄褐色シルトを混入する砂質を含む。粘性弱・しまり有。
 5 10YR5/6黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルトをブロック状に含む。粘性ややあり・しまり有。
 6 2.5Y5/3黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルトを含む。粘性あり・しまりやや有。
 7 10YR4/2灰黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルトをブロック状に含む。赤褐色の鉄分を含む。粘性・しまりやや有。
 8 10YR3/2黒褐色シルト　黄橙色シルトをブロック状に多量含む。φ5～10mmの炭化物を含む。粘性・しまりやや有。
 9 10YR2/2黒褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 10 10YR6/1褐灰色シルトと2.5Y8/4淡黄色シルトの混合土　炭化物微量含。しまり有。
 11 5G7/1明青灰色シルト　褐色シルト粒少量含。しまり有。
 12 N6/灰色シルト　明青灰色シルト粒多量含。酸化鉄多量含。しまり有。
 12' 崩落のため不明
 13 10BG6/1青灰色シルト　黒色シルト多量含。粘性・しまり有。
 14 10YR5/4にぶい黄褐色シルト　灰黄褐色シルトを混入する砂粒を含む。粘性弱・しまり有。
 15 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 16 10YR5/6黄褐色シルト　砂粒多量含。粘性弱・しまりやや有。
 17 10YR3/2黒褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。
 18 10YR6/6明黄褐色砂　粘性・しまり無し。
 19 10YR5/6黄褐色シルト　黒褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 20 10YR3/1黒褐色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。
 21 10YR7/4にぶい黄橙色シルト　砂質土。しまり有。
 22 10YR7/4にぶい黄橙色シルト　褐色シルトブロック少量含。しまり有。
 23 5B6/1青灰色シルト　砂質土。褐色粘土ブロック少量含。しまり弱。
 24 5B6/1青灰色シルト　褐色シルトブロック多量含。しまり有。
 25 10YR7/4にぶい黄橙色シルト　砂質土。褐色シルトブロック少量含。しまり有。
 26 10BG6/1青灰色砂　黒色シルト微量含。粘性・しまりなし。

SE3030
 1 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　炭化物粒少量含。焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　炭化物粒・地山粒少量含。粘性あり・しまり弱。
 3 10YR3/2黒褐色シルト　炭層。焼土粒少量含。粘性あり・しまり弱。
 4 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物少量含。地山粒微量含。粘性あり・しまり中。
 5 10YR3/2黒褐色シルト　炭層。焼土粒少量含。粘性あり・しまり弱。
 6 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・地山少量含。粘性あり・しまり中。

図 版 14 E区　遺構個別図（8）SE3030・3057
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SE3032
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しまり強。
 2 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物多量含。地山粒微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しまり強。
 4 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 5 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 6 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 7 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性強・しまり弱。

SE3033
 1 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物・地山微量含。粘性強・しまり有。
 5 10YR5/2灰黄褐色シルト　3層と同じ
 6 10YR7/4にぶい黄橙色シルト　地山主体。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 7 10YR5/1褐灰色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 8 10YR7/4にぶい黄橙色シルト　6層と同じ
 9 10YR5/1褐灰色シルト　7層と同じ
 10 10YR3/1黒褐色シルト　炭層。地山微量含。粘性・しまり有。
 11　10YR7/3にぶい黄橙色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・しまり弱。
 12　10YR7/3にぶい黄橙色シルト　11層と同じ。
 13　10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物・地山微量含。粘性強・しまり有。
 14　10YR7/3にぶい黄橙色シルト　11層と同じ。

SD3053
 1 10YR6/1褐灰色シルト　炭化物・地山粒微量含。粘性・しまり有。

SE3034
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒・褐灰色シルトブロック少量含。炭化物・焼土粒微量含。

粘性・しまり有。
 2 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山粒多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR6/2灰黄褐色シルト　地山ブロック多量含。炭化物少量含。焼土粒微量。粘性・しまり有。
 5 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　3層と同じ
 6 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しまり有。
 7 10YR3/1黒褐色シルト　炭層。粘性あり・しまり弱。
 8 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　6層と同じ
 9 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物粒・焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 10 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山粒多量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しまり弱。　

SE3035
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR7/6明黄褐色シルト　地山粒多量含。褐色シルトブロック少量含。粘性・しまり有。
 5 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山粒多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 6 10YR7/6明黄褐色シルト　地山主体。粘性・しまり有。
 7 10YR5/2灰黄褐色シルト　5層と同じ

図 版 15E区　遺構個別図（9）SE3032・3033・3034・3035・SD3053
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SE3036
 1 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 2 2.5Y7/4浅黄色シルト　地山主体。褐色シルトブロック少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 3 2.5Y7/4浅黄色シルト　地山粒主体。炭化物・褐色シルトブロック微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR4/2灰黄褐色シルト　地山ブロック少量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性強・しまり有。
 5 2.5Y7/4浅黄色シルト　3層と同じ。
 6 10YR3/1黒褐色シルト　炭層。地山粒微量含。粘性あり・しまりなし。
 7 10YR5/1褐灰色シルト　地山ブロック少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 8 10YR4/1褐灰色シルト　炭化物少量含。地山粒少量含。粘性強・しまり弱。
 9 2.5Y8/2灰白色シルト　地山ブロック主体。褐色シルトブロック少量含。炭化物微量含。粘性強・しま

り有。
 10 10YR4/2灰黄褐色シルト　4層と同じ。
 11 10YR8/2灰白色シルト　周囲の地山と比べ軟らかい。粘性・しまり有。

SE3037
 1 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山粒少量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しまり有。
 5 2.5Y7/4浅黄色シルト　地山ブロック主体。褐色シルトブロック少量含。炭化物・焼土粒微量含。粘

性・しまり有。
 6 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・地山ブロック少量含。焼土粒微量含。粘性・しまり有。
 7 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物少量含。地山粒少量含。粘性・しまり有。
 8 10YR3/1黒褐色シルト　炭層。焼土粒・地山粒微量含。粘性強・しまり弱。
 9 10YR8/2灰白色シルト　褐色シルトブロック少量含。周囲の地山と比べ軟らかい。粘性・しまり有。

SE3042
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルトブロック少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルトブロック少量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
 5 10YR6/6明黄褐色シルト　暗褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 6 10YR6/6明黄褐色シルト　炭化物粒極微量含。粘性・しまり有。
 7 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルトブロック微量含。粘性・しまり有。

SE3044
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブ

ロック多量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/4にぶい黄褐色シルト　暗褐色シ

ルトブロック少量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/4にぶい黄褐色シルト　黄褐色シ

ルト粒微量含。粘性・しまり有。

SE3045
 1 10YR5/6黄褐色シルト　粘性・しまり有。
 2 10YR2/3黒褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 3 10YR2/3黒褐色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。
 4 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。
 5 10YR4/2灰黄褐色シルト　褐灰色シルト多量含。黄褐色シルト少量含。粘性・

しまり有。
 6 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
 7 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック少量含。粘性・しまり有。
 8 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 9 10YR5/6黄褐色シルト　鉄分少量含。粘性・しまり有。
 10 10YR5/6黄褐色シルト　黒褐色シルトブロック微量含。粘性・しまり有。

SE3046
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山（砂）少量含。炭化物・焼土粒微量含。

粘性・しまり有。
 2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山（砂）多量含。炭化物微量含。粘性・し

まり有。
 3 2.5Y7/4浅黄色シルト　砂質。しまり有。
 4 10YR7/6明黄褐色シルト　地山粒主体。褐色シルトブロック少量含。粘性・

しまり有。
 5 2.5Y7/4浅黄色シルト　粘性・しまり有。
 6 10YR7/6明黄褐色シルト　4層と同じ。
 7 10YR5/2灰黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山微量含。粘性・しまり有。
 8 2.5Y7/4浅黄色シルト　粘性・しまり有。
 9 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山少量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しま

り有。
 10 2.5Y7/4浅黄色シルト　粘性・しまり有。
 11 10YR7/6明黄褐色シルト　褐色シルトブロック少量含。炭化物微量含。粘

性・しまり有。
 12 2.5Y7/4浅黄色シルト　粘性・しまり有。

図 版 16 E区　遺構個別図（10）SE3036・3037・3042・3044・3045・3046
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SE3055
 1 2.5Y6/3にぶい黄色シルト　地山ブロックと褐色シルトの混土。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しまり有。（撹乱）
 2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山ブロック少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山ブロック多量含。炭化物少量含。土師器片多量に出土。粘性・しまり有。
 4 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物多量含。地山ブロック少量含。粘性・しまり有。
 5 10YR3/1黒褐色シルト　炭化物多量含。焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 6 10YR3/1黒褐色シルト　炭層。焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 7 10YR3/1黒褐色シルト　炭層。焼土粒・地山粒微量含。粘性なし・しまり弱。
 8 10YR3/1黒褐色シルト　炭層。粘性なし・しまり弱。
 9 10YR4/1褐灰色シルト　灰層。粘性・しまり有。
 10 10YR3/2黒褐色シルト　炭化物多量含。地山ブロック少量含。焼土粒微量含。粘性・しまり有。
 11 10YR3/1黒褐色シルト　8層と同じ。
 12 10YR3/2黒褐色シルト　炭化物多量含。粘性・しまり有。
 13 2.5Y7/3浅黄色シルト　褐色シルトブロック少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 14 2.5Y7/3浅黄色シルト　褐色シルトブロック微量含。粘性・しまり有。
 15 10YR7/6明黄褐色シルト　炭化物・褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 16 2.5Y7/1灰白色シルト　炭化物・褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。

SE3059
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山ブロック少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 2 2.5Y7/4浅黄色シルト　地山ブロック主体(砂と粘土)。褐色シルトブロック少量含。炭化物

微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　地山ブロック多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 4 2.5Y7/4浅黄色シルト　地山主体。褐色シルトブロック少量含。粘性・しまり有。

P3818
 1 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。

SE3062
 1 10YR6/2灰黄褐色シルト　焼土粒・地山粒少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 3 2.5Y7/4浅黄色シルト　炭化物粒微量含。粘性・しまり有。　
 4 10YR7/3にぶい黄橙色シルト　褐色シルトブロックと地山ブロックの混土。炭化物微

量含。粘性・しまり有。
 5 2.5Y7/4浅黄色シルト　地山主体。褐色シルトブロック少量含。粘性・しまり有。
 6 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山と褐色シルトブロックの混土。炭化物微量含。粘性・

しまり有。
 7 10YR4/2灰黄褐色シルト　地山と褐色シルトブロックの混土。炭化物微量含。粘性・

しまり有。
 8 10YR3/2黒褐色シルト　地山ブロック多量含。粘性・しまり有。
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図 版 17E区　遺構個別図（11）SE3055・3059・3062・P3818
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SE3063
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルト少量含。炭化物粒を含。粘性・しまりやや有。
 2 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルトブロックをブロック状に多量含。炭化物粒を含。粘性・しまりやや有。
 3 10YR3/3暗褐色シルト　灰黄褐色シルトをブロックに少量含。赤褐色の鉄分を含。粘性弱・しまりやや有。
 4 10YR5/6黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルトを含。粘性・しまりやや有。
 5 10YR5/6黄褐色シルト　灰黄褐色シルトを少量含。粘性・しまりやや有。
 6 10YR4/2灰黄褐色シルト　黄褐色シルト少量含。粘性・しまりやや有。
 7 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　下層ほど赤色・赤褐色の鉄分を多量に含む。灰黄褐色シルト少量含。粘性・しまりや

や有。

SD3054
 1 10YR6/1褐灰色シルト　炭化物・地山粒微量含。粘性・しまり有。
SE3068
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。
 3 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 5 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
SD2295
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。

SE3393
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物粒・地山

粒微量含。粘性・しまり有。
 2 2.5Y7/4浅黄色シルト　砂質。しまり有。
 3 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。

炭化物粒・焼土粒微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　地山粒多量含。

炭化物粒・焼土粒微量含。粘性・しまり有。
 5 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　3層と同じ
 6 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　4層と同じ

SK3440
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。

粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルトブロック少量含。

粘性・しまり有。
SE3445
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。

炭化物粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。

粘性・しまり有。

SE3900
 1 10YR2/2黒褐色シルト　黄褐色シルトブロック少量含。炭化物粒・焼土粒

微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR2/2黒褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR5/6黄褐色シルト　粘性・しまり有。
 5 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。
 6 10YR5/6黄褐色シルト　粘性・しまり有。
 7 10YR2/2黒褐色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。
 8 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
 9 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト多量含。褐灰色シルト少量含。粘

性・しまり有。
 10 10YR5/6黄褐色シルト　粘性・しまり有。
 11 10YR2/2黒褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 12 10YR5/6黄褐色シルト　粘性・しまり有。
 13 10YR7/1灰白色シルト　粘性・しまり有。
 14 10YR8/1灰白色シルト　13層に比べ砂質が強い。粘性・しまり有。

図 版 18 E区　遺構個別図（12）SE3063・3068・3393・3445・3900・SK3440・SD2295・3054
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SE3913
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト

粒微量含。炭化物粒極微量含。粘性・
しまり有。

 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト
ブロック多量含。下位は炭化物粒多量
含。粘性・しまり有。

 3 10YR2/2黒褐色シルト　炭化物粒・黄
褐色シルトブロック少量含。粘性・し
まり有。

 4 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト
ブロック多量含。粘性・しまり有。

 5 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト
微量含。粘性・しまり有。

SK3039
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。
  粘性・しまり有。
 2 10YR3/2黒褐色シルト　炭層。地山粒少量含。粘性あり・しま
  り弱。
P3463 
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。
  粘性あり。しまり強い。
 2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。粘性・しまり有。

SK3047
 1 10YR3/3暗褐色シルト　下層に10YR5/3にぶい黄褐色シルトを多量に混入する。

粘性・しまりやや有。

SK3049
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物

粒多量含。粘性・しまり有。

SK3327
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック

多量含。粘性・しまり有。
P4168
 1 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト粒微量

含。粘性・しまり有。

SK3421
 1 10YR2/2黒褐色シルト　炭化物粒・焼土粒少量含。粘性・

しまり有。
 2 10YR5/6貴褐色シルト　黒褐色シルト粒少量含。粘性・し

まり有。

SK3050
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/3暗褐色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。

SK3051
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

SK3422
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

SK3453
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量

含。炭化物粒微量含。粘性・しまり有。

SK3455
 1 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物少量含。焼土粒・地山粒微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山粒多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 5 10YR3/1黒褐色シルト　炭化物多量含。地山粒微量含。粘性・しまり有。
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図 版 19E区　遺構個別図（13）SE3913・SK3039・3047・3049・3050・3051・3327・3421・3422・3453・3455，P3463・4168
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SK3633 SK3632

SK3461 SK3596

SK3425
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・焼土粒・黄褐色シルト粒少量含。粘性・

しまり有。
 2 10YR2/2黒褐色シルト　炭化物粒・焼土粒多量含。粘性・しまり有。
 3 10YR2/2黒褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。炭化物粒・焼土粒微

量含。粘性・しまり有。
 4 10YR5/6黄褐色シルト　黒褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

SK3427
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化粒・黄

褐色シルトブロック少量含。粘性・し
まり有。

 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シル
トブロック多量含。粘性・しまり有。 SK3461

 1 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　炭化物・焼土粒・地山
粒微量含。粘性・しまり有。

 2 10YR7/6明黄褐色シルト　地山主体。炭化物・褐色シ
ルトブロック微量含。粘性・しまり有。

P3462
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　地山ブロック多量含。

炭化物微量含。粘性・しまり有。

SK3596
 1 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　炭化物・焼土・地山微量含。

粘性・しまり有。
 2 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山少量含。炭化物微量含。

粘性・しまり有。
 3 2.5Y7/3浅黄色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・

しまり有。
 4 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山少量含。炭化物微量含。

粘性・しまり有。
 5 2.5Y7/3浅黄色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・

しまり有。

SK3598
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　焼土・地山少

量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR7/3にぶい黄橙色シルト　地山多量含。

炭化物微量含。粘性・しまり強。（焼土の混
入はおそらくSE3055の掘り返しにより混入）

SK3636
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。
SK3637
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

SK3633
 1 10YR2/2黒褐色シルト　黄褐色

シルト粒少量含。炭化物粒微量
含。粘性・しまり有。

 2 10YR5/6黄褐色シルト　黒褐色
シルトブロック多量含。粘性・
しまり有。

SK3632
 1 10YR2/2黒褐色シルト　炭化物粒・黄褐

色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR2/2黒褐色シルト　黄褐色シルト粒

多量含。粘性・しまり有。
P3634
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒

多量含。粘性・しまり有。

SK3650
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロ

ック多量含。炭化物微量含。粘性・しまり
有。

SK3652
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シ

ルト多量含。炭化物粒微量含。粘性
・しまり有。 SK3653

 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルトブロック微量含。粘性・しまり有。

SK3669
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒

微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/1褐灰色シルト　黄褐色シルト微

量含。粘性・しまり有。

SK3673
 1 10YR3/3暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒極微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/3暗褐色シルト　粘性・しまり有。
SD3065
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト少量含。炭化物粒微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト微量含。粘性・しまり有。

SD2295
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
SK3674
 1 10YR3/4暗褐色シルト　粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。

SK3823
 1 10YR4/2灰黄褐色シルト　黄褐色

シルトをブロック状に少量含む。
粘性・しまりやや有。
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SK3679
 1 10YR5/2灰黄褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/2灰黄褐色シルト　褐灰色シルト・黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。
 3 10YR6/1褐灰色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
SK3680
 1 10YR5/2灰黄褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　灰黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。
SD3054
 1 5Y5/1灰色シルト　粘性・しまり有。（Ⅱ層土）

SK3726
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト多量含。炭化物粒・焼土粒極微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。
SK3735
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。焼土粒極微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR2/2黒褐色シルト　炭化物粒多量含。黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 3 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。

SK3850
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　

炭化物・焼土粒・地山粒少量含。
粘性・しまり有。

 2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　
地山粒多量含。炭化物微量含。

  粘性・しまり有。

SK3957
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。

粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト微量含。粘

性・しまり有。

SK3901
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト少量含。炭化物粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

SK3741
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。

SD3054
 1 5Y5/1灰色シルト　粘性・しまり有。
 2 2.5Y5/1黄灰色シルト　黄褐色シルトブロック少量含。粘性なし・しまり有。
 ＊1・2層はⅡ層土

SK3968
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 3 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。

SK3969
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量

含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト少量含。粘性・し

まり有。

SK3984
 1 10YR4/2灰黄褐色シルト　赤褐色の鉄分を多量に含む。粘性弱・しまりやや有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　灰黄褐色シルトをブロック状に含む。粘性・しまりやや有。

SK3996
 1 10YR6/1褐灰色シルト　黄褐色シルト少量含。

粘性・しまり有。

SK4150
 1 10YR3/3暗褐色シルト　赤褐色の鉄分を多量含。粘性・しまりやや有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルトをブロック状に少量含。粘性・し

まりやや有。

図 版 21
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SK4153
 1 10YR3/2黒褐色シルト　赤褐色の鉄分を含。粘性やや

あり・しまり強。
 2 10YR5/4黒褐色シルト　黒褐色シルトをブロック状に

多量含。粘性あり・しまりやや有。
 3 10YR5/4黒褐色シルト　黄褐色シルトと黒褐色シルト

をブロック状に含。粘性・しまりやや有。

SK4154
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。炭化物・焼土粒

微量含。粘性強・しまり有。
 2 2.5Y8/3淡黄色シルト　褐色シルトブロック少量含。粘性強・し

まり有。
 3 10YR6/4にぶい黄橙色シルト　地山粒多量含。粘性強・しまり

有。
 4 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山ブロック多量含。炭化物微

量含。粘性強・しまり有。

SX3987
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　赤褐色の鉄分

を含む。粘性・しまりやや有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルト

をブロック状に含む。粘性・しまりやや有。

SD2295
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。

粘性・しまり有。
 2 10YR3/2黒褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。

粘性・しまり有。
 3 10YR3/2黒褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト少量含。粘

性・しまり有。

SD3054
 1 5Y5/1灰色シルト　粘性・しまり有（Ⅱ層土）。

SD3064
 1 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　灰黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。
 3 10YR6/1褐灰色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
SD2295
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
P3678
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。

SD3058
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。

SD3038
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・焼土粒・地山粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/2灰黄褐色シルト　炭化物・地山少量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/2灰黄褐色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。

 4 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山少量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。
 5 10YR6/3にぶい黄橙色シルト　地山多量含。炭化物微量含。粘性・しまり有。

SD3043
 1 10YR6/2灰黄褐色シルト　酸化鉄多量含。粘性・しまり有。

SD3041
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。

粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト粒多量含。

粘性・しまり有。

SD3056
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・

焼土粒・黄褐色シルトブロック微量
含。粘性・しまり有。

SD3061
 1 10YR4/2灰黄褐色シルト　粘性弱・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　灰黄褐色シルトを部分的に含む。粘性弱・しまり有。
 3 10YR3/2黒褐色シルト　長さ10～20mmの炭化物を含む。炭化物粒含。粘性・しまりやや有。
 4 10YR3/3暗褐色シルト　黄褐色シルトを含む。粘性・しまりやや有。
 5 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルトをブロック状に含む。粘性・しまりやや有。
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SD3066
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルトを

ブロック状に少量含。粘性・しまりやや有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルトを

含む。粘性・しまりやや有。

SD3067
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルトを

ブロック状に少量含。粘性・しまりやや有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルトを

含む。粘性・しまりやや有。

SD3069
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　地山粒少量含。

炭化物微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・地山粒

微量含。粘性・しまり有。

SD3416
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト

粒多量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルト

粒微量含。粘性・しまり有。

SD3643
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト

粒微量含。粘性・しまり有。

SD3644
 1 10YR2/2黒褐色シルト

黄褐色シルト粒微量含。
粘性・しまり有。

SD3060
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。

SD3646
 1 10YR5/6黄褐色シルト　暗褐色シルトブロック多量含。粘性・しま

り有。

SD3734
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒多

量含。炭化物粒微量含。粘性・しまり有。
P3718
 1 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色

シルト粒微量含。粘性・しまり有。

SD3734
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。炭

化物粒微量含。粘性・しまり有。

SD3749
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルトブロ

ック多量含。粘性・しまり有。

SD3750
 1 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。

炭化物粒極微量含。粘性・しまり有。

SD2295
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　赤褐色の鉄分を含む。粘性・しまりやや有。
 2 10YR4/4褐色シルト　赤褐色の鉄分・黄褐色シルトを含む。粘性・しまりやや有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルトをブロック状に含む。粘性・しまりやや有。

SD3071
 1 10YR5/2灰黄褐色シルト　Ⅱb層に類似。粘性中・しまり中。
 2 10YR6/1褐灰色シルト　粘性中・しまり中。
 3 10YR5/1褐灰色シルト　浅黄橙色シルトブロック中量含。粘性中・しまり中。
 4 10YR7/3にぶい黄橙色シルト　褐灰色シルトブロック多量含。粘性中・しまり中。
SD3070
 1 10YR4/1褐灰色シルト　にぶい黄橙色シルトブロック中量含。粘性強・しまり中。

SD3072（現代溝）
 1 10YR6/1褐灰色シルト　Ⅱ層に類似。粘性弱・しまり強。
 2 10YR6/4にぶい黄橙色シルト　浅黄色シルトブロック多量含。粘性中・しまり中。
 3 10YR5/1褐灰色シルト　粘性中・しまり中。
 4 10YR4/1褐灰色シルト　粘性強・しまり中。
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SE4013
 1 10YR4/2灰黄褐色シルト　赤褐色の鉄分多量含。粘性・しまりやや有。Ⅱ層由来土。
 2 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物少量含。粘性・しまりやや有。Ⅱ層由来土。
 3 10YR4/2灰黄褐色シルト　黄褐色シルトをブロック状に多量含。炭化物を含。粘性・しまりやや有。

Ⅱ層由来土。
 4 2.5Y4/1黄灰色シルト　灰オリーブ色シルトをブロック状に含。粘性・しまりやや有。5層土が水によ

り還元変色したもの。
 5 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　長さ10～30mmの炭化物を含。粘性・しまり有
 6 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルトをブロック状に含む混在層。粘性ややあり・しまり弱。
 7 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　にぶい黄橙色シルトを含。粘性・しまり有。
 8 10YR6/4にぶい黄橙色シルト　粘性・しまりやや有。

 Ⅱa 10YR5/2灰黄褐色シルト　赤褐色の鉄分多量含。粘性・しまりやや有。
 Ⅱb 10YR4/2灰黄褐色シルト　赤褐色の鉄分多量に含。Ⅳ層土の黄褐色シルトを含む。粘性・しまりやや

有。
 Ⅳ' 10YR5/2灰黄褐色シルト　Ⅳ層土が水分による還元変色したもの。

 A 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルトを多量含。粘性・しまりやや有。
 B 2.5Y4/2暗灰黄色シルト　Ⅲ層土が水分による還元変色したもの。
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SK4010
 1 10YR4/2灰黄褐色シルト　赤褐色の鉄分を多量含。粘性やや有・し

まり有。Ⅱ層由来土。
 2 10YR4/2灰黄褐色シルト　赤褐色の鉄分を多量含。炭化物を含む。

粘性やや有・しまり有。Ⅱ層由来土。
 3 10YR5/1褐灰色シルト　炭化物を少量含。粘性・しまりやや有。
 4 5Y6/1灰色シルト　粘性・しまりやや有。

SK4011
 1 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物粒・赤褐色の鉄分を含。粘性・しまり

やや有。

SK4012
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　灰黄褐色シルトをブロック状に含。炭化

物粒を含。粘性・しまり弱。
 2 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物粒・灰黄褐色シルトを多量含。粘

性・しまり弱。

SX4014
 1 10YR4/3黄褐色シルト　灰黄褐色シルトをブロック状

に少量含。粘性・しまり弱。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルトを含。粘

性・しまり弱。
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図 版 35F 区　遺構個別図（2）SK4010 〜 4012・SX4014・古代・中世の土器 ･金属製品
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SE3000出土状況図

7.500ma'a

a'a

7.500ma'a

a'a

7.300ma'a

a'a

SE3000
 1 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト多量含。炭化物粒微量含。
 2 10YR3/3暗褐色シルト　炭化物粒少量含。
 3 10YR4/4褐色シルト　炭化物粒微量含。
 4 10YR4/4褐色シルト　褐灰色シルトブロック多量含。
 5 10YR6/2灰黄褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。
 6 10YR6/2灰黄褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。

SE3009
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。炭化物粒少量含。
 2 10YR4/4褐色シルト　灰白色シルトブロック・黄褐色シルトブロック多量含。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルトブロック少量含。
 4 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルトブロック多量含。
 5 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト微量含。
 6 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト微量含。

SE3006
 1 2.5Y黄灰色シルト　炭化物粒微量含。粘性なし。Ⅱ層土。
 2 2.5Y黄灰色シルト　黄褐色シルト粒多量含。炭化物微量含。Ⅱ層土。
 3 2.5Y黄灰色シルト　黄褐色シルト粒・炭化物微量含。Ⅱ層土。
 4 10YR6/1褐灰色シルト　黄褐色シルト粒少量含。炭化物粒微量含。
 5 10YR6/1褐灰色シルト　黄褐色シルト粒多量含。炭化物粒極微量含。
 6 10YR6/2灰黄褐色シルト　黄褐色シルト粒・炭化物粒少量含。
 7 10YR6/2灰黄褐色シルト　黄褐色シルト粒・炭化物粒微量含。
 8 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒多量含。黄褐色シルト粒微量含。
 9 10YR3/4暗褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。炭化物粒微量含。
 10 10YR3/4暗褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。
 11 10YR5/6黄褐色シルト　赤褐色の鉄分、暗褐色シルト少量含。
 12 10YR6/6明黄褐色シルト　赤褐色の鉄分多量含。
 13 10YR3/2黒褐色シルト　炭化物粒多量含。
 14 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。炭化物粒含。
 15 10YR5/6黄褐色シルト　黄褐色シルト・灰黄褐色シルト含。
 16 10YR6/6明黄褐色シルト　灰黄褐色シルト多量含。
 17 10YR5/6黄褐色シルト　灰黄褐色シルト多量含。赤褐色の鉄分含。

図 版 39 G区　遺構個別図（1）SE3000・3006・3009
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7.300ma'a
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7.300ma'a
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SK3001
 1 10YR5/4にぶい黄褐色シルト　粘性・しまり有。
 2 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含・炭化物粒極微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含・炭化物粒極微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト・褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 5 10YR4/1褐灰色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。
 6 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
 7 10YR5/1褐灰色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

SK3152
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト少量含。

SK3265
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。炭化物粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/4褐色シルト　褐灰色シルト・黄褐色シルト少量含。炭化物粒微量含。粘性・

しまり有。

SK3266
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/4褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。
 4 10YR4/4褐色シルト　褐灰色シルト粒多量含。粘性・しまり有。

SK3004
 1 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR4/2灰黄褐色シルト　炭化物粒微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR5/1褐灰色シルト　黄褐色シルト粒少量含。炭化物粒微量含。粘性・しまり有。

SD4208
 1 10YR5/2灰黄褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。

SK3270
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト微量含。粘性・しまり有。

図 版 40G区　遺構個別図（2）SK3001・3004・3152・3265・3266・3270・SD4208
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SK3272
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。

SK3273
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルトブロック多量含。粘性・しまり有。

SK3290
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト少量含。粘性弱・しまりやや有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルトブロック含。粘性・しまりやや有。

SK3296
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト・褐灰色シルト少量含。粘性・しまり有。

SK4205
 1 10YR4/1褐灰色シルト　黄褐色シルト粒少量含。炭化物粒微量含。粘性・しまり有。

SK3223
 1 10YR4/3にぶい黄褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。

SD3008
 1 10YR4/4褐色シルト　炭化物粒微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/4褐色シルト　炭化物粒・褐灰色シルト微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。
 4 10YR4/4褐色シルト　褐灰色シルト・黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。
 5 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
 6 10YR4/4褐色シルト　炭化物粒・黄褐色シルト粒微量含。粘性・しまり有。
 7 10YR6/1褐灰色シルト　褐色シルト微量含。粘性・しまり有。

SD3010
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト多量含。粘性・しまり有。
 3 10YR4/4褐色シルト　褐色シルト・黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 4 10YR4/4褐色シルト　粘性・しまり有。
 5 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト・黄褐色シルト少量含。粘性・しまり有。

SD3012
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルト少量含。炭化物・焼土粒微量含。粘性・しまり有。

SD3255
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト少量含。粘性・しまり有。

P3173
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルト粒少量含。粘性・しまり有。柱痕。
 2 2.5Y7/4浅黄色シルト　黄褐色シルト多量含。粘性・しまり有。

P3253
 1 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　炭化物・黄褐色シルト粒少量含。焼土粒微量含。粘性・しまり有。

図 版 41
G区　遺構個別図（3）SK3223・3272・3273・3290・3296・4205

SD3008・3010・3011・3012・3255，P3173・3253



0 （1：40） 2m

SD3012

SD3026 SD3025

SD3025 SD3025

SD3255SD3295 SD3026

SK3004

SD3025 SD3011

SD3010 SD4206 SD3013 SD3014SD3010

SD3026 SD3025

SD3015

SD3026

SD3010・3012（23V）

SD3015（26V）

SD3025（24U）

SD3025・3026（24U・V）

SD3025・SK3004（25・26V）

SD3025（25W）

SD3255（24V）

SD3255（24V）

SD3295（24V）

SD3026・3255・3295（24V）

SD3011・3025（24W）

SD3025（25・26V）

SD3013・3014・4206（25V）

1

1

1

1

1

1

1
2

3
2

1 1
1

2

1
1 1 1

22

3

2

3
4

1

2
2

2
3

1
1

1 3
Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

2

1
1

2
2

2

3

P

P

1 1 1

3

2
1

A A

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ'

Ⅱ''Ⅱ''

盛土

3
5 5

2

2

3

4

7.300me'e

7.400m
h'h

7.300mi'i

7.500mj'j

7.300ml'l

7.300mm'm

7.200mo'o

7.300mp'p

7.500m
q'q

7.300mn'n

7.400m
k'k

7.400mf'f

7.400mg'g

SD3025
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト少量含。
 2 10YR4/6褐色シルト　黄褐色シルト多量含。
 3 10YR4/4褐色シルト　灰色シルトブロック・黄褐色シルトブロック多量含。

SD3026
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト微量含。

SD3255
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 2 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　褐色シルト少量含。粘性・しまり有。

SD3295
 1 10YR4/4褐色シルト　黄褐色シルト少量含。粘性弱・しまりやや有。
 2 10YR5/3にぶい黄褐色シルト　赤褐色の鉄分多量含。粘性・しまりやや有。

SD3013・3014・4206
 1 10YR5/2灰黄褐色シルト　炭化物粒微量含。粘性・しまり有。

SD3011
 1 10YR5/4にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。粘性・しまり有。
 2 10YR5/4にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルト少量含。粘性・しまり有。

SD3015
 1 10YR7/1灰白色シルト　黄褐色シルト少量含。粘性・しまり有。A区Ⅲ層相当。
 2 10YR4/6褐色シルト　黄褐色シルト粒多量含。
 A 10YR4/4褐色シルト　灰色シルト多量含。
 Ⅱ' 10YR5/2灰黄褐色シルト　Ⅱ層に比べ灰色が強い。
 Ⅱ'' N6/灰色シルト　

図 版 42G区　遺構個別図（4）SK3004・SD3010 〜 3015・3025・3026・3255・3295・4206
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SD3011
 2 10YR5/4にぶい黄褐色シルト　黄褐色シルト微量含。粘性・しまり有。
 3 10YR5/6黄褐色シルト　にぶい黄褐色シルト少量含。粘性・しまり有。
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図 版 43 G区　遺構個別図（5）SD3011・中層全体図・中層出土状況図
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図 版 44G区　古墳時代・古代・中世の土器（1）
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図 版 45 G区　中世の土器（2）
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図 版 46G区　石製品・土製品・金属製品・鍛冶関連遺物



E 区　遠景（北東から）

遺跡遠景（南西から）

図 版 47遺跡遠景



E 区　完掘（北西から）

調査区全景（真上から）

図 版 48 遺跡全景・E 区　完掘



E 区　SE3031　セクション（16K　南東から）

E区　完掘（北東から）

図 版 49E 区　完掘・SE3031



SE4013　セクション（22T　南西から）F区　完掘（南西から）

E区　SD2295・3070 〜 3072　セクション（20Q　南西から）E区　SB35-P3366（右）・SD3043（左）　セクション（14J　北西から）

E区　SE3055　土師質土器皿出土状況（16K　南西から）E区　SE3055　セクション（16K　南西から）

E区　SE3036（左）・3037（右）　セクション（15K・L　南西から）E区　SE3057　井戸側出土状況（13K　南西から）

図 版 50 E 区　SE3036・3037・3055・3057、SB35-P3366、SD2295・3043・3070 〜 3072、F 区　完掘・SE4013



G区　SD3015　セクション（26V　南西から） G区　基本層序・古墳時代土器出土状況（26X　南東から）

G区　SE3009　セクション（23X　南西から）G区　完掘（南東から）

G区　完掘（南西から）

図 版 51G 区　完掘・SE3009・SD3015・基本層序・古墳時代土器出土状況



258　〔1:4〕
その他の土器　〔1:3〕
木製品　〔縮尺不同〕

7
8

13

63

41

19

91 97

88

98

85

86

14

253236

242 252
258

259257

256
255

237

234

232
235

254

SE3031 122 木釘痕 SE3031 143 くぼみ

SE3031 141 楔痕と鉈痕

SE3031 159 刻印

SE3057 182 木釘痕

SE3048 166 釿痕と木釘

E区　SE3030（7・8）

SD3072（91）

G区　SE3000（232・234） SK3004（236・237）

SD3008（242）

SK3001（254）
SD3011（255・256）

SK3001（252）

SK3001（259）P3225（257）

SE3006（235）

SE3046（41）

SE3031（13・14・19）

SE3062（63）

SE3065（85・86）

SD3066（88）

図 版 52 E・G区　青磁・白磁・瀬戸・美濃焼・瓦器、E区　木製品



SB35 〜 47　完掘（北東から）

E 区　掘立柱建物（SB35 〜 39・42 〜 47）　完掘（北西から）

図 版 53E区　遺構（1）　SB35 〜 47



SB35-P3802　セクション（15K　南東から）SB35-P3517　セクション（15K　南東から）

SB35-P3391　セクション（14K　北東から）SB35-P3383　セクション（14J　東から）

SB35（右）・SB44（左）　完掘（北西から）

図 版 54 E区　遺構（2）　SB35・44



SB38-P3388　セクション（14J　南西から）SB38-P3732　セクション（14K　北から）

SB36-P3423　セクション（14K　南西から）SB36（右）・SB46（左）　完掘（北西から）

SB38（右）・SB43（左）　完掘（北西から）

図 版 55E区　遺構（3）　SB36・38・43・46



SB44-P3355　セクション（15J　南東から）SB43-P3752　セクション（14J　北から）

SB37・40 〜 42　完掘（13・14K・L　北西から）SB39　完掘（14K　北西から）

SB38・43 〜 45　完掘（14・15J・K、16K　北西から）

図 版 56 E区　遺構（4）　SB37 〜 45



SB46-P3500　セクション（15K　南から）SB46-P3436　セクション（14K　南から）

SB45-P3564（16K　東から）SB45　完掘（北東から）

SB46　完掘（北西から）

図 版 57E区　遺構（5）　SB45・46



SD3065　セクション・白磁皿（85）出土状況（14・15L　南西から）SB47-P3829　セクション（15N　南東から）

SB47・SD3065　完掘（14・15L 〜 M　北西から）SB47・SD3065　完掘（14・15L 〜 M　北東から）

SB47・SD3065　完掘（北西から）

図 版 58 E区　遺構（6）　SB47・SD3065



SE3031　井戸側出土状況（16K　南東から）

SE3031　井戸側出土状況（16K　南東から）

図 版 59E区　遺構（7）　SE3031



SE3031　曲物内セクション（16K　南東から）

SE3031　横桟 1 段目東隅（16K　南東から）SE3031　横桟 1 段目南隅（16K　南東から）

SE3031　井戸側出土状況（16K　南東から）

SE3031　出土状況（16K　南西から）

SE3031　刀子（120）　出土状況（16K　南東から）SE3031　井戸側出土状況（16K　南東から）

SE3031　井戸側出土状況（16K　南東から）

図 版 60 E区　遺構（8）　SE3031



SE3048　曲物出土状況（14K　南東から）SE3048　礫出土状況（14K　南東から）

SE3048　横桟東隅（14K　南東から）SE3048　セクション（14K　南東から）

SE3048　井戸側出土状況（14K　南東から） SE3048　井戸側出土状況（14K　東から）

SE3048　鋏（114）　出土状況（14K　東から）SE3048　セクション（14K　南東から）

図 版 61E区　遺構（9）　SE3048



SE3057　曲物出土状況（13K　南西から）SE3057　曲物内種子出土状況（13K　南西から）

SE3057　板材・礫出土状況（13K　北東から）SE3057　井戸側出土状況（13K　南西から）

SE3057　セクション（13K　南西から）SE3057　井戸側出土状況（13K　南西から）

SE3057　井戸側出土状況（13K　南東から）SE3057　セクション（13K　東から）

図 版 62 E区　遺構（10）　SE3057



SE3035　セクション（15K　南東から）SE3034　完掘（16K・L　南東から）

SE3033　完掘（15J・K　北東から） SE3034　セクション（16K・L　南東から）

SE3033　セクション・礫出土状況（15J・K　北東から）SE3032　完掘（15J・K　南から）

SE3032　セクション（15J・K　南から）SE3030　セクション（16K　北東から）

図 版 63E区　遺構（11）　SE3030・3032・3033・3034・3035



SE3055　下部セクション（16K　南西から）SE3055　セクション（16K　南西から）

SE3042　セクション（14J　南東から）

SE3046　セクション（14・15K　北東から）SE3045　セクション（14・15J 　南東から）

SE3044　セクション（14K　南西から）

SE3037　炭化物層検出状況（15L　南西から）SE3036　炭化物層検出状況（15K・L　南西から）

図 版 64 E区　遺構（12）　SE3036・3037・3042・3044・3045・3046・3055



SE3063　下部セクション（17N・O　南東から）SE3063　セクション（17N・O　南東から）

SE3062　完掘（15K　北から）SE3062　セクション（15K　北東から）

SE3059　セクション（15K　北西から） SE3059　完掘（15K　北西から）

SE3055　完掘（16K　南西から）SE3055　土師質土器皿出土状況（16K　南西から）

図 版 65E区　遺構（13）　SE3055・3059・3062・3063



SE3913　礫出土状況（13・14L　南西から）SE3913　セクション（13・14L　南西から）

SE3900　完掘（14L　南から）SE3900　セクション（14L　南から）

SE3445　完掘（14K　南西から）SE3445　セクション（14K　南西から）

SE3393　セクション（15J　南から）SE3068・SD2295　セクション（13M　北西から）

図 版 66 E区　遺構（14）　SE3068・3393・3445・3900・3913、SD2295



SK3679（左）・3680（右）　完掘（14N　南東から）SK3679（左）・3680（右）　セクション（14N　南東から）

SK3650　完掘（13L　東から）SK3650　セクション（13L　東から）

SK3455　セクション（15L　南から）SK3051　セクション（14・15J　南東から）

SK3050　セクション（15・16M　南から）SK3039（右）・P3463（左）　セクション（15L　東から）

図 版 67E区　遺構（15）　SK3039・3050・3051・3455・3650・3679・3680、P3463



SD3070 〜 3072　セクション（19・20Q 〜 S　南西から）SD3734（左）・P3520（右）　セクション（15K　南東から）

SD3060（右）・3646（左）　セクション（13・14K　南東から） SD3061　セクション（15J　北東から）

SD3056　セクション（14J　南西から）SD3041　セクション（15J　南東から）

SD3038　セクション（15K・L、16K・L　南東から）SD2295（中）・3064（左）・P3678（右）　セクション（13M　南東から）

図 版 68 E区　遺構（16）　SD2295・3038・3041・3056・3060・3061・3064・3070 〜 3072・3734・3646・P3520・3678
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図 版 69E区　古代・中世の土器（１）
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図 版 70 E区　中世の土器（2）・石製品・土製品・金属製品
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図 版 71E区　中世の木製品（1）



137～139　〔1:10〕
その他　〔1:8〕

135

137 138

139

136

140

141

142

SE3031（135～142）

図 版 72 E区　中世の木製品（2）
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図 版 73E区　中世の木製品（3）
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図 版 74 E区　中世の木製品（4）
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図 版 75E区　中世の木製品（5）・木簡



SX4014　セクション（21T　南東から）SK4011（右）・4012（左）　セクション（22T　南西から）

SE4013　遺物出土状況（22T　南西から）F 区　基本層序・SE4013　セクション（22T　南西から）

F 区　完掘（南西から）

図 版 76 F 区　完掘・基本層序、遺構　SE4013、SK4011・4012、SX4014



G 区　完掘（北から）

G 区　遺構検出状況（北西から）

図 版 77G区　遺構（1）　検出状況、完掘



G 区　完掘（南東から）

G 区　完掘（南東から）

図 版 78 G区　遺構（2）　完掘



SK3004　セクション（25V　南東から）SK3001　遺物出土状況（23・24W　南西から）

SK3001　遺物出土状況（23・24W　南西から）SK3001　セクション（23・24W　南西から）

SE3006　セクション（23W　南西から） SE3009　完掘（23X　 南西から）

SE3000　セクション（23V　南東から）SE3000　遺物出土状況（23V　南東から）

図 版 79G区　遺構（3）　SE3000・3006・3009、SK3001・3004



SD3008　完掘（24W・X、25W・X　南西から）SK4205　セクション（25V　東から）

SK3290　セクション（25W　東から）SK3272　セクション（24W　北東から）

SK3265　セクション（24W　南東から） SK3266　セクション（24W　南東から）

SK3223（右）・SD3008（左）　セクション（24X　東から）SK3152　セクション（23・24V　南東から）

図 版 80 G区　遺構（4）　SK3152・3223・3265・3266・3272・3290・4205・SD3008



SD3025　完掘（24U・V、25V　南東から）SD3015　完掘（25W 〜 Y、26V・W　南西から）

SD3014　セクション（25V　南東から）SD3013　セクション（25V　南東から）

SD3011　セクション（24W　北東から）SD3011　礫出土状況（24W・X、25W　南西から）

SD3010（右・左）・3012（中）　セクション（23V　南東から）SD3008　セクション（24・25W　南西から）

図 版 81G区　遺構（5）　SD3008・3010 〜 3015・3025



中層　2014-1T　遺物出土状況（23W　北東から）G 区　基本層序中層（23X　北東から）

SD4206　セクション（25V　南東から）SD3255　セクション（24V　南東から）

SD3026（右）・3295（左）　セクション（24V　南西から）SD3026　完掘（24U・V　南西から）

SD3025　セクション（25W　北東から）SD3025・3026　セクション（24U・V　南東から）

図 版 82 G区　遺構（6）　基本層序・SD3025・3026・3255・3295・4206、中層の調査



G 区　2014-5T　セクション（24・25V　南西から）E 区　2014-7T　セクション（19P　南西から）

E 区　2014-7T　セクション（19P　南から）E 区　2014-6T　セクション（16・17M、17O　南西から）

中層　2014-2・3T　完掘（北東から）中層　2014-1T　完掘（北西から）

中層　調査風景（西から）中層　2014-1T　遺物出土状況（23W　北東から）

図 版 83G区　遺構（7）　中層の調査、E・G区下層の調査
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図 版 84 F 区　中世の土器・金属製品　G区　古墳時代・古代・中世の土器
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16 番地 1ほか

15223 401 37°49′46″〜

37°49′39″

139°12′31″〜

139°12′38″

20140408〜

20140717

6,480㎡ 一般国道 49号
阿賀野バイパス
建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

境	塚	遺	跡 散布地 古墳時代（前期） 土師器

散布地 平安時代
（9世紀前半）

土師器・須恵器

集落跡 鎌倉・室町時代
（13世紀前半〜
15世紀前半）

掘立柱建物 13棟、
井戸27基、土坑54基、
溝 27条、ピット 578
基、性格不明遺構 2基

土師質土器・珠洲焼・瓷器系
陶器・青磁・白磁・瓦器・砥
石・土器転用研磨具・刀子・鎚・
鉄滓・銭貨・木製品・木簡

幹線道路脇に建ち並ぶ町場。
建築材を転用した井戸側部
材の伐採年を1279〜1284
年に同定した。

要　　　約 　阿賀野川右岸の標高約 7mの自然堤防上に立地する。調査の結果、古墳時代前期・平安時代・鎌倉〜室町
時代（13世紀〜 15世紀）の遺構・遺物を検出した。平成 21年に検出した路面幅約 6mの道 1の東側から
中世の掘立柱建物 13棟や井戸 23	基などを検出した。方形縦板組井戸が 3基あり、このうち 1基から「三百
石」と書かれたと見られる木簡が出土した。また、年輪年代学的解析によって井戸側部材の伐採年を 1279 年
〜 1284 年に同定した。一方、旧河川の東側では瓷器系陶器の出土比率が高く、瓦器の風炉・火鉢といった流
通品を含むことが特徴である。遺跡は、大規模な幹線道路を利用した陸上交通と、阿賀野川に通じる百津潟を
利用した河川交通との結節点に成立した町と考えられる。



新潟県埋蔵文化財調査報告書　第262集『境塚遺跡Ⅱ』 正誤表

頁 位置 誤 正

２ 　第２図キャプション 　平成17年「新潟」 　平成９年「新潟」
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